
一…

.

2

'
工

藁

∴

存馨

ニ

ニ

[

一

'

}

二

一

,

P

ゲ

⇒
二

こ

　
∵

・

二

　



ケ

^、 一_一 一 ■、～
'

.'..

.一 ン ∨ ・.、 》_㌔

tt_F_「+[←

一一■t'VtA・ttt

AvL7Aト
".'一 一.tL.N「-t.tV

'-tt'.A

'

ttLr・.-".t,..`「

'

　 一...一 ー 一・ 岬

町 一}'〔 一 → 戸 ・9'
〔～… 〉 《 ← サ … 一 〔

～.▼vAAvv

AA.,
rP… 嚇+'一'--9、 一

.一 一'「 ■… 甲'.〆

.〒 ← 〔 ・.一'ぞ 》一

{、 兵..}.一 一 〔

へ,w'"・'・ ・〔w－ 一 ・
一 一 一∵ ___三 二==二 ㌔

凱..…==二 二 ㍗ 二^一 二=γ≡ ≡ ≡一 ≡三.^・,一 ⌒ ← 、「や 一}一 、'■一 ー ー 一^・一 －ww.dy…}一'一'"ww'pm-・{-7… 一 ¶…L{一}'一___一_
一～一{".'-vWtvv'"一 ー一・一 …'「{　 一 ー －v_一_pttHt't'"一't.叩… 一 「^一"〉'M・ 一 －v叩 一__→ 一 一

ー一』 ～ ～ 一 一{一 … ㎜ 一}ρ 一 …
-t-一 －HV--ntwvv■Pt-H.一 二=∵ 一 瓢 一 一=㌻ 一 一～ 一 工===二 二… 　岬 … …一一_一,…__一_… 一一}一 一 　… 一 ー 一_一 一'ンー叩 …… ≡=一 一=≡==工=驚=

～ 一 一 一}、 「　… 一_}__一{～__戸 …一 一 　 … 一　 {一 一一{… …_…_一 … 一'一 … 一 一}… 一 … 一_

≡=≡=ご 一 ー ー一 靴=

謬言≡議頴 蓬 妻達 蓑三≧1
鷲≡ 三≡ ≡ ≡=

一 … ～ 一{一 ー ー一____

一丁"'tHt-Vt'一 戸
一}》

、"－w

マ》●LA『=～_一 ー ー 一_三==一 ー一
__・ →'一戸一'一一"M""一'ts-一^t」 …一 ー 一 …_← 一一.___… 一 …}'一 一"岬 一 一}一 一 … ←い^…

_一 ・一 帽 一 一___r-一 　 一 … 　 }tww-　 t-・一

一　 "}一'{…_
_一)_一 〔　 一 一…}一 一.…}}一}…=

__.-t{一 －v-.一.-.→ 一"一"""一 ー ーー一.,iHnv-.de.,.～ 一 一 一一 ・一一.一-「-.← …^一}…"-w^pmrv・"・AN-TV・nyt-t－ 千'

__一{岬}一 脚 〕一 ー ーー一… 一 一 一 一
…_r… 叩"一}}'… 一}一 一_一 ー一.nv… 一㊨===澗 一 ご… 一… … … ～

≡≡≡ ⊇一_
一 一 … 一 バ ー<==≡=≡___'一一"''''"-pm.、hf'-tt}… … 一{va"t-… 一 い一

一 　 }一 ー 一・^、
w-.一`h

、… 一 〔.
一

'.-、}≡ ≡ 議 一 ≡ 難 一 一_≡=≡=一=_一 一 … 一 ー 一 ∨_,
一 －wn-v－ 一-一へ 一一 _～ ・一^一 …'一 ー 一 ・叫一_一_方_一 …,≡ 一 一=一 一=一 ー一 ≡ ≡ ≡ ≡一 一.一 －ww} ・fi--fit--vva`一 一 軸_・ 、・一 －r… 一 …vAtAtW■一 一 一_._^〔{{… 一 一'… 一 一… ～ … ☆…{ひ …'〔三 二≡ ≒ぞ 一 ≡三 一 ≡

'… 一 一 、い
A

・　 〔

r.….・HFt-tnvv-VVT"■v--H・.㎡ 一 －t-"t、__ド 、甲M-__〉 一 ・一 叩{一 「}{市 ふ 一別 ‥ ・h－叩 ・…}… ♂一一 … 一 パ ・一 一ーー ぺ一 　 {{貿 　 杏 一
__甲 さ－ve_pm-一 ・_i、v--th-.一 －v司'."}_N}一 －Tth--」 一－V".rv
.、一 一 一・tTV-一 ー 一町 、w{.一{.一 八 …{{一 ー 一
_一 一 ・一ー 一 一 … 一 一 … … 一""{一 〔____一 一 ～_一 ー ー 一 一}一 ～{一
〉'←_.._一.___… ≠_一 … … 一 一 穴一 哨～{…{{}酷 諾==ふ ==三 二 鵬=… 六
一 一 一… 一 ・__… 、一 … 一}一 ー 一 ←''… づ一 …一一・』}… 一 ・…__en・-w-^… 　一ー－h-"'r-wn--t--ttvv－…{一∵〔.'噌 一 一{ … … 一ー ー ー 一 … 一{{一 甲・〆{一 … ㌻一 … 一 ⌒ 一 一==='
'、 ∨.}一`'、 .… 一___一'一 … 一 …'… 一 へ'^

}岬 … …r ._、 …_一 一_.〔 一 ー一… … 一_押 ・一・一ー 一.・._一一 …一 …-h《 〉_←A-一.w-一∀、ve　 …
___燃==一 二 ー ベ ㌧ 一=一

ー一 … 一一 … 一 一 ーへ一一=二三 ≡ 一 ≡≡ 竺(
一一_… 一一_… 一 … 一、・・一 ー ー ー 一 ・一 一'… 一 一 一三蘇==≡ 一
≡蹴i≡ ≡ 蓑≡ii≡
→.

vn← 一－t-■ ・gv-一"

… 一 一 ≡ ≡ 萎i≡癒
■'

'「丙 へ、A

、、、 、

一獲 ≡ ≡ ≡'
… 事 ≡ 〔 篇 一 …=一

－A

－ ー ジニ.,⌒ …
濫 ≡ 』=_…

___.… 一 …

Ar'へL匪・… ・一一__… 一一 一{～ … 一 ー一、 ▼' ・・、.,__.}一 〔・.一_一}_三 三 ≡… ≡=
__一 目一====二 、}－A

つ}　 一…'～ 一〔一}
や

一{{〔}}⌒{'一'一
___.… 一 一　一 ー一}結 く 一 一 ー 一 寸一 一
===__一 ー 一 …、一 ≡ 蓼璽蒙

…_… 叶r_一 ー ー 一"一 ■■一一 一"一ー－vt-"ww-"-t-一 ー一

=、
,

㌃=
、

　窯≡
令
…

}

=
三

.≡
=一 (=

≡
三
　鷲遮

=

=　一
　 }

…
=‥

(　
=

=「嵩

=
≡

～～

竺 …へ

瓢
碧

…　=

も
二
又

…三　蒜
コ

ロ

　

W
三吟

ト
三一

・
…一

二ニ

}　…
…}…へ≡

‥

へ
≡〃■一　…

]叫….叩、
(}・

一 …}》～…
　
・≡

…、

一一一「
ぶ↑}議二=二

'

F
"

土一へ一 ～
一一 '

=

.≡ 【…一〔ヤ⇔

≡
三

}一

三

一≡
………　三

…
ごー

"
×
三

二

、㌃

[二へ}

・三～

三
…三
三
　

二

.
≡

-.-vrw--th・ 一_一 …-r-"t-"
　 '"wwvWh「 一 一 、一__三 ≡ 罵 瓢 一 －A～{一 ・一 一

… 一　 {〔 ず
吟一'一

.・－VJ"一一.「一
《 ・一 一{'

'、－A

,tny-VtL

－ 一___← 一… 　 一{
ww'一'}{..一 領－E-一.wo-・ 一 一{-r-."一"〔{

≡ ぞ=一=馨 箒=一一 宍一 …==・ 一 バ
_・rヤ〔 ←'{一^_.〉 一}、〒 一'治一 　 }榊

_.一 一 一__一 … 一　 一 …

「}'.,-tt't
、…A-、'
}〔 一 一

一 　 ～.,〔←',一}一
==一 一 ‥

一

冑A～.、

へ
Y'」}

三 へ==1:=一 一 ー ー ー ー一 －h-h-一 　 一 一'・一一}… …^s"-tt-一"一一"L"f-.v--tt^べ 叩
"t.・一一"'N-一一"ny'一'"一一■N-'一会一■一"一".'t-一 季一..A"一一一 〔 一　

_聯======叢～=一 ー 二 三===
、}一}.一 ・'一..'

,_… 一 一 … 二三 ア=織 ぷ 〉 一^
冊 μ'一

.}一 一 凧L…
{〔 「、、{一"－

v.vv■ 一.一合－t・Sv・'■一,叩 …'}…v'一'‥}"一 一+'ut－ 利 }}〔 【
一ー 一、_…___'一 … 一'一 …}… … … へ}

t-tw-m冊9vww+》ma.H-一 一.一+Y-W－ ♂叩,mp-tth-VtWv+-'-tt-T-'v－

一 叩 ・、.・← 「AH.tT.-t-一 ・WU-・_W
i1A.・ 一－ttTveLv"lrv-fU軌t't－

…_,,_へ}… 一 …Pt… 「f-・一_.一 　 '一 ～
一 一}一 …--Av

tt{t"吟 ■Pt

,〔"A、い`一 二A冊 … … 〔'.、_9、w計.一__… … … ・… 鴨…一戸一ー 一 ….'
_一 ・__._{　 r{_..、.〔..._

=一 三 … 瓢≡ ⊇
、

.一`一 、}
〔 叩}一 ぺ 叫一 ♂'

A

－ 一 蝋 主_一 志_∨ ～ ぷ一 一 滞鵠

～_・ … ～ … ←Vt"一 一・一・+一■wv"1+th、 寸-
.__一 一,____{一{{一 一"剛'一

… ∨ 一 い._一 ・一 一_一 …'一^・}'…..・'・_"∨ 、∨
'L　 -NV"'一.-v-一 一一.t-a・・.t-Tt-".一… シ ー-TV.r}・._一 －e-thVfi、～ ・{い

・h-_〔 … 一 ト 州}v-'一'"一'⌒ 一
∀戸 … 一._プ.・Httt-一 一+一・di-'nypm{T・v-一 －v・v1-N'M-t-'in　 〔 ⌒→ 」-

… 一 … 師.一 一{一_… 一 　 {〒

叩t'一 一 一　 一一 一.,、"v-r-一 一・'一ーin-t`・・一 －pt{w　 一一 … 咽…{} ,一{一{一_一 〔}一 鼎}}づ 叩 一 一 ・一 一一_一.一 ∀ヘ ー_一 .._….一〒一 臨 一 ___・ 一 一..一 ・一 一 … 一 一 　、'H'{・ →〔___.一 … 一 … ・-Wr… 一 ー 一'一 門－t-・
'} … 一一'・ … 一 一 … 「一,一 …弾 ・.〔^一 一… 一 …'… ⇒も一　 一

⌒ 一 ⌒ ～ ,.一__一_一^^へ ～ … 、_一 一 一・'}へ 一 一… … … …r塀 ～ 、一_一 … 一}… 一 一 ・・..・一・・一－t.一ー

一 一 一 一_._}_　 一 一一一 … 一 … 　 へ 一__.__ザ ⇒}… … へ 一'、

一 … 　 … ….___一 …{一 ー 一 ～ 一 一

》

『 灘 ≡ ≡r≡ ≡ 一^▼LA.s〔}「
ウー …Aヘ ー ….い.… 一,"ttet・`w[←"…t「v'一 一

_‥ ≡ 一{…"

一 ご}一 … 一 … 一 一 ⊆ … 一、{→「+'--←一,一 一{… 州 一 ㊨ 「頁「一－Vtfi －.一 一"t-'k▼{'一 「L－ ∨「`rrP-

一 … 一____一 一 二 二一^..'馳一 …一 一 ー 一'・ 一 … ・・一 … … 岬一
一 〔 ～ 一 一 ≡ 一 鶴__.… 一 一ー

バ ～_'一 一 「'←}7{.ＴA

‥'γ 一 一一'}.り 一〔}叩{一{一 ー 一 … ⌒ワ{… 叩^、
_一 ・・←.・'t-'tw^.-Vt-tty-一 ・.tn.thtt

.,.}【 ～'一 　 .^

一 一丙、}〉 い ゲ.,、
'…,'.-LV-M'H-一'■ 一…ArWH-v"・ 一'

、L--　 、…,、{x""-Tth「 〔
∨"th-v-fpt'hTtt■""'twn'fi'"eww"一

..－Aへ
そ 鳳 諏 訓t.■tT－VT-t"w

－一=驚1==一 一 ～ 一 、

一
^tSt－ －nyf+一'

t-・T'一 －e^叩 岡'一 －tt.."一 〇 ㎝.-

.一 一7-.「{一'‥.←a'VtS・tV-一'・ 一.T-－ff"`-Vt

〔}.,一{一 一 い 一 《シ.、'

._一 一{、 一 一 …'… 、… 一〔}…A-〒Aw… ∀{叩
一"tY't'一一■v-u

-一 ▼一 一'　 叩'
〔{一 ▽

wJ「ttW-.一 ～vr

t-.一..H.・nyVht-'tt"v.t

ご≡=-r=
"一 一・一 ーー 一__一_.。_

__ワ 〉…t'∀-n"AV"～ 、w〔ド 「… 一 一 　 "【}_.,ア〔'一 …一 ー ー 一 _

▼ ▼.

〔

「、 ㌔.
A、 ∨

^L「 一_～ ..L"一 「一.}{▼ 一 〔 ♂一

一 …}{㍉_..一

▼^t_一 －L-.-Pt--」h

'L'v--ta'tny'_
A〆 「▼一 ●A} ,一 ● ■一 一 一'

Wh　 1..ff'

～ 　～_…～ 一 ≒ ・ ㌻.'▼WtV-、vv←wt-一"・t

、.、

∨-」 「v-tt.■t.→w.ヤ ー

研'… 、 、〔

{〉A.叩

.へ 、tt、

Fttへv
T-TAt'「-t

to

－ 、 ∀

,"-dttt'
ψ'-tvvv－ ア",.

σ.



了トA矯 助 ・

デー タベ ー ス構 築標 準 マ ニュアル

昭 和61年3月

財団法人 デ ー タベ ー ス 振 興 セン ター





は じ め に

デ ータ ベ ー ス振 興 セ ン ターで は,わ が国 デー タベ ース振 興 の た め発 足 以 来 各 種 事 業 を行 っ

て お ります 。

最 近 に な って,わ が 国 に お いて もデ ータ ベ ース の重 要 性 が認 識 され,大 手 企 業 の 多 くは デ

ー タベ ースの 活 用 を始 め て い ま す 。 しか し,わ が 国 独 自の開 発 に よ る デ ー タベ ース は外 国製

に比 べ る と ご く限 られ た 数 に しか過 ぎ な い のが 実情 で す 。

一 方 ,多 くの 企 業 で は す で に業 務 の遂 行 上 自家 用 デ ー タの効 果 的 活 用 に 迫 られ,自 社 内 の

デ ー タの整 備 な らびに デ ー タベ ー ス構 築 の必 要 性 が急 速 に 高 ま って い ます 。 こ う した デ ー タ

に は商 品 的 価 値 を持 つ もの も少 な くな く,こ こに ビ ジネ ス,チ ャ ンスが生 まれ ます 。事 実,

現 在 の とこ ろ数 は 限 られ て い ます が 自家 用 デ ー タを ベ ー ス に サ ー ビスを提 供 し利 益 を上 げ 始

め て い る企 業 もあ ります 。

今 回当 財 団 が実 施 した調 査 は,自 家 用 デ ー タの 整 備 に よ り,デ ー タ ベ ース を 商 品 と して 展

開 で き る可 能 性 につ いて 実 施 した もの で す。 した が って,本 報告 書 は今 後 自社 で デ ー タベ ー

ス を構 築 し,市 場 に参 入 しよ う とす る企 業 に と って貴 重 な資 料 に な る もの と確 信 い た し ま

す 。

今 回 の調 査 は,㈱ エ ポ ック ・ リサ ー チ の協 力 を得 て実 施 しま した 。

ま た,実 例 紹 介 に お い て各 企 業 の ご担 当 の方 々 に さ らに報 告 書 の編 集 ・作 成 に あ た って 専

門家 諸 氏 の ご協 力 ・ご指 導 を 賜 わ りま した 。 こ こに,厚 くお 礼 申 し上 げ ます 。

本 報 告が 関係 各 位 の参 考 に な れば 幸 いに存 じます 。

昭和61年3月

(財)デ ータベース振 興 センター

理 事 長 円 城 寺 次 郎
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1.1本 マ ニ'=ア ル の 対 象 と 目的

本 マ ニ ュ アル は,デ ー タベ ース を 初 め て構 築 す る方 々の た め に,デ ー タベ ー ス構 築 の 標 準

的 プ ロ セ スを解 説 した もの で あ る。

ひ と くち に デ ー タベ ー ス とい って も,そ の 内容 や形 態 は様 々で あ り,各 々 の デ ー タベ ース

の構 築 手 順 も一様 で は な い 。 そ こ で 本 書 で は,文 献 デ ー タ ベ ース を 中心 に,基 本 的 な デ ー

タベ ース の 構 成 と構築 手 法 を解説 し,更 に, .必 要 に応 じて,そ の 他 の デ ー タ ベ ース に も言 及

す る とい う方 式 を採 用 した 。な お,本 書 で 扱 う デ ータベ ース は中 型 以 上 の電 算 機 処 理 を必 要

と す る汎 用 デ ータ ベ ー スで あ り,パ ソコ ンに よ る デ ータ ベ ース の構 築 は対 象外 で あ る 。

読 者 は,本 書 を 通 読 す る こ と に よ り,文 献 デ ー タベ ー ス構 築 の基 本 的 な手 順 を理 解 す る と

と もに,デ ー タベ ー ス作 成 に お いて 一般 に用 い られ て い る主 な情 報 加 工 ・分 析 技 術 と,各 種

の 標準 体 系 を知 る こ とが で き る 。 また,デ ータ ベ ースの 構 築 と サ ー ビスの 提供 に必 要 な各 種

の マ ニ ュ アル や計 画 書 の概 要 も紹 介 して い る。

更 に,各 種 デ ー タベ ース の構 築 プ ロセ スの 特性 を把握 す るた め に,実 際 に構 築 され て い る

デ ータ ベ ース の事例 を資料編 に収録 した。 これ らの 事例 は,本 文 中 の 随 処 で,必 要 に応 じて参

照 さ れて い る 。

1.2本 マ ニ ュア ルの 構 成

本 書 は,6部14章 か ら成 る本 文 お よ び資 料 編 か ら構成 されてい る。各 部 ・章 の 内容 は以 下

の とお りで,そ の関 連 は図1.1に 示 す とお りで あ る。

第1部 序

第1章 は じめ に

第2章 デ ータ ベ ース と.は

第2部 事 前調 査

第3章 ユ ーザ ーと市場 の 明 確 化

第4章 情 報 源 と情 報 収 集方 法

第5章 デ ータ ベ ースの機 能 の明確 化

第3部 分 析

第6章 デ ータ の構 造 化 と入 力情 報 の 分析

第4都 計 画
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第7章DBMSの 選定 ・開 発

第8章 フ ァイルの 設 計 ・

第9章 入 出 力 の設 計

第10章 標 準 化 トゥール の 開 発 と利 用

第5部 文 書 化

第11章 基 本 ドキ ュメ ン トの 作成

第12章 各 種 マ ニ ュアル の 作 成

第6部 生 産

第13章 運 用 ・開 発 面 で の 体制 の確 立

第14章 商 品 化 のた め の チ ェ ック リス ト

図1.1本 マ ニ ュア ル の各 部 ・章 の 関 連

第2部 事 前調 査

「一一 ーーー一一 ー一 一一一一一 ー ー 一 一一一ーーー一「

ユ ーザ ーと市場 の明 確 化 情 報 源 と情報 収 集 方 法

(第3章)(第4章)

L___

第3部

標準化 トゥールの開発 と利
用(第 ユ0章)

第5部 文書 化

「 一 一 ー一一

各種マ ニュアルの作成

(第12章)

データベ ースの機能の明確 イ

(第5章)

デ」タの構造化と入力情報の分析

(第6章)

ファイルの設計

(第8章)

入出力の設計

(第9章)

基本 ドキ ュメ ントの作成

(第1}章)

運用 ・開発面での体制 の確立

(第13章)

商品化のための チェックリス ト

(第 ユ4章)

一 一 ー ー ー ー 一一 「

1
|
l

DBMSの 選定 ・開発

(第7章)

_______」

」_一__一"一________一 ー －J
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1.3用 語 解 説

本 書 中 で用 いて い る 用 語 の うち,定 義,解 釈 が 必要 と思 わ れ る もの を選 定 し,以 下 に語 義

の解 説 を示 す 。

(1)ア クセ ス ポ イ ソ ト

ー般 的 には ,利 用 者 が フ ァイ ル(こ れ は機 械 可 読 の もの に限 らず,図 書 館 の カ ー

ド目録 な ど も含 む)中 の レコ ー ド(同 様 に カ ー ド目録 に書 か れ て い る記 述 な ど も含

む)を 検 索 し,識 別,同 定 す る時 に用 い る名称.用 語,コ ー ド等 の こ とで あ る。機

械 可 読 の場 合 に は,検 索 に 用 い る こ とが で き る デ ー タ項 目を ア ク セ ス ポ イ ン トと言

い,原 則 的 には デ ータ ベ ース に入 力 され た全 項 目が ア ク セ ス ポ イ ン トとな り うる 。

② 一次 情報 ・二 次情 報

一次情 報 とは ,そ れ を利 用 す るだ け で 利用 者 が他 の 情 報 源 を参 照 す る こ とな く自

らの 要求 を満 た す ことが で き る情 報 で あ り,二 次 情 報 と は,一 次 情 報 を 見 つ け 出 す

た め の情 報 で あ る 。例 えば,

一次 情報:統 計 デ ータ ,物 理 ・化学 物 性 デ ータ,文 献 の本 文,等

二次 情報:文 献 の 書 誌 事項 お よ び抄録,デ ィ レク ト リー,等

{3)オ ン ラ イ ン処 理

オ ン ライ ン と い うの は,中 央 処 理 装 置 と直 結 して い る状 態 で あ り,こ の状 態 で デ

ー タの処 理 を行 う こ と を オ ンラ イ ン処 理 とい う。従 って,処 理 すべ き デ ータ は発 生

す る と直 ちに処 理 され る 。デ ータ ベ ースの オ ン ライ ン検 索 で は,端 末 機 か ら通 信 回

線 で 結 ば れ た ホ ス トコ ン ピ ュ ータ と会 話 を しな が ら検 索 す る 。検 索 結 果 を 見 な が ら

検 索質 問 を修 正 し,求 め る情 報 に到達 し,回 答 を得 る。

(4)索 引 語

索 引作 業 にお いて索 引の 対 象 とな る もの の概 念 を表 わ す 語 と して 採 用 され た 語 。

一般 に名 詞 が 用 い られ るが ,名 詞 句 で も よい 。索 引 の対 象 とな る もの 中 に出現 した

どの よ うな用 語(自 然 語)で も用 い る場 合 と,あ らか じめ定 め られ て い る語 彙,た

とえ ば シ ソ ー ラス 中の 用 語(統 制 語)を 用 い る場 合 とが あ る。

(5)索 弓1イ乍業

索 引 作業 とは,対 象 とな る文 献 の 内容 を 分析 して,そ の主 題 の 中 の 主 要 な概 念 を

抽 出 し,そ れ を語 も しくは分類 コ ー ドで 表 す こ とで あ る。 こ こで 用 い られ る語 を索

引 語 と い うが,こ れ に は,自 然 語 と呼 ば れ る統 制 さ れ な い語 を用 い る場 合 と,シ ソ

ー ラス等 に よ って あ らか じめ 定 め られて い る統 制 語 を用 い る場 合 とが あ る 。
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(6)索 弓1誌、

索 引 は,一 般 的 には,特 定・の記 述 資 料(群)に 含 ま れ る各種 の情 報 が探 知 で き る よ

うに,そ れ を 項 目 と して抽 出 し,所 在 指 示 機能 を与 え,一 定 の順 序 に配列 した 検 索

ツ ー ル と定 義 さ れ る。

索 引誌 は,一 般 的 に は,雑 誌 論 文,図 書 な どの 文献 に含 ま れ て い る主題 を探 知 で

き る よ うに,そ れ を項 目 と して 抽 出 し,そ の も とに書 誌 事項(標 題,著 者,出 版 社,

出 版 年,巻 ・号,ペ ー ジ等)を 与 え,一 定 の順 序 に配 列 した逐 次 刊 行 物 で あ る。

(7)サ ー チ エ イ ド

ユ ーザ ーが 実際 に検 索 を行 う時 に 利 用 で き る検 索 補 助 ツ ー ルを サ ーチ エ イ ドとい

う。具 体的 には,シ ソ ーラス,分 類 表,利 用 マ ニ ュ アル等 を指 す 。 こ の よ うな ツ ー

ル を用 い る こ とに よ り,効 率 的 な検 索 が 可能 に な り,ユ ーザ ーが 必 要 と して い る情

報 を包 括 的 に,少 な い ノイズ で,少 な い労 力 で 検 索 で き る よ うに な る 。

(8)シ ソ ーラス

シ ソ ー ラ ス とは元 来,宝 庫,百 科 事 典,知 識 の宝 庫,と い う意 味 で あ る 。情 報 検

索 シス テ ムに お いて,索 引 作業 と情 報 検 索 で使 用 す るキ ーワ ー ドとな る用 語 を統 制

し,用 語 間 の 相 互 関係 を管 理 す る こ と に よ り検 索 効 率 を 高 め る こ と を 目 的 と し た

用 語 典 拠 リス トを 表 す 用語 と して 用 い られ る よ うに な った 。

シ ソ ー ラス は基 本 的 には,デ ィス ク リプ タ と非 デ ィス ク リプ タ か ら構 成 され る 。

一般 に ,語 順 の リス トと階 層 順 の リス トか らな り,個 々の デ ィス ク リプ タ に は ス コ

ープ ・ノー トと呼 ばれ る語 の意 味 や使 用 範 囲 を規 定 した もの と,他 の デ ィス ク リプ

タや非 デ ィス ク リプ タ との 上下 関係 な ど が示 さ れ て い る。

⑨ 主 題 分析

文献 を 分類 した り,あ る い は索 引作 業 を行 う際 に,対 象 とな る文献 の 主題 内容 が

何 で あ るか を 明 らか にす る作業 を主 題 分 析 と い う。 文献 の 内 容 を完 全 に理 解 す るた

め に は,本 文す べ てを読 まな けれ ば な らな いが,時 間等 の制 約 に よ り これ が不 可 能

な場 合 が 多 い 。重 要 な情 報 を 見 落 さ な い た め に,標 題,抄 録,目 次,序 論,挿 図

・表 ,強 調 部 分,注,引 用 文 献 を詳読 し,内 容 を把 握 す る 。

ao)抄 録

抄録 と は,文 献 の 内 容 の概 略 を 迅速 に 把握 す る 目的 で 作 られ た 文章 で,主 観 的 な

解 釈 や 批 判 を加 えず,記 事 の 重 要 な 内容 を簡 潔 か つ 正 確 に記 述 した もの を い う。

抄 録 は伝 え る内 容 の 範 囲 に よ って,報 知 的 抄 録 と指 示 的 抄 録 に分 け るこ とが で き
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る 。報 知 的 抄 録 は,原 文献 を読 ま な くて も内容 の概 要 が 把握 で き る程 度 の詳 しい 抄

録 で あ る.抄 録 の 記 述 内容 は,目 的,主 題 範 囲,方 法,結 論 な ど を含 む 。抄 録 の長

さは,通 常 欧 文 で200語 程 度,和 文 で は400字 程 度 で あ る。指 示 的抄 録 は,原 文 献

で取 り扱 って い る主題 の 範 囲 が わ か り,利 用者 が原 文 献 を読 む べ き か否 か を判 断 し

う る程 度 の短 い抄 録 で あ る 。抄録 の長 さ は,欧 文 で30語,和 文 で は数10字 程 度

で あ る。

抄 録 作 成 者 に よ って,著 者 抄 録 と第 三者 抄録 に分 け られ る。著 者 抄 録 と は,原 文

献 の著 者 自身 に よ って 作 成 され た抄 録 であ り,第 三 者 抄 録 は原 文献 の著者 以 外 が 作

成 した抄 録 で あ る 。

畑 抄 録 誌

1文 献 の書 誌 事 項(標 題,著 者,出 版 社,出 版 年,巻 ・号,ペ ー ジ 等)と 抄 録

を ひ と組 に して,こ れ を 主題 に よ って分類 配列 して あ る逐 次 刊 行物 を抄録 誌 と い う。

抄 録 誌 は索 引 誌 に 抄録 が っ いた もの と も考 え られ る が,書 誌 事 項 と抄録 が ま と ま る

と,情 報 量 が 多 くスペ ース を とるた め,索 引誌 の よ うな 自由 な配 列 は で き に く くな

る 。通 常,抄 録 誌 は,著 者 名 と主 題 を表 す語 か ら検 索 で き る 。著 名 な 大 規 模 抄 録 誌

で あ るChemlcalAbstractsで は,こ れ らに加 え て 特 許 番号 索 引,フ ォー ミュ ラ索

引 な ど極 めて 詳 細 な各 種 の索 引 が あ る。

(12)情 報検 索 シス テ ム

蓄 積 され た 情 報 の 中 か ら,あ る特定 の属 性 を 持 つ 情報 を選 択 す る こ とを情 報検 索

とい う。情報 検 索 を行 うた め の シス テ ムを情 報 検 索 シス テ ム と呼 ぶ 。情 報 検 索 シス

テ ム は必 ず し も コ ンピ ュー タを用 いて い る とは 限 らず,図 書 館 な ど も情 報 検 索 シス

テ ムの 一種 で あ る 。

コ ン ピ ュ ータ を利 用 した情 報 検 索 を機 械 検 索 と い い,そ の 中 で もオ ンラ イ ンで 検

索 で き る シス テ ム を特 に オ ン ライ ン情報 検 索 シ ス テ ム と呼 ぶ 。

(13)↑青幸艮フ ロ ー

情 報 が 生産 され て か ら利 用 され るまで の 一連 の 流 れ を情 報 フロ ーと い う。情 報 は,

さ ま ざま な メ デ ィアに よ って伝 達 され るた め,そ の 流 れ は複 雑 で,同 じ情 報 が 異 な

る メデ ィア に よ り異 な る経 路 で伝 え られ る 。情 報 フ ロ ーを総 合 的 に展 望 す る た め に

は,各 情 報 メデ ィア の役 割 と情 報 流 通過 程 につ いて 把 握 して い る必 要 が あ る 。

(1alデ ィス ク リプ タ ・非 デ ィス ク リプ タ

デ ィス ク リプ タ(優 先 語 と もい う)と は,索 引 を 作 成 す る時 に,あ る概 念 を表 わ
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す た め に,一 貫 して用 い られ る統制 語 。つ ま り,検 索 す る時 に 用 い る こ とがで き る

語 で あ る 。

非 デ ィス ク リプ タ(非 優 先 語 と もい う)と は デ ィス ク リプ タの 同 義 語 や準 同 義 語

で,索 引作 成 の際 に文 献 に は付 与 され な い 。利 用 者 に対 して,用 い る こ との で き る

デ ィス ク リプ タ へ の指 示(た とえ ば,「 を 見 よ 」 「～ を参 照 」 「を使 う 」)が あ る

の で,検 索 の際 に は指 示 され た デ ィス ク リプ タを利 用 す る。

Q5[デ ータ項 目

情 報処 理 の 目的 で 一単 位 と して 取扱 わ れ る 一連 の 文 字,ま た は語 の集 合 。 これ は

ユ ーザ ー に と って意 味 を持 つ 最 少 の 単位 で あ り,い くつ か の デ ー タ項 目 が統 合 され

て1レ コ ー ドを形 成 す る 。文 献 デ ータ ベ ー スの場 合 は,著 者 名,標 題 な どの ひ とま

とま りの 書誌 記 述 を構 成 す る個 々 の要 素,お よび検 索 の た め に付 け られ て い る索 引

語,分 類記 号 な どが,デ ー タ項 目 に相 当 す る 。

a6)デ ータ シ ー ト

デ ータ入 力 の 際 に,入 力 す べ き デ ータ を あ らか じめ 記 入 して お く用 紙 の こ とを デ

ー タ シー トとい う。

デ ー タベ ース作 成 で は,通 常1枚 の デ ータ シ ー トに1レ コー ド分 の デ ー タを記 入

で き る よ うに作 成 す るが,1レ コ ー ドの デ ー タ項 目 や記 述 内容 が 多 く,1枚 に入 り

き らな い場 合 に は,関 連 の あ る項 目が 同 一用 紙 に ま とま るよ う に設 計 す る 。

(17)デ ータ ・デ ィクシ ョナ リ ー

D/DDと も書 く。通 常DBMS中 にあ り,デ ー タベ ー ス 中の 各 デ ー タ の型,名

称,属 性,ア ドレス 等 の 記 述 を含 む辞 書 で あ る 。 これ に よ って,デ ータ とその 構造

に つ いて 集 中 的 に管理 す る こ とが可 能 に な る 。 また 入 力 デ ー タを コ 三 ドで 作 成 し,

そ れ を文 字等 の正 式 の デ ー タ に内部 変 換 す る こ と,お よ び入 力 デ ー タの エ ラ ー チ ェ

ック等 が 容 易 に で き る。

(18[バ ッチ処 理

デ ータの処 理 を行 う場 合,処 理 すべ き デ ータ(群)を ま とめ て,一 括 して 処 理 す

るや り方 をバ ッチ処 理 と い う.こ の方 式 で は,デ ー タが あ る程 度 た ま ってか ら処 理

が 行 われ るの で,最 初 に処 理 す べ き デ ータが 発 生 してか ら,最 終 的 に処 理 が 終 わ る

まで に は,一 定 の 時 間 の遅 れ が あ る。

(19)フ ァイノレ

ひ とっ の単 位 と して取 り扱 われ る関連 した レコ ー ドの集 合 で 同質 の レコ ー ドが複
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数 個 集 った もの で あ る。 デ ータベ ース は,通 常 フ ァ イル の集 合 か ら構 成 され る 。

伽}分 類 作 業

分 類 作 業 とは,分 類 対象 とな る文 献 の主 題 分 析 を 行 い,明 らか に され た主 題概 念

を,分 類 表 に基 づ いて 記号 で表 す こ とで あ る。手順 と して は,索 引 作 業 と類 似 して

い る 。索 引 作 業 と異 な るの は,主 題 概 念 を記号 で表 す点 と,与 え る こ とが で き る記

号 の数 が制 限 さ れ て い る点 であ る 。

⑳ 分 類 表

分類 表 と は,分 類 法 に基 づ いて 知識 を 分類 し何 らか の理 論 的 な順 序 に従 って 配 列

した 表 の こ とで あ る。各 分 類 項 目 は,数 字 や文字 で 表 され て い る。 分 類 表 は,一 般

に以 下 の 条 件 を備 え て い な けれ ば な らな い 。

・体 系 の 包 括 ・受容 性:あ らゆ る既 存 の主 題 を系統 的 に包 摂 で き,新 主 題 に対 して

も体 系 表 の ど こか に吸 収 す る こ とが で き る 。

・区 分 ・名 辞 の明確 性:各 分類 項 目 の意 義 が明 確 で,そ の概 念 規 定 も正 確 で あ り,

外 延 も明 快 で あ る こ と 。

・柔 軟 な適 用 能 力:'綿 密 な 表 で あ る と と もに,適 用 に際 して は,精 粗 の使 い 分 け が

で き るよ う に区 分 の各 段 階 が 伸縮 可 能 な構 造 を備 え て い る こ と 。

・記 号 の代 位 性:分 類 の体 系 や仕 組 み を,そ の ま ま忠 実 に代 位 で き る記 号 法 を備 え

る と と もに,記 号 の持 つ機 能 が 分類 効 果 を促 進 す るよ うな相 乗 作 用 が求 め られ る。

(22}レ コ ー ド

情 報処 理 の 目的 で,1単 位 と して取 り扱 わ れ る,関 連 した項 目,欄 また は 語 の集

ま り 。文 献 デ ー タベ ースで は,デ ータ項 目 にあ た る もの が,著 者 名,標 題,抄 録,

索 引 語 な どで あ り,1レ コ ー ドは,こ の よ うな 項 目が 集 ま った もの で,書 誌 事 項,

抄 録,索 引 語 等 か ら成 る 。 これ が,同 質 で個 別 化 で き る最 低 の単 位 で あ り,フ ァ

イ ル の基 本 要素 で あ る 。

(23)DBMS(1)ataBaseManagementSystem)

DBMSと は,デ ー タベ ース管 理 シス テ ムの 略称 で あ り,デ ー タの 入 力,検 索,

出 力 な どの 管 理 を行 う ソ フ トウ ェアで あ る。 これ に よ り,デ ータの ス カ が容 易 にで

き,ま た 利 用 者 が独 自 に デ ータ ベ ース の構 造 を決 め,デ ータの入力 ・更新 がで きる。

⑳ISO(国 際 標 準 化 機 構)

ISO(InternationalOrganizationforStandardization)は,国 際 的 な

標 準 化 の 発 展 を は か る こ とに よ って 物 と サ ー ビ ス の 国 際 的交 換 を容 易 に し,知 的,
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科 学 的,技 術 的,経 済 的 活動 の 領 域 に お け る相 互 協 力 を発展 さ せ る とい う目 的 の た

め に1946年 に設 立 さ れ た 。'その活 動 範 囲 は,別 に国 際 的 な標準 化 機 構 を持 って い

る領 域 を 除 くほ ぼ 全分 野 にわ た って い る。

デ ータ ベ ースに 関連 す る もの は,ISOTechnicalCommittee46(ISO/

TC46)に よ って 取扱 わ れ て い る 。

{25)SIST(StandardsforInformationofScience&Technology)

SISTと は,1978年 以 降 日本科 学 技 術 情 報 セ ンタ ーに 設置 され て い る,「 科

学 技 術 情 報 流 通 基 準 作 成 委員 会 」 を 中 心 に作 成 され て い る,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョン

お よ び情 報 処 理 技 術 にっ いて の 基 準 で あ る。 日本 語 で は,「 科 学 技 術 情 報 流 通 技 術

基 準 」 と呼 ばれ る 。書誌 情 報 の作 成 お よ び流 通 に関 連 す る各 種 の 基 準 が含 ま れ る。
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2.デ ー タ ベ ー ス と は

2.1デ ータ ベ ー スの 定 義

各 種 の デ ータ を収集 し,必 要 な もの を引 き 出 しうるよ うに した もの を デ ー タベ ース と呼 ぶ。

この条 件 を 満 た す よ うな 印 刷 物 を含 む各 種 メデ ィアを総 称 して デ ータ ベ ース と呼 ぶ 場 合 もあ

るが,本 書 で は,コ ン ピ ュ ータで 処 理 で き る形 で 蓄積 され た 上記 の 条 件 を満 たす もの を デ ー

タベ ー ス と定 義 す る 。

現 在,わ が 国 で 用 い られ て い るデ ータ ベ ニスの標 準 的 な定 義 の ひ とつ は,デ ー タベ ー ス協

会 の もの で あ る 。 そ こで は,デ ー タベ ースを 「デ ー タを 整理 統 合 し,コ ン ピュ ー タ処 理 が可

能 な形 態 に した情 報 フ ァイル も し くは その 集 合体 」 と定 義 して い る。

ま た,ひ とっ の デ ー タ ベ ー ス は,ひ とつ の デ ー タ ベー ス ・フ ァイル の み か らな る場 合 と,

複 数 の デ ー タベ ー ス ・フ ァイル で 構成 され る場 合 が あ る。

以 上を 総 合 す る と,デ ー タベ ース とは,「 多 くの利 用 者 の た め に デ ー タを供 給 す る もの で,

ひ とっ あ る い は複 数 の フ ァイル か ら構 成 され,一 般 的 に機 械 可 読 形 式 で あ り,利 用 希 望 者 が

情 報検 索 シス テ ムを通 じて 利用 で き る もの 」 とい うこ と に な る。

2.2デ ータ と情 報

デ ータ と情 報 の 二つ の用 語 は,し ば しば 混 同 して用 い られ て い るが,こ れ らは基 本 的 には

全 く異 な る概 念 で あ り,そ の用 法 の区 別 を してお く必要 が あ る 。

情 報 と い う概 念 は,心 理 学,哲 学,言 語 学,行 動 科学,通 信 ユ学,情 報 工 学 と い った様 々

な分 野 か ら定 義 づ け られ て い るが,こ れ らの定 義 は必 ず し も同 一の もの を示 す もの で はな く,

相 互 に矛 盾 し合 う部 分 が 含 まれ て い る。

図 書 館 ・情 報 学 分野 に お け る情 報 の定 義 は,シ ェラ(Shara),ケ ン ト(Kent),ペ リー

(Perry)ら に よ って,以 下 の よ うに述 べ られて い る。

(1)情 報 とは ・あ る特 定 の 事 実 ・対 象,事 象 に関 す る知 識 で あ り,伝 達 可 能 な形 式 を

と る 。 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの意 味 で は,情 報 は,存 在,利 用,意 味 内容 と い う

三 要 素 を持 って い る 。

② 実際 の効 果 の点 で は,情 報 は既 知 の もの に何 か を追 加 した り,変 化 させ る もの で

あ る 。

③ 情 報 理 論 に お け る情 報 は,メ ッセ ー ジの意 外 性 の尺 度 で あ る 。
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一方 ,ヘ イズ と ベ ッカ ー(HayesandBecker)は,「 情 報 と は デ ータ処 理 の 結 果 と して

生 じ るデ ータで あ る 」 と定 義 し,デ ータ と情 報 の概 念 を区 別 して い る 。ま た マ ク ドノ ウ

(MacDough)も,デ ータを未 だ 評 価 され て い な い メ ッセ ー ジ,情 報 を特 定 の状 況 に お け る

評 価 され た デ ー タ と し,両 者 を区 別 して用 い て い る。

デ ータ は情 報 と区 別 され る概 念 で あ るが,両 者 は き わ め て 関係 の深 い概 念 で あ る 。情 報 は

デ ー タか ら作 られ る。 た くさん あ る雑 多 な デ ー タの 中 の受 け手 に役 立 つ デ ー タだ けが,情 報

の候 補 とな り うる デ ータで あ る 。デ ー タが,受 け手 に よ って 判 断 や意 志 決 定,問 題 解 決 に 使

わ れ た とき に情 報 に な るの で あ る。

デ ータは,「 直接 観 察 した事 柄 や 考 え られ る事 実 」で あ り,そ れ は,言 語,数 字,そ の他

の 記 号 を 使 ってあ らわ され た事 実 の 代替 物 で あ る 。人 間 が デ ー タを利 用 す るの は,デ ータ と

い う代 替 物 に よ って あ らわ され る事 実 を知 る ため で あ る 。従 って,事 実 を 正確 に認 識 す る た

め に は,客 観 的 事 実 を正 確 に報 告 して い る デ ータ を入 手 す る こ とが重 要 とな る 。

2.3デ ー タ ベ ー ス の 種 類

デ ー タ ベ ー ス は,主 題 内 容,言 語,発 行 機 関,利 用 手 法 な ど 様 々 な 観 点 か ら 分 類 す る こ と

が で き る 。

図2.1は,ヨ ー ロ ッ パ の 情 報 サ ー ビ ス 機 関 の 団 体 で あ るEUSIDIC(EuropeanAssoci-

ationofScientificlnformationDisseminationCenters)が1977年 第1回 オ ン ラ イ ン

国 際 会 議 に お い て 提 示 した デ ー タ ベ ー ス の 分 類 枠 組 で あ る 。 こ こ で は,デ ー タ ベ ー ス を 大 き'

く書 誌 デ ー タ ベ ー ス(索 引 ・抄 録 誌 の デ ー タ ベ ー ス)と そ れ 以 外 の も の に 分 け,後 者 を デ ー

タ バ ン ク と し て い る 。 ヨ ー ロ ッパ で は,書 誌 デ ー タ ベ ー ス 以 外 の デ ー タ ベ ー ス を,一 般 に デ

ー タ バ ン ク と 呼 ん で い る
。
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DATABASE－
BIBLIOGRAPHIC

FILES

UNINDEXED INDEXED

WITHOUT

VOCABULARY

CONTROL

WITH

VOCABULARY

CONTROL

DATABANKS

FACTBANKSTEXTBANKS

BANKSOF

EXTRACTED

FACTS

BANKSOF

UNPUBLISHED

FACTS

WITHWITHOUT

ABSTRACTSABSTRACTS

図2.1EUSIDICの 分 類

図2.2は,米 国 のCuadraAssociatesに よ る デ ー タ ベ ー ス の 分 類 枠 組 で あ る 。 こ こ で は,

デ ー タ ベ ー ス を 二 次 情 報 と し て のReferenceデ ー タ ベ ー ス と

一 夕 ベ ー ス に 大 別 し て い る
。

REFERANCEDatabases

Bibliographic

－ 次情 報 と して のSourceデ

Referral

SOURCE

Numeric

Databases

書誌事項 および抄録

その他の案 内情報

Textual-Numeric

数値

Properties

FullText

図2.2

図2.3は,

数値 と文章 の組 合せ

物理 的 ・化学 的物性

全文(文 献 ・論文)

LINK社,C.A..Cuadraら の 分 類

日 本 デ ー タ 通 信 協 会 に よ る デ ー タ ベ ー ス の 分 類 枠 組 で あ る 。
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ベ ース を案 内 と事 実 の提 示 とい う二 つ の機 能 に分 け て い る 。案 内 の 中 に ,文 献 デ ー タ ベ ー

ス と他 の案 内 デ ータ ベ ー スが 含 まれ て い る点 は,図2 .2の 場 合 と同様 で あ るが,事 実 の 提 示

を フ ァク ト ・デ ー タ ベ ース と命 名 し,そ の な か に,数 値,文 字 の ほか に画像 情 報 を加 え て い

る点 は,最 近 の ニ ュー メデ ィアを 利用 した画 像 情 報 デ ー タベ ースの 発展 を 予 見 した もの とい

え る。

情報 の目的
.デ ー タ ベ ー ス

の 種 類
情報 の主要 素 例

文献 デ ー タ 文字情報 抄録誌

ベ ー ス 索 引誌

案 内

その他 の案 内 文字情報 蔵 書 目録

デ ー タ ベ ー ス 機関案内

文字情報 人 や モ ノに関 す る リス ト,

デ ィ レ ク ト リ ー,辞 書 ・

事典

全 文情報(法 令,議 事録)

事 実の提示 フ ァ ク ト ・ 数値情報 社 会活動 の諸指標 および

デ ー タ ベ ー ス その統計

実験 ・観測 で得 られる

デ ー タ

物質の構造式

画像情報 地 図 ・設 計 図

図2.3日 本 デ ー タ通 信協 会 の分 類

以 上3種 の 分 類 枠 組 に 共 通 し て み ら れ る よ う に,デ ー タ ベ ー ス は そ の 機 能 面 か ら,二 次 情

報 を 含 む も の と,一 次 情 報 を 含 む も の に 分 け ら れ る 。 前 者 は 別 名,参 考 デ ー タ ベ ー ス

(ReferenceDetabases)と 呼 ば れ,後 者 は,フ ァ ク ト ・デ ー タ ベ ー ス(FactDatabases)
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あ る い は デ ー タ バ ン ク(DataBank)と 呼 ば れ る 。 こ こ で は,前 者 を 二 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス,

後 者 を 一 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス と 呼 ぶ こ と に す る 。

二 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス は,抄 録 誌,索 引 誌 な ど の デ ー タ ベ ー ス で あ る 書 誌 デ ー タ ベ ー ス

(BibliographicDatabase)と,名 鑑 や デ ィ レ ク ト リ ー 等 の デ ー タ ベ ー ス で あ る リ フ ェ ラ ル

・デ ー タ ベ ー ス(ReferralDatabase)を 含 む 。

一 方
,一 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス に は,社 会 統 計 や 経 済 指 標 ・財 務 デ ー タ 等 の 数 値 よ り な る 数

値 デ ー タ ベ ー ス(NumericDatabase),化 合 物 の 構 造 式 や 物 性 を 含 む 物 性 デ ー タ ベ ー ス

(PropertiesDatabase),雑 誌 論 文 や 法 令 等 の 全 文 よ り な る 全 文 デ ー タ ベ ー ス(Full

TextDatabase),お よ び 画 像 や 音 声 等 の デ ー タ ベ ー ス が 含 ま れ る 。

2.4デ ータ ベ ー ス利 用 の 効果

デ ータベ ースの 利 用 に よ って 得 られ る効 果 は,利 用 者 の立 場 や業 務 内容,用 い る デ ー タ ベ

ースの種 類 に よ り大 き く異 な るが ,一 般 的 に以 下 の よ うな効 果 が得 られ る 。

(1)必 要 情 報 の 即 時 的 な入 手

デ ータ ベ ー ス中 に必 要 と され るデ ータが 網 羅 的 に収録 され て お り,し か もそ れ

らの デ ー タを,あ らゆ る角度 か ら検 索 で き る よ う に ア クセ ス ・ポ イ ン トが付 され

て いた な らば,利 用 者 は情 報 が必 要 にな った とき に デ ー タ ベ ー スを検 索 す れ ば,

即 時 的 に情 報 を 入 手 す るこ とが で き る。

② 大 量 情 報 の 一元 管 理

デ ー タベ ー ス中 に大量 の デ ータが,一 定 の 整 理 規準 に順 じて 分類 ・整 理 して 入

力 され て い れ ば,そ れ らの デ ー タは 一元 的 に管 理 され る 。 この た め,一 人 一人 の

人 間 が別 個 に 自分 の 情 報 を収 集 ・蓄 積 ・管 理 す る こ とに よ り,同 じデ ータが 多 く

の 人 の手 元 や,多 くの場 所 に分 散 して 保管 され る必 要 が な くな る 。

(3)情 報 探 索 時 間 の短 縮

様 々な場 所 に分 散 して い る情 報 源 の 中 か ら,必 要 な情 報 を見 つ け 出 す た め に は.

莫 大 な 時間 と手 間 を要 す る 。ま た,必 要 な情 報 の 情 報 源 が ど こ に存 在 す るのか を

知 らな い場 合 に は,情 報 の所 在 を探 索 す る た め に,更 に 莫大 な時 間 と手 間 を要 す

る こ とに な る 。 この ような 人手 に よ る情 報 探 索 に 要 す る時 間 と手 間 は,デ ー タ ベ

ースの 利 用 に よ って大 幅 に節 減 で き る 。

④ レベ ル の高 い意 志 決 定 の促 進

意 思 決 定 の根 拠 に な る各種 の デ ータが,デ ー タベ ース と して管 理 され て いれ ば,
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判 断 が必 要 な と き に即 時 的 に情 報 を入 手 で き るの で,意 思 決 定 の プ ロセ ス が短 縮

され る 。 デ ー タベ ース利 用 に よ り,根 拠 にす べ き デ ータを網 羅 的 に 入手 す る こ と

が で き るの で.幅 広 く,客 観 的 な根 拠 に基 づ いた 信頼 性 の 高 い意 思 決 定 を下 す こ

とが可 能 に な る 。

(5}情 報 コス トの節 減

デー タ ベ ースの 構 築 や利 用 に は,一 定 の コ ス トを 必 要 と す る。 しか る に,デ ー

タ ベ ースを利 用 せず,個 々人 の 努 力 に よ って情 報 の 収 集 ・探 索 ・利 用 が行 な わ れ

る と,情 報 探 索 に莫 大 な時 間 を 要 し,更 に個 々人 が 別 々 に情 報 を 管理 す る こ と に

な るの で,資 料 保管 の た め に莫 大 な ス ペ ース を必 要 と す る 。

デ ータ ベー スを利 用 す る こ と に よ り,情 報 探 索 時 間 が節 減 され れ ば,そ の た め

に得 られ る時間 を,他 の 本 来 の業 務 に 振 り当 て る こ とが で き るの で,人 件 費,コ

ス トの 削減 が 得 られ る 。更 に,個 々人 が独 自 に情 報 資 料 を保 管 す る こ とが 不 要 と

な れ ば ス ペ ース ・コ ス トの 削 減 に もな る 。

以 上 の よ うな デ ー タベ ース利 用 の 効 果 は,必 要 と され る情 報 が いつ で も利 用 で き るよ うな

形 で様 々な デ ー タが デ ー タベ ース と して 構 築 さ れ て い る こ とが条 件 で あ る 。 デ ー タが デ ー タ

ベ ース化 され て い な い状 態 で は,情 報 検 索 を行 な って も,必 要 情 報 の 入 手 は で きな いの で あ

る 。
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3.ユ ーザ ーと市場 の 明 確化

3.1ユ ーザ ーの 明確 化

デ ータ ベ ー ス を作 成 す る に あ た って は,第 一 に 「ユ ーザ ーは誰 か 」 と い う こ とを 明確 に す

る こ とが 必 要 で あ る。 デ ータ ベ ース利 用 の効 果(2.4)で 示 した とお り,デ ー タベ ースを 利

用 す る こ と に よ って,情 報 収 集 が効 率 化 で き,こ れ は業 務 の 効 率 化 や意 思 決 定 の サポ ー トに

つ なが る 。 ユ ーザ ーを明 確 に す る とい う こと は,そ の デ ータ ベ ースを 構築 す る こ とに よ って,

誰 の情 報 収 集 が迅 速 化 され,誰 の業 務 が効 率 化 で き,そ して誰 の 意 思 決 定 を サポ ー トで き る

の か を明 ら か にす る こ とで あ る 。 デ ータベ ース作 成 の事 前 調 査 の 第 一段 階 に お い て,ユ ーザ

ーの範 囲 を明 確 に して おか な け れ ば な らな い理 由 は ,以 下 に 示 す よ うに,ユ ーザ ーの ニ ーズ

や情 報 行 動 や業 務 内容 に よ って,求 め られ る デ ータベ ース の 詳 細 内 容 が 大 き く変 化 し,そ し

て,ユ ーザ ー の数 や ユ ーザ ーの地 理 的 位 置 に よ って,デ ー タベ ース の サ ー ビス形 態 が異 な っ

て くるか らで あ る 。

3.1.1ユ ーザ ーの専 門 性 の レベ ル

デ ー タ ベ ー ス には 限 られ た ユ ーザ ーを対 象 と した もの と,一 般 ユ ーザ ー向 け の もの が あ

る。

本 書 の資 料 編 に と りあ げ た例 の 中で,旭 リサ ーチ セ ンタ ーの 「ID-IR」 や,市 況 情

報 セ ンタ ーの 「QUICK」 等 は,特 定 分 野 の 専 門家 の業 務 を サ ポ ー トす るた め の もの で

あ る。 「ID-IR」 は,化 学 分 野 の専 門 家 向 の もの で あ り,化 学 物 質 を 同定 す る業 務 を

サ ポ ー トして い る。 又,「QUICK」 は,主 と して 証 券 ア ナ リス トの業 務 を サ ポ ー トす

る ため の もの で あ る。 この よ うな 特 定 の専 門職 を対 象 と した デ ー タベ ー スを 構 築 す る場 合

に は,そ の 分野 の専 門 家 の 情 報 ニ ーズ や情 報行 動 お よ び業 務 内 容 を 分析 し,そ の ニ ー ズ に

合 った 内容 や 形 式 を備 えた デ ー タ ベ ース を構 築 す るこ とに な る。 文 献 デ ー タ ベ ー ス の場 合

も同 様 で あ る。 日本 船 舶 振 興 財 団 の 「MATRAX」 デ ー タベ ース の 場 合 に は,船 舶 ・海

洋 工 学 の研 究 者 ・技 術 者 が ユ ーザ ーで あ り,こ の 人達 の情 報 ニ ーズ に合 わせ た専 門 的情 報

を 収 集 して デ ー タ ベ ー ス化 して い る。抄 録 や キ ー ワ ー ド等 の デ ー タベ ー ス の記 述 内容 も,

専 門 家 の 間 で 通 用 す る専 門 用 語 で 書 か れて い る。

限 られ た ユ ーザ ー層 を 対象 と した専 門 家 向 けの デ ー タ ベ ー スの 場 合 は,デ ータ ベ ース作

成 者 側 も同 分野 の専 門 家 で あ る こ とが必 要 で あ る 。この種 の デ ータ ベー スの 場 合 は,ユ ー

ザ ー側 の情 報 ニ ーズ を作 成者 側 が あ る程 度 把 握 してお り,又 情 報 ニ ーズ分 析 に あ た って も,
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限 られ た 対 象(母 集団 が限 られ て い るの で サ ンプ ル数 も少 な い)を 調 査 す る こ と にな り,

か な り詳 細 にわ た る分析 が可 能 で あ る。

一方 ,一 般 ユ ーザ ー向 の デ ー タベ ース に は,汎 用性 が 求 め られ,記 述 内容 や検 索 方 式 も

使 い勝手 の 良 さが求 め られ る 。 一般 ユ ーザ ー向 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ 分 析 に は,市 場

調 査 の手 法 を応 用 す る こ とに な るが,情 報 ニ ーズ は個 々 人 の ライ フ ・ス タ イル や価 値 観 等

に よ り大 幅 に異 な るの で,的 確 に把 握 す るの は容 易 で は な い。 この種 の デ ー タ ベ ー スの ニ

ーズ分析 は ,一 般 的 に は社 会動 向 や ラ イ フ ・ス タイ ルの 変 化 等 の フ ァク タ ーか ら,情 報 ニ

ーズを 予測 す る とい う方 法 を と る。

一般 ユ ーザ ー向 け の デ ータ ベ ース の開 発 の 一方 法 と して は
,専 門 家 向 に作 った もの を 一

般 向 に 加 工 して 提 供 す る と い うや り方 もあ る。 これ は,例 え ば新 聞 記 事 の デ ータベ ー ス

を新 聞記 者 や マ ス コ ミ関 係 者 等 の 専 門 家 用 に作 成 し,そ の 中 の 一般 向 に公 開 で き る部 分,

も しくは 一 般 ユ ーザ ーの関 心 や情 報 ニ ーズ と一致 す る部 分 の み を,商 用 デ ー タベ ー ス とL

て提供 す ると い う もので あ る 。本報告書 の資料編 で とりあ げた,ゼ ン リンの 「地 図 デ ー タ ベ ー

ス」は,基 本 とな る地図 デ ー タの み を デ ータベ ース と して提 供 し,そ の 上 に ユ ーザ ーが 自由

に デ ータを付 加 で きる よ うに考 慮 して お り,一 般 ユ ーザ ーの個 別 の ニ ーズ に柔 軟 に対 応 し

よ うとの 姿勢 が うか がえ る。

この よ うに,専 門家 向 の デ ー タベ ース を汎 用 化 す る場 合 には,初 期 の オ リジナ ル な デ ー

タベ ースか ら,二 次 デ ー タベ ース を作 成 す る こ と にな る。 この場 合 に は,オ リジナ ル ・デ

ータベ ースを 作 成 す る際 に
,専 門 家 の情 報 ニ ーズ を 充 分 に 把握 し,専 門 家 に と って 有 用 な

デ ータ ベ ース を開発 す る ことが第 一 に必 要 で あ るが,後 に 加 工 で き る よ う,汎 用 性 に っ い

て も考慮 してお くこ とが必 要 で あ る。

3.1.2ユ ーザ ーの組 織 上 の位 置 づ け

企 業 や 団 体 等 の組 織 内 の ユ ーザ ーの み を対 象 とす る,い わ ゆ る 「社 内 デ ータ ベ ース 」 の

場 合 と一般 に公 開 す る 「汎 用 デ ー タベ ース 」 の場 合 とで は,デ ータ ベ ースに求 め られ る機

能 が 異 な るの で,構 築 の際 の取 り組 み体 制 や,サ ー ビス体 制 に も違 いが み られ る 。

前 者 の場 合 に は,社 内 の特 定 業 務 の サ ポ ー トに用 い る も の と,社 内 で 汎用 デ ー タベ ー ス

と して 共用 す る もの と で は ユ ー ザ ー の 範 囲 が 異 な る。 特 定業 務 の サ ポ ー トに用 い る デ

ー タベ ー スで は ,そ の業 務 に係 る人 間 の み が調 査 対 象 とな る が,社 内 の 汎 用 デ ー タベ ース

と して用 い る場 合 には.社 内 の関 連 部 門 全 体 が調 査 対 象 とな る 。

社 内 の 汎 用 デ ータベ ースの 開発 に お い て は,担 当部 門 に よ って,情 報 ニ ーズや情 報 利 用
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の 方 法 に違 い が み られ る ので,各 部 門 別 業 務 別 の ニ ーズ調 査 が必 要 とな る 。又 ユ ー ザ ーの

職 位 に よ り,入 手 で き る情 報 に レベ ル差 を設 け る ことが必 要 な場 合 もあ るの で,機 密保 持

機 能 を持 た せ る こと も考 慮 す る必 要 が あ る。例 えば,人 事 や経 理 の デ ータ ベ ース等 で は 上

級 管 理 職 が利 用 で き る範 囲 と,中 間 管 理 職 が利 用 で き る範 囲 と,更 に 一般 社 員 が利 用 で き,

る範 囲 に は差 をつ け る こ とが必 要 とな る 。

企 業 内 の業 務 を サ ポ ー トす るた め に開 発 した社 内 デ ータ ベ ース を,商 用 デ ータベ ース と

して 外 部 に提 供 す る場 合 には,上 述 の機 密 保 持 の問題 の ほ か に,提 供 方 法,料 金 徴 収 方 法,

エ ラ ー処 理 方 法,サ ー ビス の サ ポ ー ト方 法 等 の広 範 に わ た る考 慮 事 項 が 生 じて くる 。個 々

の 事 項 の詳 細 にっ い て は,後 述 す る 。

3.1.3ユ ーザ ーの 地 理 的 位 置

デ ー タベ ースの ユ ーザ ー対 象 が 社 内 で あ れ社 外 であ れ,ユ ーザ ーの地 理 的位 置(ユ ーザ

ーの居 る地 点)は デ ー タ ベ ー スの サ ー ビス形 態 を決定 す る 上 で大 きな要 因 で あ る
。ユ ーザ

ーが地 理 上の1地 点 や1つ の建 物 の 中 に集 中 して いれ ば
,デ ー タ ベ ース を ホ ス ト ・マ シ ン

内 に構 築 して,こ れ に 直結 され た 端 末 か ら,ユ ーザ ーが デ ータ ベ ー スを 利 用 す る こ とは,

現 在 の技 術 を も って す れ ば全 く問題 は な い 。又,デ ータ ベ ース を利 用 す る際 の 利 用手 順 や

手 続 上 の 問題 もデ ー タ ベ ース作 成 者 と ユ ーザ ー との 間 の 直 接 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンによ

って処 理 で き るの で.ユ ーザ ー教 育 や,利 用 マニ ュアル の 整 備 ・変 更 も デ ー タ ベ ース作 成

者 の配 転 や退 職 とい う事 態 が起 らない 限 り,特 に問題 とは な らな い 。

一方 ,ユ ーザ ーが地 理 上 の い くつ か の 地点 に 分散 して い る場 合 に は,デ ー タ ベ ース作 成

者 とユ ーザ ーとの 間 の 何 らか の コ ミ ュニ ケ ーシ ョン手 段 を 構 ず る こ とが 必 要 とな って くる。

この場 合 の 処 理 方法 と して は,以 下 に示 す よ うな幾 つか の 代 替 案 が あ る 。

(1)磁 気 テ ープ等 の 二 次 記 憶 媒 体 に デ ータベ ース を複 写 し,各 地 点(建 物)に 同 一内

容 の デ ータ ベ ース を整 備 す る 。

② 他 地 域(他 地 点)の ユ ーザ ーに対 して は,バ ッチ処 理 サ ー ビス を行 な い,郵 送 や

フ ァク シ ミ リ等 に よ り出力 結 果 を届 け る。

(3)ホ ス ト ・マ シ ンの 中 に デ ー タベ ース を構 築 し,他 の 地 点 に オ ン ライ ン ・リアル タ

イ ム の サ ー ビス を提 供 す る 。

(4)地 域 ネ ッ トワー クを もつ オ ン ライ ン ・サ ー ビス業 者(ベ ンダ ー)に 依 託 して オ ン

ライ ン ・サ ー ビスを 行 な う。

いず れ の 場 合 に も,予 め処 理 手 順 や 処 理 日程 を決 め てお き,サ ー ビス窓 口 を設 置 し,ユ

ーザ ー教 育 や利 用 マ ニ ュアル の 整 備 を す る ことが必 要 とな る 。
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3.1.4ユ ーザ ーの 時 間 コス ト

デ ータ ベ ースを構 築 し,こ れ を運 用 す る こと には,様 々 な コス トが伴 な う。 ま た,デ ー

タ ベ ース は常 時 内容 を更 新 して,ユ ーザ ーが常 に最 新 の 情 報 を入 手 で き るよ うに して おか

な ければ な らな いの で,作 成 した デ ー タ ベ ー ス を メイ ンテ ナ ンス し続 け る仕 事 は永 続 的 に

行 な う必要 が あ る 。 デ ー タベ ース構 築 後 に メイ ンテナ ンス を中 止 す る と,そ れ まで にか け

た労 力 と コ ス トとは水 泡 に帰 す る こ とに な る。

デ ータベ ー ス構 築 に伴 な う費 用 に っ い て は,社 内 デ ータ ベ ースの 場 合 は,デ ータ ベ ース

構築 によ って得 られ た業 務 効 率 の 向 上 に よ って評 価 す るの が 一般 的 で あ る 。業務 効 率 の 向

上 の尺度 の 一 つ に,ユ ーザ ーが どれ だ け の時 間 を節 約 で き たか と い う もの が あ る 。 こ の評

価 は,得 られ た 時間 と ユ ー ザ ーの時 間 単 価 の積(管 理 者 分 も含 まれ る)と して算 出 され る。

こ こで は誰 の時 間 が どの程 度 節 約 で きた の か,と い う点 が 大 きな 問 題 と な る。 そ れ は,時

間単 価 の高 い 人間 の業 務 効 率 の 向 上 の方 が,低 い 人 間 の そ れ よ り高 く評 価 され るか らで あ

る 。そ こで,デ ー タベ ース構 築 の基 本計 画 の段 階 で具 体 的 な数値 や金 額 を積 算 す る た め に

も,「 誰 が ユ ーザ ーか 」 と い う こ とを先 ず 明 らか に して お くこ とが必 要 で あ る 。

一方 ,デ ー タベ ース を 商品 化 して販 売 す る場 合 に は,ユ ーザ ーか ら何 らか の 利 用 料 金 を

徴 収 す るわ けで あ るが,ユ ーザ ーが ここで も,デ ータ ベ ースの 利 用(も しくは情 報 入 手)

に どの程 度 支 出 で き るか とい う点 が焦 点 とな る。 一般 に,時 間 単 価 の高 い人 間 ほ ど情 報 収

集 の効 率化 によ る時 間 の 節約 を高 く評 価 す る傾 向 が あ るの で,ユ ーザ ー対 象 と して は望 ま

しい。商用 デ ータベ ー スの 利 用料 金 を 決 め る際 に は,目 標 とす る ユ ーザ ー(群)の 年 令,

職 種 等 か ら,そ の ユ ーザ ーの 時 間単 価 を算 出 し,こ れ を料 金 設 定 の 一つ の 目や す と す るか

らで あ る 。

3.2類 似 デ ータ ベ ース の 探 索

作 成 しよ う とす る デ ー タ ベ ー ス と類 似 した情 報 を収 録 して い る デ ー タ ベ ースの 有 無 にっ い

て は,計 画 の初 期 段 階 に お い て 充 分探 索 し,内 容 を把 握 して お く必 要 が あ る 。そ の 理 由 は,

(1)既 に 同 内容 の デ ー タ ベ ースが 存在 す るな らば,そ れ を購 入 して 利 用 す る こ とがで

き る 。

② 全 く同 一 の 内容 で な くと も,多 少 の変 更 や 改 訂 で 済 む もの で あ れば,既 に存 在 す

る もの を購 入 し,こ れ に必 要 な デ ー タを追 加 ・修 正 し,二 次 デ ー タベ ース を作 成

す る こ とが で き る 。

(3)収 録 対 象 が異 な って いて も,類 似 分野 の デ ータ ベ ース で あ れ ば,そ こで 用 い られ
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て い る フ ォ ーマ ッ ト,索 引方 式,標 準 化 手 法 等 を と り入 れ る こ とが で き る 。 この

良 い例 は,類 似 内容 の外 国製 デ ータベ ースで あ る 。デ ータ ベ ース の構 築 過 程 に お

い て は,様 々 な試 行 錯 誤 が く り返 され.ユ ーザ ーの ニ ーズ を反 映 した様 々 な 工 夫

が な され て い る 。既 存 の デ ータベ ース に お い て採 用 され て い る様 々な手 法 を学 び,

これ を継 承 した 上で,更 に よ り一層 の 工夫 を試 み る こ とに よ り,優 れ た デ ータ ベ

ー スの 構 築 が 可 能 とな るか らで あ る 。

(4)類 似 デ ータ ベ ース が全 く存在 しな い場 合は,そ れ の 市場 性 が な いた めで あ るの か,

あ るい は,未 だ に誰 もそ の ニ ーズに気 付 いて い な いか の ど ち らか で あ る 。 これ を

見極 め て か ら,デ ー タベ ースの構 築 に と り組 む こ とが必 要 で あ る。
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4.情 報源 と情報収集方法

4.1デ ータ ベ ース 化対 象 情 報 の 明確 化

構 築 しよ うと す るデ ータ ベ ース の対 象 とす る ユ ーザ ーが特 定 さ れ る と,デ ー タベ ースに収

録 す べ き情 報 の範 囲が限 定 され て くる 。

次 に,デ ータベ ースに収 録 す る情 報 の範 囲 や 内容 にっ いて,各 側 面 か らの検 討 を加 え る こ

と によ り,収 録 情 報 を個 別 要 素 に分 解 して い く作業 が必 要 とな る 。検 討 す べ き要件 と して は,

以 下 の よ うな もの が あ る 。

4.1.1一 次 情報 と二 次 情 報

第 一 に,収 録 すべ き 内容 は 一次 情 報 で あ るか 二 次情 報 で あ るか を,明 確 に して お く必 要

が あ る 。

一次 情 報 とは ,フ ァク ト,即 ち情 報 その もの の こ とで あ り,記 事 や 文 献 の 全 文,人 口統

計 や実 験 デ ー タ等 の数 値,地 図 や図 面 等 の画 像,音 声 な ど,各 種 の もの が含 まれ る 。

二次情 報 と は,人 や モ ノや 情 報 が ど こ に存在 す るの か,ど うす れ ば 入手 で き るの か を知

らせ るため の情 報 で あ り,記 事 や論 文 の索 引 や 抄録,電 話 帳,住 所 録,商 品 カ タ ログな ど

が 含 まれ る 。

一般 に ,一 次 情 報 を収 録 した デ ータ ベ ースの こ とを1フ ァク ト ・デ ー タ ベ ー ス」 と呼 び,

二次 情 報 を収 録 した デ ー タ ベ ース の こ とを 「参 考 デ ー タベ ース 」と呼ぶ 。本書 の資料編 にと

りあ げた 例 で は,以 下 の よ うに分 け られ る 。

(1)フ ァク ト・デ ー タベ ース

・旭 リサ ーチ セ ンタ ーの 「ID-IR」

・市況情 報 セ ン タ ーの 「QUICK」

・帝 国 デ ー タバ ンクの 「COSMOS」

・日本 経済 新 聞 社 の 「NEEDS-TS」

・ゼ ン リンの 「地 図 デ ー タベ ース 」

(2)参 考 デ ー タベ ース

・日本造 船 振 興 財 団 の 「MATRAX」

・日本情 報 処 理 開 発 協 会 の 「デ ータ ベ ー ス ク リア リング シス テ ム」

・図 書 館流 通 セ ンタ ーの 「TRCMARC」

・住 宅 産業 振興 財団 の 「HIC」

一20一



・米 国医 学 図書 館 の 「MEDLINE」

これ らの 例 か ら もわ か る よ うに,フ ァク ト ・デ ータ ベ ー ス を構 築 す る場 合 に は,収 集 し

た情 報 に ほ とん ど手 を加 え ず に デ ータベ ース化 す る。 一方,参 考 デ ータ ベ ースの 場 合 に は,

索 引,抄 録,主 題 分 析,デ ータ シ ー トの 作成 な ど,収 集 した情 報 を整 理 ・分析 し,パ ッケ

ー ジ化 す るた め の ,前 処 理 作 業 が 必 要 に な る 。

参 考 デ ー タ ベ ース作 成 の た めの 前 処理 作 業 は,現 在 の技 術 水 準 で は,ほ とん どが 人 手 に

よ って行 なわ れ るた め,デ ー タ ベ ースの 規模 が 大 き くな る と,莫 大 な 費 用 を要 す る 。

4.1.2収 録 情 報 の属 性

デ ご夕 べ ース に収 録 す る デ ータの属性 も,こ の段 階 で 明確 に して お く必 要 が あ る 。 デ ー

タの 属 性 と は,文 字,数 値,画 像,音 声 と い った,デ ー タの 表 現方 法 を い う。

統 計 情 報 や財 務 情 報等 の数 量 化 され た デ ータ に よ って構 成 され る デ ー タベ ースの こ とを,

数 値 デー タ ベ ース と呼 ぶ 。例 と して は,市 況 情 報 セ ン タ ーの 「QUICK」 や 日本経 済 新

聞 社 の 「NEED-TS」 が あ る 。数 値 デ ー タ ベ ース の 多 くは,デ ー タベ ー スか ら検 索 さ

れ た デ ー タに,後 に 統 計 処 理 を 加 え.てモ デル化 や シ ュ ミ レー シ ョ ン等 を 行 な うので,デ ー

タは 演算 可 能 な数 値(Value)と して 入力 され て い る。 デ ー タが数 字 で 表 現 され て い て も,

そ れ を表 示 す る だ け で 演 算 処 理 を 必 要 と しな い の であ れ ば,こ れ は 次 に 示 す 文字 デ ー タ と

して 入 力 され て い る 。

記 事 や文 献 の 全 文 も し くは索 引 や抄録 等 の 文 字列 の み か ら構 成 され る デ ータ ベ ース もあ

る.こ の 種 の デ ー タベ ースの ほ とん ど は文 献 デ ータベ ース で あ る 。 デ ー タ ベ ー ス中 で は,

文 字 は コ ー ド化 され て表 現 され て い る 。

地 図 や図 面 や写 真 な どの画 像 デ ータ に よ って構 成 され るデ ータ ベ ース もあ る 。画 像 デ ー

タ ベ ース の表 現 の 仕方 に は様 々な手 法 が あ る。

音 楽 や 人 の声 等 の 音 声 デ ー タ に よ って構 成 され るデ ー タ ベ ース を音 声 デ ー タ ベ ース と呼

ぶ 。

デ ータの 属性 に よって,個 々の レコ ー ドの フ ォーマ ッ トや デ ータ ベ ース全 体 の容 量 が 異

な り,要 求 され る デ ータ ベ ースの 蓄積 媒 体 や検 索方 法 も異 な る 。

4.1.3収 録 情 報 の 範 囲 と量

次 に,デ ータ ベ ー ス に収録 す る情報 の量 を測 定 す る 。 これ を可 能 に す るた め,ま ず デ ー

タベ ー スの 収 録 対 象 の範 囲 を決 め る 。
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フ ァク ト ・デ ータ ベ ースの 場 合 は ,本 書 の資料編 で と りあげた例 に も明 らか な よ うに,収

録 対 象 が 決 まれ ば,収 録 範 囲 も決 ま・るの が 一般 で あ る 。旭 リサ ーチ ・セ ンタ ーの 「ID-

IR」 で は,収 録 対 象 の化 合 物 の 種 類 が 決 ま れ ば ,収 録 件 数 も決 ま る。 市 況情 報 セ ンタ ー

の 「QUICK」 で は,対 象 とす る証 券 取 引所 が決 ま れ ば ,銘 柄 の件 数 が 決 ま る。 他 の 例

も同様 で あ る。

参考 デ ー タベ ースの 場 合 は,必 ず しも明 解 で は な い 。例 えば,日 本 船 舶 振 興 財 団 の 「M

ATRAX」 の 場合 に は,収 録 対 象 誌 を 決 め る こ とが必 要 で あ る。 日本 情 報 処 理 開 発 協 会

の 「デ ー タベ ース ク リア リン グ シス テ ム 」 の場 合 は ,"日 本 で利 用 で き る"デ ー タ ベ ー ス

と収録 範 囲 を 限定 して い る。 図 書 館 流 通 セ ンター の 「TRCMARC」 の 場 合 も,東 販

を経 由 して流 通 す る図 書 に焦 点 が 絞 られ て い る。

これ は,参 考 デ ー タ ベ ース の ほ とん どが,外 部 の 情 報 を収集 して 作 られ て い る た め,収

録 対 象 が,比 較 的 集 め や す い もの に 限 られ る ため で あ る 。 また,二 次 デ ー タベ ー スの場 合

は,デ ータ ベ ース作 成 時 に人手 に よ る前 処理 を必 要 と し,こ れ に莫 大 な 費 用 が か か るの で,

収 録 対象 を制 限 しな い と,デ ータベ ース化 が不 可 能 に な るた め で もあ る 。

特 に,抄 録 ・索 引等 の 文献 の 二次 情 報 の デ ー タベ ースで は,ユ ーザ ー に と って メ リッ ト

の あ る質 の 高 い情報 が ユ ーザ ーか ら求 め られ るた め,情 報 源 を質 の面 か ら限 定 す るこ と も

必 要で あ る 。即 ち特 定 の 専 門 分野 の 索 引 ・抄 録 の デ ー タ ベ ースを構 築 す る場 合 に は,そ の

分野 の 専 門 家 の 間 で高 く評 価 され て い る コア ・ジ ャー ナル を情 報 源 の 中 心 と した,入 力 可

能 な数 の 情 報 源 に制 限 す べ きで あ る 。

4.2情 報 源 の 明確 化

収 録 対象 情 報 が 明確 に され た な らば,次 に そ の情 報 を ど こか ら入手 す るの か を決 定 す る 。

デ ー タベ ース構 築 前 の段 階 に お い て,ユ ーザ ーが そ の情 報 を ど こか ら,ど の よ うに して 入手

して い るか が 明 らか に さ れ て いれ ば,そ の 情 報 の 入手 先 が デ ー タベ ース の情 報 源 で あ る。

デ ータベ ースの 情 報 源 と は,デ ータ ベ ース に収 録 され る デ ータ が発 生 す る場 所 も し くは 発

生源 とな る 人 や機 関 の こ とで あ る 。例 え ば,資 料 編 第5章 の 帝 国 デ ータ バ ン クを例 に と る と,

「企 業 信 用 調 査 フ ァイル 」 の情 報 源 は外 部 の 企業 で あ り,「COSMOS3個 人情 報 フ ァイ

ル 」の情 報 源 は,外 部 の 個 人 と新 聞 社 で あ る 。た だ し,文 献 デ ータ ベ ースの 場 合 に は,文 献

の 本 来 の情 報源 は 著 者 も し く は 著 者 の 所 属 機 関 で あ るが ,実 際 の 文献 の 入 手 先 は雑 誌 や図

書 や報告 書 な どの媒 体 で あ る た め,こ れ らの資 料 を便 宜 的 に情 報 源 と呼 ぶ 場 合 もあ る 。
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情 報 源 が デ ー タベ ース構 築 主 体 の 組 織 内 にあ る場 合 と組 織 外 にあ る 場 合 と で は,情 報 源

を探 索 す るた め の 手 法 や手 間 が 大 き く異 な る 。以 下 に デ ータ ベ ース構 築 主 体 か ら見 た デ ー タ

ベ ースの情 報 源 と ユ ーザ ーの 位 置 づ け の幾 つ か の パ タ ー ンを示 す 。

情報源 利用者 例

外部 内部 顧 客 ファイ ル,仕 入 れ先 フ ァイル,外 部 文献 フ ァイ ル等

の組 織 内 の業 務 サ ポ ー ト用 デ ータベ ー ス

内部 内部 在 庫 フ ァイ ル,社 員 フ ァイル,社 内文 書 フ ァイ ル等

内部 外部 オ ー ダ ーエ ン ト リー フ ァイ ル,蔵 書 目録 等 の外 部顧 客 に

公 開 され て い る社 内 デ ー タ ベ ース

外部 外部 一般 の 文献 デ ー タベ ー ス等 の商 用 デ ー タベ ー ス

4.2.1内 部 情 報 源

情 報 源 が組 織 体 内 部 に あ る場 合 に は,組 織 体 内 での 情 報 フロ ーを探 索 す れ ば,情 報 源 を

明 らか にす る こ とが で き る 。例 え ば,研 究 開 発 の成 果 と して得 られ た社 内 の 技 術 情 報 を デ

ー タベ ース 化 す る場 合 に は ,そ の研 究 開発 を担 当 して いる研 究 者 ・技 術 者 が情 報 源 で あ る。

また,社 内 の 財務 デ ータ を デ ータ ベ ース化 す る場 合 に は,経 理 ・財 務 部 門 も しくは経 営 管

理 部門 が情 報 源 とな る 。社 内 で進 行 中の プ ロ ジ ェク トの デ ー タ ベ ー ス を作 る場 合 に は,社

内 で行 な わ れ て い る全 プ ロ ジ ェ ク トに関 係 して い る全 て の 人 間 が情 報 源 で あ る 。

4.2.2外 部情 報 源

情 報 源 が 組 織 外 に広 く分 散 して い る場 合 には,組 織 内 に あ る場 合 ほ ど単 純 で は な い 。 こ

れ は,ひ とつ に は外 部 の情 報 源 が,組 織 体,人 間,資 料,モ ノ,と い う様 々 な形 態 を と っ

て い るか らで あ る 。

(1)人 間 が情 報 源 の場 合

外 部 情 報 源 が 人 間 で あ る場 合 に は,そ の 人 々 の間 に お け る情 報 フ ロ ーを探 索

す る 。即 ち,情 報 源 の 間 に張 りめ ぐ らされ た,目 に見 え な い情 報 の ネ ッ トワ ー

クを 見 つ け 出 し,情 報 源 を た ぐ り寄 せ て い く。例 えば,特 定 分 野 の先 端 技 術 動

向 の デ ータ ベ ース を構 築 す る と い った よ うな場 合 は,そ の分 野 の研 究 者 や 技 術
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者 に よ って,自 然 発 生 的 に形 づ くられ て い る情 報 網 を見 つ け る こ とか ら始 め る。

この種 の情 報 に っ いて は,学 会,研 究 会 と い うよ うな公 的 な情 報 流 通 の場 が

あ り,こ こに情 報 源 で あ る人 間 が メ ンバ ーと して参 画 してい る。科学分野 での主要

な デ ー タベ ース の ほ とん ど は,こ の よ うな学 会 に よ って 構 築 され て い る 。 これ

は,学 会 が最 も情 報 源 に近 く,自 然 に情 報 が集 ま る仕 組 が既 に存 在 す るか らで

あ る 。

科 学 分 野 以 外 で は,情 報 流 通 が あ ま り公 式化 され て い な い ので,情 報 源 の探

索 に は困 難 が 伴 う。 この場 合 に は,業 界 団 体 や 新 聞 ・雑 誌 等 の 出版 物 を 作成 し

て い る機 関 な ど,お の お の の情 報 が最 も集 ま りやす い場 所,も し くは,既 に外

部情 報 の収 集 を業 務 と して 行 な って いる場 所 に,情 報 が 集 ま って い る 。 これ ら

の機 関 や企 業 は情 報 源 を掌 握 して い るので,こ れ らを デ ータ ベ ース化 す る こ と

が で きる 立場 に あ る 。

(2)情 報 源 の代 りに資 料 を用 い る場 合

情報 源 が 図 書,雑 誌,報 告 書,写 真,カ タ ロ グ等 の資 料 の形 を と って い る場

合 に は,こ れ らの情 報 資 料 を 見 つ け 出 す こ と にな る 。 ほ とん どの資 料 は,組 織

体 も しくは個 人 か ら発 行 さ れて い るの で,本 来 の情 報 源 で あ る発 行 機 関 を情 報

源 と して選 定 す る方 法 もあ るが,文 献 の流 通構 造 の 中 で これ を と らえ る こ と も

で き る 。国 内 の 図書 目録 の デ ータ ベ ースは,出 版 され た図 書 が必 ず1冊 は納 本

さ れ る国立 国 会 図 書館 で,情 報 を入 手 す る こ とが で き る 。 日本 の包 括 的 な 図書

目録 の デ ー タ ベ ー スで あ るJAPANMARCは,こ の よ う に して集 め られ

た図 書 に基 づ き国 立国 会 図 書 館 で 作 成 され てい る 。図書 目録 の場 合 は,日 本 に

は東 販 と 日販 と い う二 つ の 図 書 流 通 の 巨大 ネ ッ トワ ークが あ り,お の お の が,

扱 って い る図 書 の 目録 デ ー タ ベ ース を作 成 して い る 。

特 定 分野 の 文 献 デ ー タ ベ ース を構 築 す る場 合 に は,計 量 文 献学 の 手 法 を用 い

て情 報 源 の質 の 評 価を 行 な う。特 定 分 野 の コ ア ・ジ ャー ナル(主 要雑 誌)を 見

つ け 出す た め の計 量 文献 学 の 一手 法 と して,引 用 文献 分 析 が あ る。 これ は,

・重 要 な 論 文 ,質 の高 い論 文 は,よ く利 用 され る雑 誌 に掲 載 され る

・よ く利 用 さ れ る雑 誌 に載 った 論 文 は .よ く引用 され る

とい う二 つ の原 則 か ら,特 定 分 野 の レビュ ー誌 や雑 誌 論 文 の 引用 文献 を累 積 し,

ど の 雑 誌 か らの 引用 が最 も多 い か を調 べ る 。引 用 され て い る頻 度 が高 い雑 誌 で

あ れ ば あ るほ ど,重 要 度 も高 い とい う こ とか ら,よ く引 用 され る雑 誌(群)を
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コ ア ・ ジ ャ ー ナ ル と して 選 定 す る
。

4.3情 報 収 集 方 法 の 検 討

構築 す べ き デ ー タベ ース の情 報 源 の所 在 が 明確 に な った な らば ,そ れ らの 情報 源 か らど の

よ うに して情 報 を収 集 し,こ れ を デ ータ ベ ース化 して い くか に っ い ての 方 法 を検 討 す る こ と

が 必 要 で あ る 。情 報 収 集 の 方 法 に は,以 下 の3種 の形態 が あ る 。

(1}集 中 処 理 方 式

情 報 源(資 料,デ ータ,人 材)を 一 カ所 に集 中 し.そ こで 情 報 分 析 ,入 力 前 処 理,

デ ー タ入 力 を行 な うや り方 。 この 場 合,情 報 源 が,1カ 所 に集 中 して いな けれ ば

特 に問 題 は な いが,外 部 に分 散 して い る場 合 に は,情 報 源 を どの よ うに して 集 め

るか の検 討 が必 要 で あ る。

② 分 散 方 式

情 報 源 の所 在地 に お いて,情 報 分 析,入 力前 処 理,デ ー タ入 力 を行 な うや り方 。

この場 合 は,情 報 源 が 分 散 して い る ことが 前提 とな る 。同 一社 内 で あ って も ,地

域 が異 な れ ば,こ の方 法 が望 ま しい場 合 もあ る。 リア ル タ イ ムの情 報 が 必 要 な場

合 は オ ンラ イ ンに よ る分 散 入 力 で あ るが,緊 急 を 要 さ な い場 合 は,フ ロ ッ ピー ・

デ ィス ク等 の オ フラ イ ン ・メデ ィアを利 用 す る こ と もで き る 。

(3)分 散 前 処 理 集 中 入 力方 式

情 報 源 の所在 地 に お いて,情 報 分 析,入 力前 処 理 を行 な い,デ ー タ入 力 は1カ 所

(通 常 外 注)で 行 な う方 式 。 これ も情 報 源 が 分散 して い る こ とが 前提 とな る。 た

だ し,入 力 は1カ 所 なの で,オ ン ラ イ ンによ る分 散 入 力 は さ け る こ とがで き る。

以 上の 中 か らどの方 法 を 採 用 す るか は.許 され る タ イ ム ・ラ グ と,支 出 で き る費 用 の範 囲

に よ って 異 な る 。 一般 に,

(1)

(2)

(3)

情 報 源 が 集 中 して い る場 合 は,集 中方 式 を採 用 す る 。

情 報 源 が広 く分 散 して お り,し か も リア ル タ イ ムで の情 報 が必 要 な場 合(例 え ば,

複 数 の株 式 市 場 の市 況 情 報 な ど)に は,分 散方 式 が採 用 され る 。

情 報 源 が 分 散 してお り,こ れ を分 析 ・前処 理 で き る人材 が情 報 源 の 側 で確 保 で き,

しか も,タ イ ム ・ラ グが あ ま り重 要 で な い場 合 は,分 散 前 処 理 集 中 入 力方 式 を 採

用 す る。
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5.デ ータ ベ ース の機 能 の明 確 化

5.1情 報 シ ステ ム の持 つ べ き機 能

デ ータ ベ ー ス は,DBMSと 一体 化 して,情 報 シス テ ムを 構成 す る 。 デ ータ ベ ースの 基 本

設 計 の第 一 段 階 に お いて は,情 報 シス テ ムが 全 体 と して持 つ べ き機能 を具 体 的 に定 義 す る こ

とが必 要 で あ る。

一般 に ,情 報 シス テ ム に は,以 下 の よ うな 機 能 が 要求 され る。

(1)大 量 情 報 の 一元 管 理

② 情 報 流 通 の円 滑 化

(3)タ イ ム リーな情 報 の提 供

(4)高 品質 な情 報 の提 供

(5)豊 富 な ア クセ ス ・ポ イ ン トの提 供

㈲ 機 密 保 持

情 報 シ ステ ムが持 つ べ き機 能 を具 体 的 に定 義 す る とい う こ とは 即 ち,構 築 しよ うとす る情

報 シス テム の環 境,特 に利 用 者 の要求 に基 づ い て,上 記 の1～6の 項 目 に つ いて,求 め られ

て い る条件 を 明 確 に して い くこ とで あ る 。

5.1.2情 報 流通 の 円滑 化

システ ム化 され て い な い情 報環 境 に お い て は,情 報 は 口頭,電 話,メ モ,文 書,出 版 物

等 を通 じて 流 通 して い る 。 こ の よ うな 状 況 に お い て,情 報 は人 と人 との 間 に 目 に 見 え ぬ形

で張 りめ ぐ らさ れ て い る フ ォ ーマ ル,イ ン フ ォー マル な ネ ッ トワ ーク を通 じて流 通 して い

る。

フ ォーマ ル な ネ ッ トワー クの例 と して は,企 業 内 の 組 織 体 の 上下 関 係,学 会 や専 門 家 団

体 の公 式 会 合 の 発表 や 会報,学 校 の授 業,出 版社 か ら取 り次 ぎ を経 て書 店 や図 書 館 等 を通

じて提 供 さ れ る図 書 ・雑 誌 等 の 出版 販 売 ル ー トの よ うな もの が存 在 す る。

一方 ,イ ン フ ォ ーマル な ネ ッ トワ ーク と して は,同 窓 の 友 人,近 隣 の 知 りあ い,同 好 会

の仲 間 と い った,プ ライ ベ ー トな 人 間関 係 の 間 に張 り め ぐ らされ て い る,個 人 的 な 情 報 ル

ー トが あ る 。

フ ォーマ ル な ネ ッ トワ ークに お いて は,情 報 は構 成 され て い る組 織 体 の中 を順 を追 って

流 通 す るた め,情 報 発 生 か ら情 報 入 手 まで の間 に一 定 期 間 の タ イム ・ラ グを生 ず る 。 イ ン

フ ォーマル な ネ ッ トワ ーク に お いて は,情 報 の提 供 者 と受 け手 が既 に知 り合 い で あ る こ と
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が条 件 で あ り,又 通 常 は一 対 一 も しくは少 人数 の集団 の 間 で情 報 の授 受 が行 な われ る た め,

伝 達 の範 囲 も限 られ て い る 。 この情報 が第 三者 に伝 え られ るに は,一 定 の期 間 を要 し,又

情 報 内容 も途 中 で変 形 され る可 能 性 が あ る 。

情 報 流 通 を シ ステ ム化 す る こと に よ り,以 下 の よ うに情 報 流 通 の 円滑 化 を はか る こ とが

で き る。

(1)情 報 発 生 か ら情 報 入手 迄 の タ イ ム ・ラ グを短 縮

(2)提 供 情 報 の 流 通 過 程 に お け る消 失 や変 形 を 解 消

③ 従 来 伝 達 す る こ との 出来 なか った受 け手 へ の情 報 伝 達 が 可 能 とな り,情 報 流 通

の 範 囲 が 拡 大 され る 。

この 側 面 に お け る情 報 シス テ ムの持 つ べ き機 能 と して 定 義 す べ き条 件 は.以 下の よ うな

もので あ る 。

(1}情 報 利 用 者 の範 囲

利 用 者 は,組 織 体 内部 に限 られ るの か,外 部 の 利 用 者 に も提供 す る のか 。利 用

者 の地 域 分 布 等.

② 許 さ れ る タ イ ム ・ラ グの範 囲

発 生 した情 報 が 利 用 で き る状 態 にな る迄 に ど の程 度 の期 間(日 数)の 経 過 が 許

容 され るの か 。 これ は情 報 システ ムで流 通 す る情 報 の タ イプ に よ り大 幅 に異 な

る 。市 況 情 報 や為 替 相 場 や気 象 情報 は即 時 で あ り,ニ ュ ース は即 日で あ る 。 一

方,デ ィ レク トリーや 文献 の場 合 は,数 日 か ら数 週 間 の 遅 れ が許 さ れ る 。

③ 更 新 頻 度

蓄積 され て い る情 報 を どの位 の頻 度 で更 新 す る こ とが必 要 か 。 これ は上 述 の タ

イ ム ラグ の問 題 と関連 す る 。株 式 市況等 は秒 単 位 の更新 が 必 要 と され る 。又,

ダ イ レク ト ・メー ル等 に用 い る住 所 フ ァイル 等 や新 聞 記 事 も,即 日更新 が 必 要

で あ る 。 一方,文 献 情 報 は,一 般 に 一週 間 単 位 も し くは 一 カ 月の 更 新 ・追 加 で

も間 に 合 う場 合 が 多 い 。

5.1.3タ イ ム リ ーな 情 報 の 提 供

情報 流 通 を シス テ ム化 す る こ とに よ り,タ イ ム リー に情 報 を 入手 す る こ とが可 能 と な る。

タ イ ム リーな情 報 提 供 と は,以 下 の 二つ の 要素 を含 む 。

(1)必 要 時 に必 要 情 報 を即 時 的 に入手 で き る

② 特 定 分 野 の 最 新 情 報 を常 時 定 期 的 に 入手 で き る
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以 上 の機 能 は,情 報 シス テ ム にお け る デ ータ ベ ース の提 供 状 況 に よ って実 現 で き る 。即

ち,(1}に っ い て は,デ ー タベ ー スをオ ン ラ イ ン対 話型 で提 供 す る こ と に よ り,② につ いて

は関心 テ ーマ を プ ロ フ ァイル と して 登録 し,デ ータベ ース の更 新 の 度 に適 合 レコ ー ドを 自

動 的 に 出力 す るSDI機 能 に よ り可 能 とな る 。

5.1.4高 品質 な情 報 の 提 供

情 報 シス テ ムか ら提供 され る情 報 に は,誤 りの少 な い質 の高 い もの で あ るこ とが 要求 さ

れ る。特 に,一 般 利 用 者 に有 料 で情 報 提供 を行 な うよ うな情 報 シス テ ムの場 合 に は,情 報

の 質 の 高 さが利 用者 獲 得 の 一 つ の鍵 で あ る 。

情 報 の 品質 の 尺度 は,提 供 され る情報 の タ イプ に よ り異 な る 。情 報 の タ イ プ毎 の 品質 の

尺 度 の重 点 を以 下 に示 す 。

(1)市 況 情 報

即 時性,情 報 源 の 信 頼 性,数 値 の精 密 さ と正 確 さ等 。

② 統 計 情 報

サ ンプル の包 括 性,統 計 手 法 の信 頼 性,数 値 の精 密 さ等 。

(3)文 献 情 報

収 録 対 象 文 献 の品 質(新 聞 ・雑 誌 ・出版 社 の信 頼 性),収 録対 象 の網 羅 性 と

包 括性 等 。

(4)物 質 デ ータ

収 録 対象 の網 羅 性,デ ー タの信 頼 性,測 定 手 法 の信 頼 性,デ ー タの 精 密 さ,

デ ータの即 時性 等 。

㈲ デ ィ レク ト リー

包 括性,更 新 頻 度(住 所 や担 当者 名 変 更 に即 時 対 応 してい るか)等 。

5.1.5豊 富 な ア クセ ス ・ポ イ ン トの提 供

情報 の ア クセ ス ・ポ イ ン トとは,検 索 可 能 な項 目の こ と で あ る 。 文献 を例 に とる と,標

題,雑 誌 名,著 者名,会 議 名,所 属 機 関名,出 版 日付,出 版 地,分 類,主 題 を示 す キ ー ワ

ー ド等 が これ に あ た る
。情 報 シス テ ムの利 用 目的 に よ って,検 索 可能 な項 目が異 な るた め,

ど の よ うな ア クセ ス ・ポ イ ン トが 必 要 で あ るか を定 義 す る こ とが必 要 とな る。

一般 に ,ア クセ ス ・ポ イ ン トは 多 け れ ば 多 い ほ ど情 報 シス テ ムの利 用方 法 が柔 軟 に な る

た め,多 数 の ア クセス ・ポ イ ン トを持 つ シス テ ムが 歓迎 され るが,一 方 ア クセ ス ・ポ イ ン
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トを増 や す と,比 例 級 数 的 に フ ァイル容 量 が拡 大 す るた め,費 用 対効 果 の視 点 か ら,あ る

程 度 制 限 を加 え る こ と も必 要 で あ る 。

5.1.6機 密保 ‡寺

情 報 シス テ ム中 に収 録 され る情 報 の 中 に は,利 用者 を 制 限 しな い もの と制 限 の必 要な も

の が あ る 。例 え ば,企 業 内情 報 シス テ ム等 で は,企 業 機 密 に 関 す る情 報 は,重 役 や 一部 の

担 当 者 に しか 公 開 で き な い 。ま た,情 報 システ ム の一 部 を 外 部 に公 開 す るよ うな場 合 は,

外 部 利 用 者 に公 開 で き る情 報 と公 開 で き な い情 報,管 理 者 の み が 見 る こ との 出来 る情 報,

と い うよ うに何 段 階 か の ア クセ ス ・レベ ル を設 定 す る こ とが必 要 で あ る。

この点 に関 す る情 報 シ ス テ ムの機 能 の定 義 と しては,何 の た め に,ど の レベ ル の機 密 保

持 が必 要 で あ るか を決 定 す る こ とで あ る 。

5.2デ ータ ベ ース の 持 つ べ き 内容

5.1で 定 義 され た情 報 シス テ ムの 持 つ べ き機 能 の 中で,デ ー タ ベ ー スの 内容 に直 接 係 わ る

部 分 にっ い て は,更 に詳 細 な 分析 が必 要 で あ る 。

デ ー タ ベ ースの 内 容 に つ いて,明 確 に して おか な けれ ば な らな い事 項 と して は,以 下 の よ

うな もの が あ る 。

(1)収 録 情 報 の属 性

② 収 録 情 報 の範 囲

③ 収 録情 報 の量

(4)利 用 者 の 属 性 と数

㈲ 収 録 情 報 の 内容

(6)品 質 管 理 の方 法

5.2.1収 録 情 報 の 属 性

構 築 しよ う とす る デ ー タベ ースに収 録 す る情 報 の種 類 と デ ー タの属 性 を決 定 す る 。情 報

の種 類 と属性 に は,一 般 に以 下 の よ うな もの が あ る 。

(1)情 報 の種 類

二次 情 報

一次 情 報

② デ ー タの 属 性
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文字

数 値

画 像

音 声

以 上の よ うな選択 肢 の中 か ら構 築 しよ うとす るデ ー タベ ース に該 当 す る もの を選 定 す る。

デ ータの 属 性 で は,一 つ の デ ータ ベ ース の 中 で 二 つ以 上の もの が と もに含 ま れ る こ と もあ

る 。

5.2.2収 録 情 報 の 範 囲

デ ー タベ ー スに収 録 す べ き情 報 の 範 囲 を 明確 にす る。 この限 定 の し方 は,5.2.1で 決 定

さ れた収 録情 報 の タ イ プ に よ って異 な る。 以 下 に,書 誌 デ ー タ ベ ー ス の 場 合 の例 を示 す 。

書 誌 デ ー タベ ー ス(二 次 情 報/文 字 デ ー タ)

(1}主 題 領 域:対 象 とす る主 題 領 域 の範 囲 を決 定 す る 。

② 対 象 文献 の タ イプ:図 書,雑 誌,新 聞,会 議 録,報 告 書,特 許,学 位 論 文,公

文 書 等 の どの タ イプ の もの を収 録 す るか 決 定 す る.

(31対 象 文献 の 言 語:対 象 とす る文 献 の 書 か 才}てい る言 語 を指 定 す る 。

(4)地 理 的範 囲:対 象 とす る 文 献 の 出 版 され て い る地 域 の 範 囲 を指 定 す る 。

(5)時 間 の 範 囲:対 象 とす る文 献 の 出版 年 の範 囲 を 指 定 す る 。

5.2.3収 録 情 報 の 量

5.2.2で 指 定 した 対 象 情 報 の 数 を積 算 す る 。例 えば,日 本 で 出 版 され た 日本 語 の 工学

分 野 の雑 誌 論 文 と会議 録 と報 告 書 を す べて 収 録 す る と決定 した な らば,一 年 間 に出 版 され

る該 当文 献 の数 が どの 位 あ る のか を積 算 す る。 この 数 が,デ ー タベ ー ス に収録 され る 一年

分 の レコ ー ド件 数 とな る。

5.2.4利 用者 の 属 性 と数

想定 さ れ た デ ータベ ースの 潜 在 的 利用 者 の 属性 と数 を推 定 す る 。工 学 分野 の 日本 語 文献

の書 誌 デ ー タベ ースで あ れば,想 定 され る利 用 者 の 属性 は,工 学 お よ び 周 辺 分 野 の研 究 者,

技 術 者.学 生等 で あ る 。 この 属 性 を もっ 人 口が 何 人位 存在 す るの か を推 計 す る こ と に よ り,

潜 在 利用 者 の数 を把 握 す る こ とが で き る 。
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5.2.5収 録 情 報 の 内 容

デ ー タベ ース に盛 り込 む べ き情 報 の内容 を明 確 にす る 。前 述 の 工学 書 誌 デ ー タ ベ ー スを

例 に とる と,想 定 さ れ る情 報 の 内 容 に は,以 下 の よ うな もの が あ り うる。

標 題,雑 誌名,著 者 名,著 者 の 所属 機 関,出 版 年,ペ ー ジ,主 題(分 野/キ ー ワ ー ド),

内 容 の 要 旨 等 。

これ らの どの 要 素 を 収 録 す るの か,又 それ 以 外 に どの よ うな要 素 が 必要 で あ る のか を考 慮

し,決 定 す る 。

5.2.6品 質 管 理 の 方 法

デ ー タベ ース の 内容 を質 の高 い もの と して維 持 して い くこ と は,デ ー タ ベ ース の 利 用 効

果 を高 め る ため に も,又 デ ー タベ ー スの情 報 商 品 と して の価 値 を高 め る た め に も必 要 な こ

とで あ る 。デ ー タベ ー スの 品質 を 高 め る方法 は,デ ー タベ ース の種 類 に よ り異 な るが,以

下 の よ うな 点 に留 意 す る こ とが 必 要 で あ る 。

(1)信 頼 性 の 高 い情 報 源 を選 択 して 用 い る 。

② 情 報 の 発 生 か らデ ー タ ベ ース化 す る まで の 時 間 を短 縮 す る 。

(31標 準 化 さ れ た手 順 で均 質 の情報 を収 録 す る 。

(4)入 力 情 報 の加 工,分 析(前 処 理)に,均 質 で しか も質 の 高 い 人材 を採 用 す る 。
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6.デ ータ の 構造 化 と情 報 分 析

6.1デ ータ の構 造 化

デ ー タ ベ ースの 種 別 で は,デ ータベ ース その ものの と る形 態.デ ータの 形 式,そ れ に収 録

対 象 の 情 報 や デ ータの 性 質 とが混 同 され や す い 。た とえ ば,rCD-ROMの データベース 」

と い った 場 合 に は,デ ー タ ベ ー スの 中 でCD-ROMの 形 態 を と る もの と,CD-ROM化

され た もの の 内容 を収 録 した デ ー タ ベ ース とが あ り うる 。 また,「 数 値 デ ータ ベ ース 」は,

収 録 され る デ ータの 主 要 な表 現 形 式 が,数 値 で あ る ことを意 味 して お り,こ れ に は 文字 形 式

の デ ータ も含 まれ て い る場 合 が 多 い 。 デ ー タベ ースの対 象 と メデ ィアの 多 様 化 に よ り,こ う

した 混 乱 が 生 じや す い が,こ こで は,磁 気 テ ープ な どの媒 体 に よ り磁 気 フ ァイ ル化 され た デ

ータベ ース を対 象 とす る 。

〈表 現形 式 〉

まず,表 現 形 式 す な わ ち デ ー タベ ー スに記録 され る もの と して は,通 常 は,

文 字 画 像 数 値 音 声

に分 け る こ とが で きる 。実 際 の デ ー タ ベ ース は,こ れ らの組 み 合 わ せ か らな って い る 。

表 現 形 式 は,記 録 す る媒 体 お よ び入 出力 機 器 と密接 に 関連 して お り,画 像 や音 声 は,記 録

媒 体,入 出力 機器 が限 られ るた め,現 在 は あ ま り多 くは な い 。

また,文 字 や数 値 は,画 像 と して も記 録 で き る 。た と えば,1冊 の 本 を 頁 ご とに ス キ ャナ

ーや フ ァク シ ミリな ど で入 力 した時 に は ,こ れ は,画 像 と同 じよ うに扱 わ れ る こ と にな る。

一方 ,そ の 本 に記 載 され た文 字 を1文 字 ず っ入 力 した場 合 に は,こ れ は,文 字 と して 入 力 し

て い る こ とに な る。

さ らに,媒 体 上 で は,ア ナ ロ グに よ る表 現 とデ ィジタ ル に よ る表現 の相 違 が あ る。

〈 デ ー タ ベ ース化 の 対 象 〉

デ ータ ベ ース化 の対 象 とな り うる もの は,様 々で あ る が,例 え ば 次 の よ うな ものが あ る 。

印 刷 物(図 書,雑 誌 記 事,統 計,デ ー タ ブ ックな ど)

手 稿(原 稿 な ど)

静 止 画 像(地 図,図 表,絵 画,写 真 な ど)

マ イク ロ形 態 資 料

映 画,ビ デ オ

録 音 物

機 械可 読 資 料
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実 物

コ ンピ ュ ータ プ ログ ラムは機 械 可 読 資 料 で あ るが,こ れ らを集 め て デ ータ ベ ー ス化 す る こ

とが で き る 。

<一 次,二 次 の区 分>

4章 で述 べ たように,対 象 を その ま ま デ ー タ ベ ース化 した もの を 「一次 デ ータ ベ ース 」 と呼

ん で い る 。特 に そ の中 で,「 数 値 」な ど を対 象 と した もの に つ いて は.「 フ ァク ト ・デ ータ

ベ ース 」と呼 ばれ る こ とが あ る 。

一方 ,こ れ らの 対 象 に 「関 す る 」記 録 を収 録 した デ ー タベ ース が あ り,こ れ を 「二 次 デ ー

タ ベ ー ス」 と呼 ん で い る 。現 在,デ ータ ベ ース の数 で は,圧 倒 的 に 「二次 デ ー タベ ー ス」 が

多 い 。た とえ ば,文 献 デ ー タ ベ ース の多 くは,図 書 や雑 誌記 事 な ど に っ いて著 者 や タ イ トル

な ど の書 誌 事 項 と検 索 手 段 で あ る索 引語 や 分類 記 号 か ら な り た ってお り,原 文書 は 収録 して

い な い 。

一次 デ ータ ベ ース と二次 デ ー タ ベ ース で は ,利 用 目的 を は じめ,デ ータの 収 集,デ ー タや

フ ァイルの 構 造,デ ー タ項 目 に つ いて 大 きな 相 違 が あ る 。

一 次 デ ータ ベ ースで は ,そ の 収録 対 象 とす る もの(印 刷 物,静 止 画 像,録 音 物 な ど)に よ

って 作成 方 法 は,異 な って い る 。

しか し,二 次 デ ータベ ースに お いて は,収 録 対 象 が異 な って も,デ ータ項 目以 外 は,デ ー

タや ファイル の構 造 に っ い て そ れ ほ ど大 きな差 異 が あ るわ け で は な い。

そ こで,以 下 で は,二 次 デ ータ ベ ースを 中 心 に デ ータ構 造 を解 説 す る 。

〈 レ コー ド,デ ー タ項 目,フ ァイ ル 〉

一般 に デ ータ ベ ース は ,次 の よ うな構 造 を と る もの と理 解 され てい る 。

第 一 に,デ ータ ベ ース化 の 対 象 と な る もの は,同 質 で,個 別化 す る こ とが で き なけ れ ば な

らな い。例 えば,「 地 球 」 に関 す る デ ー タベ ース と して,普 通 の地 図 や地 質 図,気 象 デ ー タ,

各 国 の国 情 の記 述,「 地 球 」 を主 題 とす る文 献 リス トとを 一 つ の デ ータ ベ ース と して 作 る こ

とは で き な い 。 これ らは,そ れ ぞ れ別 個 の デ ータ要 素 か らな り,デ ー タの表 示 方 法 も検 索 方

法 も異 な るた め で あ る。探 索 す る際 に これ らを 関連 づ けて探 す 方 法 は,開 発 され っ っ あ るが,

作 成 す る際 に は,個 々 に 同質 の もの と して分 け られ る もの,す な わ ち地 図 の デ ー タベ ー ス,

気 象 デ ー タの デ ータ ベ ー ス,各 国 の 国情 の デ ー タ ベ ース,「 地 球 」を 主題 とす る文献 の デ ー

タ ベ ー ス と して 設 計,構 築 しな け れば な らな い。

第 二 に,各 レコ ー ドは1共 通 の複 数 の デ ータ項 目 か らな って い る。個 々 の レコー ドで は,

か な らず し も全 て の デ ータ項 目 が出 現 しな くて もよ い 。 しか し,設 計 時 に は,出 現 しう る全
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ての デ ー タ項 目 を考 慮 す る必 要 が あ る 。

同質 で,個 別 化 で き る単 位 が,1レ コ ー ドで あ る。た とえ ば,人 物 に関 す る デ ータ ベ ース

の場 合,個 々の人 物 が,1レ コ ー ドとな る 。ま た,企 業 に関 す る デ ー タ ベ ースの 場 合,個 々

の企 業 が,1レ コ ー ドとな り,企 業 に属 す る人物 は,レ コ ー ドを構 成 す る要 素 ,す なわ ち デ

ー タ項 目 と して扱 う
。

通 常,レ コ ー ドは,デ ータ ベ ースの 場 合 は コ ン ピュ ー タ処 理 の 上 で,論 理 的,物 理 的 な単

位 とみ な さ れ て い る 。入 力,出 力,訂 正,削 除 は,レ コ ー ド単位 で行 わ れ る こ とが 多 い 。

レコ ー ドは,デ ータ項 目か ら構 成 され て い る 。 デ ータ ベ ースの 対象 の属 性 を 示 す もの が デ

ー タ項 目 で あ る
。

以 下 は,雑 誌記 事 の デ ー タ ベ ースの デ ー タ項 目の例 で あ る 。

著者

著者 の所属機 関

標題

掲載雑誌名

誉,号,ペ ージ

レコ ー ドが 複 数 個 集 ま った もの を,

ん らか の 区 分,た とえ ば,収 録 期 間,収 録 地 域 に よ って分 割 され る こ とが 多 い 。 ま た,物 理

的 には磁 気 テ ープ の1巻,あ る い は磁 気 デ ィス ク上 の ま とま った記 憶 エ リア とな って い る こ

とが 多 い。

フ ァイル の 集 合 が デ ー タ ベ ー スで あ る が,1フ ァイ ル の み で デ ー タ ベ ー ス と な る こ と もあ

る。

これ らを 図 示 す る と図6.1の よ うにな る。

刊 行 年

抄 録

索 引語

分類 記 号

記 事 番号

フ ァイル と呼 んで い る 。 フ ァイル は,論 理 的 には,な
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フ ァ イ ル1 フ ァ イ ル2

レ コ ー ド1 レ コ ー ド2 レ コ ー ドn

デ ータ項 目1

デ ータ項 目2

デー タ項 目3

デー タ項 目4

デ ータ項 目n

図6.1 フ ァ イ ル,レ コ ー ド,デ ー タ 項 目 の 関 係
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6.1.1デ ータ 項 目

1)デ ー タ項 目 の種 類

デ ータ項 目 は,次 の よ うに グ ル ープ化 され る 。

(1)識 別 記 号

これ は個 々 の レコ ー ドを 他 の レコー ドと区別 す る もの で,そ の レコ ー ドの み を検

索 す る時 に必 要 とな る もので あ る。ま た,レ コ ー ドの識 別 記 号 の他 に,対 象 の も

っ識 別 記 号 が あ る。 た とえ ば,人 物 に関 す る デ ー タベ ース の場 合,デ ー タベ ース

中 で与 え られ た番 号 とそ の 人 物 のID番 号 とが あ る 。

デ ー タベ ー スの 識 別 記 号 の 場 合 は,通 常,数 字 や アル フ ァベ ッ トが 用 い られ る。

(2)コ ー ドイヒ'1青幸艮

コ ー ドを用 い て表 現 され る デ ー タ項 目で あ る 。例 え ば,年 月 日や郵 便 番 号 は コ ー

ド化情 報 で あ る 。 コ ー ド化 情 報 は,入 力 の際 に は,コ ー ド表 に よ って チ ェ ック が

で き,ま た検 索 対 象 と な る 。

通 常 は,数 字 や ア ル フ ァベ ッ ト,カ ナ が用 い られ る。

(3)記 述情 報

内容 の説 明 で あ り,文 章 形 式 の もの で あ る 。主 と して,表 示 に用 い るが,検 索 対

象 に もな り う る 。漢 字,カ ナ,ア ル フ ァベ ッ トが 用 い られ る 。

(4)デ ー タ

フル テ キ ス ト ・デ ー タ ベ ースで は,フ ル テ キ ス トそ の もの,統 計 デ ータ ベ ースで

あれ ば,統 計 そ の もの で あ る 。 「二 次情 報 の デ ー タベ ース 」 で は,こ の 「データ 」

部 分 を持 た な い 。

2)デ ー タ項 目の検 討 事 項

個 々 の デ ータ項 目 につ いて,以 下 の よ うな点 にっ い て検 討 して お か な けれ ば な らな い 。

(1)名 称

まず 内容 を示 す名 称 とそ の 略 称 を定 め る必 要 が あ る 。特 に略称 は,デ ータを 管 理

す る上 で必 ず必 要 とな るが,通 常 は,2～3桁 の ア ル フ ァベ ッ トを 用 い る ことが

多 い 。

② デ ータの 表 現 形 式

文字 で あ る な ら,漢 字,カ ナ,ア ル フ ァベ ッ ト,数 字 な どが 表 現 形 式 で あ る 。

数 字 は,バ イ ナ リー 、 デ シ マル な どの記 録 形 式 の 区 別 が 必 要 で あ る。

(3)デ ータの長 さ
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これ は,「 年 月 日」 な どの よ うに長 さが 一定 の もの,す な わ ち 「固 定 長 」 の項 目

と,「 住 所 」 や 「書 名 」な どの よ うに長 さが 不 定 の項 目(「 可 変 長 」)と に分 か

れ る 。可 変 長 の項 目 は,最 大 の長 さを用 い る 。デ ー タ ベ ー ス内 で は,固 定 長 の 項

目 と可 変 長 の 項 目 と は扱 い方 が異 な るの で この 区別 を して お くこ とは重 要 で あ る。

な お長 さの単 位 と して は,「 バ イ ト」が 用 い られ る 。 アル フ ァベ ッ トや カ ナ,数

字 の1文 字 は,1バ イ トで あ るが,漢 字1文 字 は,2バ イ ト}こな る。

(4)繰 り返 しの有 無

デ ータ項 目の 中 に は,同 一 の デ ータ項 目が,繰 り返 して 何 回 も現 れ る場 合 が あ る。

例 えば,複 数 の 分類 を行 う場 合 に は デ ータ項 目 「分 類 」 は,繰 り返 し項 目で あ る。

繰 り返 し項 目 に つ い て も繰 り返 しの最 大 回 数 を定 め て お く必 要 が あ る 。

固 出 現

全 レコ ー ドに全 て の デ ー タ項 目が 出現 す る わ け で は な い 。 出現 の タ イプ に は以 下

の よ うな もの が あ る 。

A.必 須 項 目:レ コ ー ド識 別 記号 の よ う に全 て の レコ ー ドに不 可 欠 な項 目

B.準 必 須 項 目:レ コ ー ドによ って は,欠 如 して い る場 合 が あ る もの 。 レコ ー

ドに あ れ ば必 ず入 力 す る 。

C.補 助 的 項 目:作 成 時 に重 要性 を判 断 して入 力 す るか 否 か が決 め られ る項 目。

㈲ 入 力方 式

入 力方 式 か ら デ ー タ項 目 をみ る と,た とえ ば 日付 の よ うに,あ る1日 に入 力 され

る どの レ コ ー ドも同 じ値 とな るよ うな,あ らか じめ 設 定 さ れ て い る(デ フォル ト)

値 を と る もの と,レ コ ー ド毎 に異 な る値 を と る デ ー タ項 目 とが あ る.デ フ ォル ト

値 は,入 力 の プ ロ グ ラ ム に よ って は,自 動 的 に入 力 で きる 。

また,デ ータの形態 に よ って は,入 力 機器 の 異 な る もの もあ る。

(7)チ ェック方 法

デ ータ項 目 に よ って は,数 値 項 目の よ うな場 合 の よ うに.入 力 デ ー タの桁 数 や 上

限 や下 限 を定 め て お い て 自動 的 に チ ェ ックで き る もの が あ る 。氏名 な どで もあ る

程 度 の チ ェ ックは可 能 で あ る 。

また,た とえば国名 のよ うに,そ の デ ー タ項 目が テ ー ブル に登録 され て い る一定

の値 以 外 と らな い時 に も,テ ーブ ル と照 合 す る こ と に よ って チ ェ ック しう る 。

(8)D/DDの 参 照 の有 無

DBMSに は,デ ー タ ・デ ィク シ ョナ リと呼 ばれ るデ ータベ ース 中 の デ ータ を管
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(9)

ao)

理 す る辞 書 を 持 つ もの が あ る 。 こ う したD/DDが あ れ ば,記 号 な どで 入 力 して

お き正 式 な デ ー タに変 換 す る こ とや,入 力 デ ー タの チ ェ ックが 容 易 に 行 なえ る 。

ア クセ ス ・ポ イ ン ト

通 常,検 索 対 象 とな る デ ータ項 目を ア ク セス ・ポ イ ン トと呼 ん で い る 。 デ ー タベ

ー ス に入 力 され た どの項 目 も
,原 則 と して は ア ク セス ・ポ イ ン トとな り う る。 し

か し,一 般 に検 索 の際 に使 わ れ る頻 度 の 多 い デ ータ項 目 につ いて は,入 力 時 に検

索 しや す い よ うに加 工 して お くことが 行 われ て い る。

他 の デ ー タ項 目 との関連

前 出 の雑 誌 記 事 の デ ー タベ ースの場 合 に著 者 が複 数 の 時 に は著 者 の 所属 機 関 も複

数 にな る 。 この よ うな時 に は,著 者 とい うデ ータ項 目 と著 者 所 属 機 関 とい うデ ー

タ項 目 との 間 に関 連 付 け を行 な って お く必 要 があ る 。

これ らの 検 討 項 目 につ いて 表6.1の よ うな 一覧 表 を作成 す る こ とが 望 ま しい 。
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表6.1 デ ータ項 目 一覧 表(例)

名 称 表現

形式

長 さ 繰 り

返1

出現 入力

方式

チ ェ

ッ ク

D/

DD

ア クセ ス

ポイ ント

関連

項 目

記事番号 数字 8 必須 自動 あ り ○

著者(漢 字) 漢字 可変 あ り 必須 あ り 所属

著 者(ロ ー マ 字) 英字 可変 あ り 必須 あ り ○ 所属

著者の所属機関 漢字 可変 あ り 準 著者

論題(漢 字) 漢字 可変 必須

論題(英 文) 英字 可変 必須 ○

掲載雑誌名 記号 4 必須 あ り 参照

巻,号,ペ ー ジ 記号 可変 必須

刊行年 数字 4 必須 あ り ○

抄録 漢字 可変 補助

索引語 英字 可変 必須 あ り 参照 ○

分類記号 記 号 6 必須 あ り 参照 ○
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6.1.2レ コ ー ド

レコ ー ドに つ いて は,以 下 の点 を検 討 してお く必 要 が あ る 。

(1)入 力 方 法(9.1参 照)

② 出力 方 法(9.2参 照)

③ 更 新 方 法

既 に 作 成 され た レコ ー ドを追 加 ・修 正 す る際 に は い くっ か の 方 法 があ る 。

A.既 存 の レ コ ー ドの 内 容 に追 加 部 分 を含 め ,あ る いは,修 正 して レコ ー ド全

体 を作 り直 す方 法 。

B.追 加,修 正 す る デ ータ項 目 の み か らな る レコ ー ドを作 成 す る方 法
。

(4)レ コ ー ド間 の関 連

レコ ー ドと レ コー ドに関連 付 け を必 要 とす る場 合が あ り
,こ の 際 に は,レ コ ー

ドに なん らか の 表 示 を必 要 とす る 。

A.上 記 の よ うに追 加 や修 正 の あ る時 に は ,既 存 の レコ ー ドと追 加 ・修 正 の レ

コ ー ドとの関 連 付 けが 必 要 に な る。

B.複 数 の 部 分 か ら構 成 さ れ る もの と全 体 とを 一つ の デ ータ ベ ース に 収録 す る

場 合 に,相 互 の 関連 付 け が 必 要 とな る 。た とえ ば複 数 の報 告 か らな るよ う

な 会議 録 等 で は,個 々の 報 告 と会 議 録 全 体 とを別 個 の レコ ー ドとす る場 合

が あ る 。

C.本 体 と付 録 を別 個 の レコ ー ドとす る場 合に,相 互 の 関 連 付 けが 必 要 で あ る。

D.逐 次 的 に刊 行 され,途 中 で標 題 が変 更 にな った もの も両 者 の 関 連 付 け を要

す る 。

6.1.3フ ァイ ル

フ ァイル に は含 まれ る レコ ー ドに よ って次 の 種 類 が あ る 。

(1)初 期 フ ァイル:最 初 に作 成 さ れ た レコ ー ドか らな る

(2)追 加 フ ァイル:追 加 レコ ー ドか ら構 成 され て い る フ ァイル

(3)更 新 フ ァイ ル:初 期 フ ァイ ル や追 加 フ ァイ ルの 訂 正 レコ ー ドな ど を含 む フ ァイ

ノレo

フ ァイ ル の作 成 に あ た って は,以 下 の点 に留 意 す る必 要 が あ る。

フ ァイル の 第 一番 目 の レコ ー ドを ヘ ッダ ー ・レコ ー ドと して次 の よ うな 内容 を 記 録 して

お く。
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1

2

∩d

4

5

ハb

7

デ ー タベ ース の名 称

フ ァイル の名 称

版 権 所 有 者 名

作成 者 の 名 称

フ ァイル作 成 年 月 日

フ ァイル の種 類(初 期,追 加,更 新 の別)

フ ァ イルの 収録 範 囲

磁 気 テ ープ の場 合 に は,コ ピ ーさ れ る こ とを 防 ぐの は困 難 で あ る 。 しか し,版 権 所 有 者

名 等 は,フ ァイル に明 示 して お いた ほ うが よ い 。

6.2入 力 情 報分 析 の 手 法

6.2.1分 析 の 目的 と手 法 の 種 類

デ ータベ ー スの作 成 に あた って,情 報 を その ま ま入 力 す るだ けで な く,そ の情 報 を 分析

す るこ と に よ って,そ の 情報 に付 加 価 値 を与 え る こ とが で き る。た とえ ば,そ の 内 容 を要

約 した抄 録 を作 成 した り,ま た,内 容 を 分類 し,分 類 記 号 を付 した り,あ るい は キ ーワ ー

ドを付 した りす る こ とは デ ー タベ ース を 分析 し付 加 価 値 を与 え るこ と にな る 。 これ は知 的

な判 断 を 要 す る作業 で あ るた め,多 くの 時 間 と労 力 を必 要 とす る。 しか しこ う した付加 価

値 を与 え る作 業 によ って,デ ータ ベ ース は独 自 の もの とな り,そ の 価 値 を高 め る一方,新

た な検 索 手 段 や情 報 も与 え る'こ と にな り,そ の結 果 と して 利 用範 囲 を広 げ る こ とに な る 。

分析 の手 法 は,シ ス テ ムの 目的 や対 象 とす る デ ータ に よ って様 々で あ る。例 え ば,経 済

統 計 に対 して モ デル に よ って 分析 した 結 果 を デ ータ ベ ース と して提供 す る こ と もで き る 。

しか し,一 方 で は,デ ー タベ ース は,元 に な るデ ー タの み を提 供 す るこ とが 望 まれ て い る

場 合 も多 く,こ う した 時 に は デ ー タ の分 析 は,利 用 者 側 の 作業 とな る 。

従 来 か らデ ー タベ ース作 成 側 で よ く使 わ れ て い る代 表 的 な デ ー タの 分析 手 法 と して は,

索 引,分 類,抄 録 な どが あ る 。索 引 と分類 は,文 献 の 主題 を分析 し,そ れ を言 葉 も しくは

記 号 で 表 わ した もの であ り,抄 録 は文 献 の内 容 を ま とめ た もの で あ る 。 こ こで は文 献 の デ

ー タベ ースを 中 心 と して 取 り上 げ る が,他 の 種 類 の デ ー タ ーベ ース に もこれ らの分 析 手 法

は適 用 で き よ う 。

6.2.2索 引作 成 の ガ イ ドラ イ ン

索 引 の 作 成方 法 につ いて はISOの 指 針 が あ るの で,こ れ に従 って,索 引作 成 の 一般 的
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な 手順 と基 本 的 な留 意 事項 を あ げ る 。最 初 に索 引 作成 作業 の 一般 的 な手 順 を示 し,各 段 階

にお い て原 則 と され て い る もの を説 明 す る 。そ して,索 引 作成 の ト ゥール で あ る シ ソー ラ

ス を作 成 す るた め の基 本 的 な手 順 を簡 単 に示 す 。

a.索 引作 成 作 業 の 基 本 的 な手 順

図6.2は,索 引作 成 作 業 の 一般 的手 順 と利 用 者 の検 索 過 程 を 合 わ せて 示 した もの で あ る。

索 引作 成 作 業 は,物 理 的 な 実 体 と して の 文献 の 記 述(た とえ ば,そ の 形 態,出 版 社,出 版

年 等 の記 述)と は別 の もの で あ る 。

索 引作 成 作 業 は,実 務 上 で は重 な る点 が.あるが,基 本的 に 次 の三 つ の 段 階 か ら成 り立 っ

て い る。

(1)内 容 を検 討 し,主 題 内容 を は っき りさせ る 。

② その 主 題 の 中 の主 要 な概 念 を 明確 にす る。

(3)選 択 され た概 念 を索 引語 で 表 わ す 。

b.内 容 の 検 討

く文 献 の 場 合 〉

印 刷形 態 の 文献 を完 全 に理解 す るた め に は,で き るな ら本 文 を全 て読 まな けれ ば な らな

い 。 しか し全 文 を完 全 に読 む こと は,実 際 的 と は言 え な い ことが 多 く,ま た常 に必 要 で あ

る わ けで もな い 。た だ,ど の よ うな有 益 な情 報 も見落 とさ な いよ うに しな けれ ば な らな い。

そ こで,特 に以 下 の 点 に は注 意 を払 う必 要 が あ る。

(1)標 題

9
ム

?
U

4

5

6

7

抄録

目次

序 論,章 や 節 の最 初 の 部 分,結 論

挿図,図,表 およ び 図 表 の説 明

ア ンダ ー ラ イ ンが 付 さ れ て いた り,異 な る字 体 で 印 刷 さ れ て い る語 や語 群

注 ・引用 文献

文献 の 内容 を検 討 す るた め に,こ れ らの 全 て の要素 を詳 し く調 べ,評 価 す る 。著 者 の 作

成 した標 題 や抄 録 は,必 ず しも内容 を適 確 に表 わ して い な い こ とが 多 い ため に,標 題 の み

か ら索 引 を作 成 す るこ とは,望 ま し くな い 。また,抄 録 は 本 文 を検 討 す るた め の 代 わ りの

もの と して は用 い な い方 が よ い 。

〈 文 献 以 外 の場 合 〉

実物 を含 む視 聴 覚,映 像,録 音 メデ ィアの よ うな印 刷 され て い な い もの の場 合,ひ とつ
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国

国

索 引作成

選 択 され た 文 献群

1
文 献 内 容 の検 討

1聡 の明確化

1
用 語 の 変 換

索 引

照 合

検索質問

用 語 の変 換

概 念 の 明 確 化

質 問 の 分 析

質問

シ ソ ー ラ ス 等

検索戦略

図6.2索 引 作 成 の 一 般 的 手 順

出 典Lancaster,F.W.InformationRetrievalSystem.

2nd.ed.を 一 部 修 正
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の 対 象 を 全 体 に わた って(た と えば 映 画 を 上 映 す るよ う に)詳 しく調 べ る こ とは,実 際 上

は難 しい 。

通常 は,標 題 や内 容 を要 約 した もの を対 象 と して行 な う こ とが 多 い 。

c.概 念 の 明 確 化

内容 を検 討 した後 に,そ の 主 題 を構 成 す る主要 な要 素 で あ る 「概 念 」を 明 確 に す るた め,

系 統 的 な アプ ロ ーチ を行 なわ な け れ ば な らな い。 その ため に は,対 象 と して い る分 野 で 重

要 とみ な され る構 成要 素 の チ ェ ック リス トを設 定 した方 が よ い 。

こ う した チ ェ ック リス トに通 常 含 ま れ る 一般 的 な チ ェ ッ ク項 目 と して は以 下 の よ うな も

の が あ る。

寸
⊥

リ
ム

O
O

4

に
0

創

η

鋤

これ らは,

もので あ る が,そ れ ぞ れ の分 野 で は,他 の チ ェ ック項 目 を 設定 す る必 要 が あ る 。

内容 の検 討 を 通 して明 らか に され た全 ての 「概 念 」 を,索 引 を 作 成 す るた め に取 り上 げ

る必 要 は必 ず しもな い 。 「概 念 」 の選 択 は,そ の索 引 の 利 用 され る 目的 に よ って 異 な るの

で,そ の 目的 を念 頭 に お い て,そ の利 用 者 集 団 に と って最 も適 切 とみ な され る 「概 念 」を

選 べば よ い。

検 索 質 問 か らの フ ィ ー ドバ ッ クに よ って,索 引作 業 の ト ゥール方 法 とを変 更 した 方 が よ

い こ と もあ る 。

通 常,索 引 作 業 に お いて は網 羅 性 と特 定 性 が最 も問 題 に な る 。

〈網 羅 性 〉

網 羅 性 と は,主 題 を構 成 す る重 要概 念 が どの程 度,索 引 され てい るか を示 す もの で,一

つ の もの に付 与 さ れ た索 引語 の 数 とみ な す こ とが で き る 。 一 つ の もの に与 え にれ る索 引 語

特定 の生産物,状 態,現 象を扱 っているのか 。

その主題 は,能 動 的 な概 念(動 作,操 作,処 理 など)を 含 んでいるか 。

その対象 や被験 者は,明 確 にされた動 作に よる影響 を うけているか 。

この動作 を行 な う主体 を扱 ってい るのか.

その動作 を成 し遂 げ るため の特別 な手段(特 別 な機器 や手法,方 法)に 言及 し

て いるか。

これ らの因子 は,特 別 な場 所 や環境 に関連 して検討 されてい るの か。

どの よ うな従属変 数や独立変数 が明 らか にな ってい るのか 。

その主題 はその研究 分野 とは通常 は関連を持 たない特別 な観点(た とえば宗教

の社 会学的研究)か ら検討 されているか。

どのよ うな主題 分野 においても適用 され そ うな一般 的な例 と して取 り上げた
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の 数 が,多 け れ ば,網 羅 性 の高 い(「 索 引の深 度 が 深 い 」 と もい う)索 引 を して い る こ と

に な る 。

この網 羅 性 を重 視 す るな ら,そ の デ ー タベ ー スの 利 用 者 に と って,潜 在 的 に価値 の あ る

全 ての概 念 を示 して お い た ほ うが よ い 。ま た,デ ー タ ベ ースの 利 用 層 を あ ま り狭 く考 え な

い ほ うが よ い。例 え ば,科 学 者 とか 技 術 者 の ため に作 成 さ れ た デ ー タ ベ ース は,他 の 利 用

者 グル ープ(例 え ば,経 済 学 者)に よ って も利 用 され る こ と もあ り う るので,科 学 ・技 術

文 献 の場 合 は,そ の社 会 的 ・経 済 的 側 面 の ような,主 題 の他の側面 を 見落 さ な いよ う にす る

こ とが望 ま れ る 。

また,ひ とっ の文 献 に付 与 す る ことの で き る索 引語 や デ ィス ク リプ タ ーの数 を あ らか じ

め 制 限 せ ず に,そ の 文 献 中 に含 ま れ る情 報 量 に よ って 決 め た方 が よ い 。

〈特 定性 〉

特 定 性 は,文 献 中 に生 じる 特 定 の概 念 が,シ ソ ー ラス な ど の中 で,ど の程 度正 確 に特 定

され の の か と言 うこ とで あ る 。た とえ ば,「 パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ータ」 を扱 って い る も

の を索 引 しよ うと した 時,シ ソ ー ラス には 「コ ン ピュ ー タ 」 しか な け れ ば,特 定 的 で な い

索 引 語(つ ま り 「コ ン ピ ュ ー タ」)を 選 ぶ こ とに な る。 っ ま り シ ソ ーラ スに特 定 性 が な い

と,特 定 の概 念 が よ り一般 的 な意 味 を もつ語 で表 わ され る こ と に な って しま う。

一般 的 に ,概 念 は で き るだ け特 定 的 に扱 わ れ た方 が よ い 。

た だ し以 下 の よ うな場 合 に は,例 外 的 に よ り一般 的 な概 念 を用 い る 。

(1)あ ま りに特 定 的 な もの す ぎ て,逆 に検 索 が 困 難 に な る と考 え られ る場 合 。例 え

ば,機 器 の非 常 に特 殊 な モ デル は,そ の 製 造 会 社 名 や,モ デ ルの属 す る製 品 名

の よ うな よ り一層 的 な語 で 表 現 した方 が よ い 。

② 著 者 に よ って その概 念 が,た ま た ま 引 き合 い に 出 され た だ け と考 え られ る場 合。

d.索 引語 の選 択

自然 語 か ら索 引 語 を選 択 す る際 に は,そ の 分野 の辞 書 や百 科 事 典,テ キ ス トブ ック,雑

誌 ・抄 録 誌 の索 引な ど を参 考 に す る 。

シ ソー ラスの 中 の語 を用 い て,概 念 を索 引 語 に変 換 す る時 に は,与 え られた概 念 を表 現

す る こ とが で き る最 も特 定 的 な 用 語 を選 択 す る 。実 際 に は,し ば しば既 存 の シソ ーラス な

どに は表 われ て いな い概 念 に出 会 う こ と もあ る が.こ う した概 念 は,索 引 シス テ ム によ っ

て,様 々 な方 法 に よ って処 理 さ れ て い る 。た とえ ば,以 下 の よ うな方 法 が あ る。

(1)直 ち に,シ ソ ー ラス な ど に入 れ る

② 一時 的 に,よ り一般 的 な 用 語 で 表 わ し,新 しい概 念 は,後 に シソ ー ラス に付 加
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す るた め の候 補 と して あ げて お く。

e.質 の 管 理

索 引 の作 成 の 一貫 性 を保 ち,・そ の質 を 高 め る ため に は,以 下 の 点 に留 意 す る必 要 が あ る。

〈索 引作 成 者 の 資 質 〉

(1}索 引 作 成 者 は,不 偏 的,客 観 的 に索 引作 業 を行 な わ な けれ ば な らな い。

② 索 引 作 業 の 一貫 性 を保 つ こ と に配 慮 しな け れ ば な らな い 。索 引作 業 基 準 を遵 守

し,シ ソ ー ラ ス中 の ス コ ープ ・ノー トな ど の規 制 を よ く知 って い な け れ ば な ら

な い 。

多人 数で の索 引を作成す る時 には,一 貫 性 を保 つ こ とが よ り困 難 とな るが,探

索 す る側 か らの索 引作 成 者 に対 す る フ ィー ドバ ッ ク と集 中 化 した 点検 作 業 が 必

要 とな る 。

(3J索 引 作 成 者 は で き るだ け,索 引 を行 な う文 献 が カバ ー して い る分 野 の専 門 家 で

あ る こと が望 ま しい。 シ ソ ー ラスの様 々な規 則 な ど と と もに,文 献 中 の 用 語 を

理 解 して い な け れ ば な らない 。

〈 索 引 作 成 の ため の トゥール な ど 〉

(4)シ ソ ー ラ ス(索 引言 語)に は,新 しい専門 用 語 や 用 語 の変 化 を迅 速 に と り入 れ,

ま た利 用 者 の 新 しい要 求 に応 じな けれ ば な らな い 。

㈲ 索 引 作 成 作 業 の 質 は索 引 した もの を 分 析 して 評 価 す る 。 た とえ ば再 現 率 や精

度 を算 出 す る 。ま た,直 接,利 用 者 に接触 す る こと に よ って 選択 した 用 語 あ る

い は デ ィス ク リプ タが 間違 った連 結 を生 じる こ とに な るか ど うか,検 索 の 段 階

で ノ イズ を 生 じる こ とが 多 いか ど うか を確 認 す る 。

f.シ ソ ー ラス の 作成 手 順

シ ソ ーラス は,索 引 作 業 の 中 で 「概 念 」を 用 語 へ変 換 す る時,お よび 主題 か らの探 索 を

行 な う際 に使 う トゥール で あ る 。

現 在,シ ソ ー ラス を 用 い てい る デ ータ ベ ース は それ ほ ど多 くはな い 。 ま た,一 般 的 に利

用 者 は デー タ ベ ース を 提 供 す る側 が期 待 す る ほ ど シ ソ ー ラス を利用 しな い 。

しか し,米 国 や英 国 の質 の 高 い デ ータ ベ ース は,い ず れ も シソ ー ラス を作 成,維 持 して

い る 。

以 下 に,シ ソ ーラス作 成 の全 般 的 な手 順 を概 説 す る 。

図6.3は,シ ソ ー ラス作 成 の全 般 的 な 流 れ を 示 した もの で あ る。

最初 に,シ ス テム全 体 に つ いて,利 用 者 層 で あ る とか,対 象 範 囲,デ ー タベ ー スの 収 録
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目 的 の 明 確 化

2.索 引 対 象 の 明 確 化

3.計 画 の 策 定

14語 彙 調 査 ll慨 存の分轄 の調査1

い デ ・スク リプ タの齪1
7.カ テ ゴ リ ー に 設 定

ll

8.カ テ ゴ リ ーへ の

用 語 の 分 類

9.用 語 間 の 関 係 づ け

10.全 体 の 調 整

11・ リ ス ・ イ已

図6.3シ ソ ー ラ ス 作 成 の 手 順
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項 目 な ど を 明 らか に して お く。

次 に,索 引方 針 を決 定 す る 。索 引 方 針 と は,

索 引対 象 とす る文 献 の 種類 や そ の言 語

1文 献 に付 与 す る索 引 語 の数

か け る こ との で き る時 間 とコ ス ト

な どで あ る 。そ の 上 で,シ ソ ーラ ス作 成 の具 体 的計 画 が た て られ る。

実 際 の 作 業 と して は,

1.語 の 選 択

2.(語 を段 層 的 に秩 序 づ け るた めの)カ テ ゴ リーの設 定

を行 な わ ね ば な らな い 。語 の 選 択 に あ た って は,網 羅 性 の あ る語 彙 の収 集 と語 の 出 現頻 度

の調 査 が 必 要 とな る 。 この 語 彙調 査 の結果 か ら,シ ソ ー ラス に 採用 す る語(デ ィス ク リプ

タ)を 決 定 し,非 デ ィス ク リプ タ との参 照 を作 成 す る 。

一方 ,カ テ ゴ リーを 設 定 す る た め に は,既 存 の 分類 な ど を調 査 す る必 要 が あ る 。そ の調

査 結 果 を 参考 と して,仮 の カ テ ゴ リーを 設 定 す る。そ の際,当 該 分野 だ け で な く他 の 分 野

を も包 括 した カ テ ゴ リー と地 名 な ど の汎 用 カ テ ゴ リ ーを別 に作 って お く。

次 に デ ィス ク リプ タ と して選 択 した語 を カ テ ゴ リーに分 け て み て,デ ィス ク リプ タ と カ

テ ゴ リーの不 備 を調 整 す る と と もに,デ ィス ク リプ タ を複 数 の カテ ゴ リーに 入 れ るか否 か

の方 針 を た て る 。そ して,個 々の カ テ ゴ リー内 の デ ィス ク リプ タの 上位,下 位 な どの関 係

づ け を行 な う。全 体 の 調 整 を 図 った 上で,五 十 音 順 とカ テ ゴ リー別 の リス トを 作 成 す る 。

6.2.3分 類 の 一般 原 則

a .分 類 とは

分 類 は,知 識 を何 らか の論 理 的 な順 序 に よ って配 列 す る こ と と,そ の よ うに してで き た

分 類 表 に よ って資 料 や そ の 他 の対 象 を配 列 す る技術 との 二 つ の こ と を意 味 して い る 。

b .既 存 の 分類 表 の基 本 的 な考 え 方

現 在 ま で に多 くの 分 類 表 が 考案 され てい るが,一 般 に次 の よ うな 二つ の タ イ プ に分 け ら

れ る 。

〈 階 層 構 造,列 挙型 分 類 〉

この 分類 で は,ま ず 知 識 の世 界 を全 体 と して と らえ,各 段 階 の基 盤 とな るよ うな特 性 に

よ って,そ の全 体 を類 も し くは,下 位 区分 の段 階 へ と分 け て い く。概 して,一 般 的 な もの

か ら特 定 的 な もの へ と進 み,階 層 的 な構 造 を形 づ く り,各 段 階 は,上 の段 階 よ り は特 定 的
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で あ り,そ の下 の段 階 よ り一般 的 で あ る。 それ ぞ れ の段 階 の構 成 要 素 は,通 常 は相 互排 除

的 なカ テ ゴ リーで,他 の もの に対 して は同 格 とな り,相 互 の関係 の 類 似性 に よ って 配 置 さ

れ て い る 。 た と えば,文 学 と い う主 題 は言 語,形 式,時 代 とい う特性 で 表 わ され,そ して,

文学 一英 文 学 一英 国 の 詩,一 エ リザ ベ ス朝 時 代 の 詩 と い うよ うに,一 般 的 な もの か らよ り特

定 的 な もの へ と進 んで い く。 これ が階 層 構造 型 分類 で あ る 。ま た,従 来 の多 くの 分類 表 で

は,全 て の主 題 とそ の下 位 区分 を列 挙 し,記 号 を与 え て き た 。 そ こで,こ れ らの分 類 表 は

列 挙 型 分類 と も呼 ば れ る 。 日本十 進 分類 法(NDC)は こ の種 の代 表 例 で あ る 。

〈 フ ァセ ッ ト分類 〉

最 近 の分 類 理 論 で は,フ ァセ ッ ト分 析 と その統 合 と に重 点 が おか れ て い る。 これ は,一

つ の主題 を 構 成 部分 に分 析 あ るい は分 割 してお き,分 類 対 象 に 応 じて,各 構 成 部 分 を組 み

立 て直 す もので あ る 。

この 考 え 方 で は,一 つ の 階層 構 造 中 に全 ての 主 題 を 列 挙 す る かわ りに,分 類 表 は各 学 問

分野 や主 要 な ク ラスの も とに,あ る特 性 や フ ァセ ッ トに 応 じて 分離 され た基 本概 念 や 要素

を 掲 げ る こ とで,主 題 の 基 本 的 な構 成 要 素 を示 して い る 。 さ らに,形 式,地 理,時 代 の よ

うに頻 出 す る区分 は,全 て の ク ラ スに適 用 す るた め に別 箇 に掲 げ られ る 。 こ う した 分 類 表

を 適 用す る と,分 類 作 業 は基 本 的 に分類 対 象 の 文献 の 主 題 を構 成 して い る要 素 を見 つ け 出

し,組 合 わ せ る 作業 とな る 。構 成 要 素 は,個 々の ク ラ ス に っ いて あ らか じめ定 め られ た順

序 に従 って組 み 合 わ さ れ る 。 こ う した 原 則 に もと つ く体 系 を フ ァセ ッ ト分類 あ る い は 分析

統 合型 分 類 と呼 ん で い る 。国 際 十進 分 類 法(UDC)は この例 で あ る 。

それ ぞ れ の 分類 表 は,類 と区 分 を表 わ す符 号 と して記 号 の 体 系 を 持 って い る 。分 類 記 号

法 と呼 ば れ る こ う した手 段 を 用 い る の は,た や す く主 題 を 指示 し,ま た 主題 間 の関 連 を 表

わ し,さ らに論 理 的 に配 列 す る ため で あ る 。記 号 法 に は,通 常 は数 字 か 文字,あ る い は そ

の両 方 を 用 い る 。分 類 の 体 系 的構 造 や階 層 を反 映 した階 層 的 記 号 法 や,主 題 間 の関 連 を 表

わ した表 示 的 記 号法 が あ る 。 また,こ の 他 に助記 性 を持 た せ た記号 法 が あ る 。 これ は,分

類 の 上で 同 じ内 容 の もの が繰 り返 され る時,同 じ記 号 で 表 わす とい う方 法 で あ る 。た とえ

ば,日 本 十 進 分 類 法 で は,日 本 は数 字 の1で 表 わ す 。

分類 を 利 用 す る際 に は,既 存 の 分類 表 を 流 用 す る場 合 と新 た に分 類 表 を作 る場 合 とが あ

る 。

原則 と して,よ く利 用 され て い る,あ る い は知 られ て い る分類 表 が あ る時 に は,既 存 の

分 類表 を使 用Lた ほ うが よ い 。ま た,一 部 を 拡 張,変 更 して 用 い る こ と も考 え られ る。 既

存 の分類 表 は,一 般 に不 備 な点 が 多 いが,利 用 者 が よ く知 って い る とい う利 点 は生 か した
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ほ うが無難 であ る。また,分 類 表の作成 は,シ ソーラスの作成 と同程度 の時間 と要員 とを

必要 とする。

c.分 類作業 の 一般 的原則

分類 作業 は,分 類対象 とな るものの主題内容 を明 らかに し,主 題概 念 を見つ け出 すとい

う作業か ら始 ま る点で は,既 に述 べた索 引作業 と同 じであ る。索 引作業 で は,概 念 は何 ら

かの言葉 に変換 され,分 類作業で は,分 類記号法によ る記号が使 われ る と考 え るのが普通

であ るが,分 類記号 を索 引語 の一種 と考 えれば,分 類 作業 も索 引作業 の なかに含 まれ る。

分類 と索引で は,前 者では記号を用 いパ後者 ではこ とば を用 い るという相 違の他 に分類

作業 では与 え る記号 の数が制 限 されて い る点 で,比 較的多数 の索 引語 を付与 す る索 引作業

と異 な って いる 。

以下 は,分 類 記号 を一つだけ選 定す る際の一般的な指針で ある。

(1)文 献が分類 中の複数 箇所 に分類 され うる時 は利用 しやす さを考慮 して 一つを選

ぶ 。

② 形式 より も主題 で分類 す る。

③ 最 も特定的 な分類記号 を用 い る。

(4)分 類表 に付 された索引の みを用 いて分類 しない。

また複数 の内容 を持 つ もの を分類 する場合の分類記号の選定 につ いて は,明 確 な規則 は

存在 しな いが,一 般 的 な留意点 を示 して お く。

(1)最 も重点の置 かれて いる主題 の もとに分類 する。

主題が個別 に扱 われて いる場合は,そ れが 占め るスペ ースの大 きさが手掛 り

となる。

異 な る主題 を相互 の関連性 の点 か ら扱 った ものの場合 には,そ の関連 の仕方

を検討 して,重 点 を置 いて いる面 を明 らかにす る 。

② 冒頭 に置 かれた出題 の もとに分類 す る。

重点 のおかれた主題 が決 め られな い場合,た とえば二つ以 上の主題 を個別 に

扱 った著作 や,特 に重点 をおいた ものを示 すこ とな く比較 してい る場 合には,

冒頭 におかれ た主題 で分析 す る。

(3)広 い主題 の もとに分類 す る。

広 い主題 の下位 区分 であ り,共 に広 い主題 の主要部 分 を構成 している二 つな

い し三つ の主題 を扱 った著作 は,よ り広 い主題 で分類 す る。
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6.2.4抄 録 の 作 成

a .抄 録 とは

抄録 とは,文 献(記 事)の 内容 の概 略 を迅 速 に把 握 す る 目的で 作 られ た文章 で,主 観 的

な解 釈 や批 判 を加 えず,文 献(記 事)の 重 要 な 内容 を簡 潔,か っ性 格 に記 述 した もの で あ

る。

抄 録 に は,一 般 に報 知 的抄 録 と指 示 的抄 録 の2種 類 が あ る と され て い る 。

報 知 的抄 録 と は,も と の文 献 の 内容 につ い て,結 果 や 結論 を含 あ て記 述 した抄 録 で,も

との文 献 を読 ま な くて も,内 容 の 要点 が理 解 で き るよ うに作 られ た もの で あ る 。

これ に対 して,指 示 的 抄 録 と は,も との 文献 の 主題 や扱 って い る範 囲 を説 明 した 抄録 で,

もとの文 献 を読 む必 要 が 有 る か無 いか を,判 断 す るの に役 立 つ よ うに作 られ た もの で あ る。

b .抄 録 の要 件 と作 成 に お け る留意 点

抄録 の長 さは,和 文 で200～-400文 字,欧 文 で100～200語 が標 準 で あ る 。

抄録 の 作 成 に あ た って の,一 般 的 留 意 事 項 と して,SISTO1で は14点 を挙 げ て い

る が,そ れ を抄 録 の 内容 に関 す る もの と表 現 に関 す る もの に大別 して,ま とめ る と以 下 の

よ うにな る 。

〈抄 録 の 内 容 に 関 す る留 意 事項 〉

(1)著 者 が 読 者 に伝 えた い内容 を重 点 的 に取 り上げ る 。

② 常 識 的 な 内容 は排 除 す る 。

(3;標 題 の 内容 に繰 返 しは避 け る 。

(4)主 題 の 取扱 い方 を明 示 す る(例.… を理 論 的 に考 察 す る,… の調 査 を行 な った)。

〈抄録 の表 現 に関 す る留 意 事 項 〉

(51主 観 的解 釈 や 批判 を加 え ず,客 観 点 に書 く。

㈲ 字 数 の制 限 を鑑 み,簡 潔 で明 確 な表 現 を す る 。

(7)一 人 称 代 名 詞,お よ び類 似 の主 語(例:当 研 究 所)は 使 わ な い 。

(8)図 ・表 は原 則 と して使 わ な い 。

⑨ 図 ・表 ・数 式 番号 な どは 引用 しな い 。

⑩ 数 式,化 学 式 は使 って もよ い 。

(11|原 則 と して,原 記 事 で 使 わ れて い る専 門 用 語 を使 う 。

(12)略 語,略 称,略 号 は常 識 的 な もの を除 いて,初 出 の箇 所 で 説 明 を加 え る 。

(13)単 位 記 号,量 記 号 は原 記 事 に使 用 され て い るとお りに使 う。

(14商 品 名 は,内 容 の理 解 に 不可 欠 な場 合 に限 り使 って よい 。
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c .抄 録 の標 準 的 な 内容

抄録 は原 記 事 の種 類 に よ って作 成 の仕方 が異 な る。

以下 は,論 文 を例 に した場 合 で あ る 。

論 文 に は報 知 的抄 録 を っ け る こ と とされ て お り,特 に以 下 の3点 を詳 し く記 述 す る 。

(1)研 究,開 発,調 査 の 目 的,取 り扱 ってい る主題 範 囲 。

② 用 い た理 論,方 法,対 象,条 件 等 。

(31実 験 的 ・理 論 的 結 果,認 定 された 関 係,得 られ た効 果 な ど 。

そ の他 に,研 究 ・開 発 な どの 背 景 や経 緯,結 果 の考 察 や 今後 の課 題,主 目的 以 外 で重 要

な 情報 にっ い て は,簡 単 に触 れ る か,場 合 に よ って は省 略 して もよ い 。
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7.DBMSの 選 定 ・開 発

7.1DBMSと は

デ ー タ ベ ース の構 築 には,い くつ か の方 法 が あ るが,直 接 に コ ン ピ ュ ータ の フ ァイル に入

力 す る こ と もで き る 。DBMS「 デ ータベ ース管 理 システ ム(DataBaseManagement

System)」 は,デ ータの入 力,検 索,出 力 な どの管 理 を 行 う ソフ トウ ェアで あ る 。DBMS

に は,下 記 の よ う に様 々な種 類 が あ り,商 品化 され てお り,こ れ らの機 能 も充 実 して お り,

新 た に デ ータ ベ ー ス構 築 用 の ソ フ トウ ェア を開 発 す る必 要 は な くな って い る 。

デ ー タ を管 理 す るた め の ソ フ トウ ェア と して当 初 はCOBOLに 簡 単 な ユ ーテ ィ リテ ィ ・

プ ログ ラム を付 与 した ソ フ トウ ェアが用 い られ て い た 。 しか し,同 じデ ー タの 入 って い る フ

ァイル を 使 って い て も,プ ログ ラム ご とに定 義 を行 な う必要 が あ り,ま た,項 目 を ふ や した

り して,フ ァイ ル の 中 の構 造 を 変 え るた び に全 て の関連 す るプ ログ ラ ムを変 更 す る必要 が あ

って,不 便 で あ った 。

そ こで1960年 代 の 中 頃 か ら後期 にか け て デ ータの集 ま りを デ ー タベ ース と して認 識 し,

その 集 ま りを 「統 合的 に(重 複 や 矛 盾 な く)管 理 され う る」専 用 のDBMSが 盛 ん に開 発 さ

れ るよ うに な った 。

DBMSとJOIS,DIALOGな どの情 報 検 索 シ ステ ム とは機 能 が異 な って い る 。情

報 検 索 シス テ ム は,一 度 蓄積 した後 には変 更 され な い フ ァイル を高 速 で効 率 的 に検 索 す る よ

うな機 能 を持 って い る 。一方,DBMSで は デ ータの入 力 が で き,蓄 積 され た デ ー タの追 加,

更 新 が で き,ま た利 用 者 が 独 自 に デ ータベ ー スの構 造 を 決 め,デ ータを入 力 で き る よ うに し

て いる 。

一般 にDBMSに は ,次 の よ うな 特色 が あ る。

(1}デ ー タが プ ロ グ ラムか ら独 立 して い る 。つま りプ ログ ラム作 成 時 に,デ ー タが ど

の よ う に記 憶 装 置 の 中 に配 置 され て い るの か を考 慮 しな くて も よ く,'デ ータの配

置 を変 え て もプ ログ ラ ムを変 更 しな くて もよ い 。

② デ ータ を定 義 す る デ ー タ定 義 言 語,デ ータの検 索 や操 作 を行 な うデ ー タ操 作 言 語,

特 に経験 や知 識 の乏 しい一般 利 用 者 向 けの問 合 せ言 語,そ れ に デ ータ操 作言 語 を

用 い て作 成 す る定 型 処 理 を行 な うた め の応用 プ ロ グラ ムな どか らな る 。

(3)機 密,デ ータの 一貫 性 を保 持 し,事 故 の際 の回 復 処 理,異 な る利 用 者 が同 時 に 同

じデ ー タ に ア クセ スす る とき の デ ータの 保護 を行 な う機 能 を持 つ 。

(4)デ ータ ベ ー スを作 る時 に対 象 とな る 「情 報 」 を実 体(entity),属 性(attribute),
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定 義 域(domain),関 係(relation)な どの概 念 で と らえ る。 実 体 とは,実 在 し,

識 別 可 能 な もの(例 え ば,人 間)で あ り,実 体 は,属 性(名 前,身 長 な ど)を 持

ち,各 属性 は各 実体 に っ いて,定 義 域 の 一つ の 値 を と るとす る 。 また 実 体 間 に は,

何 らか の関 係 が あ る 。

DBMSで い うデ ー タベ ース を論 理 的 に表現 す る ため に,い くっ か の デ ータ構 造 が 考 え ら

れ て いる 。最 近 で は,

(1}階 層 モ デ ル(木 構 造)

② ネ ッ トワー ク ・モ デル(網 構 造)

③ リ レー シ ョナル ・モ デル(表 形 式)

の三 種類 に分 け て論 じ られ る ことが 多 い 。

初 期 のDBMSに は,代 表 的 な もの と して,SDC社 のTDMS(Time-sharedData

ManagementSystem)(階 層 モ デ ル),GE社 のIDS(IntegratedDataStore)(ネ

ッ トワー ク ・モ デル)な どが あ った 。

しか し,階 層 モ デル や ネ ッ トワ ー ク ・モ デル に も とつ くDBMSに は以 下 の よ うな大 きな

問題 が あ った 。

(1)デ ータの論 理 的 な(利 用 者 の)視 点 と物 理 的 な(記 憶 装 置 上の)視 点 との 区 分 が

不 明確 で あ った ため,応 用 プ ロ グ ラムの 作 成 者 は,目 的 とす る システ ムの 論 理 的

な デ ータ構 造 を考 え るだ け で な く,そ の デ ータが 記 憶 装 置 上 に どの よ うに記 憶 さ

れ て い るか と い うこ と にま で 常 に配 慮 しな けれ ば な らな か った 。

② 集 合処 理機 能 を も って お らず,同 一の 属 性 を有 す る複 数 の レ コー ドを同 時 に処 理

す る コマ ン ドが なか ったた め,応 用 プ ロ グ ラ ムの作 成 者 は,常 に頭 の 中 に繰 り返

し処 理 を描 きな が らプ ログ ラム を作 成 せ ざ る をえ なか った 。

③ 利 用者 が 自由 な 形 で デ ータ ベ ース ヘ ア ク セ スす る必 要性 が 十 分 に認 識 され て いな

か った ので,検 索 を す る た め に は,記 憶 装 置 上の デ ー タが どの よ うに関 連 づ け ら

れ て配 置 され て い るか とい う経 路 をた ど って い く手 順 を知 って いな けれ ば な らな

か った 。 した が って,一 般 利 用 者 は,あ らか じめ決 め られ た形 の検 索 しか で き ず,'

自由 に条 件 を与 え対 話形 式 で 問 合 せ る こ とは難 しか った 。

以 上の 問 題 点 の ため,階 層 モ デル や ネ ッ トワ ーク ・モ デ ル に もとつ くDBMSは,必 要性

は認 識 され て は い たが,実 際 の業 務 への 導 入 は,プ ロ グ ラム開 発 と保 守 作 業 面 で の 負担 が 大

き く困難 で あ った 。

そ こで,こ れ らの問 題 点 を解 消 し,応 用 プ ログ ラ ム作 成 の 生 産 性 を 高 め るた め にIBMの
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SanJose研 究 所 で新 た な モ デル の 基 礎 を確 立 す るため の研 究 が 行 な わ れ,そ の成 果 が1970

年 にCodd,E.F.に よ って リ レー シ ョナ ル ・モ デ ル と して発 表 され た 。 この モ デ ル を もと に

して,1976年 にINGRES,1981年 にSQL/DS(StructuredQueryLanguage/Data

Base)な どが開 発 され た 。

リ レーシ ョナ ル ・デ ータ ベ ース管 理 シス テ ム(以 下RDBMSと 略 す)の 特 色 と して は次

の よ うな 点 を あ げ る こ とが で き る。

(1)デ ータ構 造 が表 形 式 で表 現 され る 。す な わ ち リレ ーシ ョナ ル ・モ デ ル の集 合 的 な

構 造 で は,n項 関係 に な って い るが,実 際 のRDBMSで は 分 りや す く表 現 す る

た め に2次 元 の表 で表 現 され て い る。 この 表 自体 が 「関係 」で あ り,横 方 向 の 行

を レコ ー ドあ るい は タ プル(tuple),縦 方 向 の列 を項 目あ る い は属 性 と呼 ん で い

る。 この表 は デ ータ の論 理 構 造 を抽 象 的 に表 現 した もの で あ り,行 の 上か ら下 へ

の順 序 や列 の左 か ら右 へ の順 序 に は意 味 はな い と され て い る。

このよ うな表 で示 す ことに よ って,応 用 プ ロ グ ラ ムの作 成 者 も一 般 利 用 者 もデ ー

タの 論 理 構 造 が簡 単 に把 握 で き る こと に な り,ま た 記 憶 装 置 上 の デ ー タ 配 置 を

最 適 化 す る こ とをRDBMSに 全 面 的 に委 ね るこ とが可 能 とな った 。

(2)「 関 係 」 の 操 作 機 能 に つ い て は制 約(Selectあ る いはRestrict),射 影(Proj-

ect),結 合(Join)の 三 つ の 操 作 がで き るよ うに な って い る 。制 約 は,特 定

の表 の中 か ら1つ 以 上の制 約条 件 をつ けて レコー ドを抽 出 し,新 た な表 を作 成 す

る機 能 で あ る 。射影 は特 定 の 表 か らい くっか の項 目 を抜 き 出 して 新 た な表 を 作成 ・

す る ことで あ り,結 合 と は複 数 の 表 か ら共通 の項 目を元 に して,新 た な表 を作 成

す る機 能 で あ る。

これ らの機能 では,表 全 体 が ま とめ て集 合演 算 の対 象 とな り,プ ロ グ ラム 上で の

繰 り返 し処 理 を不 用 と して い る 。

DBMSに は,最 近 で は,「 マ ル チ メデ ィア ・デ ータ ベ ース 」 とよ ば れ る よ うな多 様 な形

態 の デ ー タ を収 録 す るDBMSの 考 え方 が で て き て いる 。

7.2主 な市 販(汎 用)DBMS

現 在,使 用 され て い る主 なDBMSを 表7.1に 示 した 。

DBMSの 選定 に あ た っては,以 下 の点 に留 意 す る必 要 が あ る 。

(1)適 用機 種

② 価 格
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表7.1主 要DBMS

(行政管理庁管理局 「情報検索 システムの設31・・運用に関 する調査研究報告書」(1983 }な どを参考 に作成)

名称 開 発 国内販売担当 運用機種 データ

構造

利 用 者

イ万 一フェ.一ス

販 売 条 件

買 取 リース/レ ンタル

ドキュメン ト 講習会 メンテナンス テクニカルサポート

M(xlel

-204

C㎝puterCorp.

ofAmerica

三井情報開発

口979-}

[BM

lBM互 換

関係 110sいL

UseLL

約2.000～ 約60-

4.000万80万/月

有償 無償(一 部

有償)

0.751/

月

有料

IMQ NEC{1976) NECl1976-) ACOS 関係 IlosしL

Na口ra|

なし 約a)万 一定範

無償

無償{一 部

有償}

無料 有料

ADABAS So「twareA.G,

(1971)

SoftwareAG.

Fareast白976-}

IBM

IBM互 換

Sienens

関係 Host.L

Natural

SCRIPT

約4000リ ース可

万円

有償 有償

QBE lBM 日本IBM(1978-) IBM 関係 QBE 約7万 ノ月 有償 有償

AIM

/RDB

富士通 富士通 FACOM

Mシ リーズ

関係 HosいL 約50万/ 有償 有償

System

38
.

IBM F1本IBM(1979-) System38 関係 約3.000万 約90万/ 有償 有償

一

無料

RDBI El立 日立 HIT∧C

Mシ リーズ

関係 HosいL

ADM n立 目立 〔1976-} 川TAC

Mシ リーズ

階層 HosいL

ACE

有償 有償

MUMPS DEC n本DEC〔1979-} PDP/】1 階層 無償 有償 有償

ADBS NEC NEC(1976-} ACOS ネ ッ ト

ワーク

HosしL

RIQS

ACOS-6は 無償 有償 無償

AlM

/NDB

富士通 富士」函 〔1977-} FACOM

Mシ リーズ

ネ ッ ト

ワ ー ク

HosいL 22～50万/ 有償 有償

DMS11 Burrnughs

Corp,

バロース(1973-) パ ロ ー・ス ネ ッ ト

ワ ー ク

DMSII 約3。o～'約1。 ～

800万23万/月 育苗

DMS

lloo

SperryRand

Corp.

目木ユ⊃ ㍉ク

{197(H

UNIVAC ネ ッ ト

ワ ー ク

QLP1100

田SljoO

AMDPl100

PDIR

一部機種

のみ有償

一定

囲無

無 「口

DMS n本 ユニパック 日本ユニパック

U980-}

α」Kシリーズ

80

ネ ッ ト

ワ ー ク

HosいL

UNIQUE

EASY

約4.2万

/月

一定

囲無

無償

約1COO～ 約15～

2.000万30万!

一定

囲無

無償∬ 「AL Cinc㎝Syst㎝

Inc.

シンコムシステ

ム ジャパ ン

{19-)

Host.L

T-ASK

MARX-IV

PDM 口立 日立(1976-} HITAC

Mシ リーズ

HosLL

∧CE

SCORE

PSR

約6万 円 .

/月

有償 無償
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(3}サ ポ ー ト体 系

教 育,マ ニ ュア ル

(4)実 績

DBMSは か な り複 雑 な ソ フ トウ ェアで あ るた め に開 発 され た ば か りの もの は

た とえ機 能 が十 分 で も,初 期 に はそ の機 能 を発 揮 で きな い こ とが 多 い 。あ る程

度 の使 用 実 績 の あ る もの を選 ぶ ほ うが 無難 で あ る 。

(5)機 能

1

2

3

4

5

6

7

8.

9.

10.

11.

処 理 量

パ フ ォ ー マ ン ス

検 索 、応答 の速 度 な ど

入力 ・修 正機 能

検 索 機 能

アブ。リケ ー シ ョン

デ ー タの表 現 形 式

漢字,カ ナ,ア ル ファベ ッ ト,数 字 な どが 扱 え るこ とが 最 低 限 必 要 で あ る。

特 にわ が 国 で は 日本 語 処 理 は必 須 とな って お り,こ の た め米 国 のDBMS

は,使 用 で き な い こ とが 多 い。

デ ー タの 長 さ

「固 定 長 」 ば か りで な く,「 可 変 長 」の デ ー タ処 理 が可 能 か ど うか 。

また,処 理 しうる最 大 長 も問題 に な る 。

繰 り返 し項 目 の処 理

チ ェ ック方 法

D/DD機 能

他 の デ ー タ項 目 との 関連 づ け
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8.フ ァ イ ル の 設 計

8.1デ ータ 項 目の 設 定

デ ー タ項 目の 設 計 で は,主 と して項 目の 選択 と内容 に っ い て検 討 しな け れ ば な らな い 。

当 然,収 録 対 象 によ って デ ータ項 目 は異 な るが,ど の よ うな対 象 で もデ ータベ ース化 の 際

に は,以 下 の 点 に留 意 す る必 要 が あ る 。

(1)デ ータ項 目 の 区 分

基 本的 に次 の デ ー タ項 目群 か ら構 成 され る 。

A)共 通 デ ー タ項 目群

識 別 記号,タ イ トル,作 成 者,発 行者,発 行 年 な ど は,形 態 を問 わ ず必 要 と

な るデ ータ 項 目 で あ る 。

B)対 象 特 有 の デ ー タ項 目群

収録 対 象 に 応 じて不 可 決 な デ ータ項 目 が あ る 。た とえ ば,地 図 で あ る な ら,

縮 尺表 示,経 緯 度 は不 可 欠 で あ り,録 音 物 で あ るな らば再 生 速 度,録 音 ・再

生 上の 特性 な ど を必 要 とす る 。新 た に デ ー タ ベ ースを 設 計,作 成 す る際 に は.

類 似 の デ ータ ベ ース な どを 参考 と して,こ う した そ の対 象 に特 有 な デ ー タ項

目を網 羅 的 に調 べ る必 要 が あ る。

C)当 該 デ ー タベ ー ス特 有 の デ ー タ項 目群

以 上 に含 まれ な い もの で,そ の デ ータ ベ ース の特 色 とな り うるよ うな デ ー タ

項 目で あ る 。

デ ータ ベ ース の設 計 にあ た り,各 デ ータ項 目 に つ いて もこれ ら の中 の ど の グル ー

プ に属 す るの か を 検 討 して お く。

② デ ータ項 目 の数

一般 に ,設 計 の 際 に は,収 録 しよ う とす る デ ー タ項 目 は多 くな りが ちで あ る。 し

か しなが ら,デ ータ項 目が 多 す ぎ る とデ ータ収 集 の労 力 や 個 々の デ ー タ項 目の質

の維 持 の面 で 無 理 が 生 じや す い 。

一方 ,デ ータ項 目が少 な い と,デ ータ ベ ースの 利 用 価 値 は,小 さ くな る。

そ こで,6.1.1の2)で 述 べ た よ うに あ る程 度 の数 の デ ー タ項 目を収録 す る場 合

に は,あ らか じめ必 須,準 必 須,補 助 な どの 区 分 を行 って お き デ ータ収 集 の 負担

を軽 減 す る こ とが考 え られ る。
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(3)

(4)

ま た,上 述 の 共通 デ ータ項 目群,対 象 特 有 の デ ー タ項 目群 は,原 則 と して含 め る

必要 が あ る 。

デ ー タ項 目 の形 式

デ ータ項 目 の 中 で文 字 で表 現 され る もの にっ いて は,特 別 な配 慮 が必 要 で あ る 。

文字 形 式 の デ ー タ項 目 も検 索 と表 示(目 で読 む)の た め に 用 い られ る 。 しか し,

漢 字 形 式 の デ ー タは,現 状 の 多 くの 検 索 シ ス テ ムで は,直 接 に検 索 で きな い 。 そ

の た め に,検 索 用 に漢 字 で表 示 され て い る デ ー タ項 目の カ ナ表 記,あ る いは ロ ー

マ字 表 記 が 必 要 にな って くる 。っ ま り実 質 的 に は 一 つ で あ る デ ー タ項 目に対 して,

検 索 用 と表 示 用 の二 つ の デ ー タ項 目 を用 意 しなけ れ ば な らな い場 合 が あ る。

デ ータ項 目 の 区 分

デ ータ項 目 は,原 則 と して は処 理 や 表 示 方法 の異 な る最 も細 か い単 位 で設 定 す る。

た とえば,郵 便 番 号,住 所,住 所 コ ー ドは,個 々の デ ー タ項 目 と した ほ うが よ い。

郵 便 番 号 や 住 所 コ ー ドは,数 字 か 記 号 で あ り,特 に 入力 時 に郵 便 番 号 の チ ェ ック

を した り,編 集 の際 に郵 便 番号 と住 所 を 分 け る必 要 が あ った り,検 索 で郵 便 番 号

を用 いた りす る 時 に は,別 個 に デ ータ項 目 とな って いる ほ うが処 理 しや す い 。 し

か し,郵 便 番 号 を住 所 の 一部 と して しか扱 わ な い場 合 もあ り うる 。 この 時 に は,

郵 便 番 号 と住 所 は,1つ の デ ータ項 目 と して も問 題 は な い 。

つ ま り,

A)入 力 時 の処 理

B)出 力 時 の処 理

C)検 索

にお いて 必 要 か 否 か を判 断 して,デ ー タ項 目 を分 け る 。

8.2フ ォ ー マ ッ ト

フ ォ ー マ ッ ト は,レ コ ー ド内 の デ ー タ 項 目 の 構 成 を 示 した も の で 次 の よ う な 種 類 が あ る 。

(1}デ ー タ シ ー ト

② 入 力 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

(3)蓄 積 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

(4)交 換 用 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

こ れ ら の 役 割 を 図8.1に 示 す 。

フ ォ ー マ ッ トに は,も っ ぱ ら 人 手 に よ って 記 入 す る デ ー タ シ ー ト等 と,も っ ぱ ら コ ン ビ ュ
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デ ータ収集

t
記入 デ ー タ シ ー ト

1
入力

入 力 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

処理

蓄 積 フ ァイ ル 蓄 積 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

フ ァイ ル

出 力

提 供 用 フ ァ イ ル 交 換 用 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト

外部提供

図8.1 各 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ トの 役 割
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一夕内部 の 記録 様 式 で あ る蓄 積 フォ ーマ ッ ト等 が あ る。

また,デ ー タベ ース作 成 機 関 の中 で用 い る 「内 部 フォ ーマ ッ ト」 と,外 部 に提供 す る ため

の 「外 部 フ ォ ーマ ッ ト」 とが あ る 。

「内 部 フ ォ ーマ ッ ト」 は,原 則 と して外 部 に は 公 開 しな い もの で あ るの で,独 自 に設 計 す

れ ば よ い 。 「外 部 フ ォ ーマ ッ ト」 は,他 の機 関 に 提 供 す る もので あ るた め に利 用 しや す く す

る ため に様 々 な配 慮 を必 要 とす る 。た とえ ば,標 準 的 な フォ ーマ ッ トが あれ ば,で き るだ け

それ に合 わせ た ほ うが よい 。

8.2.1デ 一夕 シー ト

デ 一 夕 シ ー トの 役 割 は,

(1)入 力 す る デ ー タを レコ ー ド毎 に 一つ に まとめ る 。

② コ ン ピ ュ ータ入 力 の際 に用 い る 。

の2点 で あ る 。

つ ま り複 数 の情 報 源 か らの デ ー タを ま とめ る整 理 の 機 能 と,入 力 用 の機 能 とが あ る.

した が って,単 一 の情 報 源 か ら入 力 す る場 合 で,デ ータ項 目の数 も少 な い場 合 に は,デ

ー タ シ ー トを必 要 とは しな い こ とが あ る 。ま た,デ ータ項 目に よ って は,デ ー タ シー トに

記 入 せ ず,あ らか じめ入 力 過 程 を整 備 して お け ば,入 力 対 象 とな る もの に記号 な どを記 入

す るだ けで すむ 場 合 が あ る 。

ま た,入 力 に あ た り,デ ー タが少 量 で あ れ ば,デ ー タ作 成 者 自身 が 入 力 す る シス テ ムの

場 合 や あ る程 度 訓 練 され た 入 力 要員 が確 保 で き る場合 に は,デ ータ シー トは不 用 で あ る 。

一 般 に デ ータベ ー スで は ,デ ータの量 が 膨 大 に なる た め に外 注 して,バ ッチ入 力 す る こ

とが 多 い 。 こ う した場 合 に は,デ ータシ ー トの 作 成 は,不 可決 とな る 。ま た,第 三 者 に理

解 しや す い よ うに設 計 して お く必 要 が あ る 。

原 則 と して は,デ ー タ シ ー トを 作 った ほ うが よ いが,転 記 に よ る ミスが 生 ず る可 能 性 が

あ るの で,チ ェック の手 段 を設 け るな どの 配慮 が 必要 で あ る。

DBMSを 使 用 す る時 に は,デ ィスプ レイ 上 に デ ー タ シ ー トの フ ォ ーマ ッ トを作 成 して,

こ こに直接 に 入 力 す る 方 法 が あ る。 通 常,デ ー タシ ー トは紙 を用 い るが,こ れ もデ ー タ

シー トの 一種 で あ る 。

デ ー タ シ ー トの 実 際例 は,「 資料 編 」(159頁)に 掲 載 され て い る。
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8.2.2入 力 フ ァイル ・フ ォーマ ッ ト

これ は,入 力 した デ ー タを 一時 的 に保 存 す るた め の磁 気 媒 体 上の フ ォーマ ッ トで あ る 。

この フ ォ ーマ ッ トは,主 と して入 力 と校 正 を 目的 と した もの で あ るか ら,こ の 目的 に そ っ

た形 で 設 計 すれ ば よ い 。

通常 は,レ コ ー ド別 に,

一連 番 号 レコー ド番 号 デ ータ項 目 の識 別 記 号(タ グ)デ ータの 本 体

の よ うに デ ー タ項 目 を な らべ てお くだ け で十 分 で あ る 。

8.2.3蓄 積 フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ ト

そ の 機 関 の 内 部 で デ ー タ の 処 理 を 行 な う た め の フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ トで あ る 。

蓄 積 フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト も 内 部 フ ォ ー マ ッ トで あ る の で,内 部 で の コ ン ピ ュ ー タ 処

理 を しや す い よ う に 設 計 で き る 。

DBMSに 収 容 す る 時 に は,DBMSの 中 の デ ー タ 構 造 が フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト と な

る 。

8.2.4交 換 用 フ ァイル ・フ ォ ーマ ッ ト

本来,デ ータ ベ ースを 提 供,交 換 す る た め に は,標 準 的 な フ ァイル ・フ ォーマ ッ トが整

備 され て い る こ とが望 ま しい 。

しか し,現 在,文 献 用 の 二 次 デ ータ ベ ース を対 象 と したISOの 国 際 規 格 が 存在 して い

るのみ で あ る(10.4参 照)。

こ う した標 準 書誌 デ ー タ交 換 用 フ ォ ーマ ッ トの レコ ー ドの基 本 構 造 は,次 の よ うに な っ

て い る 。

(1)レ コ ー ドラベ ル(固 定 長)

各 レコ ー ドの識 別 番 号,長 さ,書 誌 レベル,レ コー ドの 状態 な どを規 定 す る部

分 。

② デ ィ レク ト リ(可 変 長)

各 デ ー タ フ ィ ール ドの タ グ(後 述),相 対 位 置,長 さを 規 定 す る 目次 に あた る

部 分 。

(3)デ ータ フ ィール ド(可 変 長)

実 際 の デ ー タを収 録 す る部 分 。デ ー タ フ ィ ール ド部 は通 常,幾 つ か の可 変 長 の
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サ ブ フ ィ ール ドか らな る 。

④ サブ フ ィ ール ド(可 変 長)

個 々の デ ータ項 目 。サ ブ フ ィール ドの先 頭 に は,そ の 内 容 を示 す サ プ フ ィール

ド ・コー ドが置 か れて い る 。

既 存 の標 準 的 な フ ォ ーマ ッ トで は,各 書 誌 デ ー タに対 して3桁 の 数 字 か 英 数 字 の コ ー ド

(「 タ グ(tag)」 と呼 ば れ る)と1桁 の英 字(「 識 別 子(identifier)」 と呼 ば れ る)を

与 え る こ とに な って い る 。
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9.入 出 力 の設 計

9.1入 力 の 設計 と入 力手 法

入 力 の設 計 に お いて は,第3部 で 述 べ た よ うな 入 力 デ ータ の分 析 と決 定 に基 づ い て

(1)デ ータ シ ー トの設 計(8.2.1参 照)

② 入 力機 器 の決 定

(3)入 力方 式 の決 定

な ど を行 な う 。

入 力方 式 で は,内 部 処 理 と外 部 処 理(外 注),バ ッチ処 理 とオ ン ラ イ ン処 理,集 中処 理 と

分散 処 理 に つ いて 決定 す る 。

〈内 部処 理 と外 部 処 理 〉

入 力 は,内 部 処 理 あ る い は外 部処 理(外 注)に よ って 行 わ れ る。外 注 の 場 合 に は業 者 の 選

定 作 業 と外 部 用 の入 力 仕 様 書 の 作成 が 必 要 とな る 。

〈 バ ッチ処 理 とオ ンラ イ ン処 理 〉

デ ータが 少 量 の場 合 は,オ ン ライ ン入 力 で もよ い が,通 常 の デ ー タベ ースで は デ ー タ量 が

多 くな るた め にバ ッチ処 理 で行 な う こ とが 多 い.バ ッチ処 理 で は,デ ータ シ ー トの記 入,各

種 の 仕様 の作 成 な ど多 くの 手 間 を要 す る が,デ ー タが 大 量 で あ る場 合 には効 率 的 で あ る 。

〈集 中 ・分散 〉

入 力 を1カ 所 で集 中 的 に お こな う場 合 と数 カ所 で 分 散 して行 う場 合 とが あ る 。特 に学 術 的

な分 野 で は.国 際 協力 に よ って各 国 の分 担 を決 め て,分 散 入 力 す る こ とが多 い 。分 散 入 力 の

場 合 は,詳 細 な 入力 規 定 を定 め,マ ニ ュア ル を整 備 して お く ことが不 可 欠 で あ る 。 ま た,デ

ータ ベ ースの 質 を維 持 す る 上 で ,定 期 的 に調 整 や評 価 を 行 な う こ とが必 要 とな る 。

デ ータベ ース の作 成 の過 程 で,入 力 は以 下 の4段 階 に 分 け られ る 。

(1)デ ー タ シー トの記 入 ・作 成

各 種 の情 報 源 か らデ ータ を収 集 し,確 定 し,デ ータ シ ー トに記 入 す る 。

ただ し,前 述 の よ うに条 件 に よ って は,デ ー タ シ ー トを作 る こ とは,常 に必 要

で はな い 。特 に,1レ コ ー ドを作 成 す る ため の信 頼 しうる情 報 源 が 一 つで あ る場

合 や単 に転 記 す る に と どま る場 合 に は,デ ー タ シ ー トに記 入 す るま で もな い 。

しか し,多 数 の情 報 源 を 用 い個 々の デ ー タ項 目を検 討 し,確 定 す る必 要 のあ る

時 に は,デ ータ シ ー トを作 成 す る過 程 は,不 可 欠 で あ る 。

また.校 正 の た め には,デ ー タ シ ー トを作 成 した ほ うが よい 。
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1

〔2)

(3)

(4}

デ ータ シ ー トの記 入 の た め に は,個 々の デ ータ 項 目の記 入 規 則 と記 入例 とを 詳

細 に記 載 した 「デ ータ記 入 マ ニ ュアル 」を作 成 して お くこ とが 必 要 で あ る 。

デ ータ入 力

デ ータ シ ー トを もとに コ ン ピ ュータへ の入 力 を行 な う。

入 力 デ ー タの 校 正

オ ン ライ ン入 力 で もバ ッチ処 理 で あ って も,デ ー タの確 認,あ る いは,校 正 作

業 は不可 欠 で あ る 。入 力 デ ー タの チ ェ ックは,以 下 の よ うな点 につ いて は,自 動

的 な チ ェ ック を行 な い う る 。

1)文 字 種(数 字,ア ル フ ァベ ッ ト,漢 字 等)

2)最 大 桁 数,最 小 桁 数

3)範 囲(最 大 値,最 小 値)

チ ェ ック ・デ ィジ ッ トに よ る正 当性 の確認,ま た,テ ー ブル 参 照 に よ って 自動

的 に チ ェック を行 な い うる.

しか し,最 終 的 に は,デ ー タ シー トな ど と の照 合 が必 要 で あ る 。

特 に,文 字 列 に関 して は,出 版 の 際 と同 様 の校 正作 業 を要 す る 。

校 正 処 理 の た め に,入 力 デ ータを 自動 的 に チ ェ ック し,校 正 用 の フォ ーマ ッ ト

で 出 力 す るプ ロ グ ラム と校 正 デ ー タに よ って修 正 す る プ ログ ラ ムを作 成 す る 。

入力 デ ー タの編 集 と蓄 積 フォ ーマ ッ トへの変 換

入力 デ ー タ を編 集 し,入 力 フ ァイル ・フ ォ ーマ ッ トか ら蓄 積 フ ァイル ・フ ォ ー

マ ッ トに変 換 す る プ ログ ラ ムを作成 す る 。

9.2出 力 の 設 計 と 出力 手 法

デ ータ ベ ースの 出 力 媒 体 は,一 般 に磁 気 媒 体 で あ る 。従 って,出 力 形 式 は,提 供 用 フ ァイ

ル の フ ォ ーマ ッ ト,す な わ ち交換 用 フ ァイル ・フ ォ ーマ ッ トと な る 。

デ ータ ベ ース は,様 々な 用途 に利 用 され る と考 え られ るの で,提 供 用 フ ァイル は,利 用 側

が 扱 いや す い形 式 に な って い な けれ ば な らな い。具 体 的 には,各 デ ー タ項 目は,利 用 側 か ら

み て,識 別 しや す く,個 別 に抽 出 で き る よ うに して お く。 さ らに,コ ン ピ ュータの 機 種 に よ

って は,使 用 で きな か った り,変 換 に手間 を要 す る よ うな符 号系 や フ ォー マ ッ トを 用 いて は

な らな い 。
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10.標 準 化 トゥール の 開 発 と利 用

デ ー タベ ースの 構成 ・構 築 に 関 す る標 準 化 は,全 般 的 に未 整 備 な状 況 に あ る とい え る 。文

献 デ ー タベ ース を除 いて は ほ とん ど標 準 化 は な され て い な い 。

デ ータ ベ ース に関連 す る 国際 規格 お よ び国 内の 規 格,規 準 の 制 定 状 況 を 表10.1に 示 す 。

また 表10.2は,表10.1に あ らわ れ る各 規 格,規 準 の標 題 を示 した もの で あ る 。 これ らの

中 で 国際 規 格(IS)と 国 内規 格(JIS)と は,日 本 規 格 協 会(東 京,赤 坂)か ら入 手 で

き る 。

10.1記 述

文献 デ ータ ベ ースの 中 で 二 次 情 報 を 中 心 と した デ ータ ベ ース は,通 常,識 別 記 号 と,著 者,

標 題,出 版事 項 な どの いわ ゆ る書 誌 事 項,お よび,デ ィス ク リプ タな ど の検 索 の た めの ア ク

セ ス ・ポ イ ン トと内容 を 示 す抄 録 な どか らな って い る 。

従 って,標 準 化 の対 象 と して は,ア クセ ス ・ポ イ ン トと して 用 い られ る,識 別 の た め の コ

ー ド等 ,索 引 語 や 分類 記 号 を与 え るた め の シ ソー ラ ス,分 類 表,抄 録 の作 成 方 法 等 が重 要 で

あ る 。ま た,記 述方 法 に っ い て も統 一 を はか る必 要 が あ る 。

文 献 の デ ータ(書 誌 デ ー タ)の 記 述 で は,以 下 の面 で 標 準 化 が進 ん で い る 。

(1)書 誌 デ ー タ項 目の 識 別 方 法

② 書 誌 デ ー タの 記 述方 法

コー ド

書 誌記 述

略 記 法

表 記法

翻 字法 お よび ロ ーマ字 化

特 に デ ータベ ー スの標 準 化 に お いて は,書 誌 デ ー タ項 目の 識 別 方 法 に つ いて努 力 が な さ れ

て き た 。8.2.4の よ うな 「タ グ 」 とか 「識 別 子 」 な ど は,一 括 して 「内容 識 別 子(content

designator)」 と よば れ て お り,そ の 与 え方 が標 準 化の 対 象 とな る 。

元 来 は,米 国 の議 会図 書 館 で 作 られ て い る図 書 目録 フ ァイ ルUS/MARC(LC/MARC)の

内容 識 別 子 が 標 準 と さ れて お り,英 国 で もほ ぼ同 様 な タグ等 を用 いて い た 。

しか し現 在 で は,図 書 館 関 係 だ け で も国際 的 な 目録 情 報 交 換 フォーマットであ るUNIMARC,

あ るい はわ が国 のJAPAN/MARCな ど にお い て は,異 な った 内容 識 別 子 を用 い て い る 。

さ ら に,二 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る 機 関 の た め に は,UNESCOのReference
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表10.1デ ー タ ベ ー ス 関 係 の 規 格,基 準

国際規格,基 準 国 内規 格,基 準

データ項 目の識別方 法 UNIMARCH SISTO4-1983

UNISIST-RM(1981)

CCF JAPAN/MARC

デ ー タ の コ ー ド 図 書 IS2108-1978

記述方法 逐次刊行 IS3297-1975

国名 IS3166-1974

日付 JISC6262-1977

都道府県 JISC6260-1973

市区町村 JISC6261-1973

大学 JISC6302-1983

書誌 文献 UNISIST-RM(1981) SIST10-1986

記述 SISTO2-1984

(AACR皿(1978)) 日本 目録規則

特許 IS3388-1977

略記法 雑誌名 SISTO5-1985

表記法 機関名 SISTO6-1986

翻字法 中国語 IS7098

磁気テープ 物理的特性 IS1864-1975 JISC6240-1980

記録様式 IS1863 JISC6241-1980

ラ ベ ル IS1001-1977 JISC6245-1978

符 号 IS646-1973 JISC6220-1976

IS963一 ユ973

IS4873-1979

IS2022-1975 JISC6228-1984

漢字 JISC6225-1979

JISC6226-1983
エスケープ ・

シー クエンス IS2375-1974

拡張 ラテ ン文字 IS5426-1983

拡張 キ リル文字 IS5427-1984

文献用ギ リシャ文字 IS5428-1983

情 報交 換 用 フ ォ ーマ ッ ト IS2709-1981 SISTO3

CCF JAPAN/MARC
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Manualな どの規 格 が 作 られ て い る。

そ こで,既 存 の 各 種 の規 格 や基 準 を検 討 し,こ れ らの統 合 を図 る必 要 が 生 じ,UNESCO

のCCFが 作 成 され て い る。

CCFに み られ る よ う に,内 容 識別 子 の標 準 化 を図 って い くと,最 終 的 に は 一方 で は フ ァ

イル構 造,他 方 で は書 誌 デ ータ の記 述 の標 準 化 に わ た る こ と にな る 。

一方 ,フ ル テキ ス トの デ ータ ベ ースで は,二 次情 報 の デ ー タベ ース で必 要 と され る もの の

他 に テ キ ス ト内 の 見 出 しや図 表 な ど の識 別 方 法 が標 準 化 の対 象 とな る 。 これ は,現 在 は国 際

規 格 と して は未 検 討 で はあ るが,米 国 の 出 版 界 とデ ータベ ー ス業 との 代 表 が 規 格 の 制 定 に着

手 して い る 。

日本 の図 書 館 関 係 の デ ータ ベ ースで は,標 準 ツ ール と して 従来 か ら書 誌 記 述 の た め の 「日

本 目録 規 則 」 が 日本 図書 館 協 会 の手 によ って 作 成,管 理 され て い る。前 者 は,国 際 標 準 に忠

実 に準 拠 して お り,現 在 予備 版 が頒 布 さ れ て い るが,近 く本 版 が刊 行 さ れ る予 定 とな って い

る 。規格,基 準 の標 題 は,表10.2に 一 括 して示 し( .いる 。

国 立国 会 図 書館 が1981年 か ら作 成,頒 布 して い るJAPAN/MARCは,国 内 で 刊行 され

る図 書 の網 羅 的 な デ ー タベ ース で あ るが,そ の マ ニ ュア ル は,実 質 的 に は,書 誌 記 述 と フ ァ

イ ル ・フ ォ ーマ ッ トの面 で 国 内 の標 準 化 に貢 献 して い る。

10.2シ ソ ー ラス

全 分野 を対 象 と した標 準 的 な シ ソ ー ラス は存 在 しな い 。

国 内で は,科 学 技術 分野 にお いて は 日本 科 学 技 術 情報 セ ン タ ー(JICST)の 「JICST

科 学 技 術 用 語 シ ソ ーラ ス 」が,産 業 経 済 分 野 で は,日 本経 済新 聞社 の 「日経 シ ソ ーラ ス 」が

知 られ て い る 。これ らを 用 い て い る機 関 もあ る が,最 近 で は,独 自の シソ ー ラス を作 成 す る

傾 向 にあ る 。

国 外 の もの で は,工 学 関 係 を扱 う英 国 の 「INSPECTHESAURUS」,医 学 文 野 の米

国 医 学 図 書館 の 開 発 した 「MeSH」,そ して,原 子 力 関 連 分 野 を扱 う 「INISTHESAURUS」

な ど が著 名 で あ る 。

10.3標 準 分 類

国 内 で は,全 主 題 に関 す る 分 類 表 と して,日 本図 書 館 協 会の 「日本 十 進 分 類 表 」(ND

C)が 一般 的 に 使 用 さ れ て い る 。 た だ し,特 定 の 分野,例 え ば科 学 技 術,産 業 経 済 等 の 分

野 で詳 細 な 分類 を必 要 とす る場 合 に は,不 向 きで あ り,ま た,新 しい領 域 に も使 え ない 。
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国 際 的 な分 類 と され て い る 「国 際 十進 分 類 」(UDC)も 同:様 の 弱点 を持 って い る 。

既 存 の デ ー タ ベ ー ス で は,独 自 の分 類 表 を作 成 して 用 い る こ とが 多 い 。

10.4交 換 用 フ ォ ーマ ッ ト

ー般 に ,文 献 デ ータ ベ ース は,デ ータ量 が大量 で あ る た め,現 在 ま で磁 気 テ ープ に よ って

交 換 され て い る 。従 って交 換 用 の磁 気 テ ープの 特性 等 の標 準 化 が,一 応 問 題 とな る 。 しか し,

現 在 で は 全 く支 障 は な い 。 どの機 種 で 作 成 され た磁 気 テ ープで も他 の 機 種 で 処 理 で き る。

次 の レベ ル と して は,符 号 系 が あ る 。符 号 に関 して は,普 及 の 点 で 問 題 は残 る が,か な り

整 備 され て い る 。汎 用 の 符 号 に つ いて は,ISO/TC97とJISで 規 格 化 が な され て い る。 し

か し,現 実 に は,IBMの 符 号 系 が 広 く用 い られ て い る。

また,文 献 デ ー タベ ースの 面 か らみ る と漢字 の 国際 規 格 の 制 定 を必 要 とす るが,こ れ に は,

中国,台 湾 も関 係 が あ り,今 後 大 き な 問題 とな り うる。

書 誌 デ ータ交 換 用 フ ォー マ ッ トに関連 す る規 格,基 準 と して よ く知 られ て い るの は,LC

/MARCフ ォ ーマ ッ トと呼 ば れて い る もの で,こ れ は,1968年 に,図 書 目録 情 報 を機 械

可 読 形 式 で頒 布 す るた め に米 国 議 会 図 書 館(LC:U.S.Libraryof(ゐngress)に よ って

開 発 され た 。

以後,こ れ は,米 国 規 格(ANSIZ39.2)と な り,っ いで 国 際 規 格(IS2709)と な っ

て い る 。

国 内 で は,SISTO3が これ に 対 応 す る基 準 とな って い る 。

10.5規 格

a.国 内 規格

(1)「 国 家 規格(JIS)」

文 献 デ ー タ ベ ース関 係 で は,ほ とん ど規 格 化が な され て い な い 。書 誌 事 項 の 一

部 と して使 わ れ る可 能性 の あ る 日付,地 名 な どの コ ー ド,デ ー タベ ース に よ って

は ア ク セス ・ポ イ ン トとな り うる分 類 表 がJIS化 され て い る 。

(2)「 科 学 技術 情 報 流 通 技術 基 準 」(SIST:StandardsforInformationof

Science&Technology)

SISTは,そ の性 格 上,科 学 技 術 分 野 に 限定 され るが,こ の 中 には,書 誌 記 述

や 抄録 作成,あ るい は機 関 名 の表 記,雑 誌名 の略 記 な ど文 献 デ ータ ベ ース に関 係

の深 い もの を含 ん で い る 。
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b.国 際規 格

(1)「 国 際 規格 」(IS)

文 献 に関 す る情 報 の標 準 化 は,ISO/TC46(ド キ ュ メンテ ー シ ョン)で 扱 わ

れて い る 。現在100を こ え る事 項 の検 討 が行 わ れ て い る 。国 際 規 格 とな って い る

もの の数 は40で あ る。 な お,TC46の 国 際 規格 の翻 訳 作 業 が 日本 ドク メンテ ー

シ ョ ン協 会標 準 化委 員 会 に よ って行 わ れ て い る 。

(2)「UNESCOＬ

UNESCOは,書 誌 デ ー タの交 換 の た め の標 準 化 には 力 を入 れ て お り,ISO

やIFLAを 支 援 して い るほ か,様 々 な標 準 化 活 動 の調 整 を行 って い る。
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一

「国 際 規 格 」

IS646-1983

1S963-1973

IS1001-1979

1S1863-1976

IS1864-1985

IS2022-1973

1S2047-1975

S

S

S

S

S

S

I

I

I

I

I

I

2108-1978

2375-1974

2709-1981

3166-1981

3297-1975

3388-1977

IS4873-1979

1S5427-1984

IS5428-1984

1S7098

表10.2 主 要 規 格 の 名 称

ISO7-bitcodedcharactersetforinformationexchange

Guideforthedefinitionof4-bitcharactersetsderivedfromthe7-

bitcodedcharactersetforinformationprocessi㎎interchange

Magnetictapelabellingandfilesuructureforinformationinterchange

9-track,12.7mm(0.5in)widemagnetictapeforinformationinterchange

recordedat32rpmm

Unrecorded12.7㎜(0.5in)widemagnetictapeforinformationinterchange

-32ftpmmNRZ1
,126ftpmm(3200ftpi)phaseencodedand356ftpmm

(9042ftpi),NRZl

ISO7-bitand8-bitcodedcharactersets-codedextensiontechnique

Graphicrepresentationsforthecontrolcharactersofthe7-bitcoded

characterset

InternationalStandardBookNumbering

Procedureforregistractionofescapesequence

Formatforbibliographicinformationinterchangeonmagnetictape

Codesfortherepresentationofnamesofcountries

InternationalStandardSerial.Number(ISSN)

Patentdocuments:Bibliographicreferences:Essentialandcomplemen-

taryelementS

8-bitcodedcharactersetforinformationinterchange

ExtensionoftheCyrilliccodedcharactersetsbibliographicinfomation

intercharlge

Greekalphabetcodedcharactersetsbibliographicinformationinterchange

RomanizationofChinese

〔UNESCO〕

UNISIST-RM(1981)

CCF

ReferenceManualformachinereadablebibliographicdescription

TheCo㎜onCo㎜unicationFormat

〔IFLA〕

UNIMARCH(1980)UNIMARC:UniversalMARCFormat,2nded.

UDC(国 際 十 進 分 類 法)
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国 内

「国 家 規 格 」

JISC6220一 ユ976

JISC6225-1979

JISC6226-1983

JISC6228-1984

JISC6240-1980

JISC6241-1980

JISC6245-1978

JISC6260-1973

JISC6261-1973

JISC6262-1977

JISC6265-1980

JISC6267-1977

JISC6302-1983

情報 交換用符 号

情報交換用漢字符号系 のた めの制御文字符 号

情報交換 用漢字符号系

情報交換 用符号 の拡張法

情報交換 用磁気 テ ープ

NRZ-1方 式 による情報 交換 用磁気 テ ープの情報記録様式

情報交換用MTの ラベル とフ ァイル構成

都道府県 コー ド

市区町村 コード

日付 の表示(コ ー ド)

産業分類 コー ド

商品分類 コー ド

大学 ・高等専門学校 コー ド

「団 体 規 格,基 準 」

〔科 学 技 術 庁 〕

SISTO1-1984

SISTO2-1984

SISTO3-1984

SISTO4-1983

SISTO5-1985

SISTO6-1985

SIST10-1985

抄録 作成

参 照 文献 の 書 き方

書 詩 的 情 報 交 換 用 レ コ ー ドフ ォー マ ッ ト(外 形 式)

書 誌 的 情 報 交 換 用 レコ ー ドフ ォ ーマ ッ ト(内 形 式)

雑 誌 名 の 略 記

機 関 名 の表 記

書 誌 デ ータの 記 述

〔日本図 書 館 協 会 〕

日本 目録 規 則(1977)

日本十 進 分 類 法

新版予備版
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文書化第5部





11.基 本 ドキ ュメ ン トの作 成

11.1基 本 計 画 書 の 作 成

基 本計 画 書 は デ ータ ベ ース の構 築 目的 と構 想 を関 係者 及 び意 思 決定 管 理 者 に伝 達 し,合 意

を得 るた め の 文 書 で あ る 。 この 内容 に よ って,デ ー タベ ース構 築 の 合意 が得 られ て初 め て,

初 期 の 目的 に 必 要 な人材,設 備 ・機 器,費 用 が得 られ,デ ー タベ ースの構 築 に着 手 で き るの

で あ る。

11.2基 本 計 画 書 の作 成 要 領

本 書 の 全体 で述 べ られ て い る よ うな,デ ー タベ ース構 築 の全 プ ロ セ ス に っ いて の具 体 的 な

計 画 を,構 築 しよ う とす る デ ータ ベ ース に関 して作 成 し,構 築 の 目的 を明 確 に す る。更 に,

デ ータベ ース構 築 に よ り得 られ る効 果 に つ い て も客 観 的 な 評 価 を 行 な う。

次 に,構 築 しよ うと す る デ ー タベ ースの開 発 と運 用 の 各段 階 に お い て必 要 と され る 人材,

設 備 ・機 器,外 注 費 等 の全 経 費 を積 算 し,構 築 の 全 工程 と費 用 を明 らか にす る 。

11.3基 本 計 画 書 の 内 容

基 本 計 画 書 は概 ね以 下 の よ うな項 目 か ら構 成 され る。

(1)デ ータ ベ ース構 築 の 目的

デ ータベ ースを 構 築 す る 目的 を簡 潔 に 述 べ る。

② デ ータ ベ ース構 築 の方 法

デ ータ ベ ース を構 築 す る た め に用 い る方 法 を順 序 立 てて 示 す 。

(3)デ ータ ベ ース の 内容

デ ータベ ース に収 録 す る 内容 を 項 目別 に示 す 。

(4)想 定 され る利 用 者

デ ータベ ース の対 象 とな る利 用 者層(属 性)を 明 示 す る 。

(5)提 供 の方 法

デ ー タベ ース を どの よ うな手 段 や方 法 で利 用 者 に提 供 す る かを具 体 的 に示 す 。

(6)デ ータベ ース構 築 の効 果

デ ータ ベ ース を構 築 す る こ とに よ って発 生 す る効 果 を具 体 的 に示 す 。

(7)デ ータ ベ ース のユ ニ ークさ

他 の既 存 デ ー タベ ース と比較 して 当該 デ ー タベ ース が どの よ うな独 自性 を備 え
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(8)

(9)

⑩

(11)

て い る のか を 明確 に 示 す 。

緊 急 に必 要 と され る理 由

そ の デー タベ ース を現 時 点 で 構 築 しな けれ ば な らな い理 由 を 明確 に示 す 。

デ ータベ ー ス開 発 の 体制

デ ー タベ ース開 発 と運 用 に係 わ る,人 員 計 画,設 備 ・機 器 計 画 を提 示 す る 。 こ

れ は,開 発 体制 と運 用 体制 に分 け,各 段 階 で の所 用 期 間,人 材 の量 と質,機 器 を

月別,年 度 別 に表 の 形 で 示 す 。

費 用 見積 り

デ ータベ ース の開 発 と運 用 に係 わ る人材,機 器,外 注 費 等 につ い て,年 度別 の

費 用 見積 りを作 成 す る 。

収 支 計 画

デ ータベ ースの 開 発 と運 用 に要 す る費 用 を どの よ うな方 法 で どの程 度 の 期 間 に

回 収 す るか につ い て の計 画 を 明確 に示 す 。回 収期 間 につ い て は年 度 別 の回 収額 を

表 の形 で 示 す 。

11.4そ の 他 の 基 本文 書

デ ー タ ベ ースの 開 発 作業 お よ び シス テ ム の詳 細 に っ いて の 逐 次 的 な記 録 を,開 発 の進 展 に

沿 って作 成 し,保 存 して お くこ とが 必 要 で あ る 。 これ らの 記 録 文 書 は,シ ステ ムの バ ー ジ ョ

・ア ップ や コ ンバ ージ ョンの 際 に必 ず使 用 す るの で ,第 三 者 が読 ん で もわ か るよ うな 一定 の

書 式 で 作成 し,大 切 に保 管 しな けれ ば な らな い 。

この種 の基 本 文 書 に は以 下 の もの が含 ま れ る 。

(1)シ ス テ ムの概 略 設計 書

シス テ ムの概 念 設 計 ・基 本 設 計 文 書

② シ ステ ムの 詳細 設 計 書

デー タベ ース,ソ フ トウ ェア,DBMS,ハ ー ドウ ェア の 全 体 像 と個 々の サ ブ

シス テ ムの相 互 関 係 の 詳 細 を示 した文 書

③ 各 フ ァイル の 仕様 書

デ ータ ベ ースの 個 々の フ ァイル の論 理 的 ・物 理 的 構 造 を 詳 細 に示 した設 計 文書

(4)ソ フ トウ ェアの 仕 様 書

デ ータベ ース の蓄 積,検 索,管 理 に関 わ るす べ て の ソ フ トウ ェ アの詳 細 な 設 計

文書 。DBMSを 使 用 す る場 合 には,独 自 に開 発 した周 辺 ソ フ トウ ェアの 仕 様 書。
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(5,打 合 せ議 事 録

デ ー タ ベ ース の計 画段 階 か ら,開 発,運 用 段階 にか けて の関 係 者 間 で行 わ れ た

打 合 せ にお いて 決定 され た事 項 の記録 文書

(6)f作 業 言己録

/ノ

デ ー タベ ース の計 画 段 階 か ら,開 発,運 用 段 階 にお いて 実施 さ れ た関 連 作業 の

記 録

(7)メ イ ン テナ ンス ・ノ ー ト

ク レ ーム とそ れに対 応 して行 った処 理 の記 録

以 上の 文 書 の作 成 方 法 は,技 術 的 に は情報 システ ムに関 す る一般 的 な ドキ ュ メ ンテ ーシ ョ

と同 じな の で,本 書 で は詳 しくふれ な い 。
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12.各 種 マニ ュアル の作 成

12.1前 処 理 ・入 力 マ ニ ュア ル

デ ータを 入 力 す る とい う作業 は,ま さ し くデ ー タ ベ ー スを構 築 す る作 業 で あ り,こ の作 業

の質 が デ ー タ ベ ース の質 を大 き く左 右 す ると言 え る 。 この質 を保 った め に も,き ちん と した

マ ニ ュアルを 作成 し,そ れ に よ って 作 業 上の 曖 昧 さ をな くし,個 々の 作業 者 の 恣意 的 な判 断

の入 る余地 が 全 くな い状 態 に して お く必 要 が あ る 。以 下 に,前 処 理 ・入 力 マニ ュアル に必 要

な項 目 を挙 げ てい く。

12.1.1デ ータ シ ー ト記 入 要 領

デ ー タ シ ー トに何 を記 入 すれ ば よい の か とい う こ とは,デ ータ シ ー トを 見 れば 大 体 の 予

想 はつ く。 しか し,そ れ で は厳 密 に正 確 と い う訳 に は いか ず,各 項 目(フ ィール ド)に 何

を記 入 す るのか とい う こ とは,一 般 に あた りま え と思 わ れ る こ とで あ って も,き ち ん と定

義 す る必 要 が あ る。

記 入 の方 法 は,各 項 日 ご と に詳 細 に説 明 す る必 要 が あ る 。論 文標 題 な どの よ うに,デ ー

タ シー ト記 入者 が文字 で 記 入 しな けれ ば な らな い項 目 につ い て いえ ば,表 記 方 法 だ け に関

して も,

(1)使 用 で きる文 字,特 殊 記 号 は 何 か

② ロ ーマ字 の大 文 字 と小 文 字 は どの よ うに 使 い分 け るか

③ 日本 語 の促 音便 等 に用 い られ る小 さな 文字 は,そ れ とわ か るよ うに す る た め に ど

の よ うに使 うか

(4)濁 点 は 一文字 と して 扱 うか

と い うよ う に,何 らか の 決定 を下 さな けれ ば な らな い細 か い事 項 が非 常 に数 多 く存 在 して

い る。表 現 方 法 以外 に も様 々 な留 意 点 が あ る 。 マ ニ ュア ルを 作成 す る場 合,こ れ らす べ て

に 注意 を払 い,考 え られ る限 りすべ ての ケ ー ス に対 応 で き るよ うに しな けれ ば な らな い。

しか し,100%完 全 な もの を 初 め か ら作 る の は不可 能 で あ り,不 都 合 な点 が生 じた場 合 に

は,マ ニ ュアル に追 加 あ る いは 変 更 を行 な って 柔 軟 に対 応 すべ きで あ る 。だ が,あ ま りに

も頻繁 な変 更 は,混 乱 を起 こすの で 避 け るべ きで あ る 。

12.1.2コ ー ド表 、 分 類表

入 力 作 業 の 負 担 を軽 くす る た め に も,各 項 目 の 中で コ ー ド化 で き る もの はす べ て コ ー ド
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化 す べ きで あ る 。文 献 デ ータ ベ ースの場 合,コ ー ド化 で き る もの と レて は,

・使 用 言 語

・情 報 源 の種 類

・掲 載 詩 名

・論 文 の種 類

・著 者 の所 属 機 関 ,部 署

が 挙 げ られ るが,デ ー タ ベ ース の規 模 に よ って は コー ド化 が 不 可 能 な もの もあ る 。

分類 表 は,主 題 を コ ー ド化 した もの と いえ る 。主題 を 表 す こ と は,デ ィス ク リプ タ(キ

ー ワ ー ド)を 用 い る こ とに よ って も可 能 で あ るが
,あ え て 分類 表 を 用 い る の は,こ れ に よ

って,上 位 概 念,下 位 概 念,ま た そ の 文献 の学 問 体系 の 中 で の 位 置 が す ぐに わか る とい う

利点 が あ るか らで あ る 。ま た,MEDLINEに 見 られ る クオ リフ ァイヤ ー(限 定句)な

ど もコ ー ド化 した ほ うが 便利 で あ り,「 医学 中央 雑誌 」で は,す で に 限 定 句(医 学 中 央雑

誌 で は副 標 目 とい う)は 数 字 を用 いた コ ー ド化 が な され て い る 。

コ ー ド表,分 類 表 で問 題 とな る の は,表 に な い もの が 出 現 した 時 に ど う対 処 す るか と い

う ことで あ る。定 期 的 に表 の 見 直 しを行 い,追 加,更 新 を行 う必 要 が あ る 。

12.1.3デ ータ シ ー トチ ェ ックの 要 領

デ ー タの 入 力 は,デ ー タ シ ー トに記 入 されて い る通 りに行 え ば よ い訳 で あ るが,そ の デ

ー タ シ ー トが必 ず し も正 確 で あ る とは限 らな い 。入力 作 業 を 開 始 す る前 に デ ータ シ ー トの

以 下 の よ うな項 目 の チ ェ ック を行 う必 要 が あ る 。

(1)表 記 方 法 に誤 りが な いか

② 誤 字,脱 字 は な いか

(3)記 入 もれ は な いか

以 上 の3点 に つ い て は最低 限 チ ェ ックす べ き で あ り,内 容 面 の チ ェ ックを行 う ことが 望

ま しい 。 チ ェ ック リス トを作 って お き,チ ェ ック もれ を 防 ぐよ うにす る 。合格 した もの だ

け を 入 力 作 業 に回 し,不 合 格 の もの は,デ ー タ シ ー ト記 入 者 に差 し戻 す 。

12.1.4デ ータ 入 力 の要 領

デ ー タの 入 力 は,端 末 か ら直接 行 うか,あ る い はパ ンチ カ ー ドや ワ ー ドプ ロセ ッサ ーを

用 い て間 接 的 に行 う。前 者 の 場 合 に は,機 器 の 使 用法 の説 明 も必 要 で あ る 。また,

(1)デ ータ シー ト中 の各 項 目 を どの順 序 で 入 力 すれ ば よ い の か
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② 項 目 と項 目の境 界 とな る デ リ ミタ ーは何 か

な ど,入 力 作 業 に関 連 す る細 目 にわた って,説 明 と指 示 を加 え るこ と も必 要 で あ る 。

パ ンチ カ ー ドを 用 いて 間接 的 に デ ー タ入 力 を行 う場 合 は ,専 門 の パ ンチ ャ ーに依 頼 す る

方 が ス ピ ー ドも早 くま ちが い も少 な いの で,コ ス ト的 に も有 利 で あ る 。パ ンチ業 務 を外 注

す る場 合 に は,テ ープ の フォ ーマ ッ トにっ いて の 詳 細 な仕 様 を作 成 し,誤 りを防 ぐ工 夫 が

望 ま れ る 。

12.1.5品 質 管 理 の 方 法

デ ータ シ ー トの 段 階 で 誤 りが なか った と して も,入 力 時 のパ ンチ ミス は発 生 す る 。一 定

以 上の質 を 維 持 す る た め には,デ ータ シ ー トと照 合 してパ ンチ ミスの 校 正 を す る こ とが必

要 で あ るが,多 量 の デ ータの 場 合 はな か な か 困 難 で あ る 。そ こで,

(1)同 じデ ー タ シ ー トに対 して 二 人 が 入 力 作 業 を行 う

② 二人 の入 力 結 果 を コ ン ピ ュ ータ ーで 照 合 す る

(3}二 人 の入 力 結 果 に違 い が あ る場 合 の み デ ータ シ ー トとの 比較 を行 い,誤 りを修

正 す る

とい った方 法 を採 用 し,パ ンチ ミス の チ ェ ックを行 う。 この方 法 で は 二 人 が 同 時 にパ ン

チ ミス を犯 した場 合 は 見逃 され る が,そ の よ うな ケ ー スは ご く稀 で あ り,一 定 の品 質 は 保

たれ る。 この方 法 は 一例 に す ぎ な い が,い ず れ にせ よ何 らか の規 準 を設 定 し,こ れ を マ ニ

ュアル に も明記 して,長 期 的 な展 望 に立 った品 質 管 理 を行 う必 要 が あ る 。

以 上,前 処 理 ・入 力 マ ニ ュアル に必 要 な項 目 を列 挙 した が,こ れ らは,た だ 文章 の 形 で 記

述 す るだ け で な く,デ ー タ シー トの記 入 例 を示 しな が ら説 明 を加 え,ま た2～5に つ いて は,

フ ロ ーチ ャー トな どで 全体 の流 れ を示 しな が ら解 説 す る と,よ りわ か りや す い もの に な る 。

12.2運 用 マ ニ ュアル

運 用 マ ニ ュアル は,デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス 提 供 機 関 が,作 成 され た デ ー タベ ー ス を利 用

者 に提供 す るた め に必 要 な処 理 手川頁を 指 示 す る もの であ る。 これ は,ホ ス トコ ン ピ ュー タ中

に デ ータベ ー スを 構築 し,更 に その デ ー タベ ー ス を 運 用 し,定 期 的 に更 新 して い く作 業 の手

順 を指 示 す る もの であ る。

デ ータベ ース の提 供 形 態 には,以 下 に示 す よ うな幾 つか の方 式 が あ る 。

(1}デ ータ ベ ース ・プ ロデ ュー サが磁 気 テ ープ 等 の形 で デ ータ ベ ース を デ ィス トリ ビ

ュ ータ に提供 す る 。 デ ィス トリ ビ ュ ータ は,多 くの プ ロ デ ュ ーサか らデ 一 夕ベ 一
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〔2)

(3)

(4)

利 用 マ ニ ュ アル は,

を 与 え る もの で あ るか ら,上 記 の(1)～(3)の 場合 に は必 要 で あ る が,

用 す るか に よ って,記 入 す べ き内 容 も異 な る。

スを購 入 も し くは リー ス して,ユ ーザ ー にオ ンラ イ ン も し くは バ ッチで 検 索 サ ー

ビスを提 供 す る

デ ー タベ ース ・プ ロデ ュ ーサが,外 部 の情 報 処 理 業 者 の ホ ス トコ ン ピ ュー タを 借

りて,ユ ー ザ ー に検 索 サ ー ビスを 提供 す る

デ ー タ ベー ス ・プ ロデ ューサ が 自前 の ホ ス トコ ン ピ ュ ータを使 って,検 索 サ ー ビ

ス を 直接 提 供 す る

デ ー タ ベ ース ・プ ロデ ュ ーサがCD-ROM等 の 形 で,デ ータ ベ ー ス と検 索 シス

テ ムを ユ ーザ ー に販 売 す る

ホ ス トコ ン ピ ュ ータ中 の デ ー タ ベ ー ス を運 用 す る業 務 の担 当 者 に指 示

これ らの方式 の ど れ を採

12.2.1デ ィス トリビ ュータ に提 供 す る場 合

デ ー タベ ース ・プ ロ デ ューサ が構 築 した デ ー タ ベ ース を磁 気 テ ープ等 の形 で デ ィス トリ

ビ ュー タに提 供 す る場 合 に は,デ ータベ ース ・プ ロデ ューサ は磁 気 テ ープ に収 録 した デ ー

タ ベ ース の入 力 書 式 と項 目,内 容 等 に関 す る詳 細 な仕 様 書 を 作成 し,デ ータ ベ ース と と も

に これ を 提供 す る 。

磁 気 テ ープ に収 録 した デ ータ ベ ースの仕 様 書 は,概 ね以 下 の よ うな 事項 か ら構 成 され る。

(1)採 用 され て い る コ ー ド体 系

② デ ータベ ースの 論 理 的 構 造

ぽ デ ー タベ ー スの物 理 的 構 造

(4)各 項 目の書 式,記 述 方 法,記 号法

(51コ ー ド表 ・分 類表

デ ィス トリ ビ ュー タ側 で は,こ の デー タベ ースの仕 様 書 に基 づ い て,磁 気 デ ープ中 の デ

ー タベ ース を ホ ス トコ ン ピ ュ ータ中 のDBMSの 中 に 構築 して い くため に必 要 な変 換 ソ フ

ト ウェアを 作成 す る 。

デ ィス ト リビ ュ ー タは,プ ロデ ュ ーサか ら定 期 的 に納 入 され る磁 気 テ ープ を変 換 ソフ ト

を用 い て変 換 し,一 定 の手 順 でDBMS中 に デ ータベ ース を構 築 す る 。 この手 順 を詳 細 に

指 示 した もの が,運 用 マ ニ ュ アル で あ る。

この運 用 マ ニ ュア ル は,概 ね以 下 の よ うな項 目か ら構 成 され る。

(1)磁 気 テ ープ の フ ォ ーマ ッ ト(上 述 の デ ータ ベ ース仕 様 書 の 内容 と同様)
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2

∩O

刀4

5

変換 ソ フ トウ ェア の仕 様

変換 ソ フ トウ ェア の 使 用手 順

DBMSの 仕 様

作 業 時 間 と作 業 手 川頁

12.2.2外 部 の ホ ス トコ ン ピ ュ ータ を 利 用 す る場 合

この場 合 は,運 用 マ ニ ュア ル に は,ホ ス トコ ン ピ ュ ー タに デ ー タ ベ ー スを 蓄積 す る作業

手 順,お よ び構 築 され た デ ー タベ ー スの運 用手 順 が示 され る。

12.2.3自 前 の ホス トコ ン ピ ュー タ を用 い る場 合

この 場 合 は,デ ータ の 入力 段 階 か ら,ホ ス トコ ン ピ ュー タへ の 蓄積 を経 て,デ ー タベ ー

スを運 用 す る業 務 ま で の 全 プ ロセ スが,運 用 マニ ュ アル に含 ま れ る。

12.3利 用 マ ニ ュアル

デ ータベ ー スの ユ ーザ ーが 増 え,多 様 に なれ ば な る ほ ど,デ ータ ベ ース提 供 者 側 が ユ ーザ

ーに対 して ,個 々に充 分 な 支援 を行 な う こ とは困 難 とな る 。従 って,利 用 マ ニ ュア ル の役 割

は ます ます重 要 に な る。

利 用 マ ニ ュア ル に求 め られ る条 件 は,そ れ を 見れ ば ユ ーザ ーが 検 索 しよ うとす る とき に 直

面 す ると考 え られ る疑 問 全 て を,解 決 で き る とい う こ とで あ る。

12.3.1実 際 に検 索 を 行 う前 の段 階 で 必 要 な項 目

(1)シ ス テム の概 要

デ ータ ベ ースを 利 用 す るに あ た り,利 用 者 が あ らか じめ 知 っ て い な け れ

ば な らな い 一般 的 な事 柄 を記 述 す る 。細 か い項 目 と して は,

・利 用可 能 な時 間 帯

・不 明 な点 が あ る場 合 の問 い合 わ せ先

が 少 な くと も含 ま れ て いな けれ ば な らな い 。ま た,広 く 一般 に有 料 で サ ー ビス

を提供 す る場 合 は,

・料 金 体 系

・利 用可 能 な 地 域

・利 用 申 し込 み ,解 約 方 法
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とい った項 目が必 要 で あ る 。

② 使 用 す る機 器 に つ いて

・必 要 な機 器 は何 か(例 えば ,モ デ ムな ど)

・利 用 で き る機 種 は何 か

・機 器 の操 作方 法(特 に タ イプ ミスの訂 正 方 法 ,送 信 方 法)

とい った キ ー ボ ー ド上 の操 作 につ い て は,使 用 す る機 種 によ って,若 干 の相 違

が あ るか も しれ な いの で注 意 を要 す る 。キ ーボ ー ド上 の操 作 の説 明 は,キ ーボ

ー ドを図 示 して行 うとよ い 。

(3)シ ス テ ム へ の接 続,切 断方 法

接 続 方 法 の説 明 は,最 初 か ら手 順 通 りに逐 一丁 寧 に行 な う必 要 が あ る 。端 末

機 の電 源 をONに す る と ころか ら,検 索 式 を入 力 す る準 備 が 完 了 す る まで,実

際 に端 末 機 上 にホ ス トコ ン ピュ ータか ら送 られ て く る メ ッセ ー ジ,端 末機 か ら

入 力 す る メ ッセ ー ジ等,ひ とっ ひ とっ に解 説 を加 え な けれ ば な らな い。

切 断 方 法 にっ い て も同様 で,切 断(終 了)の た め の コマ ン ドを 入 力 す る と こ

ろ か ら,端 末機 の電 源 をOFFに す るまで,正 常 に切 断 され た場 合 に現 われ る

メ ッセ ー ジ等 を,順 を追 って解 説 す る必 要 があ る 。

12.3.2検 索 の 際 必 要 な 項 目

(1)論 理 式 に よ る検 索 につ い て

文 献 デ ー タベ ース の場 合,論 理 式 を用 いて 検 索 す る方 法 が 一般 的 で あ り,

・論 理 積(AND)

・論 理 和(OR)

・論 理 差(NOT)

につ い て,お の お の が どの よ うな意 味 を持 ち,そ れ らを 用 い た とき に どの よ う

な結 果 が 得 られ るの か を,ベ ン図 等 を 用 い て説 明 す る必 要 が あ る 。た だ し,想

定 され る ユ ーザ ーの専 門性 に応 じて,こ の 項 目 は簡 潔 にす る こ と もで き る。

② 検 索 コマ ン ドの解 説 と使 用 方 法

・ど の よ うな コマ ン ドが あ るか

・各 コ マ ン ドの 機 能 は何 か

・実 際 に は どの よ うに使 うか

と い う三点 が コマ ン ドに関 して最 低 必 要 で あ る 。
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ど の よ うな コマ ン ドが あ るか と い う こと は,コ マ ン ドの 一覧表 を作 る こ とで

簡 潔 に示 す こ とが で き る'。一 覧表 に は,簡 単 な機 能 の説 明 と実例,さ らに,コ

マ ン ドの省 略 形 が あ る場 合 に は,そ れ も含 む とよ い.

各 コマ ン ドの機 能,使 用 方 法 は,検 索 例 を あ げ な が ら説 明 す る と,ユ ーザ ー

は理 解 しや す い 。 また,ユ ー ザ ーと して は,「Aと い う コ マ ン ドを使 え ば何 が

で き るか 」 と い う こ と よ り も,あ る こ とを実 行 す る た め に は,ど の コ マ ン ド

を使 えば よ いか 」 とい うこ と を知 りた い は ず で あ るの で,表 現 方法 に工 夫 を し,

な る べ くそ の 点 を わ か りや す くすべ きで あ る 。

(3)フ ァイルの概 要

デ ータ ベ ース は複 数 の フ ァイ ルで 構 成 さ れて い るの で,ユ ーザ ーが各 自の ニ

ーズを満 たす た め に ,ど の フ ァイルを選 択 すれ ば よ いか を判 断 で き る よ うに し

て お か な けれ ば な らな い 。

・フ ァイル の特 色 に っ い て の簡 単 な解 説

・主題 の収 録 範 囲 は ど こ まで か

・情報 源 は どの よ うな もの か

・収録 期 間/件 数/追 加 頻 度

を明 示 す る必 要 が あ る 。

ま た,一 覧 表 を 作 り,ど の よ うな フ ァイ ル が あ るの か,す ぐに理解 で き る よ

う して お くと よ い 。

(4)レ コ ー ドを 構成 す る項 目 と これ を用 いた検 索 の方 法

1レ コ ー ドを 構 成 して い る項 目 は,フ ァイル によ って 異 な り,従 って検 索 に

利 用 で き る項 目 も異 な って くる ので,原 則 と して,フ ァイ ル ご と に説 明 すべ き

で あ ろ う。

項 目の説 明 に あ た って は,完 全 な形 の レ コー ドの どの 部 分 が,そ れ ぞ れ どの

項 目に該 当 す るの か を示 す とよ い 。

検 索 に利 用 で き る項 目に つ いて は,そ れ らの 一 覧 表 を つ くり,

・各 項 目 を示 す た め の記 号

・そ れ らと共 に使 う こ とがで き る コマ ン ド

・検 索 例

を示 し,必 要 に応 じて解 説 を加 え る 。 この 部 分 で は,=,/,;,一 な ど の記

号 を 多 く使 う こ とが考 え られ るの で,混 乱 が起 こ らな い よ う注 意 を 要 す る。 こ
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(5)

(6ノ

(7)

(8}

の ほか に も,特 殊 記 号を使 用 す る場 合 には,こ れ らを ま とめ た 一覧 表 を作 り,

各 記 号 の使 用方 法 の 説 明 と用例 を 示 してお くと よ い 。

そ の 他 の 検索 機 能

トラ ンケ ー シ ョン機 能 が あ った り,近 接 演 算 子が 使 用 で き るな ど,付 加 的 な

検 索 機能 が あ る場 合 には,各 機 能 の解 説 が 必 要 で あ る 。必 要 な項 目と して は,

・各 機 能 の 役割 の 説 明

・用 い られ る記 号 法

・実 際 には どの よ うに 使 うか

が あ げ られ る 。 この よ うな機 能 の検 索 例 は,こ こだ けで は な く,コ マ ン ドの使

用法 を説 明 す る際 の 検索 例 の 中 に取 り入れ る とよ い 。そ れ に よ って ユ ーザ ーの

目 に深 くとま る こ とにな り,理 解 が進 む こ とに な る 。

サ ー チ エ イ ド

検 索 を 助 け る ツ ール と して,分 類 表,シ ソ ー ラス が考 え られ るが,ま ず この

よ うな ツ ール の有 無 が 示 され な け れ ば な らな い 。あ る場 合 に は,

・分類 表 ・シ ソ ー ラス と はな に か

・これ らを使 用 す る意 義 ,利 点 は何 か

・実 際 に は どの よ うに使 うか

とい う項 目 につ いて 解 説 す る必 要 が あ る。分 類 表,シ ソ ー ラス の い ずれ の場 合

も,

・どの よ うに して ,分 類 番号(記 号)あ るい は デ ィス ク リプ タに到 達 す るか

とい う点 が 最 も重 要 で あ り,実 例 を示 しな が ら順 を追 って解 説 しな け れ ば な ら

な い 。 ま た,あ る分 類 番号,あ る い は デ ィス ク リプ タを用 い て検 索 して,よ い

結 果 が得 られ なか った場 合,再 度 どの よ う に分類 表.シ ソ ー ラ スを使 用 す るか

に っ い て も解 説 す る必 要 が あ る 。

検 索 側

コマ ン ドの 使 用 方法 な ど個 々の 項 目を解 説 す るた め に 多 くの 検索 例 を 用 い て

い るが,す べ て は断 片 的 な もの に す ぎ ない 。そ こで,全 体 を通 した検 索 例 を示

す 必 要 が あ る 。 その 場 合 には,で き るだ け具 体 的 に,ニ ーズ の 分析 か ら最 終 的

に ニ ーズ が 満 た され る まで の探 索 手 順 を示 す べ きで あ る 。そ の 際,ユ ーザ ーが

入 力 しな けれ ば な らな い部分 が は っ き りわ か るよ うに表 現 を 工夫 す る とよ い 。

索 引
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マ ニ ュアル はそ の性 質 上,通 読 す る もの で はな い 。何 か不 明 な点 が あ る時 に,

ユ ーザ ーが部 分的 に読 むも の で あ る か ら,ど こに何 が書 か れ て い る かを示 す索

引 は充実 させ るべ きであ る。 同様 の理 由 で 目次 もな るべ く詳細 な もの に し,ユ ー

ザ ーにで き るだ け 多 くの手 が か りを与 え る よ う にす べ きで あ る 。

12.4マ ニ ュア ル作 成 の方 法

マ ニ ュアル とい うもの は,片 手 間 で作 れ る もの で はな い 。わ か りや す く,使 いや す い マ ニ

ュア ルを 作 る ため には,そ れ な りの費 用 と 人材 と時 間 と情 報 が 必 要 で あ る 。ま た,わ か りや

す い文章 を書 くため に,正 しい 日本 語 の セ ンス を 備 えて い る こ と も求 め られ る 。更 に,マ ニ

ュ アル は,常 に使 う人 の 立場 に立 って作 成 す るこ とが必 要 で あ る 。

12.4.1マ ニ ュアル 作 成 の ツ ール

マ ニ ュア ルを 作 る にあ た って確 保 す べ き もの は,以 下 の と お りで あ る 。

(1}資 料(対 象 に 関 す る技 術 的 な資 料 と,編 集 ・制 作に 関 す る資 料)

② 人材(テ ク ニカル ・ライ タ ー.編 集 者,ア シス タ ン ト)

(3)予 算(開 発 費 の 一部 に含 まれ る)

(4)日 程(余 裕 が あ る こ とが 望 ま しい)

固 道 具(使 いや す い ワ ープ ロな ど)

さ らに,こ れ らを管 理 し,開 発担 当 者 との連 絡 や ス ケ ジ ュ ール調 整 を行 うデ ィ レ ク タ ー

が必 要 で あ る 。

12.4.2考 慮 す べ き事 項

マ ニ ュア ル を作成 す る にあ た って,特 に考 慮 す べ き点 を以 下 に示 す 。

(1)利 用 者 の 水準

対 象 とす る利 用 者 が デ ー タ ベ ース利 用 の 初 心 者 で あ る か熟 練 者 で あ る か,ま

た,特 定 分 野 の専 門 家 で あ るか 一般 の 利 用 者 で あ るか に よ っ て,マ ニ ュ ア ル

作成 の方 針,記 述 内容,使 用用 語等 が 異 な るので,利 用者 の水準 を考 慮 す る こ

とが 必要 で あ る。

② テ ク ニ カル ・ラ イ タ ーの起 用

デ ータベ ー スや検 索 シス テ ム の マ ニ ュア ル は,そ の 出来 ば え に よ って,利 用

者 の デ ータベ ース に対 す る評 価 を左 右 す る ほど重 要 な もの で あ る。 この 種 の マ
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ニ ュアル の 作 成 に お いては,シ ス テ ムや デ ー タベ ース に 関 す る十 分 な理 解 が必

要 とされ るだ け で な く,初 心者 に も理 解 で き る よ うな 分 か りや す い文 章 や表 現

方 法 を用 い る こ と も必 要 で あ る 。そ こで,使 いや す い マ ニ ュアル を 作成 す るた

め に は,第 三 者 で あ る テ クニ カ ル ・ライ タ ーと い う専 門 家 に,マ ニ ュ アル の 作

成 を依頼 す る こ とが望 ま しい 。従来 は,シ ステ ム開 発 担 当 者 が ユ ーザ ー ・マ ニ

ュアル を作 成 す る こ とが 多 か ったが,シ ス テ ム開発 担 当 者 が 作 成 す る マニ ュ ア

ル で は,利 用 者 に は理 解 出 来 な いカ タ カナ 語 や,専 門 家 に しか 理解 で きな い よ

うな表 現 が 用 い られ るこ とが 多 く,デ ータ ベ ー スの 価 値 を充 分 に表 現 しきれ な

い ためで あ る 。

(3)造 本 デザ イ ンの工 夫

マ ニ ュア ルの 編 集 ・制 作 の手 順 を熟 知 した うえ で,判 型 や レイア ウ ト,書 体,

文字 の大 き さ等 を考 慮 して 文章 を書 くこ とが必 要 で あ る 。さ らに,重 点 を 印 象

づ け るた め に,イ ラス トや 色使 い に も気 を配 る必 要 が あ る。

(4)目 次 ・索 引 の 充実

使 いや す い マ ニ ュ アル を便 るため に は,単 に わ か りや す い文章 の組 み た て方

や全体 構成や無駄 のない説 明方 法 を心 が け るだ け で は 充 分 で は な い 。利 用者 が 知

りた い こ と を知 りた い時 に簡単 に ひ きだ せ るよ うな 工 夫 も必 要 で あ る。 そ の た

め には,マ 三 ユア ルの読 み 方,使 い方 を最 初 に説 明 し,ま た重 要な 点 は何 度 も

くりか え し説 明 す る こ と,そ して,目 次 や 索 引 を 充 実 させ る こ とが 必 要 で あ る。

(5)社 会 性 の具 備

マ ニ ュアル は,分 か りや す い だ けで な く,ミ ス が な く正確 で あ るこ と も必 要

で あ る 。 さ らに,権 利 の 表示 や他 者 の著 作 権 の保 護,不 適 切 な用 語 や表 現 の 回

避,著 作 物 責 任 対策 等 の社 会性 を備 え て い なけ れ ば な らな い 。

12.4.3文 章 表現 上 の ポ イ ン ト

マ ニ ュアル の 文章 は以 下 の点 を考 慮 して書 くこ とが 望 ま しい 。

(1)誰 もが知 って い る平 易 な用 語 を用 い る。

{2)短 い文章 で 簡 潔 な表 現 で 書 く。

③ あ い まい な表 現 を避 け る。

(4)自 然 な 日本語 で 書 く。

ま た,表 記法 や用 字 ・用 語 の扱 い方 な ど につ いて は,統 一す る必 要 が あ る 。 その た め に,
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独 自 の 「文章 表 現 集 」 や 「用 語 集 」 を作 る こ と も必 要 で あ る。

自然 な 日本 語 で 書 くた め に は,以 下 の点 に注意 す る 。

(1)能 動 態 で書 く。

② 現在 時制 を 用 い る 。

③ な る べ くカ タ カ ナ を使 い過 ぎ な い よ うに注 意 す る。

(4)翻 訳調 に な らな い よ うにす る 。
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13.運 用 ・開発 面 で の体 制 の 確 立

13.1開 発体 制

デ ー タ ベ ースの 開 発 体 制 とは,デ ータ ベ ースの構 築 の計 画 書 が 受理 され た 後,デ ー タ ベ ー

スを 実 際 に構 築 す る際 に必 要 な 人材,機 器,投 資,期 間 の 全 て の 資源 と仕 組 み を総 称 す る も

の で あ る 。

13.1.1開 発 ス ケ ジ ュ ール

デ ー タ ベ ースの 開 発 に係 る様 々な業 務 を項 目別 に分 類 し,お の おの の項 目 にっ いて の 所

要 期 間 を設 定 し,更 に各 項 目の 実施 順 序 を決 め て,開 発 プ ロセ スの 全 工 程 の所 要 期 間 を算

出 し,ス ケ ジ ュ ール 表 を作 成 す る 。書 誌 デ ータ ベ ース の ス ケ ジ ュ ール 表 の 例 を(表13.1)

に示 す 。各 項 目の 所 要 時 間 は デ ー タベ ースの規 模 や種 類 に よ り異 な るが,作 業手 順 は,概

ね以 下 の よ うな もの とな る 。

月

作業項 目 123456

1
|

7891011121
1

デ ータ項 目の設 定

標 準 化 ツ ール の開 発

フ ァイル の設 計

入 出 力 の 設計

デ ー タ シ ー トの設 計

機器 の 選 定

入 力 マ ニ ュアル の 作 成

デー タ シ ー トの 記 入

入 力 作 業

一1

-一 一1
1

-

一

一

∈…'

l
l
l

ll
ll
ll

l

l

l

.1
,

∈

.

∈

運 用 マニ ュアル の作 成

利 用 マ ニ ュアル の 作成

一
∈ 1

1

表13.1書 誌 デ ー タ ベ ー ス の 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル 表
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13.1.2人 員 計 画

開 発 ス ケ ジ ュール表 に基 づ いて,各 作 業 項 目 に お い て必 要 と され る人材 の レベ ル と数 を

算 出す る 。前 出 の ス ケ ジ ュ ール を例 に と る と,例 え ば,以 下 の よ うな 人材 が算 定 され る 。

(1)デ ータ項 目の 設 定

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

ao)

対象分野の専 門家

情報専門家

標準化 ツ ールの開発

対象分野 の専 門家

情報専門家

フ ァイルの設計

情報専門家

入出力の設 計

対象分野 の専 門家

情報専門家

プ ログ ラマ ー

データ シー トの設計

対象分野の専門家

情報専門家

機器 の選定

情報専門家

入力 マニ ュアルの作成

情報専門家

データ シ ートの記 入

対象分野の専 門家

入力 作業

パ ンチャ ー

校正者

マニ ュアル類 の作成

テク ニ カル ・ライ タ ー

編 集者

ω プ ロ ジェク ト管 理

3人 ×

2人 ×

3人 ×

2人 ×

2人 ×

×

×

×

人

人

人

-

り
乙

2

1人 ×

2人 ×

2人 ×

2人 ×

10日

10日

30日

30日

15日

15日

15日

30日

15日

15日

30日

20日

5人 ×100日

2人 ×100日

2人 ×100日

2人 ×60日

1人 ×100日
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プ ロ.ジェ ク ト管 理 者1人 ×200日

以 上 の 算 定 され た 人材 を 開発 ス ケ ジ ュ ール に 合 せて 振 り分 け る と,開 発 の 各 段 階 にお い

て,ど の よ うな 人材 が 何 人必 要 で あ るか が 明 らか とな る。 この 人 員 計 画 に基 づ いて 必 要 な

人材 を確 保 す る 。

13.1.3使 用機 器

デ ー タ ベ ース開発 に必 要 な 機器 を,開 発 ス ケ ジ ュール に 合 せ て導 入 す る 。

デ ー タ ベ ースを磁 気 テ ープの形 で 構 築 し,デ ータの パ ンチ入 力業 務 を外 注 す れ ば,全 く

機 器 を 使 用 せず に,デ ータ ベ ースを 構 築 す る こ と も可 能 で あ る 。た だ し,こ の場 合 に も,

人 員 の 作 業 ス ペ ース,机,書 棚 等 の 設 備 は必 要 で あ る 。

デ ー タ ベ ースを構 築 す る ため に,コ ン ピ ュー タ等 の機 器 を新 た に導 入 す る場 合 に は,5.

1で 定 義 した情 報 シス テ ム の持 つ べ き機 能 を満 足 しう る機 器 構 成 を選 定 す る作業 が必 要 と

な る。 こ の場 合 に は,各 種 の必 要 条 件 を 明示 した 「要 求 仕 様 書 」を 作 成 し,こ れ を コ ン ピ

ュー タ ・メ ーカ ーに提 示 す る 。 メ ーカ ー側 は この 要求 仕 様 書 を 満 たす こ との で き るハ ー ド

ウ ェア,ソ フ トウ ェア,DBMS等 の構 成 を提 案 す る。複 数 の メーカ ーか ら提案 書 と見積

書 を入 手 し,最 も要 求 を満 た しう る構 成 の もの を選定 す る 。

デ ー タベ ースの 構 築 に お いて は,デ ー タ量 が増 え るに 従 って,磁 気 デ ィス ク等 の 二次 記

憶 装 置 の規 模 が等 比 級 数 的 に莫 大 な もの とな るの で,デ ー タ量 の増 加 に 合 わ せ た装 置 の導

入 計 画 が 必 要 で あ る 。

い ず れ の場 合 に も機 器 に仕 事 を 合 わ せ るの で は な く,仕 事 に合 わ せ て機 器 を 揃 えて い く

よ うに心 掛 けな け れ ば な ら な い 。

13.1.4予 算 とその 積 算 方法

開 発 ス ケ ジ ュ ール と,人 員計 画,機 器 導 入 計 画 お よ び設 備 計 画 に基 づ い て,開 発 経 費 を

算 定 す る 。

デ ータ ベ ースの 開 発 に係 る費 用 は,人 件 費,機 器 の購 入(リ ー ス)料,使 用 ス ペ ースの

費 用,設 備 費 の ほか,パ ンチ業 務 等 の 外 注 費 で ある 。 この 中 で も,費 用 の大 部 分 を 占め る

の は 人件 費 であ る 。

(1)人 件 費

デ ータ ベ ー スの 開発 に お いて は,13.1.2の 人 員 計 画 に も示 した よ うに,様 々

な タ イプ の 専 門 技術 者 が 必 要 で あ り,多 数 の しか も単 価 の 高 い人 材 が要 求 さ れ
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る 。人 件 費 の算 定 は,一 般 に以 下 の よ うな 方 法 で 行 な う 。

A)各 個 人 の技 術 レベル や職位 に応 じた平 均 年 間 所 得(賞 与 ・手 当 を含 む)+会

社 が 負 担 す る社 会 保 険 料 を,年 間 実務 日数 で 割 り,1日 当 りの単 価(イ)を算 出

す る 。

B)各 担 当 者 の 一 日当 りの単 価(イ)を,各 作業 項 目 毎 の必 要 人数 お よ び必 要 日数 と

か け合 わ せ,各 作業 項 目の必 要 人件 費回 を算 出 す る 。

C)各 作業 項 目の必 要 人件 費 を集 計 し,開 発 に必 要 な全 体 の 人件 費 を算 出 す る。

② 機 器 導 入 費

デ ー タ ベ ース構 築 のた めに機 器 を導 入 す る場 合 は,一 般 に リース,ま た は レ

ンタ ル の方 式 を採 用 す る 。

リ ース と は長期 賃 貸 借 の こ とで,購 入 資 金 の調 達 が困 難 で あ った り,買 い入

れ る よ り も賃 借 す る方 が費 用面(節 税,設 備 陳腐 化 の 回避,財 務 比率 悪 化 の防

止)で 有 利 な際 に 使 用 され,実 際 の契 約 は リース 会社 と行 な う。 一般 に リース

の 月額 使 用料 金 は,次 の よ うに算 定 され る 。

3年 リ ース:買 取 り金 額 の約3.3%

5年 リ ース:買 取 り金 額 の約2.3%

レ ンタル は,本 来,ユ ーザ ーが メ ーカ ーか ら直接 賃 借 す る もの だ が,実 際 に

は,レ ン タル 専業 会社 か ら賃 借 す る場 合 が 多 い 。 レン タル は リース と異 な り,

頭 金 を 必 要 と しな い 。価 格 は相 手 先 や契 約 形 態 に よ って異 な るが,短 期 の場 合

は 一般 に リ ース よ り も高 額 で あ る 。

(3)外 注 費

パ ンチ入 力 業 務 は,専 門 のパ ンチ ャーに依 頼 した方 が安 価 で しか も正 確 な結

果 が 得 られ る 。社 内 にパ ン チ ャ ーが い ない場 合 は,専 門 の パ ンチ業 者 に外 注 す

る 。

パ ンチ業 務 は 一般 に 単価 制 で行 な わ れ ,概 ね以 下 の よ うな単 価 構 成 で あ る。

数 字1文 字0.5円 ～

ア ル フ ァベ ッ ト1文 字0.6円 ～

漢 字1文 字2円 ～

仮 名1文 字1円 ～

この 中 に は,文 字 校 正 の費 用 も含 ま れ て い る 。

デ ー タベ ース の1レ コ ー ド当 りの文 字 数 が 平均 して いる場 合 は,使 用 文 字 の
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組 合 せ か ら,1レ コ ー ド当 りの パ ン チ入 力 費 用 を算 定L,こ れ に デ ー タベ ー ス

中 に収録 され る全 レコ ー ド数 をか け 合 せ る と,全 体 の費 用 が積 算 で き る 。

パ ンチ業 務 の ほ か に も,以 下 の よ うな業 務 は外 注 す る場 合 が 多 い 。

・デ ー タ シ ー トの 印 刷

・利 用 マ ニ ュア ル の 印 刷

(4)一 般 管 理 費

開 発 費 に は,上 述 の 人件 費,機 器 の リー ス料,パ ン チ業 務 等 の外 注 費 の ほ か

に,ス ペ ース ・コス ト,通 信 費,交 通 費等 を含 む 一般 管 理 費 が 必要 で あ る 。 ま

た,開 発 プ ロ ジ ェク トの 運営 管理 を行 ない,業 務 を手順 に従 って進 行 させ るプ

ロジ ェク ト ・マネ ー ジ メ ン トの 人件 費 や,開 発 担 当 の 人材 の給 与 支 払 や事 務 処

理 を行 な う事 務 経 費 も,一 般 管 理 費 の 中 に含 まれ る 。

一般 管 理 費 の算 出 の 仕 方 は ,会 社 に よ って異 な る が,一 般 的 に,下 記 のA～

Cの 費 用 全 体 の10%,あ る いは,人 件fi(A)の30%位 が積 算 され る。

開 発 に 必要 な 経 費 の 内 訳(主 要項 目)

A)人 件 費

B)機 器 の リース料,設 備費

C)外 注 費

D)一 般 管 理 費

13.2運 用 体 制

デ ー タベ ース構 築 の 手 順 や ツ ール が 開発 され,定 常 業 務 と して デ ー タベ ース を構 築 ・運 用

で き る段 階 に入 る と,開 発 体 制 にお い て 必 要 とされ た もの と は異 な る人材,機 器 等 の組 合 せ

が必 要 とな る。

運 用 段 階 で必 要 な人 材 は,各 種 マ ニ ュアル に記 述 され て い る内容 を忠 実 に 実施 し,定 常 的

に デ ー タベ ース を提 供 して い く業 務 の 担 当 者で あ る 。

運用 体 制 にお い て必 要 な 人材 は,デ ー タベ ース の提 供形 態 に よ って 全 く異 な る 。文献 デ ー

タベ ース を磁 気 テ ープ 等 で 構築 し,外 部 の デ ィス トリ ビ ュ ータ に こ れ を 提 供 して い く場 合

に は,以 下 の よ うな人 材 構 成 とな る 。

・業 務 管 理 者

・索 引作 成 者

・抄録 作成 者
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・編集 ・校 正 担 当者

・パ ンチ ャ ー(外 注)

デ ータ ベ ース作 成 機 関 で ホ ス トコ ン ピ ュータ を導 入 して ,利 用 者 に対 す る サ ー ビス も行 な

う場 合 には.こ の ほ か に,以 下 の よ うな 人材 が必 要 で あ る。

'コ ン ピュ ー タ ・オ ペ レー タ

●デ ー タベ ース管 理 者

・プ ロ グ ラマ ー

運 用 体制 を維 持 す る た めの 経 費 に つ いて も,開 発 体制 の場 合 と同 様 な方 式 で所 要 経 費 を算

定 し,月 次,お よ び年 次 予 算 計 画 を作 成 す る 。予 算 費 目 は,以 下 の よ うな項 目か ら構 成 され

る 。

(1}人 件 費

② 機 器 導 入費

③ 外 注費

(4)一 般 管 理 費

13.3サ ー ビス体 制

13.3.1サ ー ビス方 式

完 成 した デ ー タベ ース を商 品 と して外 部 の利 用 者 に 提供 して い くた め には,充 分 な サ ー

ビス体制 を 整 え る こ とが 必 要 で あ る 。

提 供 サ ー ビス の方 式 は,既 に前 章 で も述 べ た とお り,以 下 の よ うな 三 つ の方 式 に分 類 で

き る 。

(1)デ ータベ ース ・プ ロデ ュ ーサ は デ 三夕 ベ ース を磁 気 テ ープ等 の形 で 作 成 し,こ

れ を デ ー タベ ー ス ・デ ィス トリビ ュー タに 貸 与 す る 。デ ータベ ース ・デ ィス ト

リビ ュー タは,プ ロデ ュ ーサ か ら入 手 した デ ー タ ベ ース を,自 前 の ホ ス トコ ン

ピ ュータ の 中 に導 入 し,DBMSの 検 索 ソ フ トウ ェ ア と と もに利 用 者 に提供 す

る 。'

② デ ー タベ ース ・プ ロデ ュ ー サ は,外 部 の 情 報 処 理 業 者 の 大 型 コ ン ピ ュー タの ハ

ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの 環境 の中 に
,デ ー タ ベ ース を構 築 し,情 報 処 理 業

者 の ネ ッ トワ ー クやDBMSを 通 じて,外 部 の 利 用者 に サ ー ビスを 提供 す る.

(3)デ ータ ベ ース ・プ ロ デ ュ ーサが 自前 で ホ ス トコ ン ピ ュー タを 導 入 し,DBMS

を構 築 して,直 接,利 用者 に サ ー ビス を提 供 す る 。
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一般 に ,'リ アル タ イ ムの 情 報 を必 要 とす る よ うな デ ータ ベ ースや,特 殊 な処 理 を必 要 と

す る もの につ いて は,② も し くは③ の方 式が 採 用 され るが,書 誌 デ ー タベ ース の よ うに標

準 化 され た デ ータ ベ ース の場 合 に は,(1)の 方 式 を採用 す る のが 一般 的 で あ る。 これ は,プ

ロデ ュ ーサ とデ ィス ト リ ビ ュー タの役 割 を明 確 に分離 す る こ とに よ り,プ ロ デ ュー サの 側

は デ ータ ベ ース の 開 発 に力 を注 ぎ,デ ィス ト リビ ュー タは 販 売 に専 念 で き るか らで あ る 。

この 場 合 に は,プ ロデ ューサ は デ ィス トリビ ュ ータの 内 容 情 報 にっ い て責 任 を有 し,デ ィ

ス トリ ビ ュ ータ を通 じて,料 金 を徴 収 す る。

13.3.2利 用 者 サ ポ ー ト

直 接,利 用 者 に 対 して有 料 で デ ータベ ース ・サ ー ビスを 提 供 す る場 合 に は,充 分 な 利 用

者 サ ポ ー ト体制 を整 え る必 要 が あ る 。利用 者 サ ポ ー トの た め に必 要 な サ ー ビスや業 務 は,

以 下 の よ う な もの で あ る 。

(1)利 用 マ ニ ュアル の 提供

初 めて の 人 が これ を 見 れ ば デ ー タベ ース を利 用 で き るよ うな,詳 細 で しか も

親 切 で 読 み や す い利 用 マ ニ ュアル を作 成 す る。

(テ クニ カ ル ・ラ イ タ ー,編 集 者 等 が 必 要)

〔2)講 習 会 の 開催

利 用 者 に デ ータ ベ ースの利 用法 を指 導 す るた め の,講 習 会 を 開催 す る 。

(講 習 会講 師 が必 要)

③ サ ー ビス 時 間 帯 の厳 守

デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の 提供 時間 帯 を 厳 守 し,そ の 間,シ ス テ ム ダ ウ ンや

回 線 故 障 等 に 対 応 で き るバ ック ア ップ体制 を整 え る 。

㈲ 質 疑 応 答 サ ー ビス

サ ー ビス 時 間帯 中 は,利 用 者 か らの問 い 合 わ せ に応 じ られ るよ うに す る 。

(窓 口業 務 の担 当者 が 必 要)

(5)変 更 情 報 の 伝達

デ ータ ベ ー スの 内容 や,シ ス テ ム の機能 に変 更 が生 じた と き は,あ らか じめ

これ を 利 用 者 に伝 達 して お く。

(ニ ュ ーズ レタ ー等 の発 行)

⑥ マ ーケ テ ィング活 動

利 用 者 開 発 の た め の,無 料 講 習 会 の開催,見 本 市 や フ ェァ ーへ の 出 品 ・参加
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等 の 活動 を 行 な う。

13.3.3分 析 手法 と分 析 トゥ ール の 提 供

数 値 デ ータ ベ ース や物 性 デ ータ ベ ース等 の フ ァク ト ・デ ータ ベ ー スで は,検 索 結 果 を 分

析 ・加 工 す るた め に,利 用 者 用 の ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェ アを 提 供 す る こ と も必 要

で あ る 。

一般 に統 計数 値 の デ ー タ ベ ース で は ,統 計 結 果 を分 析 ・加 工 す る た め に,様 々 な統 計解

析,モ デル 作成,シ ミ ュ レー シ ョ ンの た め の ソ フ トウ ェアが デ ー タ ベ ース と と もに パ ッケ

ージと して提供 され て い る 。利 用 者 は統 計 デ ータ ベ ースを検 索 して 必 要 な デ ータを と り出

した後,こ れ らのデ ー タを統 計解 析 等 のパ ッケ ー ジに よ って加 工 し,そ の結 果 を統 計指 標,

グ ラ フ,モ デル等 の形 で入 手 す る こ とが で き る 。

一方
,物 性 デ ー タベ ー スの場 合 に も,利 用 者 が 解析 しよ うと す る物 性 の 測 定 デ ータを デ

ー タベ ー ス中 の デ ータ と比較 す る こ と に よ り ,そ の 物 質 の 同 定 が で き る よ うな アプ リケ ー

シ ョン ・ソ フ トウ ェアを備 え て い る 。

13.3.4サ ー ビス に伴 う費 用

サ ー ビス体制 に伴 う費 用 も,準 備 段 階 の初 期 経 費 と運 用 段 階 の定 常 経 費 に分 け て考 え る

こ とが必 要 であ る 。ま た 定常 経費 は,利 用 者 数 の 増加 に比 例 して増 大 す るの で,利 用 者 開

発 計画 と並 行 して算 定 す る 。

サ ー ビス準 備段 階 の初 期 経 費 の 費 目 は,概 ね 以 下 の 項 目か ら構 成 され る 。

(1)人 件 費

サ ー ビス業 務 担 当者 の 人 件 費 で,こ れ に は,宣 伝 資 料 作 成 者 の 人 件 費,イ ン

ス ト ラクタ ーお よ び営 業 担 当 者 の教 育 訓練 期 間 の 人 件 費,サ ー ビス部 門 の 人員

に デ ータ ベ ース と シス テ ム に関 す る詳 細 を伝 達 す る ため の,開 発 担 当 者 の 人件

費,サ ー ビス部 門 の管 理 者 の 人 件 費 等 が含 まれ る.

② 広告 宣 伝 費

デ ータベ ー ス ・サー ビス に つ い ての 宣伝 資料 の 作 成 と配 布,お よ び広告 宣 伝

媒 体 を利 用 す るた め に か か る費 用 。 この 中 に は,紙 代,編 集 ・制 作 ・印 刷費,

デザ イン費,広 告 掲 載 費,展 示 会 出 品 費,通 信 費 等 が含 ま れ る 。

(3)機 器 導 入 費

デ ータ ベ ース の サ ー ビスを サ ポ ー トす るた め に必 要 な機 器 の 購 入 ・リース ・
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レ ンタル に 要 す る費 用 。この 中 には,講 習 会 や 展 示 会 で,デ ータベ ース検 索 の

実 演 ・試 用 を行 うため の端 末 装 置,営 業 担 当 者 に携 帯 させ る端 末装 置 等 が含 ま

れ る.

(4)一 般 管 理 費

デ ータ ベ ース の サ ー ビ ス を行 うた め に は,上 述 の 人 件 費,広 告 宣 伝 費,機

器 導 入費 の ほか に,サ ー ビス部 門 の ス ペ ー ス ・コス ト(机 ・椅 子 ・電 話 等 の設

備 を 含 む),通 信 費,交 通費 等 か らな る一般 管 理 費 も必 要 で あ る。

運 用 段 階 で の サ ー ビス体制 の維 持 にか かわ る定 常経 費 も,概 ね 以 上 と同様 の 費 目 か ら構

成 され るが,利 用 者 の増 加 に応 じて,講 習 会 の頻 度 の 増 加 や講 習 内 容 の 質 の向 上,営 業 活

動 の 活発 化,利 用 者 との 対 応 や ク レ ーム処理 の必 要 性 に伴 い,サ ー ビス 要員 の数 と種 類 を

増加 さ せ る こ とが 求 め ら れ る 。 ま た,デ ー タベ ース の内 容 の 更 新 や品 質 の向 上 に伴 い,

イ ンス トラク タ ーや営 業 担 当 者の定 期 的 な再 教 育 を行 い,サ ー ビス の品 質 を維 持 し,向 上

して い か な けれ ば な らな い 。 その た め,利 用 者数 の増 加 に 伴 って,サ ー ビス経 費 の 特 に 人

件 費 が増 大 す る 。 ま た,デ ータ ベ ースの 内 容が変 化 す る と,マ ニ ュア ル類 の更 新 の ほ か に,

ニ ューズ レター等 の定期 的 な 配 布 も必 要 に な るため,こ の た め の経 費 も考 慮 してお く必 要 が

あ る。

13.3.5価 格 の 設 定

デ ー タベ ース の価 格 の 設 定 に際 して は,慎 重 に これ を考 慮 す る こ とが 必 要 で あ る 。一般

的 に は,開 発 に要 す る 初期 コ ス トと,運 用 に係 る定常 経 費 を10年 か か って 回 収 で き れ ば

良 い とい う認 識 が あ る 。

デ ータ ベ ース は,出 版物 を 作成 した り,統 計処 理 を行 な った り,物 性 分 析 を行 な った り

す る過 程 を効 率 化 す る 目的 で コ ン ピュ ー タ導 入 を 計 った 結 果,そ の 副 産 物 と して 生 まれ て

き た ものが ほ とん どで あ る。

そ の ため,デ ータベ ー スの プ ロ デ ューサ の大 半 は,デ ー タベ ース の利 用 か らで は な く,

出版物 の発 行 や,統 計 処 理 結 果 の 提供 や,物 性 分析 な ど,本 来 の 業 務 か ら,主 た る収 入 を

得 てお り,機 械 化 に よ って,こ の本 来 の業務 が効 率 化 され,従 来 の 方 式 よ り早 く,少 な い

人員 で よ り良 い製 品 が 開 発 され れ ば,そ れ によ って開 発 の 初期 経 費 を回 収 す る こ と にな る。

こめ よ うな形 で デ ータ ベ ース を作 成 して い るプ ロデ ュ ー サの場 合 は,デ ー タベ ース の 販

売 に よ って 得 られ る収 益 は,副 次 的 な もの で あ るため,料 金 も低額 とな って い る 。

しか し,オ ン ラ イ ンに よ るデ ータ ベ ースの利 用 が普 及 す るに 従 って,デ ー タ ベ ー ス ・プ
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ロデ ュ ーサの本 来 の商 品 であ る べ き ,出 版 物 や統 計 図 表 等 の販 売 量 が減 少 す る傾 向 が み ら

れ,こ の 減 少分 を デ ータ ベ ースの 販 売 によ って回 収 しよ うとす る動 き が ,主 と して 文 献 デ

ー タベ ースの プ ロデ ューサ に 見 られ る。

この結 果,文 献 デ ータ ベ ー スの 利 用 料 金 が高 額 に な る傾 向 は み られ る もの の .そ れで も

料 金 は1時 間 当 た り6,000～20,000円 位 に な って い る。

一方 ,付 加 価 値 の 高 い デ ータ ベ ース を特 定 の 利 用 者 向 け に提供 して い る,専 業 プ ロデ ュ

ーサの場 合 は ,デ ー タ ベ ース の売 り上 げ に よ って,開 発 ・運 用 経 費 を回 収 しな けれ ば な ら

ず,そ の た め,デ ータ ベ ー スの使 用 料 も高 額 な もの にな って い る 。

デ ー タベ ースの販 売 料 金 を決 定 す る場 合 に は,上 述 の よ うな様 々な 要 因 を考 慮 した 上で

判 断 を下 す こと にな るが,プ ロ デ ューサ側 の市場 調 査 や,販 売 戦 略 等 に よ って も,そ の 価

格 は 異 な って くる 。

販 売戦 略 は,以 下 の 二 つ に分 け られ る 。

(1)多 数 の利 用 者 に低 価 格 の サ ー ビスを 提供 す る 。

② 少 数 の利 用者 に高 価格 の サ ー ビス を提 供 す る。

プ ロデ ュ ーサ が デ ィス トリ ビ ュー タ を通 じて,デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス を提供 す る場 合

に は,プ ロデ ュ ーサ とデ ィス トリ ビ ュ ータの 間 で 交 わ され る契 約 に よ って,収 益 が 決 定 す

る 。

プ ロデ ュ ーサが利 用 者 との間 で 直接,契 約 を結 ぶ場 合 は,以 下 の よ うな3通 りの 方 式 が

あ る 。

A)完 全 従量 制

利 用時 間(ま た は利 用量)に 応 じて,料 金 が徴 収 され,利 用 しな い 限 り無 料。

(DIALOG,SDC,等)

B)年 間 契約 制

年 間 利 用契 約 を 一定 金 額 で結 ぶ と,そ の間 い くら利 用 して も料 金 は変 らな い。

(ダ ウ ジ ョー ン ズ,QUICK,等)

C)最 低 料 金制

従量 制 で は あ るが,全 く利 用 しな い場 合 で も,一 定 の 月額 料 金 が 請 求 され る。

(NEEDS-IR,ニ ューズ ネ ッ ト等)

一般 に ,個 人 利 用 者 を 対 象 と して 薄 利 多売 をめ ざす な らば,Aま た はCの 方 式 を,大 口

の機 関利 用 者 の み を対 象 と す る場 合 に はBの 方 式 を採 用 す る 。
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14商 品化 の た め の チ ェ ック リス ト

デ ー タベ ー スの 構 築 が 「営業 」 を 目的 と して な され る場 合,あ る い は既 存 の 社 内 デ ー タベ ー ス

の外 販 を 始 め よ う とす る場 合,そ の デ ー タベ ー スの 「商 品 」 と して の可 能 性 の検 討,お よび販 売

戦 略 の 検 討 が 必 要 で あ る。 こ こで は,具 体 的 な検 討 の ため の チ ェ ッ ク ・リス トを 以 下 に示 す 。 な

お,こ の よ うな チ ェ ックに 至 る以 前 に,前 章 まで に述 べた各 種 の要 件 が 充 分 に 検 討 され,練 りあ

げ られ て い るべ き こ と は言 うまで もな い 。

ま た,こ の リス トの項 目 に は,若 干 の 配 慮 や 表 示 の修 正 で 済 む レベ ル の もの か ら,独 立 した調

査 ・研 究 を必 要 とす るよ うな もの まで 一 緒 に含 ま れ て い る。 後 者 の よ うな項 目 に つ い て は,そ の

「調 査 法 」 ま で 紹 介 す る こ とが で き れ ば理 想 的 で あ ろ うが,紙 数 の 制 約 もあ り,項 目(課 題)の

提 示 に と ど め る。

商 品 と して の デ ー タベ ー スを と りま く環 境 の イ メ ー ジ ・チ ャー トを図14.1に 示 す 。

図14.1イ メ ー ジ ・ チ ャ ー ト
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あ る デー タ ベ ー ス を 「商 品 」 と して世 に 送 り出 し,さ らに そ れ を事 業 と して成 立 させ て ゆ くた

め に は,図 に 示 す よ うな

1)商 品 自体 の持 つ可 能 性

2)市 場 環 境

3)流 通 シス テ ム構 築 方 策

とい う3つ の角 度 か らの検 討 が 必 要 で あ る。 以 下 に これ らの チ ェ ック ポ イ ン トに つ い て述 べ る
。

14.1商 品

商 品 自体 に っ いて検 討 す る場 合,商 品 化段 階 に お い て戦 略 的 に 操 作 す る こ と の可 能 な 「価 格 」

な ど と,そ の段 階 で は 最早 変 え る こ と の で き な い 商 品 の 「質 」 な ど とを 区 別 して考 え る こ とが

必 要 で あ る。 前 者 で求 め る情 報 は 「ど の よ うに」 と い う戦 略 で あ るの に 対 し,後 者 の 場 合 は

「評 価 」 に基 づ く可 能 性 に な る ので あ る。 商 品 の 「イ メ ー ジ」 の場 合 は ,こ の 両 者 の 複 合 した

もの とな る。

14.1.1商 品 の 質

(1)性 格 づ け

A)構 築 目的 は明 らか か

B)想 定 利 用 者 は明 らかか

C)ニ ーズ は 充 分 調 査 済 み か

② 品質 水 準

A)情 報 源 は確 実 か

B)対 象 情 報 の カ バ ー率 は

C)情 報 の新 しさ は

D)「 品質 検 査 」 の 方 法 と シス テ ムは

14.1.2商 品 イ メ ー ジ

(1)イ メ ー ジ

A)商 品 の イ メ ー ジは 明解 か

B)内 容,ニ ー ズ に整 合 した イ メ ー ジが 確 立 され て い る(で き る)か

C)"ま ぎ らわ し さ"は な いか

② 権 威 惟
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A)商 品 名 は 「ス テ イ タ ス」 を も って い るか

B)企 業 名 は 「ス テ イ タ ス 」を も って い るか

C)そ の他 の 何 らか の オ ー ソ リテ ィー を も って い るか

(例:当 該 分 野 に お け る著 名 人 の参 画 な ど)

14.1.3価 格

(1}価 格 設 定

A)価 格 は類 似 商 品 と競 合 で き る か

B)価 格 は想 定 利 用 者 の負 担 能 力 と整 合 して い るか

14.2市 場

例 え 商 品 自体 が どん な に優 秀 な もの で あ った と して も,市 場 の ニ ーズ に適 合 して い な け れ ば

事 業 と して は成 立 しな い。 した が って,事 業 化 に あ た って は,市 場 を ど こに どの よ うに設 定 す

る の か,対 象 とす る市 場 の 現状 を い か に正 確 に 把握 して い るか,と い った こ とが きわ め て重 要

に な る。

14.2.1市 場 の展 開

(1)空 間 的展 開

A)ど の エ リアを対 象 とす るか

(例:世 界 ・日本 ・関 東 ・東京)

B)サ ー ビス の展 開 能 力 は 充分 か

C)市 場 に関 す る情 報 の収 集 シ ス テ ム は

(2)時 間 的 展 開

A)当 該 情 報 の 「ニ ーズ ・重 要 度 」 は 高 ま って い るか

B)当 該 情 報 の 「量 」 は増 加 傾 向 に あ るか

℃)将 来 動 向 につ い て の分 析 ・予 測 はで きて い るか

14.2.2顧 客

(1)顧 客 の 確 保

A)既 に確 保 して い る顧 客 はあ るか

B)既 顧 客 は,新 た な デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの顧 客 とな り う る か
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C)通 常 の 広 告 ・宣 伝 ・販 売 工 作 以 外 に,顧 客 を確 保 す る手 段 ・シス テ ム は あ るか

(2)セ グメ ンテ ー シ ョン

A)顧 客 の種 類 を どの よ うに しぼ って い るか

B)顧 客 の 階層 を どの よ う に しぼ って い るか

14.2.3競 合

(1)競 合 商 品

A)競 合 商 品 は あ るか

B)相 手 先 の シ ェア と市 場 余 力 は

C)相 手 先商 品 の長 所 と短 所 は

② 競合 企業

A)
、相 手 先企 業 の動 向,類 似 商 品進 出 の可 能 性 は

③ 競 合 戦 略

A)商 品 の 「質 」 の 差 別化 の可 能 性 は

B)イ メ ー ジ ・権 威 性 に よ る差 別 化 の可 能 性 は

C)価 格,販 売 力 に よ る差 別化 の 可 能性 は

14.3流 通 シス テ ム

デ ー タベ ース の事 業 化 に あ た って は,流 通 シス テ ム の構 築 も極 め て重 要 な課 題 で あ る。 ポ イ

ン トと して は,オ ンライ ン ・リア ル タ イ ム サ ー ビス を実 施 す るか ど うか,外 部 デ ィス'ト リビ ュ

一 夕 を 利 用 す る か 自 社 で 直 販 す る か
,と い った こ とが ま ず挙 げ られ る。 これ らは早 い時 期 に

選 択 決定 して おか な けれ ば な らな い。 ま た,「 情 報 の 流 通 」 とい って も,実 際 に は 「サ ー ビス

の 販 売 」 と して の 性 格 が 極 めて 強 いの で あ り,そ の 意 味 で 顧 客 に対 す る き めの 細 か い サ ー ビス

が 重要 で あ る。

14.3.1販 売 網 の 形 成

(1)外 部 デ ィス トリ ビュ ー タ を利 用 す る場 合

A)予 定業 者 の組 織 は充 分 か

B)予 定 業者 の 知名 度 は充 分 か

C)予 定業 者 の専 門 分 野 は商 品 と適 合 して い るか

D)予 定 業 者 の サ ー ビス シス テ ム は商 品 と適 合 して い るか

(2)直 接 サ ー ビス
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A)ホ ス トコ ン ピュ ー タ は 自社 所 有 か

B)オ ン ライ ンサ ー ビス の た めの シス テ ム開 発 はど うす るか

C)外 部 コ ン ピ ュー タの 場 合 に は ど こ を 利 用 す るか(情 報 処 理 業 者,VAN業 者,NTT

な ど)

D)回 線 網 を どの よ うに設 け るか

E)サ ー ビス拠点 を どの よ うに設 け るか

F)課 金 お よ び集 金 の シス テ ムを どの よ うに組 織 す るか

(3)直 接 サ ー ビス(オ フ ラ イ ン)の 場 合

A)サ ー ビス拠 点 を ど の よ うに組 織 す るか(支 店,営 業 所,代 理 店 な ど)

B)販 売 単 位 を ど の よ うに設 定 す るか(デ ータ,レ コー ド,フ ァイ ル な ど)

C)契 約 お よ び課 金 の方 式 を ど の よ うに設 定 す るか

14.3.2顧 客 管 理 お よ び ア フタ ーケ ア

(1)顧 客 管 理

A)顧 客 の デ ー タを 収 集 す る方 法 は

B)顧 客 の デ ー タ を管 理 す る方 法 は

C)顧 客 の 要 望 ・意 見 を モ ニ タ ーす る シ ス テ ムはあ るか

D)顧 客 お よ び顧 客 ニ ーズ に関 す る情 報 の 分析 シス テ ム は あ るか

(2)ア フ ター ケ ア

A)マ ニ ュア ル等 の 更 新 シス テ ム はで きて い るか

B)顧 客 に対 す る講 習 ・研 修 サ ー ビスは 可 能 か

C)顧 客 との コ ミュニ ケ ー シ ョンの ため の メ デ ィア は あ るか(ニ ュ ーズ レタ ーな ど)

D)顧 客 を 組 織 化 す る しか け を ど うす るか(ユ ーザ ー会,研 究 会 な ど)
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デ ータベ ース構 築 例資料編





「デ ー タベ ース構 築 標 準 マ ニ ュアル 」 の作 成 に あ た り,既 に デ ー タベ ース の 開 発 ・サ ー ビス提

供 を行 な って い る9機 関 の 訪 問 調 査 を 実 施 した。

調 査 期 間 は 昭和61年1月10日 よ り1月30日 ま で と し,調 査方 法 は,ヒ ヤ リング方 式 を採

用 した。 質 問 内 容 は,本 文 の章 立 て に沿 って 以下 の よ うな質 問 を 設 定 した 。

(1)設 立 に あ た って の事 前 調 査 ・モ デ ル ケ ース

② デ ー タベ ー ス サ ー ビス とネ ッ トワ ー ク

③ 情 報 源 と情 報 収 集方 法

(4)デ ー タベ ー ス機 能 の概 要

⑤ デ ー タの構 造 化 と情 報 分 析

(6)DBMSの 選 定 ・開発

{7)フ ァ イル の 設 計

⑧ 入 出 力 の 設 計

(9)標 準 化 ツ ー ルの 開発 と利 用

脚 情 報 分 析

(11)各 種 マ ニ ュ ア ルの作 成

(12)運 用 ・開発 面 で の 体制 の確 立

(13)商 品化 の チ ェ ッ ク リス ト

な お,調 査 対 象機 関 に よ って多 少 の項 目 の調 整 を 行 な った 。

調 査 対 象9機 関 の う ち,一 次 情 報 デ ー タベ ースを 開 発 して い る もの は6機 関,二 次 情 報 デ ー タ

ベ ー スを 開発 して い る もの は3機 関 で あ る。

一 次 情 報 デ ー タベ ース に は ,(株)旭 リサ ー チ セ ンターの 物 性 デ ー タ ベ ー スを 初 め,(株)市

況 情 報 セ ンタ ー,(株)帝 国 デ ー タバ ンク,(株)日 本経 済 新 聞 社 の数 値 デ ー タ ベ ース,(株)

ゼ ン リンの 地 図 デ ー タ ベ ース,(財)住 宅 産業 研 修 財 団 の画 像 デ ータ ベ ー スが あ り,そ れ ぞ れ に,

ヒヤ リング調 査 を 行 な った。

二 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス で は,(株)図 書 館 流通 セ ンタ ーの書 誌 デ ー タ ベ ー ス を 初 め,(財)日

本 情 報 処 理 開 発 協 会 の ク リア リン グデ ー タベ ース,(財)日 本 造 船 振 興 財 団 の文 献 デ ー タベ ー ス

が あ る。

さ らに,海 外 デ ー タ ベ ース の一 例 と して,ア メ リカのNLM(NationalLibraryofMedicine)が

開 発 したMEDLINEを と りあ げ た。

資 料 編 の 配 列 は,機 関 名 の ア イ ウエ オ1順にな って い る。

ま た,各 機 関 が 開 発 した デ ー タベ ースの 内 容 を 表1に 示 す 。
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資料編 表1収 録 デ ー タベ ース構 築 事 例 一 覧

訪問先機関名 デ ー タ ベ ー ス 名 内 容

A.㈱ 旭 リサ ー チ セ ン タ ー ID-IR

。化 学物 質 の 物 性 情 報 を 人 手 す る際 に利 用 す る もの で,

デ ー タの項 目は,プ リズ ムNo,グ レイ テ ィ ングNα,構

成 元素,沸 点 等 か ら成 る。 一 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス。

B .㈱ 市 況 情 報 セ ン タ ー QUICK

。証 券 ,債 券,株 式 等 に関 す る情 報 を入 手 す る際 に利 用

す る もの で,デ ー タ項 目 は,株 式 ・債 券 価 格,各 種 指

標,取 引所 の個 別 銘 柄 等 か ら成 る 。一 次 情 報 デ ー タベ

ー ス
o

C.(助 住宅 産業研修財団 且IC

。建 築 部材 に関 す る情 報 を 入 手 す る 際 に 利 用 す る もの で ,

デ ー タ項 目は,商 品 名,会 社 名,用 途,品 番,基 本 材

質 等 か ら成 る。 一 次 情 報 デ ー タベ ー ス。

D.㈱ ゼ ン リ ン 地 図 デ ー タ ベ ー ス

。何 処 に,誰 が住 んで い る か,電 線 の 配 置 は ど うな って

い るか 等 の情 報 を入 手 す る際 に利 用 す る もので,デ ー

タ項 目 は,世 帯 主,住 所,番 地等 か ら成 る 。一 次 情 報

デ ー タベ ー ス。.

E.㈱ 帝 国 デ ー タバ ン ク COSMOS

。企 業 情 報 や 企業 財 務,さ らに 個 人 情 報 等 を入 手 す る際

に 利 用 す る もの で,デ ー タ項 目は,企 業 名,個 人名 等

か ら成 る。 一 次情 報 デ ー タベ ー ス。

F.㈱ 図書 館 流 通 セ ン ター TRCMARC

。新 刊 書 や既存 図書 等 の 目録 カ ー ドを 作 成 す る際 に利 用

す る もので,デ ー タ項 目は,書 名,著 者 名,出 版 著 名

等 か ら成 る。 二 次情 報 デ ー タ ベ ー ス 。

G.㈱ 日 本 経 済 新 聞 社 NEEDS-TS

。経 済 情 報 を 入手 し,分 析 ・加 工 す る際 に 利 用 す る もの

で,デ ー タ項 目 は,民 間 最終 消 費 支 出,政 府 最 終 消費

支 出等 か ら成 る。 一 次情 報 デ ー タ ベ ー ス 。

H川 財旧 本 情 報 処 理

開 発 協 会

デ ー タ ベ ー ス

ク リ ア リ ン グ

シ ス テ ム

。デ ー タベ ー ス サ ー ビスに 関 す る情 報 を 入手 す る際 に利

用 す る もので,デ ー タ項 目は,デ ー タベ ー ス名,分 野,

内容 等 か ら成 る。 二 次 情 報 デ ー タベ ー ス。

1.働)日 本 造 船 振 興 財 団 MATRAX

。船舶 ・海洋工学関係の技術文献に関する情報を入手す

る際に利用するもので,デ ータ項 目は,雑 誌論文名,

著者名,抄 録等から成る。二次情報データベース。

*

J.国 立 医 学 図 書 館 MEDLINE

。医 学 ・生命 科 学 に関 す る情 報 を 入 手 す る際 に利 用 す る

もの で,デ ータ項 目 は,書 誌 事 項,抄 録 等 か ら成 る。

MeSH(統 制 語彙)あ り。 二 次 情 報 デ ー タ ベ ー ス。

*文 献調査のみを実施 した。
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A.(株)旭 リ サ ー チ セ ン タ ー(ID-IR)

0.デ ー タ ベ ー スの 概 要

・ID-IRと は ,化 学 物 質 の 構 造 を 決 定 す る際 に 行 なわ れ る赤 外 線 分 析 で 得 られ た ス ペ ク ト

ル を も と に,パ タ ー ン ・マ ッチ ングを行 ない,そ の物 質 が 何 で,ど の よ うな構 造 を持 って

い るか を 明 らか にす る解 析 シス テ ムで あ る。

1.会 社概 要

・旭 リサ ー チ セ ンタ ー(AsahiResearchCenter ,略 称ARC)は,昭 和49年 に,旭 化 成 グ ル

ー プの 総 合 調 査 会 社 と して
,幅 広 い分 野 にわ た る研 究 テ ーマ に つ い て,ク ラ イ ア ン トへ 情

報 を 提 供 す る た め に,旭 化 成 工 業(株)の100%出 資 会 社 と して発 足 した 。

2.デ ー タ ベ ー ス構 築 に あ た っての 事 前 調 査 とモ デ ル ケ ー ス

・ID-IRの 前 に ,社 内 サ ー ビス を 目標 と した よ り小 さな デ ー タ ベ ースで あ るX線 分析 シス

テ ム(デ ー タ件 数2,600件)を 作 成 して い た。

3.デ ータ ベ ー スサ ー ビス と ネ ッ トワ ー ク

① シス テ ム サ ー ビス

・現 在 提 供 され て い るデ ー タベ ース は ,ID-IRの みで あ る。

・ID-IRの 他 に ,NMRス ペ ク トル解 析(ID-NMR),質 量 ス ペ ク トル 解 析,お よ び,

X線 ス ペ ク トル解 析 の サ ー ビス を計 画 中で あ る。

② ネ ッ トワ ー ク

・オ ン ライ ン ・サ ー ビスは ,昭 和54年 下 期 か ら,電 通 国 際情 報 サ ー ビスのMARK－ 皿 を

通 じて行 な わ れ て い る。

・デ ー タ源 の契 約 上 の 制 約 か ら,サ ー ビス は 日本 国 内 に 限 られ て い る。

・端 末 に は ,公 衆 網 用 端 末 を使 用 。

・デ ー タベ ー スを 購 入 して 利用 す る際 は ミニ コ ン以 上 の機 種 が必 要 。

・旭 化 成 内で は ,い くつ か の研 究 所 に デ ー タ ベ ー スを置 き,ロ ー カル な オ ン ライ ンサ ー ビ

ス を行 な って い る。 富士 の研 究 所 の場 合,ACOSの 中型 機,本 社 の場 合 は,FACOMの

大 型 機 を利 用 して い る。 端末 は,各 メ イ ン フ レー ムの端 末 で あ るが,最 近 はパ ソ コ ン端

末 も増 え て きて い る。
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4.情 報 源 と情 報 収 集 方 法

・情 報 源 は既 存 の デ ー タベ ース(約150万 円 で 購 入)お よび ,印 刷 体 の チ ャー ト集 。

・ASTM(AmericanS㏄ietyforTestingandMaterials)の 赤 外 線 ス ペ ク トル デ ー タベ ー

ス(デ ー タ数,約145,000件)が あ るが,こ れ は数 社 の デ ー タベ ー ス の 複 合 体 で あ り,

同一 物 質 の 重複,基 本 的 な誤 りを もっ デ ー タ も存 在 して い る。 そ こで,最 も体 系 的 か つ

広 範 に収 集 され た 物質 を も とに した,信 頼 性 の 高 い サ トラ一社 の デ ー タ を主 と して,選

択,付 加 を行 ない,約43,000件 の デ ー タを 含 む デ ー タベ ース に した 。

・すべ て の デ ータの信 頼 性 が高 い 訳 で は なか った。 従 って,チ ェ ックを して 誤 りの あ る も

の に っ い て は修 正 を した 。 この チ ェ ック ・修 正 作 業 に は大 変手 間 が か か った。

・更新 の頻 度 は少 な い。新 しい物 質 が 出 て き て も,す ぐにMTに っ け加 え られ る訳 で は な

い か らで あ る。

5.デ ー タ ベ ース機 能 の 概 要(レ コ ー ド内 容,検 索機 能 等)

・シス テ ム フ ローは 以 下 の通 り。

START

IRス ペ クトル 測 定

ASTM

スペクトル

データ

Sadtler

ス ペ ク トル 集

端 末機 よ り

イ ンプ ッ ト

端 末機 よ り

アウ トプット

HITAC
-08250

1BM訂0/158

END

(出 典 長 田 洋 ほ か.赤 外 線 ス ペ ク トル の 自 動 解 析 シ ス テ ム,シ ス テ ム 工 学 会 誌,

VOL、3,Na1,P.67(1979))
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・レ コー ドの内 容 は ,プ リズ ムNα(古 い コー ド体 系 の物 質 番 号),グ レイ テ ィ ングNo(新

しい コー ド体 系 の物 質 番 号),常 温 で の 状 態,ス コ ア(ス ペ ク トル の ピー クの パ タ ー ン

マ ッチ ン グで パ タ ー ンが 完全 に一 致 した時 を100点 と した 時 の 一致 度 を 示 す 得 点),構

成 元 素,沸 点 あ る いは融 点,NMRNα,部 分 構 造(主 要 原 子 の 原子 数,基 本 的 な官 能 基)

で あ る。

・情 報 源 と した サ トラ一社 の デ ー タベ ー ス に は な く,新 た に 付 け加 え られ た の は,グ レイ

テ ィ ングNα,NMR.Naで あ る。

・出力 例 を 次 頁 に示 す 。

・ス ペ ク トル ・デ ー タの み な らず ,官 能 基 の存 在 の 有 無 や,原 子 数 か らの検 索 もで き る。

・出 力 で は ,各 物 質 は番 号 で示 され て お り,そ の番 号 を もと に コー ドブ ックを 用 い て物 質

名 を探 す こ と に な る。

・この デ ー タベ ー ス に ,特 殊 な 自家 デ ー タを 加 え,専 用 フ ァイ ル と して 保 管 す る こ とが で

き る。 これ に よ り,検 索 の精 度 を 高 め るだ けで な く,分 析 実 験 室 の 情 報 管 理 に もつ な が

る。

・検 索 時 間 は ,1件 当 り平 均cputimeが3.8秒(IBM370/158)。

6.デ ータ の 構 造化 と入 力情 報 の分 析

・赤 外 線 吸 収 ス ペ ク トル の デ ー タ は ,本 来 ア ナ ログ情 報 で あ るが,入 力 の 際,デ ィジ タ ル

化 して い る(コ ー ド化)。

・コー ド化 は ,ス ペ ク トル全 体 の特 徴 を 把 握 す るよ うに行 な わ れ る。

・コー ド化 に は ,専 門知 識 が 必 要 で あ る ため,当 初 は研 究 員 ク ラス が行 な って い た。

・入 力 フ ォー マ ッ ト,コ ー ド化 の ル ー ルが 決 ま って か らは,あ る程 度 の 専 門 教 育 を受 け て

い る ア ル バ イ トな どが入 力 した。 そ の場 合 は,研 究 員 が後 か らチ ェ ック した。

・デ ー タ ベ ー スの性 質 上 ,数 値 そ の もの の意 味 が きわ めて重 要 で あ り,デ ータ の チ ェ ッ ク

を十 分 行 な った 。構 成 元素 な どに つ い て も ク ロス チ ェ ックを 行 な った。

7.DBMSの 選 定 ・開 発

・専 用 のDBMSを 独 自に 開発 。

8.フ ァイ ル の 設 計

・ソ ー ス フ ァイル と検 索 フ ァイル を持 って い るが ,MARK－ 皿 を 通 じて 利 用 で き るの は検
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索 フ ァイ ル の み。

・検 索 ス ピー ドを上 げ る た め に ,検 索 フ ァイル は デ ータ の長 さを 圧縮 。 分 析 者 の名 前 等 は

除 い て あ る。

・社 内 デ ー タ ベ ース と して持 つ 時 の み ソー ス フ ァイ ルを 持 つ 。 ソ ース フ ァイ ル は ,実 験 室

の 管 理 な どに使 え れ ば よ い と考 え る。

9.入 出 力 の設 計

・入 力 の 設 計 を す る際 ,ど の よ うな フ ァ イル を持 つ の か,ど の よ うな 出力 に す るのか,と

い う こ と を あ らか じめ決 定 して お き,そ れ を チェ ックす る必 要 が あ る。

・少 な い デ ー タを用 い てパ イ ロ ッ トス タ デ ィーを行 な い ,修 正 を 加 え て い った。 都 合3回

の パ イ ロ ッ トス タデ ィー を行 な った が その 時 の デ ー タ数 は,1回 目100程 度,2回 目

300程 度,3回 目1000程 度 で あ る。

・入 力 は ,マ ー クカ ー ドを用 い て簡 易 化 して い る。端 末 か らの 入 力 も可 能 で あ る。

・入 力 用 マ ー クカ ー ドを以 下 に示 す 。

INFRAREDSPECTRUMCODEl197・ ・1

§0二 〇;〇三〇;0二〇;0二〇80;〔|三 〇;0=0二 〇二tl9〕 二〔};9;〔1二〔〕;〔|;〇二〇;〔〕90;〇 三〇;0二〇二〔〕;0二〇;0;0=0;〔19
マ ロ ロ ロ ぬ ロ ヘ ロ ロ バ マ の ロ の の ロ ト 　 け 　 リ ウ ロ バ マ ひ る マ パ ロ ひ へ 　 マ の ロ へ

ぱ0:0:0:0二 〇!O:O-〇 二fJ=O:O「O「0「0-1〕:0:e,=1〕 コ0=Dこ0こ0こ0-0ご0こ 口 『 『 江0ご 雛0ご0‡6-「1`Io

O
O
O

n

ワ
(リ

一
〇

'

●

ー

0

0

一
〇

ふ

■

ー

0

∩日
∪

一
〇

吟

・

ー

0

0

「
O

●

・

ー

∩
日
∪

0

一
〇

ぬ
●

ー

∩
U
9

一

〇

'
●

1

0

∩
パ」

一
〇

(
ひ

ー

0

0

一

〇

・
.

1

∩
日
>
〇

一

〇
・

■

ー

0

ド

∨

O
O
O
－
一

∩

川
∪

∩
川

)

一
φ

S

O

≡

ー

0

0

一
≠

⇔

O

－

ー

0

∩
日
)

=

〔

。

「

,

0

0

一
丙

●
O

－

ー

O

n

－
〇

・

O

－

ー

0

0

一
〇

(

O

－

1

0

0

一
〇

●
O

－

～

0

∩
U
U

－
・

・
O

'

ー

0

0

・

「

ひ

一

'

ー

口「
"

0一
〇

〇一
"

0「
"

0「
O

0一

↑

ー

0'

一

1

0一

'

1

0一

↑

ー

0一

ー

ー

0

0

一
"

●

一

≡

ー

∩
U
)
O

O
O
三

ー

§0;0☆0;0;0;ij;0;0;〇 三 〇三〇;8;0;ロ;〔1;0;0;卿 ξ 図;[;0;ijg

lOiO〒0〒0〒0〒0〒0〒0〒0〒0「「日:〔〕〒0〒i〕:〔}『OI〔|:0〒〔|〒〔〕「「0…0〒OiO……lsO

－6-s〕09i〕Bs⑪ 〔

弓

田

…」
∪
田

LlOI〕90fJ3fl、

0000[0恒 〕.

ooPJoDoL)ol'[

O0000O・00i'

DU:tPLIST ELEMENTS

・9司。o¶司i圓

・㌍o。o電 一〇

STATES :-AMESAMPLE

1

8

⑪

訪16…o ・0司0む ・0

・o・3取 」〕日

－f
.1-[HO・fiAJio

」〕山〕▲〕・ぼ 記

(出 典 長 田 洋.赤 外 線 ス ペ ク トル の 自 動 解 析 シ ス テ ム,シ ス テ ム 工 学 会 誌,

VOL.3,N(11,P.69(1979))

一111一



10.標 準 化 ツ ール の 開 発 と利 用

・入力 す る際 の標 準 化 と して ,ア ナ ログ情 報 で 示 され る赤 外 線 吸 収 スペ ク トルの ど こ を コ

ー ド化 す るか
,と い う問 題 が あ る。

・古 い分 析 法 を 行 な って い る場 合 ,新 しい も の とは 目盛 の ふ り方 が 異 な る ので,古 い もの

に も対 応 で き る よ うに して い る。

・入 力 用 マ ー ク カ ー ドを 開 発 し,利 用 して い る。

11.情 報 分 析

・利用 者 が デ ー タ を入 れ て,検 索 す る こと 自体 が情 報 分 析 で あ る。検 索 して得 られ た 結果

を利 用 者 が さ らに処 理,分 析 しや す い よ うに,項 目が 設 定 され て い るが,処 理,分 析 を

行 な うの は利 用 者 で あ り,シ ス テ ム側 が 特 別 の 手 段 を提 供 して い る訳 で はな い。

12.各 種 マ ニ ュアル の 作 成

・利 用 者 向 け に ,

1)解 析,検 索 の た め の入 力方 法

2)結 果 の見 方,利 用 の仕 方

3)解 析,検 索 のプ ロ セス の 説 明

の マ ニ ュ アル を作 成 して い る。

・デ ー タベ ー ス作 成 用 に ,

1)デ ー タWP追 加 す る ため の 入 力 方 法

2)デ ー タを チ ェ ックす る方 法

3)デ ー タベ ー ス に登 録 した あ との チ ェ ック

の マ ニ ュア ル が あ る。

・シス テ ム マ ニ ュ ア ル は .プ ログ ラム レベ ル の もの で あ る。

13.運 用 ・開 発 面 で の 体 制 の 確 立

・フ ァク ト ・デ ー タ ベ ー ス の場 合 ,サ ー ビス提供 者 が 内容 を よ く知 って い る こ とが必 要 で

あ る。

・しか し,主 題 専 門 家 だ け で デ ー タベ ー スを 作 れ る訳 で は な い。 シス テ ム専 門 家 との共 同

作業 が必 要 で あ る。 デ ー タベ ー ス シス テ ム の構 築 を す るの は シス テ ム専 門 家 で ある 。 ま

た,主 題 専 門 家 か らは,自 分 が 使 うた め に は ど うす るか,と い う意 見 はで て も,サ ー ビ
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スす る側 と して ど うす るか とい う意見 はで て こない だ ろ う し,サ ー ビスす る時 必 要 な技

術 を 持 って い な い だ ろ う。

・主題 専 門 家 と シ ス テ ム専 門 家 と の協 力 は ,い ろい ろな面 で 可 能 で あ る。 例 え ばID-IR

の 場 合,専 門 家 が デ ー タを チ ェ ックす る際 の ソフ トウ ェアを シス テ ム専 門 家 が 開 発 して

い る。

・シス テ ム専 門家 の 中 に ,主 題 及 び デ ー タベ ース,サ ー ビス に対 す る関 心 の 強 い 人が い な

けれ ば な らな い 。

14.商 品 化 の チ ェ ック リス ト

・商 品化 す るの は相 当む ず か しい と考 え な け れ ば な らな い。

・開 発 と同 程度 の 時 間 が 必 要 で あ る。(ID-IRの 場 合,企 画 段 階 も含 め約1年 か か って

い る)

・社 内用 に作 って い た シス テ ム に は ,特 殊 性 が伴 うので,商 品化 す る際 には 市 場 調 査 を 行

な い,利 用 者(こ の場 合,チ ャー ト集 を使 って い る製 薬 会 社 や 化学 会 社 な どの 研 究 者)

の意 見 を聞 き,シ ス テ ム に と り入 れ る 。

・価 格 を ど う設 定 す るかが 問 題 で あ る。

・デ ィス トリ ビ ュー タの評 価 と して は ,

1)ハ ー ドウ エ ア

2)オ ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ム

3)ツ ール

4)ネ ッ トワ ー ク

5)サ ー ビス ・運 用,PR体 制

な どを評 価 し,ど の デ ィス トリ ビュ ー タが よ いか を 選 ぶ 必 要 が あ る 。

・プ ロデ ュ ーサ 自身 が デ ィス ト リビ ュー タを兼 ね る場 合 も上 記 は重 要 な チ ェ ックポ イ ン ト

に な る。

15.ア ドバ イ ス,意 見

・デ ー タベ ース を作 るに は ,体 制 づ くりが 大 切 で あ る。

・デ ー タベ ー ス を作 るの も投 資 で あ り,費 用 対 効果 とい う こ とを考 え な け れ ば な らな い 。

・多 量 の デ ー タが 必 要 な の で ,長 期 的 プ ロ ジ ェク トを作 る必 要 が あ る。

・ソ フ トウ ェア を アセ ンブ ラで 書 いて お く と,後 か ら機 種 変 更 が あ った 時 に 困 る こ と もあ
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る 。

16.国 ・政 府 に 対 す る 要 望

・デ ー タ ベ ース の作 成 を効 率 的 な もの とす るた め に ,国 が 持 って い る デ ータ を公 開 し,情

報 収 集 の面 で の負 担 を軽 くして ほ しい 。

、・デ ー タベ ース に対 して も投 資 減 税 を認 め て ほ しい。

・デ ー タベ ー ス構 築 に対 して ,継 続 的,にサ ポ ー トして ほ しい 。

・デ ー タベ ースの 国 際 流 通 の た め の サ ポ ー トを して ほ しい
。1社 が1つ か2つ の デ ー タ ベ

ー ス しか持 って い な い現 状 で は ,販 売 体 制,メ イ ンテ ナ ンス,ニ ュー ズ レタ ーの 発 行,

バ ー ジ ョ ンア ップ ,な どを考 え る と国 際 的 な サ ー ビス は,難 しい。故 に 、JETRO等 を

通 じて 海外 に宣 伝 な どを して ほ しい。

・発 展 途 上 国 へ の援 助 の一 部 と して ,現 地 で シス テ ムを作 るた め ノ ウハ ウを提 供 す る'とい

った型 の援 助 を 考 え て ほ しい。

・デ ー タベ ー ス産 業 が ビ ジネ ス と して定 着 す る よ うに計 って ほ しい 。民 間 が や るの は 困 難

な こ とを公 的 機 関 が 国 の補 助 を うけ て や る の は よ いが,そ れ らは い ず れ民 間 に委 譲 して

ほ しい。 現 状 で は,ど こ まで を 官 が 負担 し,ど こを 民 が 負 担 す るのか と い う役 割 分 担 が

明確 で は な い。

収 集 資 料

1)長 田 洋 ほ か.赤 外 線 ス ペ ク ト ル の 自 動 解 析 シ ス テ ム,シ ス テ ム 工 学 会 誌,VOL .3,

No.1,P.63-73(1979)

2)H.Abeetal.ACarbon-13andProtonNMRSpecialDataRetrievalSystem

Spires,DataforScience&Technology,P.287～290(1980)

3)ID-IR赤 外 線 ス ペ ク ト ル 解 析(パ ン フ レ ッ ト)

4)株 式 会 社 旭 リ サ ー チ セ ン タ ー(パ ン フ レ ッ ト)
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B・(株)市 況 情 報 セ ンタ ー(QUICK)

0.デ ータ ベ ー スの 概 要

・QUICKの 愛 称 で経 済 情 報 を 中 心 に ,オ ンライ ンで のサ ー ビス を 目的 と して お り,リ アル

タ イ ム証 券 情 報 サ ー ビス 「QUICK・ ビデ オー1」 を は じめ,株 式 の ほ か金 融,為 替 を総

合 的 に サ ー ビス す る 「QUICK-10」 や,リ アル タイ ムで 自動 更 新 表 示 を す る証 券,金 融

情 報 の ボー ドサ ー ビ ス,債 券,金 融 の リアル タ イム情 報 サ ー ビス 「ビデ オーBM」 お よ び

店 頭 株 式情 報 シス テ ム等 をサ ー ビス してい る。

1.会 社 概 要

・市 況 情 報 セ ンタ ー(QttotationInformationCenterKK略 称QUICK)は ,昭 和46年

に,刻 々変 わ る経 済 市 況 情 報 を オ ン ライ ンで 提 供 す る こと を 目的 と して,日 本 経 済 新 聞社

を 中 心 に,日 立 製 作 所,証 券 ・銀 行35社 の共 同 出資 に よ り設 立 さ れ た。

・事 業 所 は東 京 本 社 を は じめ ,大 阪支 社,名 古 屋 支 社,東 京 コ ン ピ ュー タ セ ン タ ー,大 阪 コ

ン ピュ ー タ セ ンタ ー,海 外 で ロ ン ドン事 業 所 が あ る。

2.デ ー タ ベ ー ス構 築 に あ た って の 事 前 調 査 ・モ デ ル ケー ス

・設 立 にあ た って まず ,日 本 経 済 新 聞社 と野 村 証 券 との共 同 プ ロ ジ ェ ク ト構 想 が あ った が 広

く証 券,銀 行 か ら出 資 を仰 ぎ 中 立 的 な機 関 と して の 性格 を 持 た せ た 。

・米 国BunkerRamo ,同Standard&Poor'sCorp6ration,Quotronそ の他 先 進 米 国

の サ ー ビス シス テ ム の調 査 研 究 を 行 な った。

・東 京 証 券取 引所 の取 引 き機 械 化 の 研 究 を 進 め て い た 日立 製 作 所 の技 術 協 力 を得 た。
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3.デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と ネ ッ トワ ー ク

① シス テ ムサ ー ビス の 沿革

開 始 年 月 日 シ ス テ ム 名(内 容)

昭和49年4月 QUICKビ デ オー1(株 式)

10月 QUICKボ ー ドN(株 式)

50年3月 QUICKボ ー ドH(株 式)

51年3月 QNシ ス テ ム(新 聞 社 向 け情 報 シス テ ム)

52年4月 QUICKビ デ オ ーX300(外 国 為 替)

8月 QUICKボ ー ドM(株 式)

53年2月 QUICKホ ー ム プ リ ン タ ー(株 式)

4月 QUICKビ デ オ ーn(株 式)

54年6月 QUICKMT-1(株 式)

10月 NRS(ニ ュ ー ス 検 索)

55年7月 QUICKビ デ オ ーBM(債 券 ・金 融)

56年4月 QUICKボ ー ドM-H,N－ 皿(株 式)

57年3月 QUICKビ デ オ ーGOLD(金)

58年1月 QUICKボ ー ドX(外 国 為替)

59年4月 QUICK指 標 ボ ー ド(株 式,外 国 為替,債

QUICKCBボ ー ド(株 式,転 換 社 債)

7月 店頭株式情報 システム(株 式)
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②QUICKの 情 報 シ ス テ ム

・下 にQUICKの 情 報 シ ステ ム の概 略図 を示 すが,こ の 他 に,日 電 のMS140を3台,機

械 翻 訳 シス テ ム 開 発 用 にM240H,プ ロ グ ラ ム開 発 用 にM240D,オ ン ラ イ ンデ ー タ伝

送 用 にDATA100×3そ の 他 を 設 置 して い る。

lQ牒 一,

、

'

コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー

東蕊 取引所⊃

東 京 コンピュータセンター

大 阪 コンピュータセンター

ビデ ォ ー1

、

'

'名蹟

証券取引所 =)QUICKlO

、

'

⊃

⊃

⊃

QNシ ステム

MT-I

M240D×1

大阪
証券取引所

⊃ ビデオ ・BM

、

'

その他地方

証券取引所
⊃

ボ ー ドX

、

'

o

'

、

'

日本
証券業協会

⊃
⊃ ビテオーGOLD

、

'

ビデ オ ー1

シス テ ム

M280H×2

L340×1

〉 M280Hx2証 券 会 社 〈

MT-1

、

'

証券金融会社 ⊃
0

⊃

⊃

⊃QNシ ステム

、

⊃

⊃

⊃

銀 行 ビデオーBM

シス テム

Ml70×3
指 標 ボー ド

短 資会 社

⊃

⊃

⊃

0 ⊃CBボ ー ド'

商品取引所

QUICK-10

M680H×2

=)店 頭株式情報システム'

、

雌
貴金属会社

⊃

⊃

日本
経済新聞社

'

、

S&P社==〉

(出 典 市 況情 報 セ ンタ ーパ ン フ レ ッ ト)
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・ビデ オー1に お け る通 信 回線 等 ,設 備 工 事参 考仕 様 を次 に示 す 。

1)通 信 回 線

TCE(コ ン トロ ー ラ)に 接 続 す る回 線 数 はTCE1台 あ た り,通 信 回線(通 常 の電

話 回 線)が2対 必 要 で,こ の 回線 の 申 し込 み はQUICKが 電 電 会社 に対 して 行 な う。

QUICK「 ビデ オ ー1」 は,D－ 規 格(0.3～3.4KHz帯 域 使 用)特 定 通信 回線

を使 用 す る。

NDF IDF TCE

フ

電電会社回線
構 内 回 線:

.－
PVC度 内線 ■一一 →

1(4線 式1回 線)1

ビデオ端末

ビデオ端末

ユーザ」施行→

CUICKが 申 し込み ます。

2)TCEとVDの コ ン セ ン ト諸 元 一 一 ー ユ ー ザ ー 施 行 一 一 一

(1)TCEコ ン セ ン ト

・3極 引 掛 形 コ ン セ ン ト(単 相 用)

10A250V/15A125V(2重 規 格)

・第3種 ア ー ス が 必 要(大 地 電 流 は,TCE1台 あ た り 最 大3.5mA)

・250V20A用 は 使 用 で き な い

・使 用 例:

ナ シ ョ ナ ル(埋 込 型)WF2315B

ナ シ ョ ナ ル(露 出 型)WK2315

(2)VD用 コ ン セ ン ト

・通 常 の 家 庭 用 平 型 コ ン セ ン ト

・ 引 掛 型 は 必 要 な い

(3)電 源 系 統 図

TCE用 コンセント

第 三 種 接 地

AC100V50/60Hz
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3)TCE～VD間 ケー ブ ル(5C-2V)収 容 規格

(1}プ ロテクター(モ ール) {2}金属 管

◎ 薄鍋電線管 、,

プロテクター 収 容 本 数(本) 金属管の太さ(m) 収容本数(本) 金属管の太さ(㎜) 収容本数(本)

3号 | |9 1-2 16 1～2

4号 3 25
1,

2-3 22 2～3

5号 4 3[ 4～6 28 3～4

特5号 5 39 7-9 36 5-8

51 10-16 42 9～ll

,63 17～24 .54 12～|8

72 19～30

⑪ 厚鋼電線管

(出 典 リア ル タ イ ム証 券 情 報 シス テ ムQUICK新 ビデオ ー1)
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・現 端 末 機 の 機 能 は 以 下 の とお り。

`

`項.
.目 ∴ 『:ぷ:

.

.∵㌃・:寵三バ ㌻1:=lllぷ'端 ∫芦 〆 ・琴こ㌍ 辱 ㌻:鱒

,

・

,ビ

デ

:}、

A.

.

オ

.

表示部

ブ ラ ウ ン 管 9イ ンチ

画 面 構 成 半 角 モー ド520宇/画 面 全 角 モー ド260字/画 面

文 字 ド ッ} 半 角 モー ド7(ヨ コ)×13(タ テ)全 角 モー ド15(ヨ コ)×16(タ テ)

文 字 サ イ ズ(mm) 半 角 モー ド3.0(ヨ コ)X5.3(タ テ)全 角 モー ド6,5(ヨ コ)×6.5(タ テ)

表 示 色 モ ノ クロー ム

表 示 可 能文 字 漢 字(約6000}{6;JIS第1・ 第2水 準)、 ひ らが な 、カ ナ 、・英字 、数 字

その他表示属性 リバー ス プ リ ング

諸 元

L

高 さ× 奥 行 ×恨晶(mm) 270×380x240

互∬{逢(kg) 約10

電 圧(V) ACIOO

周 波 数 川z) 50/60

電 力(VA) 約50

発 糞些ilt(Kca|/h} 約43

コ ン セ ン ト 2極 平型 コンセ ン1

電}原 コ ー ド(川) 5

・

コ

ン

ト・
ロ

ー

ラ

ー

「

」
・

'

諸 ノ亡

i白;さ× 奥.行 ×中日(mm)
「-

580×400×220〔 た だ し、脚部 は320)

重 量(kg) 約40

電 圧(v) AC100
9

周 波.数(11z) 50/60

電 力(VA) 約250

発 熱 量(Ka|/h) 約215

コ ン セ ン ト 3{亟 弓1打卜Mコ ン セ ン'卜(3Pl5,A、 】25V)

'
電}原 コ ー ド(m} 5

、ケ

「

プ`ル

信.号 ケー ブ ル 〔コントローラー～ビデオ)
一

1同軸 ケー フ'ル(〃)
.

100m(現 行 ケー ブ ル をi古用)
.

回
.

転

台

涼1さ × 奥i了×山畠(mm) 37×240×230

i五 五ヒ(kg) 約3

回 転 角 度 270}皇じ(左 三イ∫135」三Σ←4エつ)

㌃Ei届iコ ー トド(rr1) 5

ハ

ー

ド

コ

ピ

ー

諸 元 モノクロ 感熱記録方式 約20秒/画 面

信'号 ケ ー ブ ル(ピ デす～ハードコピー一) 3

電 源 コ ー ド(m) 3

コ ン セ ン ト 2極 平型

(出 典:リ ァル タ ム証 券 情 報 シス テ ムQUICK新 ビデオ ー1パ ン フ レッ ト)
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4.情 報源 と情 報 収 集 方 法

・市 況に 重 点 を 置 き,リ ア ル タ イム で 処理,伝 達 す る こ と を前 提 とす る。

・市 況 情 報 の 内 容 と して は ,大 き く,1)組 織 市 場 －ex.証 券 取 引所 等 の情 報 と,2)非 組 織市

場 －ex.短 資 会社 の情 報 等 に分 け られ る。 そ の他,日 本 経 済 新 聞 社 等 の情 報 が あ る。

・情 報 源 は ,約100。

・情 報 収集 方法 は ,オ ン ライ ン リア ル タイ ム処 理 の もの が 中 心 で,CPUとCPUの 間 で と り

行 なわ れ る。 具 体 的 に は,東 京,大 阪 両 証 券 取 引所 を は じめ,東 京 銀行,住 友 銀 行 等 。 ま

た,日 本 経 済 新 聞 社 と もコ ン ピュ ー タが 直 結 して い る。

・海 外情 報 も含 め ,発 生 源 入力 主義 を と る。

・オ ンラ イ ンで の情 報収 集 を 建 て前 と して い る。 オ ン ラ イ ンで の入 力 が90%以 上 で あ る。

・フ ァク シ ミ リ,テ レ ッ クス で 受信 した情 報 は,コ ン ビュ ー タへ 改 め て,入 力 す る。

・海外 で の情 報 サ ー ビス都 市 は 以下 の とお り。

(ア メ リ カ)

(イ ギ リ ス)

(フ ラ ン ス)

(西 ド イ ツ)

(オ ラ ン ダ)

(ベ ル ギ ー)

(バ ー レ ー ン)

(ス イ ス)

(香 港)

(シ ン ガ ポ ー ル)

(オ ー ス ト ラ リ ア)

(ブ ル ネ イ)

ニ ュ ー ヨ ー ク,ボ ス ト ン ,シ カ ゴ,ロ サ ン ゼ ル ス,

サ ン フ ラ ン シ ス コ,ホ ノ ル ル

ロ ン ド ン,エ ジ ン バ ラ,グ ラ ス ゴ ー

パ リ

フ ラ ン ク フ ル ト

ア ム ス テ ル ダ ム

ブ リ ュ ッ セ ル

マ ナ マ

ベ ル ン,ジ ュ ネ ー ブ,チ ュ ー リ ッ ヒ,バ ー ゼ ル,ル ガ ノ

香 港

シ ン ガ ポ ー ル

シ ド ニ ー,メ ル ボ ル ン
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5.デ ータ ベ ース 機 能 の 概 要(レ コ ー ド内 容,検 索 機 能等)

・昭 和61年9月 に ,株 式 を 中 心 とす る ビデ オ ー1に 合 わ せ て 株 式,債 券,為 替,商 品 を総

合 した 情 報 サ ー ビス シス テ ムQUICK-10が 加 わ り,総 合 的 な サ ー ビス と して 実 働 す る。

・検 索 機 能 等 に っ い て は ,ハ ー ド,ソ フ ト,フ ァイ ル構 造,通 信 機 能 や 端 末機 の 機 能 にす べ

て依 存 して い る。 ユ ーザ ー の任 意 性(例 え ば,提 供 者 のデ ー タベ ー ス を利 用 者 が 編 集 し,

privatefileと して 保 存 す る こ と)も,考 慮 して い る。

・ビデ オ ー1の 端 末 機 の フ ァ ンク シ ョンキ ー等 は,以 下 の と お りで,極 力,操 作 が 簡 単 で ス

ピ ーデ ィに情 報 が 検 索 で き るよ う に してあ る。 ニ ュー ズ ・フ ラ ッ シ ュ,平 均 株 価 は 自動 更

新 す るの で 問 い 合 わ せ る必 要 は な い。

1情 報 表 示 イー

2.速 報

.キ'ヤ 」 ンT

P1530↑(14:44)

+201510(1431)'
'1510

,(900)-t1500〔1432)

1540(1003)1510(1439)

.・1500(1432)1'520 .(1444).1

2.82.(1112)

15'40:(1'445)

1500(1445)

舞

.
…亮

二77518

=

i

NS11540.26+20. .41(14:.49)

○ ○口
市況'

日足

証金

Mi

信用残

響

　

1晒
旦

○

■

J

決算

ニュース

K

、2;票,

財務

力

一
.

塾
遷

宥
巷
w

蕪
,
難

デー タキー ファンクションキー

10

名証 ・大証 キー

(出 典:リ ア ル タ ム 証 券 情 報 シ ス テ ムQUICK新 ビ デ オ ー1パ ン フ レ ッ ト)
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・ビデ オ ー1の 表 示 フ ィー ル ドは ,次 の3種 類 か ら成 る。

1)情報 表 示 フ ィー ル ド…… 株 式,債 券 価 格 の ほか,各 種 指 標,信 用 取 引,決 算,財 務,ニ

ュ ー ス本 文,海 外 デ ー タ等 を表 示 す る。

2)速報 フ ィー ル ド……取 引 所 の 個 別 銘 柄 の特 別 な動 き(売 買 停 止,中 断,板 書 せ等)や 最

新 ニ ュ ース 見 出 しを30秒 毎 に 自動 更 新 す る。

3)日経 平 均 フ ィール ド…… 日経 平 均 株 価225種 の最 新 デ ー タ を常 に 表 示 し,1分 毎 に計 算

し 自動 更 新 す る。

・サ ー ビス を提 供 す る際 の一 番 の 問 題 点 は ,回 線 の 容 量 で あ る。 端 末 は2400ビ ッ ト/秒 だ

が,基 幹 回 線 は 国 内 で は 高 速 デ ィ ジタル を使 用,海 外 は例 えば ロ ン ドン ー東 京 間 は

56,000ビ ッ ト/秒 と14,400ビ ッ ト/秒2回 線 の3回 線 を使用 して い る。

・ネ ッ トワ ーキ ン グは重 要 な ポ イ ン トと な る。

6.デ ー タ の 構造 化 と入 力 情 報 の 分 析

・リアル タ イム の 数値 情 報 は ,デ ー タの更 新,加 工,検 索 を ス ピー デ ィ ー にす る こ とが最 重

要 で あ り,シ ステ ム設 計 思 想 の 基 本 と な る。

・デー タの手 入 力 は ,QUICK本 社 の情 報管 理 部 と銀 行 ・証 券 会社 そ の 他 で 行 な う。 各 証 券

取 引所 の数 値 デ ー タを 中 心 に利 用 者 へ は加 工 しな い で 提供 す る こ とを 基 本 とす るが,指 標

デ ータ と して 加 工 す る もの もあ る。

・リアル タ イ ム システ ム と は い え分 析 的 な デ ー タ も要 求 され るが ,市 況 情 報 セ ンタ ー と して

は,分 析 ・予 測 等 に つ い て は それ ほ ど重 厚 な もの をや る必 要 性 は 乏 しい と思 って い る。

それ よ り も,情 報 の 信 頼 性 を ど こ に 置 くか が 大切 で あ る。

・利用 者 か らの 要 求 で一 般 に も使 用 で き るグ ラ フはQUICKで 作 成 す るが ,9月 か らの 総 合

サー ビス では,ユ ー ザ ーが 独 自で グ ラ フ処 理 等 の 加工 を で き るよ う にす る。

・次 に ,ビ デオ ー1の 情 報 の流 れ を 示 す。
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提供画面敦は.現ビデオー1に比べて6割増の約32.000画 面.証 券取

引所情報の充実はもちろんのこと.QUICKが 独自に収集.編 集、加

工した豊富な情報をお届けしま℃

は証券取引所情報

はOUICKが 独 自{こ収集 、編 集、加工した情報

一

－
N
O
－

式
外国為替

判

式

国為曽
刈
紬

ンター パ ンクレー ト

0審 レー ト

↓
形
売

預播抱

外国為替

五月

面高讐
一〇金利



7.DBMSの 選 定 ・開 発

・ 自 社 開 発
。

新 シ ス テ ム 開 発 中 。

8.フ ァイ ル の 設計

・自社 開 発 。

新 シス テ ム 開 発 中。

9.入 出力 の 設計

・自社 開 発。

新 シス テ ム 開発 中 。

10.標 準 化 ツ ール の 開 発 と利 用

・自社 開 発。

新 シス テ ム開 発 中。

11.情 報 分 析

・ア ウ トプ ッ トの表 示 の仕 方 に グ ラ フ化 な どの工 夫 を して い る が ,こ れ ま で は計 算 機 内で グ

ラフの形 で フ ァイル を作 っ て い た。 出力 結 果 を利 用者 が 処 理 ・分 析 す るよ うな仕 組 は,

QUICK-10で 行 な う。

12.各 種 マ ニ ュア ル の 作 成

・マ シ ンセ ンター の運 用 はNBSに 外 注 して い るの で ,Operationマ ニ ュ ア ル は外 注 用 に作

成 して い る。

・ユ ー ザ ーマ ニ ュ アル は ,情 報 管 理 部 運 用 課 で 作 成 して い るが,今 後 は画 面 に表 示 す るよ う

に した い。 マ ニ ュ アル の 中 で 最 も大 事 な も の と思 う。

・「QUICKビ デオ ー ボ ン ドマ ネ ー(BM)プ ラ イベ ー トペ ー ジ入 力 操 作 マ ニ ュ ア ル 」と

「QUICKビ デ オ ーEP操 作 マ ニ ュア ル 」を次 に列 挙 す る。

一126一



1)QUICKビ デ オ ー ボ ン ドマ ネ ー(BM)プ ラ イ ベ ー トペ ー ジ 入 力 操 作 マ ニ ュ ア ル

ド一

作

ボ

操

↑

肋

ゴ

↓

ヨ

↓

nO

つ
U

つδ

3

i⊥

9
匂

∩◎

4

[
O

ρ0

プ ラ イ ベ ー トペ ー ジ の 概 要

入力操 作の概要

入力操 作 にあ たって

入力 画面 の説 明

入力操作 の手順

操 作 メ ッ セ ー ジ

シス テ ムメ ッセ ー ジ

使 用上 の 注 意 事 項

・障 害 時 の操 作 手 順 を連 絡 先(コ ー ル ・セ ンタ ー)

1

2

7

7

7

2

5

0

1

3

4

1

1

り
白

り
白

2

ウ
ム

2)QUICKビ デ オ ーEP操 作 マ ニ ュ ア ル

1

2

3

4

5

概 要

機器外観

キ ーの種類 と機能

画 面 構 成

操 作 方 法

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

6

7

8

9

.01

11

操作一 覧

電源の投入 ・初期設定及び電源の切 断操作

項 目 コー ド予約 操 作

項目名登録操作

項目名修正操作

項 目 デ ー タ(当 日値 ・前 日値)入 力 操作

日本語(漢 字)入 力の操作手順

表 示 メ ッセ ー ジ と その対 処

関連部署へ の連絡

サ ー ビス時 間 と開 始 前 ・終 了後 の状 態

機器 の仕様

QUICKか らの お願 い

1

2

3

9

0

0

0

3

4

5

6

8

0

2

3

4

6

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3
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13.運 用 ・開発 で の 体 制 の 確立

・シス テ ム運 用 面 で は,1)開 発 用,'2)Backup,バ ッチ処 理用,3)Operation用 の コ ン ピュ

ータ資 源 の配 分 や 組 み合 わせ のっ め 方 が 最 大 の 問 題 とな る
。

・ソ フ ト要 員が100人 ほ どい るが ,開 発 に 応 じ時 間 的 に も,労 力 的 に も波 が あ る。 これ は計

算機 運 用 の管 理 面 で の最 大 の 問題 とな って い る。

・大型 コ ン ピュ ー タを設 置す れ ば
,場 所 の 問 題 と人 員 の問 題 が 生 じ,か っ,新 しい技 術 や手

法 に対 し見 通 しの き く人 間 の必 要 性 が 出 て くる。

・全体 の整 合 性 ,バ ラ ンス を と るの は 非 常 に 難 しい。

・人材 教 育 を要 す る。

14.サ ー ビ ス料 金 体系(ビ デ オ ー1の 場 合,オ プ シ ョンサ ー ビス は別 途 料金)

・情 報 提 供 料10万 円/月 。

・情 報 提 供 料 の な か に は情 報 料 ,機 器 の 利 用 料,特 定 通信 の 回線 料,保 守 料,機 器 の 取 付 工

事 費 な どが 含 ま れ て い る。

15.商 品 化 の チ ェ ッ ク リ ス ト

・商 品 テ ス トを 行 な い
,テ ス ト ユ ー ザ ー を 使 う 。

16.ア ドバ イ ス,意 見

・供給 が 需要 を創 出す る と考 え る こ と。

・ユ ー ザ ー は気 ま ぐれ で あ る こと を 念 頭 に置 く こと。

・開 発 と 商 品化 に は多 大 な 時間 と 労 力 を要 す る。

・商 品 と して売 り出す 情 報 シス テ ム と ,内 部 的 に使 うシス テ ム で は 考 え 方 が 全 く違 い,か か

る手 間 も全 く異 な る。

・利 用 者 の 環境 条 件 が す べ て異 な り ,シ ス テ ム稼 動 の際,考 え られ な いよ う な事 が 起 こ り う

る。

・株価 フ ァイ ル等 ,単 純 な もの ほ ど難 しい。

・競 争者 の い な い産 業 は ,発 展 の 可 能 性 が 乏 しい。 商 品の 品 質 の維 持 ・向 上 の ため に は,競

争 が必 要 で あ る。

・人 間 は 与 え られ る情 報 に流 され や す い 。 ユ ーザ ーが 自分 で 情 報 を選 択 す る こ とが必 要 で そ

の時 代 が来 るの は早 い。
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・プ ロデ ュ ーサ ーが情 報 提 供 メデ ィ ア を確 保 す るため に は,情 報 と媒 体 の方 向性 を 見失 な わ

な い よ う にす る こ とが 必 要 で あ る。

収 集 資 料

1)第14期 事業 報告 書(自 昭 和59年8月1日 ～ 至昭 和60年7月31日)

2)会 社 経 歴 書

3)リ ア ル タ イ ム証 券 情 報 シス テ ムQUICK新 ビデオ ー1パ ン フ レッ ト

4)リ ア ル タイ ム指 標 一 覧表 示 シス テ ム.QUICK指 標 ボ ー ド パ ンフ レ ッ ト

5)QUICK

6)QUICKビ デ オ ー ボ ン ドマ ネ ー(BM)プ ライ ベ ー トペ ー ジ入 力 操 作 マ ニ ュ アル

7)QUICKビ デオ ーEP操 作 マニ ュ ア ル
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C.(株)住 宅 産 業 研修 財 団(HIC)

0.デ ータ ベ ー ス の概 要

・HIC(ハ ウ ジ ン グ ・イ ンフ ォ ーメ イ シ ョン ・セ ンタ ー)は ,増 え 続 け る建 築 部 材 関 連 の大

量 の情 報 を,デ ータ ベ ース化 し,オ ン ライ ンで 全 国 に提 供 す る世 界 で も初 め て の情 報 シス

テ ムで あ る。

文 字情 報 に つ い て は,ホ ス トコ ン ピュ ー タか ら各 利 用 者 の端 末 へ 電 話 回線 で 直 接 送 られ,

画 像情 報 は,パ ソ コ ンと レー ザ ー デ ィス クを組 み 合 わせ たHIC端 末 装 置 で,文 字 情 報 と リ

ンク させ て見 る こ とが で き る。 昭 和60年11月 か らサ ー ビス を 開始 して い る。

1.会 社概 要

・(財)住 宅 産 業 研 修 財 団 は ,新 日本 製 鉄,ト ー ヨー サ ッ シ,殖 産 住 宅 相互,三 井 不 動 産,

竹 中工 務 店,清 水 建 設,松 下 電 工,ミ サ ワ ホ ー ム,森 ビル 開発 な どが理 事 会 社 で あ り,基

金3,000万 円 に よ って,建 設 省 住 宅 局 の許 可 法 人 と して 昭和52年12月24日 設 立 され

た 。情 報 サ ー ビス セ ンタ ーで あ る 「HIC東 京 」を赤 坂 に 設 置 してい る。

2.デ ータ ベ ー ス構 築 に あ た って の事 前 調査 ・モデ ル ケ ー ス

・モ デル ケ ース と い った もの で は な く,世 界 で も初 め て の もの 。

・ビデオ デ ィス クの 方 式,オ ンラ イ ンプ ロ トコル,デ ー タ ベ ー ス,パ ソ コ ンOSの 選定 に当

って は米 国 で 調 査 し決 定 した。

・全 国 オ ン ライ ン ネ ッ トワ ー ク と分 散 型 オ ン ラ イ ンの 比 較 検 討 。

・カ ラ ー画像 電 送手 段(デ ュ ー ダ ー)の 検討 。

・映像 撮 影方 法 の 検 討 。

・分 類体 系 の確 立 に多 大 の 時 間 を要 した。

・他 に ソ フ トウ ェ ア(D/B内 容)は 建 築 部材 の 利 用 者 の立 場 か ら望 ま しい姿 を 設 定 した。

・操 作方 法 の 容 易 さ は特 に留 意 した。
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3.デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と ネ ッ ト ワ ー ク

① デ ータ ベ ー ス化 の 目的 とそ の効 果

現 状 の 問 題

(メ ー カ ー 側)

コ

カタログ作成
の

費用増大

新商品の増大
と

カタログの単発化

商品情報伝達
の

遅延 ・不徹底

(ユ ー ザ ー 側)

カタログ整理
の

スペース増大

カ タログ整理
の

困難 さ増大

商品選定の満足度向上
の

困難さ増大

①商品の紹介および情報が

より◎多 くの又新 しいユ ーザーに

◎迅速に

◎正確に

◎安い費用で

伝達す ることがで きる。

効

② ニューメディアを駆使 して商品紹介す る

ため従来のカ タログと較べて

より◎ ダイナ ミックに

◎鮮明 に

◎施工事列 による紹介が容易であ り

商品 イメージの 向上,販 売向上が期待で

きる。

③新商品を発売 したときで も,デ ータベー
スへの追加が容 易であるため,年 数回の

総合 カタログを発行 した効果が生 まれる。

果

①商品選定が容易 となるため,顧 客の満足

度を よ り向上 させ ることがで きる。

② カタログの整理の手間が皆無 とな り,又

保管ス ペース も40分 の1位 に節約 できる。

③ 従来 に較べて はるか に多 くの商品 か らの

選定が できるため,顧 客か らの信頼度 が

向上 す る。
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② ネ ッ トワ ー ク

・ホ ス トコ ン ピュ ー タ には プ ラ イ ム社 の ス ーパ ー ミニ コ ンを 用 い て い る。

・ホ ス トコ ン ピュ ー タは ,現 在 東 京 に しか な い が,昭 和61年5月 に大 阪 に も設 置 す る予 定

で あ る。将 来 的 に は 一県 一 セ ン タ ー と し,分 散 型 の シス テ ムを構 築 す ることを考えて いる。

・文 字 情 報 は ,電 話 回線 に よ って送 られ る(1200BPS全 二 重)。

・画 像 情 報 は ,レ ーザ ーデ ィス ク に 入 れ て各 利 用 者 の も とに配 送 され る。

・地 方 用 と して ,文 字 情報 を ハ ー ドデ ィス ク に収 録 し,ホ ス トコ ンピュータ とオ ンライン し

な い で情 報 を 検 索,使 用 で き る シス テ ムを 今 夏 を め どに 開 発 中 。

・さ らに,CDROMが 正 式 に 実 用 化 され た 場 合 へ の 対 応 も検 討 中 。

・情 報 の 流れ を次 の 図 で示 す 。

HICシ ス テ ム

HIC
旦　
商品情報

画像情報

ホス トコ ンピュ ー タ ー

」ユ
レーザーデ ィスク(54000画/枚)

〕 〉緬
. 」

電話回線(文 字情報)配 送(画 像情報)一-
地 方 自 治 体 ユ ー ザ ー

公 社 ・ 公 団 ビデ オ デ ィス ク

設 計 事 務 所

総 合 建 設 業

'治 ン

.・ ・ 函'
4

ハ ウ ス メ ー カ ー
・
..識 一 囎,,、 ・.'

て三戸

工 務 店

イ ン テ リ ア シ ョ ッ プ
笏

住 宅 展 示 場

建 材 販 売 店

等
≡
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・端 末 装 置(標 準 タ イ プ)を 構 成 す る の は,パ ソ コ ン 本 体,(レ ー ザ ー デ ィ ス ク)プ レ ー

ヤ ー,ビ デ オ モ ニ タ ー,文 字 プ リ ン タ ー,ス ー パ ー イ ン ポ ー ザ ー,オ ン ラ イ ン 用 機 器(モ

デ ム)で あ る 。

・現 在 画 像 の ハ ー ド コ ピ ー を と る た め の カ ラ ー プ リ ン タ ー は7月 に オ プ シ ョ ン と し て 発 表 す

る 。

4.情 報 源 と情 報 収 集 方 法

・情 報 源 は ,住 宅,ビ ル建 築,土 木 関連 商 品を 製 造,販 売 して い る企 業(昭 和60年11月

現在448社)。

・各 企業 は ,情 報 掲 載 費 と制 作 費 をHICに 対 して支払 う。費 用 は,冊 子 体 の総 合 カ タ ログ に

掲 載 す る際 の費 用 に比 べ 安 く,小 企業 で も情 報 を掲 載 で き る。 費 用 は以 下 の通 り。

画 像 情 報 文 字 情 報

(例1品 目2画 像 の場 合) (表) (製)

● 鑛
商 品 デ ー タ(必 須)

茄 】シ ー ト

商 品 説 明(オ ブン・ン)
〃Z2-1

-一 ・ 一 ー 一 一 一 一 一 一

〃62-2

情報掲 載科
(月 額)

100円/画100円/画 0円 0円

情報制作費

(初 回のみ)
1,500円/画1,500円/画

(茄1)

400円/シ ー ト

(茄2-1)

400円/シ ー ト

(〃62-2)

400円/シ ー ト|

・各 企 業 は ,文 字 情 報 に つ い て は,「HIC情 報 提供 シ ー ト 」に記 入 し,ま た 画像 は,35mm

ス ライ ドに して 提供 す る。

5.デ ー タベ ー ス機 能 の 概 要(レ コ ー ド内 容,検 索 機能 等)

・提供 され る文 字 情 報 の 内容

商 品名 称,会 社 名,名 称 ・用 途,品 番,問 合 せ 先,住 所,電 話 番 号,形 状 ・寸 法,基 本

材質,認 定 マ ーク,価 格,単 位,フ レームNα,商 品 紹 介,(漢 字600文 字 以 内)。

・画像 情 報 は,部 品,部 材 の単 位 写 真,施 工 例,性 能 値,特 徴 な ど を 図表 に した静 止 画 像 で

あ る。1件 の文 字 情 報 に 対 し,画 像 は 何 枚 で もよい 。

・画 像 情 報 を 収 め る レーザ ー デ ィス ク1枚 につ き54,000件 の 画像 を 入 れ る こ とが で き る。
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・検 索方 法 は オ ン ライ ン方 式 と して4種 類 用 意 され て い る。

1)小 区 分 番号 検 索 とは,分 類 表 の 番 号6桁 を指 定 す る方 法 。

2)フ レー ム番号 検 索 とは,あ らか じめ レーザ ー デ ィス クの画 像 を ス タ ンダ ア ロ ン方 式 で み

て お きそ の画 像 の フ レーム番 号(画 面 左 上 の5桁 の 番 号)を メ モ して お き,オ ンラ イ ン

に して フ レー ム番 号 を キ ーイ ンす るこ とに よ り,画 像 文 字 情 報 を 得 る方 法 。

3)会 社 記 号 検 索 とは,3桁 の アル フ ァベ ッ ト記号 を指 定 し(会 社 別 に決 ま って い る)。

(1社1記 号)会 社 別 に 商 品 を 見 る方 法 。

ω大区 分 番号 検索 と は,大 区 分 → 中区 分 →小 区分 と分 類 表 を み な い で画 面 上 の指 示 に よ る

操作 のみ で,指 示 して ゆ く方 法 。

で あ る。

・この あ と ,会 社 名,あ るい は,最 高価 格,最 低価 格 で さ らに絞 り込 む こ と もで き る。

・ス タ ンダ ア ロ ン方 式 と は,セ ンタ ー の ホ ス トコ ン ピュ ー タ ー と電 話 回線 で 結 ば な い で(オ

ン ライ ン しな い と い う事)レ ー ザ ーデ ィス ク ・プ レー ヤ ーの 操 作(リ モ コ ンユ ニ ッ トを 使

用)の み で,画 像 情 報 を見 る方 法 を い う。

・レーザ ー デ ィス ク は ,年2回 入 れ 替 え られ る。 文 字 情 報 は リア ル タ イ ムで 更 新 され る。

・文 字情 報 の レス ポ ンス タイ ムは必 ず しも速 くな い。 今 後 利 用 者 が 増 え ,回 線 が 混 ん で くる

とさ らに遅 くな る可 能 性 もあ るの で 検討 を要 す 。 デ ー タ の更 新 が頻 繁 に行 なわ れ る訳 で は

な いの で,文 字 情 報 に つ い て も記 憶 容量 の大 き い媒 体 に入 れ て,画 像 情 報 の よ うに提 供 す

るほ うが よ い か も しれ な い 。

・レスポ ンス タ イ ム を上 げ るた め に,パ ソ コ ンの ソ フ トを うま く活 用 して い る。

・デ ー タ数 は現 在40 ,000件 程 度 だ が,10万 ～20万 に増 や す こ とを考 え て い る。

6.デ ータの 構 造 化 と入 力 情 報 の 分析

・各 企 業 か ら持 ち込 ま れ る情 報 は,シ ー ト記 入 方 法 の誤 り等 は 訂 正 す るが,内 容 は手 を加 え

ず に入 力 す る。 内容 に つ いて の 責 任 は,一 切 各 企 業側 に あ る。

・各製 品 に対 し,分 類 表 に従 って6桁 の小 区 分番 号 を 付 る。 こ の作 業 も各情 報 提供 者 が 行 な

う。

・複 合製 品 の 場 合(例 え ば ,卓 上 燈 と時計 が い っ し ょに な った もの)に は,基 本 的 に は その

主 目的 で分 類 番 号 を付 るが,必 要 に応 じて3つ の 区分 に ま で登 録 す る こ とが 出来 る。
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7.DBMSの 選 定 ・開 発

・既 存 の ソ フ ト で そ の ま ま 使 え る も の は な か っ た 。 プ ラ イ ム 社 の 「Information」 と い う ソ

フ ト の 日 本 語 版 を 採 用 し た が,そ れ 以 外 は す べ て 独 自 に 開 発 し た 。 ソ フ ト ウ ェ ア と し て は,

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ,及 び レ ー ザ ー デ ィ ス ク と パ ソ コ ン の イ ン タ ー フ ェ ー ス,パ ソ コ ン の

各 々 の た め の も の が 作 ら れ た 。

8.フ ァイ ル の 設 計

・検 索 時 の 応 答 時 間 を速 め るた め に ,小 区 分 番 号 検索,大 区分 番 号 検 索 を行 な った 時 あ らわ

れ る画 面(収 載 件 数,会 社 数)は,あ らか じめ別 フ ァ イル に して あ る。

9.入 出力 の 設 計

・文字 情 報 に つ い て は,入 力 用 フ ォ ーマ ッ ト(HIC情 報 提 供 シー ト)を 作 り情 報 提 供 者(企

業)に 記 入 さ せ て い る。 入 力 の ため のパ ンチ作 業 は 外 注 して い る。

・35mス ライ ドに な って い る画 像 を レーザ ー デ ィス ク に入 れ る作 業 は外 注 して い る。

・どの よ うな 出 力 が 必 要 か ,と い うこ とを 考 え るこ とは,す な わ ち利 用 者 は何 を 求 め て い る

か と い う こ とを 考 え る こ とで あ る。 この デ ー タベ ー ス で は,検 索 され て 出て くる建 築 部 材

.等 が,自 分 に と って 使 え る もの で あ るか ど うか判 断 す る た め に必 要 な もの は何 か と い う こ

とを考 え た 。

10.標 準 化 ツー ル の 開 発 と 利 用

・HIC・INDEX－ 分 類 表 と情 報 提供 会 社 一 覧 か ら成 り,コ ー ド体 系 は,次 の よ うに な る。

(1)HIC分 類 表

・ア メ リカ ,カ ナ ダの 土 木,建 設 業界 の仕 様 書 の コ ー ド表 で あ る 「マ ス タ ー ・フ ォー マ ッ

ト 」を も とに修 正 を 加 え た もの。4000の 小 区 分 が あ る。

・HIC分 類 表 は,6桁 の 数 字 よ り構 成 され て い る。

llll

l← 大 →1← 中 →1← 小 →l

lIll

|◎ ⑧1③ ⑤ ・ ② ⑨1

-〈 一 ー －Y-一 －VK・一ー ー－y-一 ー ノ

大区分 中区分 小区分
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・大 区分 は ,「 公 共住 宅建 設 工 事 共 通 仕様 書 」を は じめ と して,建 築 業 界 で一 般 に用 い ら

れて い る工 事別 ・部 位 別 区 分 を 中心 と して構 成 され て い る。

(例)大 区分:040000外 構 工 事

・中区 分 は ,シ ス テ ム,材 質 別 が 主 体 とな った 区分 とな って い る。

(例)中 区 分:040100門 ・塀

041500公 園 ・遊 園地 施設

・小 区 分 ,形 状,色,柄 等 が 主 体 と な り中区 分 を さ らに細 分 化 した もの で あ る。

(例)小 区 分:040101コ ンク リー ト,現 場 打 ち

041500コ ンク リー トブ ロ ック門

分 類 体 系

小 区 分

・具体例

124照 明器具 1

240101

240111

240121

240301

124・1・ ・1・ ・プ(光 源)

白熱灯

蛍光灯

高圧放電灯 ・ ロゲ ンランプ

・レフランプ

240300安 定器および付属品

安定器および付属品
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② 情報提供会 社一 覧

・情報提供会社名 ・会社記号 ・フ レーム番号 が,情 報提供会社名 の五十音順 に配列 されて

い る。会社記号 は英文字3桁 で,情 報 を受付 た順 にHICが 付与す る。

・具体例

情報提供会社名

固
(株)ア イ エ ム 換 気 工業

〃

ア イ エ ル ビ ー(株)

ア イカ工 業(株)

愛 知 県 陶 器 瓦工 業 組 合

明石 窯業(株)

アキ レス(株)

ACC

ACC

AKF

AAM

AKU

AEY

ABM

11.情 報分 析

・文 字情 報 と画像 情 報 が ドッキ ング した出力 結 果 を も とに,利 用者 の主 観 的 な 判 断が 出 来 る

よ うな 一 次情 報 の 提 供 と し,出 力 結 果 を さ らに処 理,分 析 す る よ うな 仕 組 み はな い 。

12.各 種 マ ニ ュア ル の 作 成

・利 用 者 マ ニ ュ アル と情 報 提 供 者 の デ ー タ記 入 用 マ ニ ュ アル の簡 略 化 した もの が あ る。

13.運 用 ・開 発 面 で の 体 制 の 確 立

・開 発 に は 約2年 を 費 や し て い る 。

・開 発 は ,当 財 団 が 中 心 と な り,コ ン サ ル タ ン ト,ソ フ ト ウ ェ ア 会 社,ハ ー ド ウ ェ ア 会 社

(NEC,パ イ オ ニ ア,エ プ ソ ン,プ ラ イ ム な ど)の 協 力 を 得 て 行 な っ た 。

・社 内 で は,10～15人 が 係 わ っ て お り,デ ー タ 記 入 ミ ス の チ ェ ッ ク,パ ン チ ミ ス の チ ェ

ッ ク,画 像 の チ ェ ッ ク な ど を 行 な っ て い る 。
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14.サ ー ビス料 金 体 系

・会員 と して40 ,000円/月 。 これ に は,レ ー ザ ー デ ィス クの 提 供 料,INDEXの 提 供 料,

文 字 情 報 の提 供 料 が含 まれ る。

・HIC端 末 は利 用 者 が 購 入 す る場 合 約200万 円 で あ る
。 リー スの 場 合 は,5年 リース で

40,000円/月 で あ る。

・これ らの料 金 の 中 に は 回線 料 金 は 含 ま れ な い
。

15.ア ドバ イ ス,意 見

・シス テ ム開発 に は大 変 な費 用 と人 数 が か か って お り,と て も一企 業 で で き る もの で は な い。

ビ ジネ ス と して成 り立 つ に は難 しい だ ろ う。HICの 場 合 は,理 事 会 社 の協 力,建 設 省 ,通

商産 業 省,各 種 団体 の後 援 が あ った こ とが大 きな力 とな って い る。

・ハ ー ドウ ェ アの進 歩 が ,大 き な影 響 力 を 持 つ。 この デ ー タベ ース の 発 想 自体 は10年 以 上

前 か らあ った が,レ ー ザ ー デ ィス クに よ って,静 止 画 像 の提 供 が で き る よ うに な る ま で,

シス テ ムを実 現 で き なか った。

・利 用 者 志 向 で デ ー タベ ー ス を作 る べ きで あ る。 ま た,タ ーゲ ッ トを 明 確 に決 あて お く必 要

が あ る。

・利 用 者(こ の デ ー タベ ース で は ,総 合建 設業 者,ハ ウス メ ーカ ー,設 計 事 務 所,工 務 店 な

ど)が は っき り して いれ ば,シ ス テ ム,ソ フ トウ ェア の 開発 は,比 較 的 や さ しい の で は な

い か。

・情 報 提 供者 と利 用 者 を啓 蒙 す るの が大 変 で あ った。

・デ ー タベ ース を作 ろ う,と して作 った もの で は だ め で,必 要 が あ って 作 った もの な ら使 え

る。

・利 用 者 は,ほ しい情 報 が 少 し しか な い と,デ ー タベ ー ス の利 用 は コス ト的 に割 高 だ と感 じ

る ので注 意 を要 す る。

・利 用 者 が デ ー タの二 次 加 工 で き るよ うに す る必 要 が あ るの で は な い か 。 そ の た め に フ ォー

マ ッ トや レコ ー ドの レイ ア ウ トな どを公 開 す る よ うに した方 が良 い 。
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D・(株)ゼ ン リン(地 図 デ ータ ベ ー ス)

0.デ ー タ ベ ー ス の概 要

・(株)ゼ ン リンの 地 図 デ ー タベ ース は ,誰 が,ど こに住 ん で い るか等 を,地 形 図 情 報 と戸

別 名 称 な ど の文 字 情 報,お よ び住 所 コー ドな どの 基本 属 性 か ら検 索 で き る シス テ ムを い う。

ま た,地 図 情 報 利 用 シ ス テ ムを介 して,ユ ーザ ー保 有 の 属 性情 報 と結 び つ け,顧 客 管 理,

不 動 産 管 理,施 設 管 理等 へ の展 開 も可 能 で あ る。

1.会 社 概 要

・株 式 会 社 ゼ ン リンは ,昭 和23年 に創 立 した善 隣 出版 社 を 母体 と し,住 宅 地 図 の 出 版 ・販

売 を ベ ー ス に,多 様 化 す るニ ー ズ に対 応 す る よ う,情 報 企業 と しての 飛 躍 を期 し昭 和58

年 に グル ー プ3社 を 合併 して発 足 した。

・事 業 所 は ,北 九 州 市 小倉 北 区 の本 社 をは じめ,全 国 に支 社 及 び営 業 所 を持 ち,1,323名 の

従 業 員 を 擁 して い る。

2.デ ー タベ ー ス 構 築 に あ た っての 事 前 調 査 ・モデ ル ケ ー ス

・昭 和56年4月 ,各 種 の シ ョウで テ ス トを して も ら った。 この とき は プ ロ ッタ の性 能 が 悪

くて,成 功 しなか った 。

・同年10月 に ,日 立 が さ きの テ ス トをふ まえ て,1)ト ー タル な 印刷 システム,2)デ ー タ

ベ ー ス サ ー ビス の サ ポ ー ト,を 考 え ると提 案 して きた 。

3.デ ー タベ ー スサ ー ビ ス とネ ッ トワー ク

① シス テ ム サ ー ビス の 沿革

・昭和60年5月,日 立製 作 所 との 共 同開 発 に よ り住 宅 地 図 製 作 シス テム が 完 成 ,東 京23

区 の デ ー タが 整 備 され,販 売 を 開始 した。
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② シス テ ム構 成

・以 下 に ,住 宅 地 図 情 報利 用 シス テ ム構 成 を示 す 。

(大 形 シス テムの場合)

、・道路 ・建物 ・行政界 ・鉄
・水域 ・等高線・植

・住所 ・名称 ・ビル入居者

・建物種別な ど

情報 ・ユー

ザLデLタ

顧 客
情報管理

管
理
機
能

図
面
D
B

中形 システム ノ1形システム

の 場 合 の 場合

ユーザーインタ

フェース機 能

性:略 語 説 明

VOS3(Virtual-storageOperatingSystem3)

VMS/ESO(VirtualMachineSystem/ExtendedOption)

CPGS(ControlProgramforGRADAS)

OSGS(OperatingSystemforGRADAS)

BTAM(BasicTelecommunicationAccessMethOd)

TIOP2(TerminalInputOutputProgram2)

DD/G760-R(DeviceDriver/G760-RasterType)

IGCF(lnteractiveGraphicControlFacihy)

HICAD/2D(HitachiComputerAidedDesignSystemfor2DGeometry)

(出 典 住 宅 地 図 情 報 利 用 シ ス テ ム の 開 発,日 立 評 論Vol.66Na121984-12p.43-46)
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4.情 報 源 と 情 報 収 集 方 法

・2 ,500分 の1の 都 市 計 画 図 をベ ースに し,誰 が,ど こに住 ん で い るか とい う情 報 を収 集 す る。

・情 報 の 内 容 は ,世 帯 主 名,住 所,番 地等 で あ る。

・情 報 収 集方 法 は ,原 図 にっ いて は2,500分 の1地 図 を1,000分 の1に 拡 大 した もの を も と

に し,自 治体 の 都 市 計 画 課 ・土 木 課 ・住 居 表 示 担 当課 よ り資 料 を入 手 し,ま た地 下 街 に っ

いて は担 当 部所 か ら,一 方 通行 に つ いて は警 察 か らデ ー タ を得 るこ と に よ り,そ れ ぞ れ を

っ き あ わ せ て,よ り正 確 な 図面 とす る。 住 宅 部 分 に つ いて は,調 査 員 が 実 際 に現 地 を歩 い

て 回 って調 査 して お り,表 札 ・看 板 な どの オ ープ ン情 報 か らデ ータ を得 る。 明確 な デ ー タ

が 得 られ な い 場 合 は,電 話 帳 あ るい は町 内名 簿 等 で再 調 査 を した り,ヒ ア リン グを行 な っ

た りす る。 地 下 や(立 入 り可 能 な)マ ンシ ョ ン ・アパ ー トの入 居 者 につ い て も調 べ る。

5.デ 一 夕 ベ ー ズ 機 能 の 概 要

・基 本 とな る地 図 デ ータ ベ ース か らは ,約100種 類 の 階層 化 され た デ ー タを 自由 に組 み 合 わ

せ て,様 々な 地 図 を描 くこ とが 可 能 で あ る。 さ らに,ユ ーザ ー デ ー タを 組 み 合 わ せ る こ と

に よ り,適 用 業 務 に対 応 した地 図 デ ー タベ ース 利用 シ ス テ ム とな る。 この ア プ リケ ー シ ョ

ンに は,下 表 の よ うな もの が あ る。

機 能 適 用 業 種

1.不 動 産 管 理

・物件の所在位置の高速検索
・周辺環境(公 共施設,交 通機関等)の 表示
・間取り図 ・外観図の表示
・物件の最寄 り駅までの経路の詳細表示

不 動 産

建 設

デ ベ ロ ッ パ ー

2.顧 客 管 理

・各種顧客情報の経年管理
・商品種類別の顧客の表示 ・リス ト

・得意先分布地図
・地域別顧客 リス ト

銀 行
保 険
証 券
デ ィ ー ラ ー
各 種 販 売 店

3.施 設 管 理

・地下 ・地上施設の設置状況を地図上に表示
・施設の属性(配 管口径,種 類,配 線の系統敷設年月日,
番号など)を 高速に検索表示

・施設の稼動 ・保守情報の表示
・大規模工場敷地内施設の総合管理

電 力

ガ ス

上 下 水 道

電 信 電 話

4.集 配 送 管 理

・集配送先の高速検索 ・表示
・交通規制情報の表示
・集配送地図の出力
・交率的な集配送計画の立案

運 送

運 輸

メ ッセ ン ジ ャー

タ ク シ ー

5.都 市情報管理

・総合司令用地図,警 備用地図,防 災作戦図の作成
・事故 ・災害現場の高速検索
・連絡所,防 災関連施設,防 火用水や消火栓などの
位置検索

・避難場所,避 難路の色分け表示

警 察

消 防

警 備 保 障

自 治 体
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6.デ ー タ の構 造 化 と入 力 情 報 の 分析

・地 図 の デ ー タ は ,道 路,建 物,行 政 区 画 等,約100種 類 の様 々な デ ー タで 構 成 され,こ れ

らを 自 由 に組 み 合 わ せ て抽 出 で き る よ うに,階 層 化 して 管 理 され て い る。

・地名 の 階 層 化 に っ い て は ,デ ー タ入 力 時 に行 って い る。

7.DBMSの 選 定 ・開 発

・日立 との 共 同 開発 に よ る。

・利 用 者 は ,リ レー シ ョナ ル ・デ ー タベ ー ス を使 用 す る。

・それ ぞれ の ア プ リケ ー シ ョンに もよ るが ,例 え ば 福 岡 市 で はパ ソ コ ン上 のR=BASE

4000を 使 用 して 管 理 して い る。

・現在 ,ゼ ン リンにて,利 用 者 向 け の新 しい 基 本 シス テ ム を開 発 中 で あ り,61年10月 に

は発売 の予 定 で あ る。

8.フ ァイ ル の 設 計(フ ァイル 構 造)

・デ ー タ フ ァイ ル の お お よ その 構 造 を 下 図 に示 す。

地 形 図 情 報

・道路 ・建物 ・行政 界 ・鉄道

・水域 ・等 高線 ・植 生な ど

文 字 情 報
・道路名 ・建物名・入居者名
・行政名 ・地形名称など

基 本 属 性 情 報
・住 所 ・名称 ・ビル入居者

・建物 働1」など

拡 張 属 性情 報

・ユーザー データ

(出 典:住 宅 地 図利 用 シス テ ムパ ン フ レ ッ ト(株 ゼ ン リン))
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・IGES準 処 の 標 準 フ ォ ー マ ッ ト

地 形 図 デ ー タ は,IGES(InitialGraphicsExchangeSpecification)形 式 の フ ァ イ ル に 保

存 さ れ て い る 。

IGESで は 全 て の デ ー タ を カ ー ド イ メ ー ジ す な わ ち1レ コ ー ド80バ イ トで あ る 。

地 形 図 フ ァ イ ル は,5つ の セ ク シ ョ ン で 構 成 さ れ る 。 以 下 の 表 に そ の 概 要 を 示 す 。

セ ク シ ョ ン項 目名 内 容

ス タ ー トセ ク シ ョ ン 項 目 作 成 者氏 名,作 成 年 月 日,地 図 名,図 名

グ ロ ー バ ル セ ク シ ョ ン 項 目 デ リ ミ タ 定 義,フ ァ イ ル 名,シ ス テ ム 名,ANSI版

番 号,定 数語 長 指 定,モ デ ル 空 間指 定 値,単 位 ・線

幅 日付,精 度他

デ ィ レ ク ト リ 要 素 第1レ コ ー ド 要 素 番 号,ポ イ ン タ,IGES版 番 号,線 フ ォ ン ト,

ス テ ー タ ス 他

セ ク シ ョ ン 項 目 要 素 第2レ コ ー ド 要 素 番 号,線 幅,ペ ン番 号,デ ー タ数,文 字 要 素 番

号,基 本項 目番号他

パ ラ メ ー タ デ ー タ セ ク シ ョ ン 項 目 要 素 番 号,X・Y・Z座 標,そ の 他 パ ラ メ ー タ

デ ィ レク トリセ ク シ ョン項 目 で指 定 した 要素 に よ

り,次 の5種 類 の デ ー タが記 述 で き る。

1)線 分要素2)折 線要素3)円 弧要 素

4)自 由曲線要 素5)注 記要 素

タ ー ミ ネ ー トデ ー タ セ ク シ ョ ン 項 目 前4セ ク シ ョ ン の 最 大 シ ー ケ ン ス 番 号,当 該 レ コ ー

ドの シ ーケ ンス 番 号

・建 設 省 白地 図DB標 準 フ ォー マ ッ トへ の対 応

フ ォ ーマ ッ ト案 が 固定 され た の ち,対 応 すべ く検討 中 。
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9.入 出力 の 設 計(機 器)

・図形 の 入 力 に は ,ス キ ャナ式 の7h-一 トデ ジタ イ ザ3台,同 じくハ ン ドデ ジタ イ ザ12台 を

使 用 して い る。 オ ー トデ ジタ イザ は,1台 は 日立(イ メ ー ジ入 力 と同 時 に,ベ ク トル化),

2台 は キ ャデ ィク ス(リ ニ ア式,イ メ ー ジ修 正 後,自 動 処 理 にて ベ ク トル 化)の もの で あ

る。 日立 の ス キ ャナは,も とは プ リ ン ト基盤 用 に 開 発 され た もの を 共 同 開発 して お り,現

在 は建 物 の 枠 を スキ ャンす るの に使 って い る。 これ を 使 用 す る こ とに よ り,例 え ば 江 東 区

の密 集 地 等 で は20分 の1の 工 程 短 縮 が で き る。

・図面 内 の 文 字 の 入力 に は ペ ン ビ ュー タ を80台 ,ま た 文字 の 合 成 には 日立 製 のGMMを 使

用 中だ が,ス キ ャナ ーに よ る 自動 方 式 を 目下 研 究 中 で あ る。

・図 面の 出力 は ,グ ラ フ ィ ックデ ィス プ レイ の他 に,カ ラーハ ー ドコ ピー,16本/[IIIIIの 静

電 プ ロ ッタ,住 宅地 図 の 印刷 原 版 とす るた め に1㎜ 当 り32本 と い う レーザ ー プ ロ ッタか

ら印刷 原 版 に ダ イ レク トに出 力す る。

10.標 準化 ツ ール の 開 発 と利 用

・基 本属 性 情 報 の うちの 住 所 ,地 番 は,下 記 の よ うな デ ータ構 造 とな って い る。 下9桁 は ゼ

ン リンで独 自 に作 成 した もので あ る。

(}内 は桁 数

住 所 コ ー ド(]1) 街 区

番号

{2)

地 番(7)

(冒恕 埜},)大 字・一・(3)
停 コ丁『)

・ユ ーザ ーの 持 つ デ ー タベ ース に ,こ の 形 の住 所,地 番 コ ー ドを与 え る こ とに よ り,マ ッチ

ン グ処 理 が 施 せ る。 そ れ に よ りオ リジナ ル な デ ー タベ ー スの 合 成 が 可能 とな る。

11.情 報分 析

・地 図 の解 析 的 な利 用 につ いて は ,ア プ リケ ー シ ョンが な い た め,現 在 の と こ ろ ほ とん ど行

な って い な い。
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12.各 種 マ ニ ュア ル の作 成

・社 内用 マ ニ ュ ア ル は備 え て い る が一 般 向 けの もの はな く,ユ ー ザ ー ご とに オ リジナル の マ

ニ ュア ルを 作 成 す る。

・昭 和61年 春 に は ,デ ー タ構 造 の み の マ ニ ュアル 及 び ア プ リケ ー シ ョ ン用 マ ニ ュ アル が完

成 す る予定 で あ る。

13.運 用 ・開発 面 で の体 制 の 確 立

・シ ス テ ム開発(セ ンタ ー ・オ ペ レー ター兼 務)は37名 ,ま た デ ー タ入 力 ・校 正 ・前 処 理

・マ ネ ジメ ン トは70名 で3交 代 制 ,そ の他,文 字 入 力(製 作 部 兼 務)の た め に数 十 名 擁

して い る。

・コ ン ピュ ータ 関連 部 分 の人 材 は ,3名 の 出向 者 を 除 き,全 て 自社 内 で 賄 って い る。

14.費 用 対 効 果

・シス テ ム開発 に投 入 した 初期 投 資 は ,業 務 の 効 率化 に よ る人 件 費 の コス トダ ウ ン と地 図 の

生産 性 向上 で充 分 ま か な わ れ て い る。 更 に,本 デ ータ ベ ース の 作 成 に よ り,(株)ゼ ン リ

ンの知 名度 が上 る と と もに,冊 子体 の住 宅 地 図 の需 要 が 増 え た こ と も考 え る と,既 に充 分

の効 果 を あ げ て い る。 当初,昭 和61年 まで はデ ー タ ベ ー ス の売 上 げ を 予算 に 計上 して い

な か った が,既 に販 売 見 込 み が 出 て い る。 この よ うな事 情 か ら商 店 主等 の 一般 の人 々 が入

手 可能 な価 格 で,住 宅地 図 デ ー タベ ース を販 売 して い く方 針 を も って い る。

15.商 品化 の チ ェ ック リス ト

・デ ー タの提 供 単 位 は1市 町 村 ,1エ リア,1画 面 と3種 類 あ り,料 金 は,例 え ば1画 面 の

月 額 使 用料 は約2,000円,東 京23区 全 域 で は同 じく100万 円 程 度 で あ る。

・デ ー タは 基 本 的 に は磁 気 テ ー プ に記憶 させ て い るが,小 さ い エ リア で あれ ば フ ロ ッ ピー デ

ィス クに収 ま る。 本 年 中 頃 に は,CD-ROMに よ る提 供 を 考 え て い るが,CDの ドライバ

とパ ソ コ ンのOS(MS-DOSを 基本 に考 え て い る)と の イ ンタ ー フ ェー ス に若 干 の 問 題

が あ る。

・オ ン ライ ンサ ー ビス に つ い て は,将 来 的 に は行 うつ も りで あ る。 現 在 行 って い な い理 由 は,

(1)自社 の セ ンタ ーの 管 理 が未 整 備,② デ ータ圧 縮 が不 充 分,(3)ネ ッ トワー クの 未 整 備 で あ

る。 この うち,(3)の ネ ッ トワ ー ク につ い て は,NTTと の 検 討 を行 う と と もに,CSKの 共

同VANに 出 資 して,整 備 を 待 って い る状 況 で あ る。
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・FAXサ ー ビス につ い て は,現 在 別 会 社(MRDゼ ン リン)に て 検 討 中 で あ るが,回 線 数 や

料 金面 で問 題 が あ る。 需要 に っ い て は,不 動 産 業 等 で か な り見 込 め そ うで あ る。

・現 在 デ ー タベ ース化 済 み の エ リア は ,東 京23区,武 蔵 野 市,三 鷹 市,横 浜 市,川 崎市

(一 部),福 岡市 で あ る。 昭和61年 中 に,政 令 指 定 都 市 の6～7割 を カ バ ーす る予 定 で

あ る。

・一般 向 けの 商 品化 に つ いて は ,社 内 デ ー タベ ース の 入 力 が 完 備 す る61年 度 末 ～62年 度

頃 にな る と思 われ る。 価 格 に つ い て は,ど の程 度 で あれ ば 使 って も らえ るか を念 頭 に現 在

検 討 中 で あ る。

収 集 資 料

1)住 宅 地 図 利 用 シス テ ム(株)ゼ ン リン パ ン フ レ ッ ト

2)(株)ゼ ン リ ン パ ンフ レ ッ ト

3)「 住 宅 地 図 製 作 自動 化 シ ス テ ムの 開 発 に つ い て 」

4)住 宅地 図 デ ータ交 換 フ ォー マ ッ ト
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E・(株)帝 国 デ ータバ ン ク(COSMOS)

O.デ ー タ ベ ー ス の 概 要

・COSMOSと は
,企 業 財 務,財 務 分 析,企 業 情 報,個 人 情 報 等 を オ ン ラ イ ン や 磁 気 テ

ー プ
,フ ロ ッ ピ ー ・ デ ィ ス ク で 提 供 し て い る(株)帝 国 デ ー タ バ ン ク の デ ー タ ベ ー ス ・

サ ー ビ ス ・ シ ス テ ム の こ と を い う 。

1.会 社 概 要

・(株)帝 国 デ ー タバ ンク(旧 称:帝 国 興信 所)は ,信 用調 査 機 関 と して 明 治33年 に

創 業 。 現 在 は,企 業 の 信用 調 査 を 中 心 に活 動 して い る。

・東 京 本 社 を 中 心 に ,大 阪 に支 社,63支 店,14出 張所 を国 内 に持 つ ほ か,海 外 に も

30カ 所 の 提 携 先 を持 って い る。

2.デ ータ ベ ー ス構 築 に あ た って の 事 前 調 査 と モデ ル ケ ース

・昭 和43年 か らデ ー タベ ース作 成 の 発 想 と着 手 が あ った。

・1963年 よ り米 国 のDun&Bradstreet社 が オ ンラ イ ン ・サ ー ビス を 開 始 して お り
,

これ を 参 考 と した。

3.デ ータ ベ ース サ ー ビス と ネ ッ トワ ーク

① 提 供 デ ー タベ ース ・サ ー ビス

・提 供 デ ータ ベ ー ス

1)企 業 信 用 調 査 報 告 書

2)COSMOS1(企 業 財 務,財 務 分析)〔 財 務 分析 シ ステ ム は長 銀 経 営 研 究 所 と共

同開 発 〕

3)COSMOS2(企 業 情 報 な ど6フ ァイ ル)

4)COSMOS3(個 人情 報)

・オ ン ラ イン ・デ ー タベ ー ス

上 記4種 の デ ー タベ ー スの うち,オ ン ラ イ ンで サ ー ビス され るの は以 下 に示 す もの

で あ る 。

1)に っ いて は,東 京 都 内 お よび神 奈 川 県 の8万 社

2)に つ いて は,企 業 財 務 フ ァイル
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3)に つ い て は,企 業 情 報 フ ァイル

4)に つ い て は,個 人 情 報 フ ブイ ル

・そ の他 サ ー ビス

ハ ー ドコ ピ ー(フ ァク シ ミ リで の サ ー ビ ス もあ る)
,磁 気 テ ープ,フ ロ ッ ピー ・デ

ィス ク,ア ドレス タ グな どの製 品 で 提 供 され る。

・NEEDS ,TelecomにCOSMOS1,2を 提 供予 定 。

・COSMOS1 ,COSMOS2に つ い て は,英 文 化 も行 な って い る。(一 部 完 了)

② デ ー タ ベ ー ス作 成 の 目的

・顧 客 へ の資 料 提供 の迅 速 化 。

・省 力 化 。 これ ま で は ,書 類 作 成 の た め に タ イ ピス トが 必 要 で あ り,そ の た め に人 件

費 が 増 し,こ れ を コ ン ピュー タ化 す る こと によ り,余 力 を 調 査 に まわ す こ とが で き

る。

・各 地 に 保 管 され て い る多量 の 印 刷 資 料 を ど こに いて も利 用 で き るよ うにす る こ と。

・企 業 信 用 調 査報 告 を電 算 化 す る こ とが 第 一 目標 で あ った
。

③ デ ー タベ ース化 の利 点

・デ ー タに 基 づ い た経 営 分 析 が 容 易 に な っ た
。

・これ ま で調 査 員 の 勘 に 頼 って い た の が
,評 点(100点 満 点)と い う形 で 客 観 的 に

即 時 判 断 で き る よ うに な っ た。

・評 点 に対 す る利 用 者 の 信 頼 が 高 くな り
,そ れ が経 営上 大 き な影 響 を持 つ よ うに な っ

た た め,企 業 側 が 調 査 に 対 して 協 力 的 に な った。

④ ネ ッ トワー ク

ホ ス トコ ン ピュー タ

COSMOS]

帝 国 データバンク

フ ァク シ ミリ
COSMOS2

く

↓

ユ ーザー

端 末 機
<

〉

|COSMOS3 ,↑

ユ ー ザ ー

フ ァ ク シ ミ リ

企業信用調査報告書
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・オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス は
,現 在 で は 限 ら れ た 利 用 者 に し か 行 な っ て い な い 。

・回 線 は ,都 内 は 専 用 回 線(4800BPS),遠 隔 地 はDDX(パ ケ ッ ト)を 使 用 し て い

る 。

・使 用 コ ン ピ ュ ー タ

1)日 立240H－ 企 業 信 用 調 査 報 告 書,お よ び 各 種 オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス 用

2)富 士 通170F－ ハ ー ド コ ピ ー,磁 気 テ ー プ 提 供 用

・利 用 で き る 端 末 機

1)日 立T-560/20皿 ビ デ オ デ ー タ タ ー ミ ナ ル

2)日 立PT-1、PT-IEXパ ー ソ ナ ル タ ー ミ ナ ル

3)日 立B16,B16-EXパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

4)日 立2020,2050

5)リ コ ーSP150,250,350
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4.情 報源と情 報収集方法

東 京 本 社

企

業

調 査

調 査

企業信用調査

報告書 ファイル

∈

情 報

調 査 '
ン'

!!

(
＼

＼
、

、

各 、

支

店

　 一 一 一 一

地

方

企

業

〉

決算書

COSMOS1

企業財 務ファイル

∈

<

決算書
決算書

ハード

巳ピL

/

蔑
㌦

調

税
務
署

決算
`

雛

〉

決算 税
務
署

,

報告
査

調 査

調 査
COSMOS2'

企業情報 ファイル

∈

〉

情 報

調 査個人
(入力は外注)

∈

〆

個 人

〉

`

直接入力

→

一

COSMOS3

個入}青報 ファイル

鴫

情 報

新聞社

・まず ,現 在 まで に集 め た多 量 の 印刷 資 料 が あ っ た。

・情 報 収 集 は ,全 国79事 業 所 の 約2,000人 の 調 査 員 が 行 な う。 調 査 員 は,各 担 当地 域

の事 情 に精 通 して お り,信 頼 は 高 い。 優秀 な 調 査 員 を確 保 して お くた め に,待 遇 は よ

く して あ る。

・COSMOS2は ,メ イ ンテナ ン スは 月1回,行 な う。 顧 客 か ら調 査 依 頼 が あ った 時,

調 査 し直 して 新 デ ー タ を入手 す るが,決 算 以 後8カ 月 経 て も調 査 依頼 が な い場 合 は,

独 自 に調 査 を行 な う。

・企 業 信 用 調 査 報 告 書 は ,社 内 の 入 力 セ ク シ ョ ンで 処 理 して い る。 入 力 に つ い て は2

交 替 制 を採 用 して い る。

・情 報 収 集 の新 しい手 法 と して ,情 報 収 集 依 頼 者 側 か ら,収 集 先 につ いて 既 に得 て い

る情 報 の提 供 を受 け,そ れ を基 に情 報 を収 集 す る,と い うこ とが あ る。Dun&

Bradstreet社 は,債 券 回 収 情 報 に つ い て この手 法 で成 功 して い る。

5.デ ー タ ベ ース機 能 の 概 要(レ コ ー ド内容,検 索 機 能等)

・レコー ド内 容 ,検 索機 能 は フ ァイル ご とに異 な る。 以 下 に オ ン ライ ンサ ー ビス を行 な
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って い る フ ァ イル につ いて,内 容 と検 索 キ ー を示 す 。

1)企 業 信 用 調 査 報告 書 フ ァイ ル

内容:摘 要 企業 の概 要,登 録 事 項,大 株主,代 表 取 締 役,設 立 の経 緯,現 状 と

将 来 性,仕 入 先,得 意 先,金 融 機 関 か らの 借 入,推 定 資 産,不 動 産 登 記

写,決 算 書 。(従 来 の 企 業調 査 報告 書 の内 容 す べ て)

検 索 キ ー:企 業 名(カ ナ15文 字 以 内),企 業 番号 。

2)COSMOS1企 業 財 務 フ ァ イル

内容:貸 借 対 照 表,損 益 計算 書,利 益 処 分書 な ど,財 務 諸 表 。

検 索 キ ー:企 業 名(カ ナ15文 字 以 内),企 業 番号 。

3)COSMOS2企 業 情 報 フ ァイ ル

内容:商 号,所 在 地 な どの企 業 概 要,代 表者 氏名,住 所 な ど。

検 索 キ ー:企 業 名(カ ナ15文 字 以 内),企 業 番号,地 域,業 種,資 本 金,年

商,利 益,申 告所 得,申 請 年 月,取 引 銀 行,従 業 員,評 点,設 立 年

月,上 場 区 分 な ど。 これ らにっ い て16項 目 まで 組 み 合 わ せ 可 能 。

)4

検 案 結 果 を売 上 高順,社 名 順 な ど 自 由に ソー トで き る。

COSMOS3個 人 情 報 フ ァイ ル

内容:氏 名,通 称,住 所,生 年 月 日,家 族,学 位 な ど約20項 目。

検 索 キ ー:カ ナ 氏名,出 身 地,出 身 校 ・卒 業 年,生 年 月 日,趣 味,電 話 番 号,

役 職,住 所,企 業 番 号 。

6.デ ータ の構 造 化 と入 力情 報 の 分 析

・COSMOS1の 場 合 ,各 社 の 発 表 す る決 算 報告 は必 ず し も信 頼 で き る訳 で は な い の で,

税務 当局 か ら公 示 され た もの と比 較 し,チ ェ ックを 行 な う。

・入 力 され た デ ー タ を もとに 利 益 率 な どの 各 種財務 分 析 比 率 を 出 して い る。

・収益 性 ,効 率性,安 定 性,流 動 性,成 長 性,規 模 等 の 要 素 に よ り評 価 を行 な って評 点を

っ け,総 合評 価 を100点 満 点 で 示 す。 ま た,評 価 要 素 ご と に解 説 が加 え られ る。

・決 算 書 の あ らゆ る勘定 科 目を コ ー ド化 して ,各 社 の 決 算 書 の 標 準 化 を計 って い る。

・業 種別 ,地 域 別 に 同 業 種 社 数 中 の売 上 高順 位 で ラ ン キ ングを 出 して い る。
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7.DBMSの 選 定 ・開発

・1985年 か らMODEL204を 導 入 。

・それ 以前 は 自社 開 発 の もの を用 い バ ッチ検 索 を して い た が ,か な り時間 が か か った。

・MODEL204とADABASを 比 較 したが ,MODEL204の ほ うが処 理 ス ピー ドが速

か った の で採 用 した 。

8.フ ァ イ ル の 設 計

・COSMOS1
,2,3は,各 々 全 く 別 の フ ァ イ ル と な っ て い る 。 現 在,MODEL204

を 用 い て,一 体 化 す る こ と を 考 え て い る 。

9.入 出 力 の 設計

・COSMOS1で は ,決 算 書 を入 力 す るが,勘 定 科 目が企 業 に よ って異 な る。 そ れ に対

応 す るた め に すべ て の勘 定 科 目 を4万 に細 分 化 して あ る。 勘 定 科 目は コ ー ドで標 準 化

して い るの で,勘 定 科 目様 式 が 異 った もので も一 元 的 に処 理 し,ま た 比較 で き る。 必

要 が あ れ ば も との勘 定 科 目の原 本 に復 元 で き る。 決 算 書 の 入 力 は,端 末 か ら行 な って

い る。

・COSMOS1で は
,わ か りやす くす るた め に,出 力 に レー ダ ー チ ャー ト,図 型,グ ラ

フを多 くと り入 れ て い る。

・COSMOS2で は ,目 的別 の 出 力 が 可能 で あ る。

1)サ マ リー リス ト(地 域 別,規 模 別 な ど用 途 別 フ ォ ーマ ッ トで 出 力 で き る)

2)顧 客管 理 カ ー ド

3)ダ イ レク ト ・メ ー ル用 ラベ ル

・入 力 デ ー タの デ ー タ エ ラー チ ェ ッ ク シス テ ム を持 って い る。

10.標 準 化 ツ ール の開 発 と利 用

・帝国 産 業 分 類 表:日 本 標 準 産業 分 類(総 務 庁告 示)に 準 拠 し,産 業 を673業 種 に分 類

し,コ ー ド化 して あ る。

・帝国 デ ー タバ ンク独 自の 住 所 コ ー ド(10桁 コ ー ドで ,町,丁 目 レベ ル まで 識 別 で き

る)。
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11.情 報 分 析

・出 力 結 果 に は
,す で に相 当量 の分 析 結 果 が 含 ま れ て い る。 そ れ を さ らに利 用 者 が処 理,

分 析 す る よ う な ツ ー ル は現 在 の とこ ろ提 供 して い な い。

12.各 種 マ ニ ュア ル の 作 成

・社 内 用 マ ニ ュ ア ル と外 注 用パ ンチ マ ニ ュアル ,磁 気 テ ー プ利 用者 用 マ ニ ュア ル を備 え

て い る。

・マ ニ ュ ア ルの 標 準 化 は ま だ不 十 分 な の・で ,整 備 に つ い て研 究 中 で あ る。

13.運 用 ・開 発 面 で の体 制 の確 立

・シス テ ム部 門 に は約30人 の技 術 ス タ ッフが お り,ソ フ ト作 成,開 発,運 用 に携 わ っ

て い る。

・ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トは ,細 か い仕 様 に な る と社 内 の ほ うが よ くわか る ので,社

内 で作 る こ との ほ うが 多 い。 細 か くな い もの につ い て は 外 注 して い る。

・利 用 者 の 要 求 に対 応 す るた め に
,シ ス テ ム部 門 の6～7人 が サ ー ビス を担 当 して い る。

この 利 用 者 用 は主 に磁 気 テ ー プ の ユ ーザ ーで,ニ ー ズ に 合 わ せ て 磁気 テ ー プ を加 工 す

る こ とが 多 い。

・オ ン ライ ン利 用 者 に対 して は
,出 張 指 導 等(半 日)を 行 な う。

・COSMOS1 ,2,3,企 業 信 用 調 査 報告 書 の各 フ ァイ ル は,オ ン ライ ン シス テ ム 用

と して は,さ らに 向 上 の た め開 発 を 続 け て い る段 階 で あ る。

14サ ー ビス 料 金 体 系

・企 業信 用調 査 報告 書 フ ァイ ル

1)一 般 フ ァ イル:調 査 問 合 祭1枚/1社

調 査 問 合 票0.15～0.3枚/1画 面

2)専 用 フ ァイ ル:調 査 問 合 票50～100円/1画 面

*調 査 問 合 票 は,帝 国 デ ー タバ ンクの会 員 の チ ケ ッ トの よ うな もの 。 オ ン ライ ンサ ー ビ

ス は,現 在 は ご く限 られ た 会 員 に しか 行 わ れ てい な い。

・COSMOS1:企 業 財務 フ ァ イル4 ,500円/1社

・COSMOS2:企 業 情 報 フ ァ イル 企業 索 引100円/1回

企業 概 要1,400円/1社
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15.ア ドバ イ ス,意 見

・通 信 網 の整 備 によ り
,利 用 が 広 が りっ っ あ るの で,よ り多 くの人 々 の ニ ー ズ に応 え る

デ ー タベ ー スの 構 築 を検 討 す べ きで あ る。

・料金 的 に も
,シ ス テ ム的 に も利 用 しや す い もの を 作 るべ き で あ る。

・質 が 高 くtuptodateな もの を作 るべ きで あ る。 そ の た め に は,デ ー タ提 供 者 の

協 力 を得 な けれ ば な らな い。 デ ー タ提 供 者 の 協 力 を得 るに は,giveandtakeの

関 係 に なれ る よ うな もの で な けれ ば な らな い。

・利 用 者 サ イ ドに立 っ た きめ の 細 か い サ ー ビスが 必要 。

・今 後 デ ー タベ ー ス が発 展 す る た め に は
,日 本 全 体 の デ ー タベ ース とい う考 え に立 ち,

デ ー タベ ー スの 共 有 と,デ ー タ の収 集,入 力,加 工,提 供 の 分 業 化 が 必 要 で は な いか 。

16国 ・政 府 に対 す る要 望

・デ ー タベ ース化 した い デ ー タ を 国 は数 多 く所 有 して い る。 費 用 は民 間 が 負 担 す るか ら

速 か に利 用 可 能 の 途 を開 いて ほ しい。(例 えば,法 務 省 の 不 動産 登 記 の 変 更 書)

・税 務 署単 位 で 公 示 され て い る法 人 申告 所 得 や 高 額納 税 者 に つ い て は
,国 側 で ま とめ て,

磁 気 テー プ の形 で 提 供 して ほ しい。

・デ ー タセ ンタ ー を作 る際 は民 間 も参 加 で き る よ うに 要 望 す る。

・デ ー タベ ー スの 構 築 費 用 は税 法 上 繰 延 資 産 扱 い され
,単 年度 で は,そ の5分 の1し か

費 用化 され な いが,構 築 当 初 ほ ど費 用 に対 応 す る利益 が 少 な い の で 全 額 費 用 化 で き る

よ う これ を改 め て ほ しい。

・しか しなが らデ ー タベ ース を 作 る際 開 銀 か ら資金 を借 入 れ るた め に は
,担 保 と して の

資 産 性 が な くて は な らな い。 この 事 情 も考 慮 して デ ー タベ ース を資 産 に す るか しな い

か は構 築 者 が 決 め る 自由 を認 め て ほ しい 。

・デ ー タベ ース の共 有 化 と イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィに つ い て ,国 が標 準 化 な ど,統 一 す

る ため の場 を 作 って ほ しい。
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F.(株)図 書 館 流 通 セ ンタ ー(TRCMARC)

0.デ ー タ ベ ー ス の 概 要

・TRCMARCは ,新 刊 書 な らび に所 蔵 図 書 の 書 誌 事 項 を機 械 可読 目録 の 形 で 提 供 す る こ と

の で き る図書 整理 シス テ ムを い う。

1.会 社 概 要

・株 式 会 社 図 書 館 流 通 セ ンタ ー(以 下TRCと 称 す)は ,出 版 界18社 と社 団 法 人 図 書 館 協 会

(以 下JLAと 示 す)の 共 同 出 資 に よ って,昭 和54年12月 に設 立 され た。

・JLAの 整 備 事 業 部 が行 な って い た 図書 館 に 対 す る印 刷 カ ー ドの 提 供,図 書 の装 備 等 を 引

き継 ぐ。JLAの 技 術 を基 に,目 録 情 報 と本 の 物流 とを結 びつ け る整 理 シス テ ム を確 立 。

ま た,コ ン ピ ュー タ 時代 に即応 した形 態,つ ま り,TRCMARCと して の全 国 の 図書 館 に

向 け て サ ー ビスを 提 供 して い る。

2.デ ー タ ベ ー ス構 築 に あ た って の 事前 調 査,モ デ ル ケ ース

・モ デル は特 に な い。MARC(MachineReadableCatalogue:機 械 可 読 目録)で の サ ー ビ

スが 利 用 さ れ得 る とい う明確 な 見 通 しが 当初 か らあ った訳 で は な い が,時 代 の 要 請 が 強 か

った よ うに思 わ れ る。

3.デ ータ ベ ー ス サ ー ビス とネ ッ トワ ー ク

① シス テ ムサ ー ビス の 沿 革

・TRCMARCは ,昭 和57年2月 に 発 表 され,当 初 の 利 用 図書 館 は,所 沢 市 立 図 書 館,

和 歌 山市 民 図書 館 な ど数 館 か らス タ ー トした 。

・その 後 ,わ ず か数 年 の 間 に,市 町 村 立 図 書 館 は も と よ り,県 立 図 書 館,専 門 図書 館,高

校 ・大 学 図 書 館 へ とサ ー ビス提 供 が 拡 が り,現 在200館 以 上 の利 用 館 が あ る。

・200館 の 内訳 は,公 共 図書 館 が 約175館 で全 体 の87.5%と 圧 倒 的 に多 い が,大 学 図書 館

が 約20館,高 校 図 書 館 が4館,専 門 図書 館 が2～3館 と年 々,増 加 して い る。

② ネ ッ トワ ー ク

・この デ ー タベ ー ス の オ ンラ イ ンで の サ ー ビスは,東 販 の図 書 受 発 注 シス テ ムのTONET

が あ り,こ れ を使 ってTRCの デ ー ダ を オ ン ライ ンで検 索 す る こ と は可 能 で あ る。

・TRC独 自 の オ ン ライ ンで の ネ ッ トワ ー ク は,現 在,行 な って い な い 。
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4.情 報 源 と情 報 収 集

・最 近 ま で は ,見 本 と して取 次 店 に入 った新 刊 書 を,JLAの 目録 情 報 セ ンタ ー に送 り,そ

こで書 誌 事項 等 を 指示 して も らい,TRCで 電 算 入 力 の ため の 記 号 を付 加 し,外 注 先 でパ

ンチ入 力 して い た。 地 方 出版 物,自 費 出版 物 は ,JLAに 直接 送 付 され るの で,届 い た 時

点 で書 誌 事 項 を指 示 し,そ の後,TRCで 処 理 して い た。

・昭 和61年 か らは ,見 本 を取 次 店 等 か らTRCに 収 集 し,デ ー タ を作 成 す る流 れ に変 え た。

デ ー タ作 成 後,JLAの 目録 情 報 セ ンタ ーで デ ー タチ ェ ックを 行 な い,デ ー タ を完 成 させ

る。

・新 刊 書 は ,楽 譜,学 習 参考 書 も含 め て,年 間 約4万 件 を処 理 して い る。

・新 刊 書 の 他 に は ,各 図書 館 の要 望 に応 じ図 書 デ ー タを作 成 して お り,年 間 約2～3万 件 の

デ ータを 入 力 して い る。

・TRCMARCは ,現 在 約36万 件 の 図書 情 報 を 蓄 積 して い る。

・TRCシ ス テ ム の従 来 フ ロ ーは次 の とお り。
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5.デ ー タ ベ ー ス機 能 の 概 要(レ コ ー ド内容,検 索 機 能等)

・デ ー タベ ース の 内容 は,国 立 国会 図書 館 で サ ー ビスを 行 って い るJAPANMARCの 項 目

を全 て網 羅 して お り,さ らに,副 書 名 の ヨ ミ,出 版 社 の ヨ ミ,JALNO.等,独 自の 項 目

を付 与 して い る。
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6.デ ー タの 構 造 化 と入 力 情 報 の 分 析

・シ リー ズ もの は 一 括 記 入方 式 で は な く
,個 別 記 入 方 式 を と って い る。 図 書 館 の 運 営 の こと

を考 え る と図 書 対 カ ー ドは1対1が 望 ま しい。

・デ ー タ作 成 ,デ ータ チェ ック,情 報分 析(例 え ば分 類 付 与 等)は ,司 書 の資 格 を有 し,図

書 館業 務 等 の経 験 を 積 ん だ人 達 が行 な って お り,殆 ど が専 任 で あ る。

・書 誌 事項 の記 入 や判 断 をす る に は
,セ ンス と閃 き と幅 広 い知 識 が 要 求 され,現 場 で も実 務

の中 で これ を 鍛 え て い る。

・図 書 の主 題 分 野 に よ る分 担 制 は と って い な い
。

7.DBMSの 選 定 ・開 発

・TRCで は ,TRCMARCを 作 成 す るまで の デ ー タ入 力 作 業 を 行 な って お り,DBMSの 選

定 ・開 発 に っ い て は,今 後 の課 題 とな る。

8.フ ァイル の 設 計

・デ ータベ ース の提 供 は ,図 書 デ ータ を各 利 用 館 の フ ォ ーマ ッ トに変 換 し,MT(磁 気 テ ー

プ)やFD(フ ロ ッ ピーデ ィス ク)の 形 で 利 用 館 に届 け て い る。

・この フ ォ ーマ ッ トは ,TRCで 設 計 した。

・デ ータ フ ォー マ ッ トは ,固 定 長(皿 型,V型,VI型)と 可 変 長(JAPANMARC仕 様)

とAV用(VII型)と 様 々 な種 類 が 揃 って い る。

・一 例 と して ,固 定 長V型 の フ ォー マ ッ トを 以 下 に示 す 。
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・デ ー タ作 成 か らMARCま での従 来 フ ロ ー チ ャ ー トは 次 の とお り。

Daily

Weekly y

◎

J、Aより で 瓢 ⑳
原稿入手

」,

凸版
1

初校

(再校)

』
一

初校ゲラ
(初校)

つけ合冶 伝≡
∠

一

'

、

㊨
凸版

一

初校ゲラ
(再々校)

』
・

1脇
配列 リスト
校正資料

「 「＼一 く転言己㊥
新刊案内
配列 リス ト
(初 校)

一

凸版

1 転言己 ㊥ 1 1
東販週報

酉i別リス ト

(初 校)

新刊案内
西側 リスト

(再校)

カー ドイメージ

O

新刊案内一

『 ll ll
転言己 ㊥

＼
再校 リスト
凸版

醐
凸版

MT

凸版 麺MT

版 下

～
シ フ ト東 販 週報

ま とめ組

1」リス ト

CRTカ ー ド

(初 校)

O
その他の訂正

4緑

一

転記

⑧ 新刊案 内
lJリス ト

凸版

十
CRTカ ー ド

(再 校)

O

月 面llリ ス ト

(初 校)

配列 リ

一
東 販 保存

JIP
1版 下

1
凸 ㊥断

1

Monthly

シ フ ト

版 下
月報まとめ組

(再校) 転記(③
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10.標 準化 ツ ー ル の 開 発 と利 用

・TRCで 扱 って い る図 書 は和 書 が 殆 どで あ るが,書 誌 事 項 記 入 の 際 には,日 本 目録 規則

(NCR)新 版 予備 版 や 日本 十 進分 類法(NDC)8版,7版 に 準 拠 して い る。

・また ,TRC独 自に,NCRの 解 釈 の仕 方 の規 定 や,表 紙 ・標 題 紙 ・奥付 ・裏 表 紙 の4情 報

源 の掛 け合 わ せ方(例 え ば,タ イ トル の優 先順 位 の 決 定 の 仕 方)等 の規 定 を 設 けて い る。

・典 拠 フ ァイ ル は ,著 者 名 典 拠 フ ァイ ル を は じめ,叢 書 名 典 拠 フ ァイル,出 版 者 典 拠 フ ァイ

ル等,TRCが 自 ら開 発 し,蓄 積 して い る フ ァイル を 所 有 して い る。

11.各 種 マ ニ ュアル 作 成

・コ ー デ ィ ン グ用 の マ ニ ュアル と して か な り詳 細 な も の を作 成 して い る。

12.運 用 ・開 発 で の 体 制 の 確 立

・人 材 の 確 保 ,育 成 に は時 間 が か か る。

・デ ー タの 作 成 は人 間 が行 な う もの で あ るか ら ミス が 生 じる事 もあ る。 い か に ミス を少 な く

す るか,ミ スが 出 た 場合 に は,ど う フ ォロ ーす るか シ ス テ ム と して 考 え て お く事 が 必 要 で

あ る。

・図書 館 の電 算 機 導 入 に伴 い,TRCMARCは,速 い ス ピー ドで 利 用 され は じめ た。

13.サ ー ビス料 金 体 系

・1件 ,80円(Localデ ータ入)が 基 本 だ が,図 書 館 側 の必 要 情 報 や,提 供 フ ォ ーマ ッ ト

に よ って価 格 は違 う。

14.商 品化 の チ ェ ック リス ト

・図書 館(利 用 者)が 何 を 欲 して い るか を理 解 す る こ とが大 切 な よ うに,提 供 者 と利 用 者 の

理 解 の食 い違 い を な くす こ とが 大 切 で あ る。

・パ ン フ レ ッ ト(ア ピ ールす る媒 体)の 内容 重 視 と営 業 活 動 へ の展 開。 ,

・TRCの 場合,ス ピ ー ドを一 つ の視 点 と して い る。 本 の 注文 か ら納 品 ま で を で き る だ け速

く処 理 し,活 用 で き るよ うに す る。

・ハ ー ド,ソ フ ト会 社 との 協力,工 場 との 連 携,内 部 に い る人 間 の コ ミュ ニケ ー シ ョンの 円

滑 化 を 念 頭 に 置 き,業 務展 開 を行 な って い る 。
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15.ア ドバ イ ス.意 見

・デ ータ作 成 業 務 で一 人 前 に な るに は時 間 が か か る
。

16.TRCMARCを 使 って の図 書 館 の 作 業 フ ロ ー

・既存図書館の場合

マ ー ク 作 成 フ ロ ー概 略

〈基本カー ド有りの場合〉

図誕}館での

予備作業

! ＼ ＼

＼

ー

マーク化

瀦

▲

1

照 合

1 1

、

分類 カード

o

一

バーコード

ラベル

噺 登録No}

貼{寸

書 架 へ

Na・

O

分臓 販llカトドを書名
50音 に排列し直す

TRCマ づ と
の突合作業

識.
O

念

念素

噺

・

パンチデータ

作 成
MARC

作成

不一致
o

著者曹 名カ
ナヨミ

O

件名付与及
カナヨミ
o

新規入力

醗 己入
MARC

作成

〈基本カード無しの場合〉

図書館での

予備作

マラ 化

離

バーコード

ラベル

新登録

貼付

出版社,書 名,著
者名 板 年,価 格

言責オk言己・号,鰯Nα

(カ ードに代わるもの)

書名50音
に排列

書架 へ
蔵 書の 状 況 によ り,い ろい ろな
パ タ ー ンが あ ります 。準 備 の段

階 で詳 細 な 検討を いた します。

収集資料

1)TRC営 業 の御 案 内

2)い ろ い ろ な方 向か らTRCMARCを と らえ て み ま した。TRCコ ンパ ス シ リー ズ

3)コ ー デ ィ ン グ シ ー ト

4)目 録 作 成 か らマ ーク ま で

5)FILELAYOUTTRCMARC固 定 長 タイ プV

6)(TRCMARCのJ/MARCフ ォ ー マ ッ ト変 換)デ ー タ 要 素 一 覧
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G・(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会(デ ー タ ベ ー ス ク リア リング シス テ ム)

0.デ ー タ ベ ー スの 概 要

・デ ー タベ ー ス ク リア リン グ シス テ ムと は ,デ ー タ ベ ー スサ ー ビス に関 す る ク リア リン グ情

報(案 内 情 報)を デ ー タベ ース化 した もの で,デ ー タベ ー ス ユ ーザ ー が 必 要 とす るデ ー タ

ベ ー スの 内容,所 在,利 用方 法 を 含 む デ ータ ベ ー スに 関す る情 報 と,デ ー タベ ー スの 流 通

に関 わ る 業 者 に 関 す る情 報 を,文 字 デ ータ と イ メ ー ジ デ ータ とで 提 供 しよ う と して い る シ

ス テ ム を い う。

1.機 関 概 要

・昭 和42年12月20日(財)日 本 情 報 処 理 開発 セ ンタ ー と して 発 足 。 昭 和51年3月 名

称 を(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 と変 更,同 年4月(財)日 本 情 報 開 発 協 会,(財)情 報

処 理 研 修 セ ンタ ー と統 合 し現 在 に至 る。 付 属 機 関 と して,産 業 情 報 化 推 進 セ ン ター,情 報

処 理 研 修 セ ンタ ー,情 報 処 理 技 術 者 試 験 セ ン ターが あ る。

・現 在 ,(財)日 本 情 報処 理 開 発 協 会 は コ ン ピ ュー タ システ ムを 用 い た各 種 の 情 報処 理 方 式

の 調 査,研 究 開 発,お よ び情 報 処 理 技 術 者研 修 ・試 験 の実 施 等 を 行 な って い る。

2.デ ー タ ベ ー ス 構 築 に あ た って の 事 前 調 査 ・モデ ルケ ー ス

・事 前 作 業 と して ,国 内外 で 出版 さ れ て い る既 存 の デ ィ レク トリー の調 査 と,国 内外 の デ ー

タ ベ ー ス プ ロデ ュ ーサ ー,デ ー タベ ース デ ィス トリビュ ー タ,デ ー タ ベ ー ス ブ ロ ー カ ー

よ りデ ー タ ベ ー ス や デ ー タベ ー ス サ ー ビス に 関 す る資 料 の 入 手 を 行 な う。

・国 内 外 で 既 に稼 働 して い る ク リア リ ング シ ス テ ムの 調査 ,解 析 を 行 な う。

・(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協会 で,商 用 デ ー タ ベ ー ス利 用 に つ い て ア ンケ ー ト調査 を実 施 し,

利 用 者 か らク リア リ ングサ ー ビ スの 必 要 性 に関 す る回答 を得 て い る。

・デ ー タ ベ ー ス の所 在 につ い て通 商 産 業 省 や 関 連 機 関 へ の 問 い 合 わ せ が 増 え て きて い る。 そ

れ に 応 え る と と も に,多 くの利 用 者 に も使 用 して も らうた め にMachineReadableの 形で

利 用 可 能 にす るた め,ク リア リン グ シ ス テ ム の開 発 を 開始 した 。
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3.デ ータ ベ ー ス シス テ ム と ネ ッ トワー ク

・ク リア リング シス テ ムの 開 発 は 昭 和59年 度 よ り3カ 年 計 画 で 始 ま って お り,現 在,進 行

中 で あ る。 昭 和59年 度 か ら昭和61年 度 まで の 開発 計 画 は下 記 の よ うに な る。

59年 度 60年 度 61年 度

ク

リ

ア

リ

ン

グ

シ

ス

テ

ム

開

発

ク タ

リ ベ

ア1

リ

ン ス

ク の

デ 作

1成

文 字

58年 度台帳 中心

データベース 約600件

業 者 約300件

デー タベース1200件

業 者600件

イメ ー ジ 58年 度 台帳 約100ペ ージ
(約1800ペ ー ジ)

会 話 形 式 コ マ ン ド方 式

;:二藍}併 用

システムの実現 形態
文字 データ系 とイメー ジ

デー タ系の独立形

文字 デー タ系 とイメー ジ

データ系の統 合形

ア ク セ ス 形 態 チ ャンネル直結型 回線経由型

同義語辞書の作成 一部構築

('出 典:デ ー タ ベ ー ス ク リ ア リ ン グ シ ス テ ム の 開 発 に つ い て)

4.情 報 源 と情 報 収 集 方 法

・情 報 源 は ,通 商 産 業 省 か ら出版 され て い る 「デ ー タ ベ ー ス台 帳 総 覧 」 と,国 外 の各 種 の デ

ィ レク トリ,国 内 外 デ ー タベ ース の プ ロデ ュ ー サ ー,デ ィス トリ ビ ュー タ等 か らの パ ン フ

レ ッ ト等 。

・情 報 収 集 方 法 は ,国 内外 デ ー タベ ー スの プ ロデ ュー サ ー,デ ィス ト リビ ュ ー タ,ベ ンダー

へ は直 接 連 絡 してパ ン フ レ ッ ト等 を送 って も ら う。
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5.デ ー タ ベ ー ス 機能 の 概 要(レ コ ー ド内 容,検 索 機能 等)

・文 字 系 デ ー タベ ー ス の検 索例

・デ ー タ ベ ー ス ク リア リング シ ス テ ム に は ,文 字 系 デ ー タベ ー ス とイ メ ー ジ系 デ ー タベ ース

が あ り,共 に デ ー タ ベ ー ス に関 す るデ ー タベ ー スC以 下 「デ ータベ ースDB」 と称す)と,業

者 に 関 す る デ ー タ ベ ース(以 下 「業 者DB」 と称す)を 構 築 して い る。 文 字 系 デ ー タ ベ ー スの

サ ブ シス テ ム(コ マ ン ド方 式)を 用 い た検 索 例 を 以下 に示 す 。

(検 索 テ ー マ)

「デ ー タベ ー ス に つ いて の情 報 を含 む デ ー タベ ー ス に つ い て知 りた い。 で きれ ば,コ

ン ピュー タ 分 野 の もの が よ い。 該 当す る デー タ ベ ー ス が あ れ ば,そ れ を サ ー ビス す

る業 者 に つ い て も知 りた い 。 」

糸下線 部 は利 用 者 の 入 力 を 表 す 。

デ ー タ ベー スrDBDB」 の 選 択(SEL)

キ ー ワー ド 「デ ー タ ベー ス 」の 指 定(SEA)
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会 話 履 厩 ほ 次 の 遣 り で す
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■tE…AkVOE9〕 ンヒ・1-,D

齢(デ ー タ ベ ー ス)み つ か り'被 し た ◆ 《〔▼2
■AND写1

灸 件 を 満 足 す る レ コ ー ド が あ り ま せ ん.
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会話履歴表示 と業者DBの 選択

ベ ン ダ 登 録 番 号 に よ るサ ー チ

余

数

1

n

校

名

◆

合

エ

◆

餓

∀

昨 《真 打)
RS>Ol,T

810000

◆

rO

◆

式

日

索

0

寵

肢

W

日

鋼

内容表示指示

サーチ結果と内容表示指示

一169一



1件(案9}

目 黒 智 登'1番 号

vrOOOO61
負't7正 式 名Pt

遠 眺9ほ;.6㌔1?;:‥'。.. .言:「;1天7・1三 ελ
94304;↑ 巳Lt4t5/858-3τ85:800/22τ ～1

927;T61●xt334499D1ALOG

所 属 国 コ ー ド

HUS

貫'盲 信 別 ベ ン ダ(デ ィ ス ト リ ピ ェ 一 夕)

藁 ・fi楓 別

サL・Eヒ スDO登'軍8守

DFOOO」24

DFOOOI25
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TSSセ ッシ 。ン終 了指示

DBCS終 了 とTSSセ ッ シ ョン 終 了

(出 典 高 度 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る フ ィ ジ ビ リ テ ィ 報 告 書(3)

一 オ ン ラ イ ン デ 一 夕 ベ ー ス ク リ ア リ ン グ シ ス テ ム ーP .204-209)
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6.デ ー タ の構 造 化 と 入 力 情 報 の 分 析

・デ ー タベ ース ク リア リング シス テ ムに お け る文 字 系 デ ー タ ベ ース は,デ ー タベ ースDBと

業 者DBの2つ の デ ー タベ ー ス を持 って お り,そ れ ぞ れ の デ ー タベ ー ス構 造 は 以下 の とお

り。

データベース構 造(デ ータベース.DB)

データベース

固 有 情 報

業者1の

データベrス情 報

業者2の

データペ ス情報

～

業 者10の

テ』タ・〉 ス情報

＼

、

デ ータベース構造(業 者DB)

,'"

業者固有情報

/サ ーヒスシ久テム1
ノ

/に 関する情報

/
/

/

サーヒスシステム2

に関す る情報

サーヒスシ久テム10

に関す る情報

当該業者のサービス

す るデータベース
サービスシステムに

関する情報

(出 典:ク リア リ ン グDBの 構 造)
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・デ ー タベ ー スDBの 利 用 目 的 は
,デ ー タ ベ ー スに 関 す る案 内情 報 の 蓄 積 と検 索 で あ る。 そ

の た め,デ ー タベ ースDBは,デ ー タ ー ベ ー スの名 称 ,分 野,内 容 等 デ ー ター ベ ース に 関

す る種 々の 情 報 を収 録 して い る。

・業 者DBの 利 用 目的 は
,デ ー タ ベ ース サ ー ビス業 者 に関 す る案 内 情 報 の蓄 積 と検 索 で あ る。

そ の ため 業 者DBは,業 者 名,連 絡 先,サ ー ビス システ ム名 等 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス業 者

に関 す る種 々 の情 報 を格 納 して い る。

・デ ー タベ ー スDBと 業 者DB作 成 に あ た り
,「 デ ー タベ ー ス 台 帳総 覧 」 や 各 種 デ ィ レク ト

リを情 報 源 と して 用 い て い る。 情 報 の 種 類 別 様 式 に分 け られ た デ ー タ記 入 用 紙(10種)

に必要 事 項 を記 入 す る。 初期 入 力 は大 量 とな るた め,パ ンチ入 力 で デ ー タを 作 成。

・ 「デ ー タベ ー ス台 帳総 覧」 の原 稿(申 告 書)記 入 は
,デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス 業 者 に依 頼 し

て い る。

・文 字 系 デ ー タ ベ ース の 蓄積 ・更 新 サ ブ シ ス テ ムで用 い る デ ー タ記 入 用紙 は
,内 部 の専 門 業

者 に 委託 した。

・蓄積 され た デ ー タは ,蓄 積 ・更 新 サ ブ シ ス テ ムに よ り,デ ー タ の チ ェ ッ クを行 った後,デ

ー タベ ー スDBと 業 者DBと して構 築 され る
。

・オ ン ライ ンで の デ ータ の蓄 積 ・更新 も可 能 で あ る
。

・本 シス テ ム は ,デ ータ ベ ー ス運 用 に 関 す る3つ の機 能 を 有 して お り,そ れ らは(1)デ ー タベ

ー ス定 義 機 能 ,② デ ー タベ ー ス 蓄 積 ・更 新機 能,(3)デ ー タ検 索 機 能 で あ る。

(1)の デ ー タベ ー ス定 義 機 能 は,デ ー タベ ー ス を構 成 す る フ ァイル の 物 理 的 領 域 の 確保,

お よ び デー タ ベ ー スの 論 理 構 造 の定 義 を行 うもの で あ る。

② の デ ー タ蓄 積 ・更 新機 能 は,デ ー タベ ー スの 案 内情 報 の 蓄 積,お よ び既 に蓄 積 され て

い る情 報 の 更 新 を行 う もの で あ る。

(3)の デ ー タ検 索機 能 は,案 内情 報 の検 索 と検 索 結果 の表 示,検 索 時 の利 用 者 サ ポ ー トを

行 うもの で あ る。
`

・本 シス テ ム は ,デ ー タベ ー スの 案 内 情 報 で あ る文字 系 デ ー タ ベ ース の ほ か に,デ ー タ ベ ー

ス 台帳 総 覧 や デ ー タベ ース サ ー ビス機 関 の パ ンフ レッ ト類 を デ ジ タル 画像 と して蓄 積 した

イ メ ー ジ系 デ ー タベ ー ス を有 す る。 本 シス テ ムの 提供 す る3っ の機 能 を有 した サ ブ シス テ

ム の関 連 図 は次 の よ うに な る。
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7.DBMSの 選 定 ・開発

・DBMSの 選 定 に際 して は ,文 字 系 デ ー タ とイ メ ー ジ系 デ ー タの 連 動 が可 能 で,財 団 設 置 の

汎 用 コ ン ピュ ー タ(2機 種)で 動 作 可 能 な もの を対 象 と した。 最 終 的 に は,富 士 通 のFA

IRS-1を 核 として,周 辺 の蓄 積 ・更 新 お よ び検 索 等 の ユ ーザ ープ ロ グ ラ ムを 開 発 して いる。

・デ ー タベ ース ク リア リング シス テ ム の 開発 は,日 本 情 報 処 理 開 発 協会 の 内 部 で 行 って いる。

・ハ ー ドウ ェ ア構 成 は 以下 の とお り。

M3θ)-ROSIV/MSP

ディスプレイ制御装置

CFC

拡

G皿

FAX

ICP－ 工II:通 信 制 御 装 置(関 連 機 器LUT,LA1,LS1,NC1)

M

NCU

CFC

IDP

IS

OPR

:モ デ ム

:網 制 御 装 置

:コ ン ピ ュ ー タ ・ フ ァ ク シ ミ リ制 御 装 置

:イ メ ー ジ デ ィ ス プ レ イ 装 置

:イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 装 置

:オ フ ィ ス プ リ ン タ 装 置

(出 典:デ ー タ ベ ー ス ク リ ア リ ン グ シ ス テ ム の 開 発 に つ い て)

一174一



8.フ ァイ ル の 設 計

'ク リア リ ング シス テ ム は ,文 字 系 デ ー タベ ー ス とイ メ ー ジ系 デ ー タベ ー スか ら構 成 され て

い る。 文 字 系 デ ー タ ベ ー ス には デ ー タ ベ ー スDBと 業 者DBと が あ るが,蓄 積 ・更 新 サ ブ

シス テ ム で使 用 す る フ ァイ ル に は,DB展 開 フ ァイ ル,DB編 集 済 フ ァイ ル,業 者 フ ァイ

ル,業 者 展 開 フ ァイル,業 者 編 集 済 フ ァイ ルが あ る。

・ま た ,イ メ ー ジ系 デ ー タベ ース に は文 書 イ メ ー ジフ ァイ ル,文 書 コー ドフ ァイル と,文 書

定 義 フ ァイル が あ り,総 称 して文 書 フ ァイル と呼ん で い る。 さ らに,イ ンデ ックス検 索 を

効 率 良 くさせ る た め に,イ ンデ ック ス フ ァイル を用 意 して い る。

・これ らの フ ァイ ル設 計 で は,文 字 系 デ ー タ ベ ー ス とイ メ ー ジ系 デ ー タ ベ ー ス の フ ァイル の

連 動 が可 能 とな って い る。

9.入 出 力 の 設 計

・デ ー タベ ー ス ク リア リング シス テ ムで 使 用 され て い る2っ の デ ー タベ ー スの うち,文 字 系

デ ー タベ ー ス は,「 デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 」 や 国外 の デ ィ レク トリ数 種 を参 考 に して記 入

され た,蓄 積 ・更新 サ ブ シス テ ム用 の デ ー タ記 入 用紙(10種)の 項 目 を基 に構 成 され て

い る。

・文 字 系 デー タ ベ ー スの デ ー タ ベ ー スDBの うち,「 キ ー ワー ド」 に つ い て は,あ らか じめ

決 め た 統 制 語 を 用 いて デー タ作 成 を行 な って いたため,検 索 時 に お い て も,原 則 と して 統 制

語 で 検 索 す る必 要 が あ る。

・文 字 系 デ ー タ ベ ー ス で は ,デ ー タが 大 量 の 場 合,入 力 はバ ッチ処 理 方 式 を と って い るが,

オ ン ライ ンで の蓄 積 ・更 新 も可 能 で あ る。

・一 方 ,イ メ ー ジ系 デ ータ ベ ー ス は,「 デ ー タ ベ ース 台帳 総 覧 」 と デ ー タ ベ ー ス の カ タ ロ グ

を基 に,イ メー ジ ・ス キ ャナ で各 ペ ー ジ(デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 の場 合 は1ペ ー ジ単 位,

パ ン フ レ ッ トの 場 合 は複数 ペ ー ジに な る場 合 もあ る)を 読 み取 り,必 要 部 分 の 切 り出 し作

業 を 行 な い,イ メ ー ジ フ ァイ ル に蓄 積 され る。

・コ ー ド情 報 は ,既 に蓄 積 され た イ メ ー ジ情 報 と文字 情 報 を 結 び つ け,文 書(本 シス テム で

の フ ァイ リング の単 位 を い う)を 構 成 す る もの で,対 とな る イ メ ー ジ情 報 を ユ ニ ー クに定

め る役 割 を有 して お り,文 書 を検 索 す るた め の ア クセ ス ポ イ ン ト(索 引)と して,次 に あ

げ る5っ の項 目が 指 定 され て い る。(1)デ ータ ベ ー ス名,(2)サ ー ビス企 業 名,(3)デ ータの 分

野,(4)デ ー タの種 類,⑤ デ ー タ ベ ー ス 台 帳総 覧 ペ ー ジ,で あ る。 これ ら は全 て イ ンバ ー デ

ッ ド ・フ ァイル と して 構 築 され て い る。
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10.標 準 化 ツー ル の 開 発 と利 用

・ク リア リン グデ ー タベ ースの デ ー タ ベ ー スDB中 の 「概 要 」 項 目か ら抽 出 した約6
,000語

を も とに関 連 語 で73グ ル ー プ に分 け た同 義 語 フ ァイル が あ る。

・蓄 積 ・更 新 サ ブ シス テ ムで 使 用 す る デ ー タ記 入 用 紙 は
,様 式1～10ま で あ り,デ ー タベ

ー ス固 有 の情 報
,デ ィス トリビ ュ ー タ毎 に異 な る情 報,業 者 固有 の情 報,サ ー ビス シス テ

ム毎 に異 な る情 報 とい う様 に ,情 報 の種 類 別 の様 式 が 決 ま って い る。

・ 「デ ー タベ ース 台 帳 総 覧」 の記 入 用 紙(申 告 書)は
,通 商 産 業 省 で 定 め られ た もの で あ る。

11.各 種 マ ニ ュア ル の 作成

・現 在 あ るマ ニ ュ アル は
,検 索 マ ニ ュ ア ル,蓄 積 マ ニ ュ ア ル,検 索 操 作 説 明書(メ ニ ュ ー方

式,タ ッチ方 式)が あ り,目 次 は 以 下 の とお り(昭 和60年 度 作 成 予 定 を含 む)。

1)検 索 マ ニ ュ ア ル ・ 目 次

概 要1.

2.検 索 処 理 の 流 れ

2.1.

2.2.

3.コ マ ン ド 文 法

3.1.コ マ ン ド の 構 成

3.2.記 述 規 則

3.3.コ マ ン ド一 覧

3.4.用 語 定 義

3.5.コ マ ン ド各 論

3.5.1.

3.5.1.1.

3.5.1.2.

3.5.2.

3.5.2.1.

3.5.2.2.

3.5.3.

単一 デ ー タベ ー ス の検 索

デ ー タベ ースDBと 業 者DBの 関連 検 索

DBCSの 起 動 と終 了

DBCS起 動 コマ ン ド

DBCS終 了 コマ ン ド

検索 サ ブシステムの起動終了

検 索 サ ブ シス テ ム起 動 コマ ン ド

検 索 サ ブ シス テ ム終 了 コマ ン ド

検索 基 本 コマ ン ド
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4

3.5.3.1.

3.5.3.2.検 索 コ マ ン ド

3.5.3、3.

3.5.4.検 索 補 助 コ マ ン ド

3.5.4.1.

3.5.4.2.

3.5.4.3.保 存 コ マ ン ド

3,5.4.4.消 去 コ マ ン ド

3.5.4.5.分 類 コ マ ン ド

3.5.4.6.質 問 終 了 コ マ ン ド

3.5.4.7.

3、5.5.会 話 補 助 コ マ ン ド

3.5.5.1.利 用 説 明 コ マ ン ド

3.5.5.2.

3.5.5.3.ア テ ン シ ョ ン

3.5.6.

デ ィ ス プ レ イ 端 末 か ら の 検 索

デ ー タ ベ ー ス 選 択 コ マ ン ド

検 索 結果 出力 コマ ン ド

管 理 情報 表 示 コマ ン ド

索 引 語表 示 コマ ン ド

会 話 経 過 表示 コマ ン ド

会 話 進 行 補助 コマ ン ド

デ ィス プ レイ端末 補 助 コマ ン ド

4.1.画 面 構 成

4.2.PFキ ー

4.3.検 索 の 流 れ

4.3.1.

4.3.2.検 索

4.3.3.結 果 表 示

4.4.

4.4.L入 力 規 約

4.4.2.変 換 規 則

フ ル ス ク リ ー ン モ ー ドの 開 始

カナ(ロ ー マ字)漢 字 変 換 入 力

5.検 索 例

6.メ ッ セ ー ジ

付 録1.コ マ ン ド の 入 力 形 式 一 覧

2.項 目 名 一 覧

3. コ ー ド表 ,キ ー ワ ー ド リ ス ト
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2)蓄 積 マ ニ ュ ア ル ・ 目 次

3)

1.デ ー タ 記 入 要 領

1.1.

1.1.1.

1.1.2.

1.2

1.2.1.

1.2.2、 処 理 区 分

1.2.3.

1.3

1.3.1.様 式1

1.3.2.様 式2

L3.3.様 式3

1.3.4.様 式4

1.3.5.様 式5

1.3.6.様 式6

1.3.7.様 式7

1.3.8.様 式8

1.3.9.様 式9

1.3.10.様 式10

1.4デ ー タ 記 入 例

デ ータ記入用紙の構 成

デ ータ記入用紙共通 項 目の説明

各様式の概要

各様式の情報 源

用語 ・用字法

各様式共通項 目

データ記入用紙各 様式 の説 明

2.ジ ョ ブ 一 覧

3.

4.メ ッ セ ー ジ

4.1.

4.2.

オ ペ レ ー シ ョ ン 指 示 書

デ ー タ ベ ー スDB更 新 時 の 出 力 メ ッ セ ー ジ

業 者DB更 新 時 の 出 力 メ ッセ ー ジ

検 索 操 作 説 明 書(メ ニ ュ ー方 式)・ 目次

1.概 要
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2.基 本 的 機 能 及 び操 作

2.1.基 本 的 検 索 機 能

3

4

2.2.検 索 の 流 れ

2.3.検 索 例

画 面 の 種 類

PFキ ー機能役割 り当て と画面還移

4.1.

4.2

5.画 面 説 明

5.1.

5.2.

PFキ ー機 能 割 り当て

画面還移

画面構成

画面各論

2

2

2

4

5

8

8

9

3

3

5
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白
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ム

3
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4)検 索 操 作 説 明書(イ メ ー ジ系 デ ー タベ ース)・ 目次

1.イ メ ー ジ 系 デ ー タ ベ ー ス

1.1.文 書 フ ァ イ ル の 登 録 ・定 義

1.2イ メ ー ジ情 報 の 蓄 積

2.文 字 系 デ ー タ ベ ー ス と イ メ ー ジ 系 デ ー タ ベ ー ス の 結 合

2.1.文 字 系 デ ー タ ベ ー ス と イ メ ー ジ 系 デ ー タ ベ ー ス と の 結 合

2.2.文 字 系 デ ー タ ベ ー ス と イ メ ー ジ 系 デ ー タ ベ ー ス と の 統 合 検 索

2.2.1.内 容 表 示 画 面 か ら イ メ ー ジ 情 報 表 示 モ ー ドの 入 口 ま で の 操 作

2.2.2.イ メ ー ジ 情 報 参 照 モ ー ド で の 操 作

2.2.3.使 用 例

74

75

78

83

84

86

・… …86

90

91

5)検 索 操 作 説 明書(タ ッチ方 式)・ 目次

L概 要

1.1.構 成

1.2.操 作

1.3索 引 の 構 造

1.4.索 引 の 種 類

97

98

99

101

103
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1.5基 本 操 作 キ ー の 機 能

2.検 索 例

2.1.検 索 手 順

2.2、 画 面 例

付 録1.デ ー タ ベ ー ス 台 帳 総 覧 索 引(一 部)

2.タ ッ チ 方 式 表 示 画 面

104

106

107

109

115

119

12.運 用 ・開 発 面 で の 体 制 の 確立

・ク リア リ ング デ ー タベ ー ス作 成 の た め の デ ー タ記 入 とパ ンチ は外 部 に委 託 して い る
。

・シス テ ム は内 部 職 員 だ けで 開発 して い る。

・(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ーの ク リア リン グ委 員 会 等 で シス テ ム運 用 の ため の 検 討 が

行 なわ れ て い る。

収 集 資 料

1)ク リア リ ング委 員 会 資 料 よ り(資3-1)

2)ク リア リ ングDBの 構 造

3)高 度 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムの 開 発 に関 す る フ ィ ジ ビ リテ ィス タ デ ィ報 告 書(3)一 オ ン ライ

ンデ 一 夕 ベ ー ス ク リア リ ング シス テ ム ー

4)コ ー ド化 項 目一 覧 表

5)デ ー タベ ー スDBの 項 目一 覧

6)業 者DBの 項 目一 覧

7)シ ス テ ム構 成 図

8)申 告 書 提 出 につ い て の お願 い(通 商産 業 省 機 械 情 報 産 業 局 情 報 処理 シス テ ム 開発 課)

9)デ ー タベ ー ス ク リア リ ング シス テ ムの 開 発 につ いて

10)オ ン ライ ンデ 一 夕ベ ー ス ク リア リ ング シス テ ムの 開発 及 び運 用 上 の 諸 問題
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H.(財)日 本 造 船 振 興 財 団

0.デ ー タ ベ ー スの概 要

・MATRAXと は ,(財)日 本 造 船振 興財 団 造船 資 料 セ ンタ ーが蓄 積 して い る 「船 舶 ・海 洋

工 学 技 術 文 献 速 報 」 の デ ー タベ ース 名 で,現 在,磁 気 テ ー プで 保 管 して い る。

1.会 社概 要

・目的及 び事業

造船 業及 び造船関連 工業 を営む企業の近代化 ・合理化を促進する とともに,造 船 関係事業

に関連す る公益 法人等 の業務の推進 に協力 し,も ってわが国 造船関係事 業の振興に寄 与す

るこ とを 目的 とす る。

(1)造 船関係事業に 関連す る図書 その他の 資料 を調査 し,収 集 し,及 び提供す ること。

② 造船関係 事業に関連 す る図書 その他 の資料 を刊行 し,又 は製 作す る こと。

(3)造 船関係事業 に関 連す る海洋油濁 防止 及び海洋環境技術に関す る試験 ・研究を行な う

こと。

(4)造 船関係事 業を 営む企業 に対 し経 営上 及び技術上の指導を行 な うこと。

(5)造 船 関係事業 を営む企業の近代化 ・合 理化 の ための設備 の リース事業 を行 な う者に対

し資金 の融通 を行な うこと。

(6)造 船関係 事業に関 連す る公益 法人等 に対 し,そ の業務の実施 に必要 な資金 の融通 を行

な うこ と。

(7)造 船 技術及び これ に関連す る技術 の研究開発 を行 な う者 に対 し,資 金 の融通 又は補助

を行 な うこと。

⑧ 造 船関係事業 に関連す る公益法人等 の業務の推 進に協力 するため,会 議室,事 務室 そ

の他 の施設 を提供 す ること。

⑨ その他 この財 団の 目的を達成す るため に必要な事業 を行 な う こと。

2.デ ー タ ベ ー ス構 築 に あ た っての事 前 調 査 ・モデ ル ケ ー ス

・日本 科 学 技 術 情 報 セ ンタ ーのJICST科 学 技 術 文 献 フ ァイル や,米 国BRAネ ッ トワ ー ク,

欧 州BSRAネ ッ トワー クの 内容 に っ い て は,事 前調 査 を 行 な って い る。
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3.デ ー タベ ー ス サ ー ビス と ネ ッ トワー ク

・コ ン ピュ ー タ化 の 過 程

・昭和39年 よ り昭和56年 度 まで ,抄 録 索 引誌 「船 舶 ・海洋 工 学 技術 文 献 速 報 」(MATR

AX)を 手 作 業 で作 成,刊 行 して い た。

・昭和56年8月 ,デ ー タ ベ ー ス化 計 画 の た め の調 査 を 開 始,同 年10月,造 船 資 料 セ ンタ

ー運 営 委 員 会 に お いて57年 度MATRAXの デー タベース化につ い て承 認 を得 る
。

・昭和57年2月 ,デ ー タベ ース 化 実 施 計 画 を策 定,同 年4月,造 船 資料 セ ンタ ー運 営 委 員

会 にお い て57年 度MATRAXデ ー タベース化 実 施計 画 お よび 予 算 に つ い て 了 承 を 得 る。

実施 計 画 に基 づ き,シ ス テム開 発 を 開 始。5月 に は,デ ー タ入 力 開始,シ ソー ラス編 集 の

ため 「船 舶 ・海 洋工 学 に関 す る文 献 検 索 用 語 集 編 集 委 員 会」 を設 置 し,6月 にMATRAX

第17巻1号 が完 成(以 後2カ 月 毎 に納 本 さ れ る)。 電 算 処 理 に 関 して は船 舶 振 興 会 よ り

80%の 補 助 金 を受 ける。

・昭和58年3月 ,MATRAX第17巻6号 が完 成 。 著 者 名索 引,収 録 会議 資料 一 覧,NTI

Sレ ポー ト索 引を 付す 。 同 年12月,「 船 舶 ・海 洋 工 学 技術 文献 シ ソ ー ラス(英 語 版)」

の編 集 終 了 。 この年 よ り,自 主 事 業 と な る。

・昭和59年3月 ,MATRAX第18巻 の年 間索 引(著 者 名,キ ーワー ド,収 録 会議 資 料 一覧)

を刊 行。 「船 舶 ・海 洋 工 学 技術 文 献 シ ソー ラス(英 語 版)」 発 行 。59年 には 日本 語 版 も

入 って い るがprintoutし て い な い。 対 訳 も調 整 済 。

4.情 報源 と情 報 収 集

・情 報 源 は ,大 学,官 庁,民 間 の 各 研 究所 等 か らの学 術書 や 研究 レポ ー ト,会 議 資料 が 多 く

分野 は 国 内外 を 問わ ず 造 船 一般,船 舶 設 計,船 体 構 造,船 舶 流体 力学,船 舶 用 機 械,船 体

礒 装,造 船工 作 お よ び 造船 所 施設,航 海,海 洋 構 造 物 の 設 計 ・構 造 ・流 体 力 学,海 洋 ・港

湾工 学,海 洋 環 境,海 洋作 業 を対 象 と してい る。

・収 集 資料 は 日本 を は じめ ,中 国,韓 国等 ア ジア地 域 に重 点 を 置 いて い る。

・一 次 資料 は ,購 入,交 換,寄 贈 の方 法で 入 手 して い る。

・情 報 の 流 れ は 現在 次の よ うに な って い る。
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5.デ ー タ ベ ー ス機 能 の概 要(デ ー タ 項 目t検 索 機能 等)

・デ ー タの 中身 は ,雑 誌,会 議 資 料,レ ポ ー ト,図 書 等 の書 誌 事項(翻 訳 論 文 名,原 論 文名,

著 者 名,出 典,文 献番 号,記 事 区 分,資 料 種 類)と 抄録 か ら構 成 されて い る。

・現 在 「船舶 ・海 洋 工学 技 術 文献 速 報 」 を デ ー タベ ー ス化 して お り,磁 気 テ ープ に 蓄 積 して

い る と ころ で あ る。

・コ ン ピュー タ利 用 に よ る将 来像 は下 の図 の よ うに 考 えて い る。

① 情報の竺産者 ③情報の収集 ④ 情報の加工 ⑤朝 議の処理 と蓄積

者

考

究

術

W方

・↑ス

公 庁

所

校

法人(団体)

企

全世界の自書笛

=、 会議☆口報

告7薄 モ(自今な

線体 を遠じて収

恥す るe

　

…繋

ぎ

頁
圏

⑥

テ

タ

べ

ス

⑦ 情報の鍵ば

マ 〆 〃 ノ,
一 一 ピ ・

`二 、← 一 フ 饗 ぴ^
-e7,イ ス.

ヒ テ'ti-,一 ヒ ス

ヒsl弱 れr

● 駅アー ヒフ

鍋ft占 ～ ヒス

SDIt－ ヒス

当技栢莞一ーヒス

閲 覧

貸 出

複 写

調 査

蔵 書 目 録

＼ 各 種 目 縁

盗 聴 リ ス ト

⑩ 青報の受手

デー タベ ー ス

今 ッ トワー ク

⑨

9'tusした川 路を取り'
dlしや・rいように驚

通信回線

利

用

者

(出 典:造 船 資料 セ ンターの情報の流れ(電 算 機利用 によ る将来像))

6.デ ー タ の 構造 化 と入 力 情 報 の分 析

・資料 の選 択 か ら 「船 舶 ・海 洋 工 学 技 術 文 献 速 報 」 が 出 来 上 る ま で の 作業 過程 は 次 のよ う に

な って い る。

・一 次資 料 の 選 択 と分 類 は 専 門 知 識 を 有す る者 が行 な って お り ,Indexingや 校正 等 の前 処

理 は 職 員 が3～4人 で 作 業 して い る。 抄 録 は,企 業 の研 究 所,大 学 の教 官,ま た 退 職 され

た方 で,船 舶 ・海 洋 工 学 の 分 野 に通 じて い る主 題 専 門 家10～12人 に 外注 して い る。

・一 次資 料 の選 択 の 際 に は ,日 本科 学 技 術情 報 セ ン ターで 収 録 して い る科 学 ・技 術 関 係 の 文

献 と な るべ く重複 しな い よ う に して い る。
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・収 録 件 数 は 現 在51 ,000件 で,年 間5,000件 追 加 し て い る 。

雑 誌

約420種

会議資料

年間 約100種

レポー ト

図

など

磁 気

テープ

旬
M

ファイル

[===コ 内部作業

〈===〉 外注作業

⑨

回鯉
端末

(出 典:海 洋工学技術文献速報(MATRAX)業 務 の流 れ)
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7.DBMSの 選 定 ・開 発

・ホ ス トコ ンピ ュー タを 独 自 に設 置 す るか ,企 業 の コ ン ピ ュー タセ ン ター と オ ン ラ イ ンで接

続 す る か は検 討 中 で あ る。

・加工 した デ ー タのパ ンチ入 力 と磁 気 テ ープ への 蓄 積 は外 注 してい る。

8.フ ァイル の 設 計

・外注 先 で設 計 して い る。

9.入 出力 の設 計

・ 「5.デ ー タ ベ ー ス機 能 の 概 要 」の コ ン ピ ュ ータ 利 用 に よ る将 来 図参 照 。

10.標 準 化 ツ ー ル の 開 発 と 利 用

・分 類 ,言 語,記 事 区 分,キ ー ワ ー ド(統 制),キ ー ワ ー ド(フ リ ー),分 類 ・キ ー ワ ー ド

備 考,前 処 理 備 考 の 項 目 の 入 っ た デ ー タ シ ー ト が あ り,前 処 理 の 際 に 使 用 し て い る 。

11.各 種 マ ニ ュア ルの 作 成

・内部 用 に 「船 舶 ・海 洋 工 学 技 術 文 献 速 報 」 前 処 理 マ ニ ュ アル 改訂 版 と,船 舶 ・海 洋 工 学技

術文 献 情 報 シス テ ム実 施 計 画 マ ニ ュ ア ル が あ り,前 者 は,前 処 理 作 業 の 内容 や デ ー タ項 目

の一 覧,各 項 目の 解 説 と記 入 要 領 等 か ら成 る。 後 者 は,SIST(科 学 技 術情 報 流 通技 術 基

準)を 参 考 に,デ ー タ ベ ー ス シス テ ムの 概 要 や構 成 に つ い てま と め られ た もの で あ る。

12.運 用 ・開 発 面 で の体 制 の確 立

・出発 点 は図 書 館 にあ る と考 え て い る。

・図書 館 所 蔵 の 文献 情 報 を 中 心 に デ ー タベ ース 化 す る場 合 に は,図 書館 の知 識,ド クメ ンテ

ー シ ョンの知 識 を有 す る人 が い た方 が 望 ま しい。

・シス テム 開 発 ,連 用 面 に対 す る体 制 確 立 は考 慮 中 。

13.商 品化 の チ ェ ック リス ト

・一 次 資 料 蓄 積 の必 要 性 。

・船舶 ・海 洋工 学 関 係 の 資 料 の 特 徴 を ふ まえ て,デ ー タ の蓄 積,サ ー ビ スを 行 な う よ うにす

る。
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・利 用者 の確 保。

・料金 の 設定 方 法。

・既 存 デ ー タベ ー ス(日 本 科 学 技 術 情報 セ ンタ ーのJICST科 学 技術 文献 ファイル)と な るべ

く重複 しな い よ うに心 掛 け なが ら当該 デ ー タベ ースの 特 質 を だす 。

14.国 ・政 府 へ の 要 望

・特 定 主 題 に わ た る専 門分 野 の文 献 情 報 の デ ー タベ ース化 の整 備(開 発)に 助成 金 をだ して

欲 しい。

収 集 資 料

1)船 舶 ・海 洋工 学 技 術 文 献 速報(MATRAX)業 務 の 流 れ図 。

2)造 船 資 料 セ ンタ ー の情 報 の 流れ 。

3)「 船 舶 ・海洋 工 学技 術 文 献 情報デ一夕ベース ーMATRAX-」,情 報管 理vol.27,Nα9,

Dec.1984,p.817-p.830.

4)船 舶 ・海 洋工 学 技 術 文 献 速 報,vol.20,No1,May1985.

5)造 船 と情 報,Nα18,Jan.1986.

6)造 船 技 術 情 報 利 用実 態 調 査 報告 書,1873、

7)船 舶 ・海 洋工 学 技 術 文 献情 報 デー タ ベ ー ス抄録 索 引 誌 「船 舶 ・海 洋 工学 技 術 文 献 速報 」

の電 算 編 集 一,1984,9.

8)船 舶 ・海 洋工 学 技術 文 献 情 報 シス テ ム 実 施 計 画 マ ニ ュアル,1982,2.

9)「 船 舶 ・海 洋 工学 技 術 文 献 速 報 」前 処 理 マ ニ ュ ア ル 改 訂 版,1983,4.

10)昭 和59年 度 海 難 防 止 等 デ ー タ利 用 シ ス テム開 発 調 査 研 究 報 告 書,1985,3.

11)船 舶 ・海 洋工 学技 術 文 献 シ ソー ラス,1984,3.
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1.米 国 国 立 医学 図 書館(MEDLlNE)

0.デ ー タ ベ ー スの 概 要

・MEDLINE(MedicalLiteratureAnalysisandRetrievalSystem(MEDLARS)on-Line)

は,米 国国 立 医 学 図 書 館(NLM:NationalLibraryofMedicine)が 作 成,提 供 す る書 誌

デ ー タベ ー スで あ る。 対 象 分 野 は,基 礎 お よ び臨 床 医 学,歯 科 学,獣 医 学,生 体 工学,環

境 衛生 医 学,医 療 工 学,看 護 学,法 医 学,生 物 学,生 化 学,薬 学,医 学 史 な ど生 物 医 学

(Biomedicine)全 般 に及 ぶ 。収 録 記 事 は,原 著 論 文,総 説,臨 床病 理 検 討 記 事,会 議 報告

な どで あ る。

・サ ー ビス シス テ ム に よ って も異 な るが,1966年 の文 献 ま で検 索 す る ことがで き,現 在約450

万 件 の 文献 情 報 を蓄 積 して い る。

1.機 関 概 要

・NLM(NationalLibraryofMedicine ,国 立 医 学 図 書 館)は,1836年LibraryofSur-

geonGeneral・sOfficeと して 発 足 し た 。NLMへ と 改 称 し た の は1956年 で そ れ 以 後,N

IH(NationalInstituteofHealth,国 立 保 健 研 究 所)に 所 属 す る こ と と な っ た 。

・NAL(国 立 農 学 図 書 館) ,LibraryofCongress(国 立 議 会 図 書 館)と な ら び,ア メ リ カ

の3大 図 書 館 の1っ と 言 わ れ る 。

・1983会 計 年 度 の サ ー ビ ス 状 況 と1984会 計 年 度 の 予 算 を 以 下 に 示 す 。

蔵 書 数(単 行 書,非 単 行 書)

決 算額,予 算 額

フル タ イ ム職 員 数

受 入雑 誌 数

MEDLARS索 引 件 数

うちIndexMedicus索 引件 数

IndexMedicus索 引雑 誌 数

目録 作 成 件 数 一 完 全

一 箇 略

一 計

収 書 費

貸 出件 数(謝 絶 を 除 く)

うち相 互 貸 借

うち来 館 者

コ ン ピュ ー タ検 索(米 国 内,

全 デ ー タベ ー ス)

オ ン ライ ン

オ フ ライ ン

1983

3,149,000

$46,406,000

521

23,470

310,445

284,856

2,709

11,322

7,126

18,448

$1,861,000

340,000

]77,000

163,000

2,412,000

2,020,000

392,000

1984

3,242,000

$49,6131000

546

22,291

306,000

279,000

2,695

11,243

6,267

17,510

$2,390,000

308,000

116,000

192,000

2,802,000

2,406,000

396,000

(NationalLibraryofMedicineNews.vol.39.no11.Nov.1984)
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2.デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と ネ ッ ト ワ ー ク

1)デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 沿 革

19641

1967.

1970.6

1971.10

1975.1

1979

IndexMedicus誌 を 電 算 化 す る た め に,バ ッ チ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ る

MEDLARSが 作 ら れ た 。

オ ン ラ イ ン 文 献 検 索 サ ー ビ ス の 実 験 始 ま る 。

WesternUnion社 のTeletypeWriterExchangeを 使 っ たAIM-TWXが 実

験 シ ス テ ム と し て 稼 動 。

MEDLINE稼 動 。

MEDLARSIIへ 移 行 。

MEDLARSI皿 計 画 開 始 。

2)ネ ッ ト ワ ー ク

・米 国 内 の ネ ッ ト ワ ー ク は 下 図 の 通 り(□ は ノ ー ドで あ る)
。

画

P

㎜

・レ →[亟 司

Users:16,500㊤$titutＬionseg,,lib【zrie烏

◎ompante$●zgenCle$

Files:30π1alionreeOtd5

Adeess:VA}{,dial・up,dediCitedline

Tcrminals:h口dcopy,CRT(notOCL(D

FIGURE2.Search$erviocs(LOcklieed,SDC,BRS)and▼aＬue・addednetworks(VANs)CrYMNET.TELENET)・

・ こ の 他 に,海 外14カ 国 にMEDLARSセ ン タ ー を 設 置 し情 報 提 供 を 行 な っ て い る

1)NLMと 直 接 オ ン ラ イ ン で 接 続 し て い る 国

・カ ナ ダ ,コ ロ ン ビ ア,フ ラ ン ス,イ タ リ ア,メ キ シ コ,南 ア フ リカ,英 国

2)NLMか ら ソ フ ト ウ ェ ア と 磁 気 テ ー プ の 提 供 を う け,自 国 の コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て サ

ー ビ ス を し て い る 国(機 関 名)

・オ ー ス ト ラ リ ア ,ス ウ ェ ー デ ン,ブ ラ ジ ル(PanAmericanHealthOrganization)

3)NLMか ら磁 気 テ ー プ の み の 提 供 を う け て い る 国(機 関 名)
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・西 ドイ ツ(DIMDI) ,ス イ ス,日 本(JICST)

・この他 ,商 用 オ ンラ イ ンシス テ ムで あ るDIALOG,BRS,SDC,DATA-STARを 通 じて も

利 用で き る。 日本 国 内 で は,こ の4種 とJOISに よ ってMEDLINEを 利用 す ることがで き

る。

・NLM自 身 もELHILLと 呼 ば れ るオ ンライ ン検 索 プ ロ グ ラ ムに制 御 さ れ るオ ン ライ ン シス

テ ム を持 って お り,MEDLINEの み な らず,NLMが 作 成 して い る他 の データベ ー ス もオ

ン ライ ンで サ ー ビス され て い る。

NLMオ ン ライ ン シス テ ム の発 展 過程

期 間 1970-]971 1972-1974 1975-]979

シ ス テ ム の 名 称

MEDLARSIの

AIM-TWX

phase

MEDLARSIの

MEDLINE

phase

MEDLARSH

オ ン ラ イ ン 検 索

プ ロ グ ラ ム
ELHILLI ELHILLI ELHILL皿

計 算 機 IBM360/67 IBM370/155

IBM370/158

(1980年 末

IBM370/168)

デ ー タベ ー スの 種類 1 1-6 6-17

契 約 機 関 数 90 190-430 430-1020

質 問 数/年

(オ ンラ イ ンとオ フ

ライ ンの 合 計)

一

212,000

～

503,000

503,000

～

1,404,000

(出 典:科 学技術情報ハ ンドブック改訂版)

・ハ ー ド ウ エ ア 構 成

ハ ー ド ウ ェ ア 構 成(1978年1月 時 点)は,下 記 の と お り で あ る 。

中 央 処 理 装 置:IBM370/1582台(合 計4MB)

磁 気 ド ラ ム 装 置:11MB1台

磁 気 デ ィ ス ク 装 置=70MB×8;200MB×16;300MB×24

(出 典:科 学 技 術 情 報 ハ ン ドブ ック 改 訂 版)
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・NLMか ら直 接 利 用 して い る利 用 者 の 利用 状 況 は以 下 の通 り(1981会 計 年 度) 。

利用 者 グル ープ 機関数 利用時間
%(総 利用 時
間 に対す る)

医科系大学 195 33,076 20

非医科系 大学,図 書館等 77 5,879 4

病院 684 54,908 34

政府,研 究 所,学 会等 204 16,712 10

営利企業 368 21,195 13

その他 22 469 1(以 下)

米国外機関 342 11,667 7

NLM 一 19,397 12

合 計 1,892 163,303 100%

3.情 報 源 と情 報 収 集 方 法

・情 報 源 は1983年 度 か ら雑誌 の み に限 られ て い る。

・収録 雑 誌 タイ トル数5 ,499(う ちlndexMedicus収 録 数 は,2,695誌)(1984年)。

・年間 収 録 文 献 数301 ,418件(1983年 度)〈1カ 月 に約25,000件 ずっ つ け加 え られ て い

る〉 。

・1984年 に は ,こ れ まで対 象 と されて き た原 著,原 著類 似 文献,総 説 に加 え,次 の文 献 群

が収 録 対 象 に加 え られ た 。

(1)米 国公 衆 衛 生 局(U.S.PublicHealthServlce)ま た は,米 国 国立 保 健 ・医療 研 究

所(U.S.NationalInstitutesofHealth)職 員 のMEDLINE収 録 誌 掲 載 原著 論 文 の

す べ て(医 学,非 医 学 論 文 を 問 わず)

② 上記2機 関 の援 助(資 金)に よ って お こ なわ れ た と記 述 の あ る収 録 誌 論 文 の すべ て

・雑 誌 タ イ トル数 等 の年 次 変化 は以 下 の通 り。

年 度*1 1980 1981 1982 1983

雑 誌 タ イ トル数*2 3,283 3,558 3,643 5,346

IM雑 誌 タ イ トル数 2,661 2,664 2,697 2,709

収録文献数 266,730 279,105 282,950 310,445

IM収 録 文献数 243,873 256,112 259,874 284,856

著者英文抄録数 111,629 126,742 124,511 149,851
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*1雑 誌 タ イ ト ル 数 以 外 は,す べ て 米 国 会 計 年 度 の 統 計 。 た と え ば 。1983会 計 年 度 は,

暦 年 の1982年10月1日 か ら1983年9月30日 ま で で あ る 。

*2参 考 文 献2)-6)か ら 算 出 。1984年 度 雑 誌 タ イ ト ル 数 は,5,499。

2)Listofserialsandmonographsindexedforonlineusers-1980.US.National

LibraryofMedicine,January1980.

3)Listofserialsandmonographsindexedforonlineusers-1981.US.National

LibraryofMedicineJanuary1981.

4)Listofserialsandmonographsindexedforonlineusers-1982.US.National

LibraryofMedicine,March1982.

5)Listofserialsindexedforonlineusers-1983.US.NationalLibraryofMe-

dicine,March1983.

6)Listofserialsindexedforonlineusers-1984.US.NationalLibraryofMe-

dicine,February1984.

(出 典:後 藤 敬 治,1985年 度MEDLINEフ ァ イ ル.医 学 図 書 館,32(1),p.9y-46(1985)

4.デ ー タ ベ ー ス 機 能 の 概 要(デ ー タ 項 目 、 検 索 機 能 等)

・ レ コ ー ドの 内 容 は ,MEDLINE中 の 各 書 誌 デ 一 夕 ユ 三 ッ ト ・レ コ ー ド に 含 ま れ る デ ー タ ・エ レ

メ ン ト は37種 類 あ り,以 下 の 表 に そ れ ら の デ ー タ ・エ レ メ ン ト と,そ の エ レ メ ン トが,直 接,

検 索 可 能(DirectlySearchable)か,STRINGSEARCHか ど う か 示 さ れ,そ し て 出 力 に っ

い て3種("PRINT,"PRINTFULL","PRINTDETAILLED")の 方 法 の そ れ ぞ れ に,コ

ン ピ ュ ー タ か ら 印 字 さ れ る エ レ メ ン トの 種 類 が,(X)で 指 示 さ れ て い る 。

検 索,出 力 に つ い て の コ マ ン ド は,ELHILLの も の で あ る 。

MEDLINEデ ー タ ・エ レ メ ン ト

GategoryDataElementDirectlySTRING-"PRINT"PRINT

QualifierNameSearchableSEARCHABLE"PRINT"FULL"DETALLED" 一
旬

皿

㎝

m

㏄

B

M

Author

Title

CitationNumber

EntryDate

MeSHCIassNumber

ISSN

Language

X

X

X

X

・X

X

－192－

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X
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㏄

肚

H

A

R

G

P

I

T

㏄

の

脇

W

ロ

岨

皿

N

N

P

R

R

T

VI

PlaceofPublication

placeofPublicationClass

Number

MainHeadings

Subheaings

YearofPublication

PublicationDate

SpecialListIndicator

Source

CitationIdentifier

Abstract

AbstractSource

JourralTitleAbbreviation

SubjectasaName

JourralTitleCode

EnglishAbstractIndicatr)r

JournalArticleIdentifier-

SupPlementaryData

Indicator

CatalogCitationNumber

RevisionDate

JournalSubset

LastMajorRevision

Issue/Part/SupPlement

MonographEditor/Compiler

MbnographTitle

No-AuthorIndicator

NumberofReferences

Paginatlon

ReprintSource

RevisionIndicator

Vemacuiar/Transliterated

Title

Volume/Issue

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X
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ー
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|
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ー
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|

|

1

-

1

|

l

l

-

l

l

|

|

l

l

l

|

1

ー
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ー

1

X

X

X
.

X

X

X

X

X

X

X

X

X
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X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

(出 典:野 添.医 学 図 書 館,22{2),P.67～86(1975))
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・ELHILLの 主要 な コ マ ン ドを 以 下 に 示 す
。

コ マ ン ド 機 能

COMMENT NLMに 対 して質問 または意見等 を伝 え る。

DIAGRAMDISPLAY 特定 のステー トメ ン トの質 問式 を表示 した り,登 録 された質問式 を表

示 した りす る。

ELEMENTS 入力 タームの タグ種別の省 略時解釈 を変 更する。

ERASEALL そ れ ま で の ス テ ー トメ ン トを す べ て 削 除 す る 。

ERASEBACKBACKUP 特 定 の ス テ ー トメ ン トを 削 除 す る。

EXPLAIN シ ス テ ム メ ッ セ ー ジ の 意 味 や コ マ ン ドの 意 味 を くわ し く知 り た い と き

使 う。

FILE デ ー タ ベ ー ス を 指 定 す る 。

FILES ユ ー ザ が 利 用 で ぎ る デ ー タ ベ ー ス 全 部 を 表 示 す る 。

FIND 直 前 の シ ス テ ム 側 か らの 質 問 を 無 視 して ス テ ー トメ ン トを 入 力 す る 。

HELP こ の コ マ ン ドを 入 力 す る と シ ス テ ム か ら ユ ー ザ が 直 面 して い る 問 題 の

タ イ プ が6と お り 表 示 さ れ る の で,そ の ど れ か を 指 定 す れ ば,シ ス テ

ム か ら指 示 が な さ れ る 。

MESHNO 特 定 のMeSHtermのMeSHTreeNumberを 表 示 。

NEIGHBOR イ ン デ ッ ク ス ・ フ ァ イ ル に 登 録 さ れ た 特 定 の 用 語 の 前 後 に あ る 用 語 を

表 示 す る 。

NEWS NLMか らのお知 らせを表 示す る。

OFFSEARCH オ フ ラ イ ンサ ー チ 用 の 質 問 を 入 力 す る 。

PRINT オ ンライ ン出力(標 準 出力様式 の ほかに 自分の指定す る項 目だ けの出

力 も可能)。

PRINTOFFLINE オ フ ラ イ ン出 力(300件 ま で)

送 付 先 の 指 定 が 可 能 。

PURGESEARCH 登録質問 を削除す る。

RENAME コマ ン ド名または論理演算子 を変更 す る(ANDを+に 変更す るなど)。

RESTACKKEEP 特 定 の ス テ ー トメ ン トだ け を 残 し,他 を 削 除 す る 。

RESTART それまでの会話過程 をす べて ク リア して,会 話の初期状態 に もどる。

SAVE(後 宣 言)

SAVESEARCH(前 宣 言)

オ ンラインをひんぱん に利用す る質 問を登録 する。

STOP シ ス テ ム と の 接 続 を 切 断 す る 。

STORESEARCH オ フライ ンで使用 す る複 雑な質 問やSDI用 の質問 を登録 す る。

SUBSAPPLY 副見 出語 の一括入 力。

TIME それまでに要 した接続 時間を表示す る。

TREE 特定 のMeSH用 語 の階層 関係を表示す る。

USERS そ の 時 点 で 会 話 して い る オ ン ラ イ ンユ ー ザ 数 を 表 示 す る。
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・ELHILLの 特 徴 と して は ,

(1)NLMシ ス テ ム の 特徴

・標題 の み な らず ,抄 録 か ら もキ ー ワ ー ド切 り出 しを行 な っ て い る。

・語 の 前方 一 致 や 中 間任 意 一 致検 索 が で き る
。

・ス トリン グサ ー チや セ ンテ ンスサ ー チ(同 一 文章 内に あ る タ ー ム群 のサ ー チ)が で き る
。

・質 問登 録 コマ ン ドに は ,登 録 質 問 を オ ンラ イ ンで実 行 す る もの(SAVEコ マ ン ド)と オ

フ ラ イ ンで 実 行 す る もの(STORESEARCH)の2と お りが あ り,時 間 を あま り要 し

な い質 問 につ い て は,オ ン ラ イ ンで,'自 動SDIや 時 間 を 要 す る 質 問 につ いて は オ フ ラ

イ ンで 実行 す る質 問 登録 を 行 な う。

・入力 で き る用 語 の 長 さは36文 字 ま で で あ る
。

・サ ー チ ス テ ー トメ ン ト番 号 は25ま で で あ る 。

・す べ て の サ ー チ ス テ ー トメ ン トに使 用 さ れ る用 語 数 の合 計 は380語 ま で
,ま た は5,800

文 字 ま でで あ る 。

・前方 一致 ま た は 中 間任 意 検 索 処 理 で 生 ず る語 の数 は ,4,500ま で で あ る。

・1っ の サ ー チ ス テ ー トメ ン トで 検 索 され る件 数 は ,114,000件 を 越 え て は い け な い。

・前 も って 作 って あ る前 方 一 致 集 合 群(pre -explosions)の 数 は36種(1981年 現在)で あ

る。

と い った こ とを あ げ る こ とが で き る。

(出 典:科 学 技 術 情 報 ハ ン ドブ ック)

・コマ ン ドは ,DIALOG,BRS,JOISな ど,利 用す る オ ン ライ ン シス テ ム に よ って 異 な る。

・キ ー ワ ー ド(DESCRIPTOR)に よって検 索 す る場合 ,各 キ ー ワ ー ドの そ れ ぞれ につ いて そ

れ らを どの よ うな アス ペ ク トか ら検 索 す るか ど うか を限 定 す る。 限 定 句(qualifier)を っ け

る こ とが で き る。

ex.あ る疾 病 を診 断 の 面 か ら探 す な ら,diagnosis

特 に放 射 線 診 断 な ら,radiography.

これ を キ ニ ワー ドの あ とに/を つ け て

STOMACHNEOPLASMS/diagnosisと い うふ う にす る。

この よ うなqualifierが76種 類 あ る。

・又 ,対 象 範 囲 や 条 件 を 規 定 す るqualifierが ある。 これ は,

ヒ トか 動 物 か

性 別 は
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実 験 動 物 は何 か(11種)

妊 娠 して い るか

年 令(新 生 児 か ら老 年 ま で8区 分)

invitroカ}

症 例 報 告,臨 床研 究,比 較 研 究

総 説

英 文抄 録 付 か,で あ る。

・抄 録 が つ いて い る もの が すべ て とい う訳 で は な い。 抄 録 は すべ て 著 者 自身 が 書 いた 英 文 抄 録

で,入 力 され る文 献 情 報 の48.2%に 抄録 が あ る。

5.デ ー タ の構 造 化 と入 力 情 報 の 分 析

・英 言吾以 外 で書 か れ て い る論文 標 題 は英 訳 され る。

・キ リル文 字etc .は 翻 字 され る。

・各 論 文 に対 し,indexerが(MEDICALSubjectHeadingsに 基 づ い て) ,キ ー ワ ー ド

(dicriptor)を 付 与 す る。

・一論 文 に10程 度 の キ ー ワ ー ドを 与 え る。

・収録 対 象 とな る雑 誌 は,毎 年,複 数 の専 門 家 か らな る コ ンサ ル タ ン トに よ って検 討 さ れ る。

1983会 計 年 度 の 場 合,207誌 が,新 た に加 え られ る候 補 と して選 ば れ,最 終 的 に55誌 が加 え

られ た。 ま た,胃 腸 病 学,ス ポ ー ツ医 学,法 医 学,家 庭 医 学,環 境 衛 生,各 分 野 の 現行 収 録

誌 の 見 直 しも行 な わ れ,71誌 が,収 録 対 象 か ら削 除 され て い る。

・検 索作 業 お よ び入 力 作 業 に っ い て は ,フ ァイ ル中 の 重 要(最 多 利 用)雑 誌 の90%以 上 は,

1983年3月 以 降,雑 誌 到 着 語,26日 以 内 に フ ァイ ル化 され て い る。 これ は,全 入 力雑 誌文 献

の3596,ま た は,全 入 力 雑 誌 タ イ トルの13%に 相 当 す る。 残 りの 文 献 は,3カ 月以 内 に フ ァ

イル に入 力 され る。 こ の入 力 時 間 の 短 縮 は,バ ー コー ド方 式 の 雑 誌管 理,お よ び オ ンラ イ ン

対話 方 式 の入 力 シス テ ムの稼 働 の結 果 で あ る。 この 入 力 シス テムは,索 引づ け担当者がcheck

tag,PREGNANCYを 入 力す る と,シ ス テム は 自動 的 にFEMALEを 入力 し,さ らにHUMAN

かANIMALの いずれを入力す るか を 求 め るメ ッセ9ジ が端 末 機 に表 示 され,作 業 の 正 確 さ と

迅 速 性 を 付加 す る機 能 等 を 有 す る。

・IndexMedicus用 文献の 索 引 づ け 作 業 は,米 国 国 立 医学 図書 館(NLM)職 員 とNLMと 契 約

した請 負 索 引 づ け担 当者 が それ ぞ れ27%ず つ,米 国 外MEDLARSセ ンター6機 関 ま た は,そ

れ ら機 関 の米 国 内委 託 業 者 が46%の 入 力 作 業 を 行 な って い る。
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・ま た ,従 来,索 引 の 質 的 レ ベ ル を 一 定 水 準 に 保 っ た め,歯 科 学,保 健 管 理(healthadmin-

istration)等 の 特 定 分 野 に 関 す る 索 引 作 成 作 業 は そ の 分 野 の 専 任 者 が 作 業 を 行 う 方 法 が と ら

れ て き た 。

・1983年 度 入 力 作 業 か ら,こ の 入 力 の 質 的 レ ベ ル 保 持 シ ス テ ム に 加 え て,作 業 の 迅 速 化 を 目 的

と す る と 思 わ れ る 書 誌 事 項 入 力 作 業(descriptiveindexing)と 主 題 分 析 入 力 作 業 の 分 離 シ ス

テ ム が 実 行 さ れ て い る 。 こ の 結 果,書 誌 事 項 入 力 作 業 の 主 体 はeditorと 呼 ば れ る 専 任 者 の 作

業 と な り,索 引 作 成 者 の 作 業 は か な り 従 来 よ り 負 担 が 軽 く な っ て い る 。

・索 引 作 業 に 用 い ら れ るTool類 。

1.MedicalSubjectHeadings(MeSH)

(1)AlphabeticList

(2)CategorizedLists

(3)TreeStructures

(4)PermutedMedicalSubjectHeadings

2.MeSHに 関 連 し たTools

(1}NewMainHeadings.1969-

(2)ListofProvisionalHeadings.1969一

3

4

5

6

7

ほ

0

6

但

旧

俗

π

侶

⑲

Oo

MEDLARSIndexingIntegratedAuthorityFile.1968.

IndexingManual.1964-

TechnicalNotes.1967-

LibraryNetwork/MEDLARStechnicalbulletin.1969-

MEDLARSIndexingInstructions

Genetics.1968.

RespirationPhysiology.1968.

MEDLARSCIassificationofSteroids.1968.

CellLines.1969.

Dentistry.1969.

Parasitology.1969。

PharmacyandPharmacology.1969.

VeterinaryMedicine.1969.

EponymousSyndromes.1970.

MainHeading/SubheadingCombinations.1970.
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(1DTumorMa加al.1970.

(IZProvisionalCross-References.1972.

a③Immunology.1972.

(出 典:後 藤,医 学 図 書 館19(1)p.35-54(1972))

6.DBMSの 開発 ・選 定

・DBMSは ,ど の オ ンラ イ ンサ ー ビス シス テ ムを 通 じて,サ ー ビス され て い るか に よ って異 な

る(DIALOG,BRS等 は各 々DBMSと 見 る こ と もで き る)。

・NLMの オ ン ラ イ ン検 索 プ ロ グ ラム は
,ELHILLで あ るが,こ れ は,NLMか ら開 発 を 委 託

さ れ たSDC社 が,自 社 のORBITを 基 に作成 した もの で あ る。ELHILLは 現 在ELHILL3

の 段 階 ま で きて い るが,NLMとSDC社 の 共 同 開発 に よ る もので あ る。

7.フ ァ イ ル の 設 計

・MEDLINEは サ ブ フ ァ イ ル で あ る
,

IndexMedicus

IndextoDentalLiterature

InternationalNursingIndex

か ら 構 成 さ れ る 。

・ま た
,デ ー タ の 新 し さ に よ っ て も フ ァ イ ル を 分 割 し て い る 。

例 え ばBRSの 場 合,

(識 別 名)

MESH

MS78

MS74

MS70

MESZ

MESX

(提 供 年 度)

1979～ 現 在

1975～1978

1971～1974

1966～1970

1966～ 現 在

最 新1カ 月

と い った分 割 を行 な って い る。

カ レ ン ト フ ァ イ ル

ノヘ ッ ク フ ァ イ ノレ

〃

〃

統 合 フ ァ イル
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8.入 出 力 の 設計

・索 引 ,入 力 用 の フ ォ ー マ ッ トが決 ま って お り,qualifierに っ いては,チ ェ ック(□)す れ ば

よ い よ うに な って い る。

・1984年1月 か らオ ン ライ ン端 末機 に よ る入 力 が 開始 され た。

シス テ ム名AutomatedIndexingandManagementSystem(AIMS)で ,入 力 作 業 全 般 の

効 率 化 を 意 図 して設 計 さ れて い る。 実験 結果 に よ れ ば入 力 所 要 時 間 は50%短 縮 され て い る。

・出力 は ,ど の サ ー ビ ス シス テ ムを 用 い る か,ど の コ マ ン ドを 用 い る か によ っ て 異 な る 。

MEDLARS(ELHILL)を 用 い た場 合, .出 力 され るエ レメ ン トに つ いて は,「4.デ ー タ ベ

ー ス機 能 の概 要 」 の 表 を参 照 の こ と。

9.標 準 化 ツ ー ル の 開 発 と 利 用

1)MeSH(MedicalSubjectHeadings)

MEDLINEで の 索 引 作 業 の 際,キ ー ワ ー ド(descriptor)と な る 語 の リ ス ト(シ ソ ー ラ

ス)。

・キ ー ワ ー ドは 毎 年 変 化 す る
。

1985年 版MeSHで は,総 語 数14,123語 で,新 た に 加 え ら れ た の は122語 で,そ れ ぞ れ に,

定 義,参 照 語,Tree番 号,注 記 が あ る 。

ま た,13,193語 に は,利 用 上 の 注 記 が 付 さ れ て い る 。

・MeSHは ,

ア ル フ ァ ベ ッ ト順 リ ス ト

カ テ ゴ リ ー リ ス ト

カ テ ゴ リ ー 階 段 リ ス ト(treestructures)

に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

・MeSHは ,

MeSHVocabularyFileと し て,デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る 。

2)NameAuthorityFile

著 者 名 の 典 拠 フ ァ イ ル で,デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る 。
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10.各 種 マ ニ ュ ア ル の 作 成

1)MEDLARSIndexingManual(PART1,お よ び2)

索 引 作 業 の た め の マ ニ ュ ア ル

2)NLMOnLineServiceReferanceManual(1982)お よ びSupplement(1984)

NLMか ら 直 接 オ ン ラ イ ン で デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る 人 々 の た め の 検 索 ガ イ ド

3)TheBasicsofSearchingMEDLINE:Aguideforthehealthprofessionals

－ 般 利 用 者 の た め の 検 索 ガ イ ド

11.運 用 ・開 発面 で の体 制 の確 立

・NLMの 組 織 図 を 示 す 。

所 長 室

;17*i

i
㊥

経営管理室

渉外 ・広報室

40*s

5■

図 雇}館事業部

21}2**

リファレンスサービス 部(リ フ ァレンス課 貸出閲 覧課,複 写課)

書誌サ ービス部

技術サー ビス部

(索 引課,MEDLARS管pn課)

(収 集課,目 録課,逐 次刊行物 受入課)

電子計算.機室

医学史部

51$*

オペ レー ンヨン部門

デ ー タ コ ミュニ ケー ション部 門

ア プ リケ ー シ ョン サ ・"一 ト部 門

シス テムサポー ト部門

MEDLARSサ ポート部P『

専 門 情 報 部

37+*

生体臨床医学情報サービス部門

生 体臨床医…学 ファイル作成部門

研究 ・教育事業部

81t*

ListerHillナ シ ョナ ルセ ンター

34⇔

計算機工学部門

通信コ:学部門

保健応用部門

医 学 視聴 覚 セ ン ター

37t*

材料開発部門

教育研究部門

利用部門

教育 訓練 部Pij

注)*副 所 長,企 画 担 当,国 際 関係 担 当等 の ス タ ッ フを含 む。

**部 室 に お け る実 人 員(1980会 計 年度)

(出 典:管 宮,情 報 管 理, 25(4)(1982))
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・これ らの内,MEDLINE運 用 上 重 要 なの は,

1)図 書 館 事 業 部 の書 誌 サ ー ビス部

索 引作 業,利 用 者教 育,マ ニ ュ アル 作成 を担 当 して い る。

2)電 子計 算 機 室

デ ー タ処 理,デ ー タ通 信 に関 す る業務 を 担 当 して い る。

3)ListerHillナ シ ョナ ル セ ンタ ー

R&Dの 中心 と な る もの。

・これ ま で の 開発 活 動 は必 ず し もNLM独 力 で 行 な って き た訳 で は な く,コ ンサ ル タ ン ト会 社

や,SDCな どの ソ フ トウ ェア会 社 の 支援,協 力 に よ る もの で あ る。

・1979年5月 以 後,MEDLARSIIIの 開発 を 目 ざ したtask-forceを 組 織 し,検 討 か 進 め

られ て い る。 これ は,資 料 の 収 集 か ら始 ま って 。 目録作 成,イ ン デ ク シ ング,MeSH等 の

用 語 の維 持管 理 。 検 索 サ ー ビス,さ らに は1次 資 料 の提 供 ま で,一 貫 して 電 算機 をベ ー ス

に して トー タル と して 構 築 す る もので あ り,現 在 の シス テ ムが 部 分 的 に電 算化 され た もの

で あ る のに 比較 す る と対 照 的 で あ る。 しか も設 計 思 想 は,1980年 代 に急 速 に発展す るで あ

ろ うハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェア的 技 術 お よび 情報 処 理 技 術 を取 り入 れ る こと が可能 な よ

うにOpen-endedな シ ス テム を 志 向 して い る。

12.サ ー ビス 料 金 体 系

・NLMか らMEDLINEフ ァイル を リー スす る場 合

1機 関 あ た り

固定 料 金20,000ド ル

従量 料金 と して フ ァイル 利 用1時 間 あた り4ド ル

オ フ ライ ンプ リン ト1件 あ た り1セ ン ト

・NLMは ,毎 月 の 利 用 状 況 報 告 を提 出 させ る契 約 を フ ァイ ル貸 与 機 関 と締 結 。

・オ ンライ¥で 利 用す る場 合 は,サ ー ビス システ ムに よ って異 な るか,BRSを 日本 で 使 う

場 合,1ド ル215円 で 計 算す る と,VENUS-Pの 利 用料 金 も含 め て162円/分 に なる。 フ ァ

イル 利 用 料金 と して は,1時 間20ド ルに な って い る。
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昭和61年3月
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東 京 都 港 区 浜松 町二 丁 目4番1号
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